
都市・まちづくり課

第208回 長野県都市計画審議会

調査審議第２号

都市計画区域の整備、開発及び保全
の方針の見直しについて

1

都市・まちづくり課

2

長野県のマスタープラン

市町村マスタープラン【法定】
市町村の都市計画に関する基本的な方針、地域に密着した都市計画の方針決定

都市計画区域マスタープラン（39都市計画区域）【法定】
都市計画の目標・将来像、都市計画の基本方針等

圏域マスタープラン（10圏域）【任意】
圏域づくりの理念、ゾーン別の方針、独自の取り組み等

長野県都市計画ビジョン【任意】
広域的視点から都市づくりの理念・目標、制度活用の方向性等
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具体的な施策や取組を記載

例：立地適正化計画
都市機能誘導区域、居住誘導区域、誘導施設、誘導施策、人口密度の目標等
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都市・まちづくり課
都市計画区域マスタープランの構成について

都市計画区域マスタープラン
（都市計画区域の整備、開発及び保全の方針）

都市計画法第６条の２

都市計画運用指針（国土交通省）

都市再開発の方針
防災街区整備方針

住宅市街地の開発整備方針

市町村基本構想（議会の議決）

【具体的な都市計画】
区域区分、用途地域、地域地区、地区計画、都市施設、市街地開発事業等

市町村マスタープラン
立地適正化計画（都市再生特別措置法）

都市計画法第７条の２

都市計画法第18条の２

都道府県

3

都市・まちづくり課
都市計画区域マスタープランの構成について

位置づけ
・都市の発展の動向、人口、産業の現状及び将来の見通し等を勘案して都市の将来像を明確にす
るとともに、都市計画区域における区域区分を始めとした都市計画の基本的な方針を定めたもの
作成主体
・県
計画の期間
・20年（20年後の都市の姿を展望した上で10年以内の整備するものを整備の目標として示す）
定めるもの
・区域区分の決定の有無及び当該区域区分を定めるときはその方針
努めて定めるもの
・都市計画の目標
・土地利用、都市施設の整備及び市街地開発事業に関する主要な都市計画の決定の方針

都市計画区域マスタープラン
（都市計画区域の整備、開発及び保全の方針） 都市計画法第６条の２

4-24-



都市・まちづくり課
都市計画区域マスタープランの構成について

5

【都市計画区域マスタープランの構成】
１．都市計画の目標
⑴都市計画区域の範囲
⑵都市づくりの基本理念
⑶地域ごとの市街地像
２．区域区分の決定の有無及び区域区分を定める際の方針
⑴区域区分の決定の有無
⑵区域区分の方針
３．主要な都市計画の決定方針
⑴土地利用に関する主要な都市計画の決定の方針
⑵都市施設の整備に関する主要な都市計画の決定の方針
⑶市街地開発事業に関する主要な都市計画の決定の方針
⑷自然的環境の整備又は保全に関する都市計画の決定の方針

都市計画区域マスタープラン
（都市計画区域の整備、開発及び保全の方針）

都市計画法第６条の２

県が都市計画区域ごとに、一市町村を越えた広域的な見地から、区域
区分をはじめとした都市計画の基本的な方針を定めるもの。

都市計画区域マスター
プランの変更にともなっ
て「区域区分の変更」
を行う。

都市・まちづくり課

6

【長野県都市計画ビジョン】H31.3
世界共通の目標であるSDGｓを踏まえ、市町村
合併の進展、総人口の減少、東日本大震災の発
生を背景に改定

6

【都市計画基礎調査】H29
H27年の国勢調査を基に実施（線引き都市）

人口、産業の現状や将来を見据えた主要な土地利用、都市施設等についておお
むねの配置、規模等を示すことにより、都市が抱える課題への対応や今後ある
べき都市のすがたに向けて整備、開発及び保全を図るため、変更するもの

長野都市計画区域 須坂都市計画区域（須坂市、小布施町） 松本都市計画区域 塩尻都市計画区域

都市計画区域マスタープランの変更理由
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都市・まちづくり課
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【世界共通の目標であるSDGｓの推進】
持続可能な開発目標（SDGs）のうち、とくに長野県の都市づ
くりに関連する10の目標を抽出し、長野県都市計画ビジョンの
改定に反映し、その推進

【本格的な少子高齢化・人口減少、環境問題などへの対応】
人口減少による都市機能維持の課題や環境に配慮した持続可能
な社会の実現、災害に強い都市づくりのためコンパクトで魅力
的なまちづくりの推進

【気候変動により頻発・激甚化する自然災害への対応】
東日本大震災、令和元年東日本台風、長野市における長野県神
城断層地震による建物等の被害、令和元年東日本台風による千
曲川等の氾濫による浸水被害を教訓として、災害に対して安
全・安心な都市づくりの推進

【低炭素な環境へ配慮した持続可能なまちづくりの推進】
「気候非常事態宣言」を踏まえ、一層の、集約型都市構造への
転換や公共交通利用の促進、エネルギーの効率的利用の推進

7

都市計画区域マスタープランの見直しにあたって

都市・まちづくり課

8

都市計画区域マスタープランの見直しの観点
都市計画区域マスタープランの見直しについては、最上位計画である長野県都市計画ビジョ
ンを踏まえ、以下のとおりとする。
都市計画ビジョンにおける都市づくりの方針

【ゾーンに関する方針】

1.生き生きと自律・共存できるコンパクトなまちづくり
2.美しい農山村集落づくり
3.自然環境の保全と活用

【施策に関する方針】

A.災害に強いしなやかな県土の形成
B.環境と調和した良好な居住地の形成
C.生活・産業・観光が支える交通体系の構築
D.地域資源を活かした魅力ある産業・観光の育成・創出

区域マスタープランの見直し方針と具体的な反映

①少子高齢化や環境問題等への社会的課題へ対応す
るため、コンパクトで魅力的なまちづくりを推進
→集約型都市構造への転換、立地適正化計画制度活
用による持続可能なまちづくり

②東日本大震災や台風19号を教訓とした安全なまちづく
りを推進
→土地利用方策と連動した防災・減災対策が検討又
は実施されていない区域は市街化区域編入しない、保
安林・治山治水対策を講ずる区域の保全、調整区域の
災害ハザードエリアの保全

③低炭素な環境へ配慮した持続可能なまちづくりを推進
→低炭素なまちづくり、公共交通機関の利用促進による
環境負荷低減、梯子型道路網による交通利便性向上、
緑豊かな市街地環境の創出

都市計画区域マスタープランの見直しの観点
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⻑野都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（通称︓⻑野都市計画区域マスタープラン）について 【20年後の都市を⾒据えて】

都市計画区域の範囲と⽬標年次等

【都市計画区域の範囲】

都市計画区域の名称 ︓⻑野都市計画区域（約20,161ha）

対象市町村と範囲 ︓⻑野市の一部

【⽬標年次】

都市計画の基本的な方向 ︓令和17年

市街化区域の規模や都市施設等の整備目標 ︓令和7年

都市づくりの基本理念
本区域は千曲川や犀川の合流地に広がる善光寺平を中⼼に、優良な農地と豊かな⾃然に恵

まれ、国宝善光寺の門前町として、また真田十万石の城下町松代など、自然・歴史・文化

など多様な資源に恵まれた都市である。

1998年（平成10年）には第18回オリンピック冬季競技大会を開催するとともに、

新幹線、⾼速道等の⾼速交通網や、市内の基盤整備を進め、国際交流都市としての基礎を

築いてきた。

しかし、本格的な人口減少や少子・高齢社会の到来、経済・産業活動の広域化など本区域

を巡る社会情勢は大きく変化している。さらに、平成26年11⽉には⻑野県神城断層地震

による建物等の被害、令和元年10月には、令和元年東⽇本台⾵による千曲川の氾濫によ

り大きな浸水被害を受けており、災害に強い都市づくりも求められている。

このような状況を踏まえ、災害に強く、地域が活⼒にあふれ、誰もが安全・安⼼を実感で

き、住環境と自然環境が将来にわたっていつまでもいきいきと輝き続け、様々な

ニーズ、リスク、変化に対応できる柔軟性を備えた持続可能なまちづくりを実現する

ため、本区域の都市づくりの基本理念を以下のように設定する。

「災害に強く自然と共生し安全・安心な
歴史と文化の広域交流都市づくり」

地域ごとの市街地像
【都市拠点】

a.長野駅周辺・善光寺周辺
⻑野駅を中心とした地域は、多様で高次の広域的都市機能が集積していることから、

市街地開発事業等を活用し、関連施設の緊密な活動に必要な機能のさらなる集積、⾼度化

を図る。

b.北長野駅周辺
北⻑野駅周辺は、⾏政機関や商業・業務集積など多様な機能の集積を活用し、公共交通

の結節点との連携を強化することで、歩いて暮らせる街の拠点の形成を図る。また、市北

部エリアの地域拠点として駅周辺の拠点性の強化と住宅地が主体の既存市街地としての地

域特性に配慮し、地区レベルでの都市基盤、住環境の整備を進める。

c.篠ノ井駅周辺

篠ノ井駅周辺は、市の南の玄関口として、地域拠点にふさわしい都市機能の充実を図ると

ともに、地域内に広がる住宅地を公共交通で結び、篠ノ井駅を中心とした都市機能の集約

により、コンパクトなまちづくりを進める。また、都市機能の集積を図り、拠点性を高め

るために篠ノ井駅周辺の低・未利⽤地の活用を図る。

d.旧松代駅周辺

旧松代駅周辺は、松代城、真田邸等の歴史的な文化資源を活かしつつ、博物館施設等の整

備や、商業・観光施設等の集積を図る。また、地域拠点としての都市機能が集積している

ことも踏まえ、より一層の歴史・⽂化資源を活かした観光地としての魅⼒向上を図るとと

もに、生活拠点としての整備を進める。

【その他の市街地】
a.豊野駅周辺 b.柳原駅周辺 c.川中島駅周辺 d.今井駅周辺 e.綿内地区
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主要な都市計画の決定の方針等
【市街地の⼟地利⽤の⽅針】
⼟地の⾼度利⽤に関する⽅針

⻑野駅東⼝地域から善光寺に⾄る中⼼市街地には、建築物の⽼朽化、低未利⽤地の増加、⽣

活サービス施設の不⾜等住環境面での問題を抱える地区があり、全体的には地域コミュニテ

ィーの低下や都市のスポンジ化等、数多くの課題を抱えている。市街地開発事業等の

実施や、低・未利⽤地や公的不動産を有効に活⽤した⽣活サービス施設等の⽴地誘導に

より、⼟地の⾼度利⽤及び都市機能の更新並びに、まちなか居住及び来街者等の滞在、交流

の促進を図る。

居住環境の改善又は維持に関する方針

⻑野市地域防災計画を基に、都市の危険性を把握し、⻑期的な視点において市街化を抑制す

る必要がある場合には、市街化調整区域への編⼊や、必要な⼟地利⽤規制・誘導の制度を導

入し、より安全快適な都市づくりを目指す。

【市街化調整区域の⼟地利⽤の⽅針】
災害防止の観点から必要な市街化の抑制に関する方針

災害発⽣の恐れが⾼い区域において、⼟地利⽤⽅策と連動した防災・減災対策が検討⼜は実

施されていない区域は保全されるべき区域とし、新たな市街化区域編⼊は⾏わない。

【交通施設の都市計画の決定の方針】
道路

・歩⾏者空間の連続化と居心地がよく歩きたくなる空間の創出、バリアフリー化を図る。

・⾃転⾞ネットワーク計画に位置付けた路線について、⾃転⾞通⾏空間の整備を図る。

公共交通

拠点とネットワークからなる都市構造を⽀援するように公共交通網の適切な設定を⾏う

とともに、地域拠点や観光拠点を連絡する幹線道路網の整備を図る。

【市街地開発事業の決定の方針】

中心市街地は、大型店の撤退や商業機能の郊外展開により商業地としての求⼼⼒の低下が⾒

られたが、市街地再開発事業等による新たな都市機能の形成が図られるとともに、北陸新幹

線の⾦沢延伸により、広域拠点としての魅⼒が増進している。しかし、少⼦⾼齢化や商業を

取り巻く環境の変化等による空洞化への対策、建築物の⽼朽化に伴う更新や防災対策の

必要性等から、引き続き、⾏政と住⺠とのパートナーシップによる市街地再開発事業等によ

り、商業・居住・宿泊などの都市機能の充実、歩⾏者空間の整備及び景観形成を図り、歩い

て暮らせるまちづくりを推進するとともに、多くの⼈が訪れ交流する場を創出し、中⼼市街

地の活性化を図る。

・逆線引き制度等を活用した、コンパクトシティに向けた土地利用規制・誘導
・災害リスクの高いエリアの住宅立地抑制・市街地再開発事業を活用した都市拠点の活性化

⻑野MP
の特徴 -28-
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整
区
域
の
土
地
利
用
の
方
針

（
２
）

都
市
施
設
の
整
備
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

①
交
通
施
設
の
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

②
下
水
道
及
び
河
川
の
都
市
計
画
の
整
備
の
方
針

③
そ
の
他
の
都
市
施
設
の
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

（
３
）

市
街
地
開
発
事
業
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

①
主
要
な
市
街
地
開
発
事
業
の
決
定
の
方
針

②
市
街
地
整
備
の
目
標

（
４
）

自
然
的
環
境
の
整
備
又
は
保
全
に
関
す
る
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

①
基
本
方
針

②
主
要
な
緑
地
の
配
置
の
方
針

③
実
現
の
た
め
の
具
体
の
都
市
計
画
制
度
の
方
針

④
主
要
な
緑
地
の
確
保
目
標

計
画
附
図

１
都
市
構
造
図

２
都
市
施
設
等
配
置
図

目
次

長
野
都
市
計
画
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
の
変
更

１
.
都
市
計
画
の
目
標

（
１
）

都
市
計
画
区
域
の
範
囲
と
目
標
年
次

①
都
市
計
画
区
域
の
範
囲

②
目
標
年
次

（
２
）

都
市
づ
く
り
の
基
本
理
念

（
３
）

地
域
ご
と
の
市
街
地
像

①
市
街
地
地
域

②
農
業
地
域

③
自
然
保
全
地
域

２
.
区
域
区
分
の
決
定
の
有
無
及
び
区
域
区
分
の
定
め
る
際
の
方
針

（
１
）

区
域
区
分
の
決
定
の
有
無

（
２
）

区
域
区
分
の
方
針

①
お
お
む
ね
の
人
口

②
産
業
の
規
模

③
市
街
化
区
域
の
お
お
む
ね
の
規
模
及
び
現
在
市
街
化
し
て
い
る
区
域
と
の
関
係

３
.
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

（
１
）

土
地
利
用
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

①
主
要
用
途
の
配
置
の
方
針

②
市
街
地
に
お
け
る
建
築
物
の
密
度
の
構
成
に
関
す
る
方
針

③
市
街
地
に
お
け
る
住
宅
建
設
の
方
針

④
市
街
地
に
お
い
て
特
に
配
慮
す
べ
き
問
題
等
を
有
す
る
市
街
地
の
土
地
利
用
の
方
針

⑤
市
街
化
調
整
区
域
の
土
地
利
用
の
方
針

（
２
）

都
市
施
設
の
整
備
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

①
交
通
施
設
の
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

②
下
水
道
及
び
河
川
の
都
市
計
画
の
整
備
の
方
針

③
そ
の
他
の
都
市
施
設
の
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

（
３
）

市
街
地
開
発
事
業
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

①
主
要
な
市
街
地
開
発
事
業
の
決
定
の
方
針

②
市
街
地
整
備
の
目
標

（
４
）

自
然
的
環
境
の
整
備
又
は
保
全
に
関
す
る
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

①
基
本
方
針

②
主
要
な
緑
地
の
配
置
の
方
針

③
実
現
の
た
め
の
具
体
の
都
市
計
画
制
度
の
方
針

④
主
要
な
緑
地
の
確
保
目
標

計
画
附
図

１
都
市
構
造
図

２
都
市
施
設
等
配
置
図
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平
成
○
年
○
月
○
日
作
成

（
旧
）
第
６
回
区
域
区
分
見
直
し

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
新
）
第
７
回
区
域
区
分
見
直
し

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

3

長
野
都
市
計
画
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
の
変
更

都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

１
．
都
市
計
画

の
目
標

本
計

画
は

、
長

野
都

市
計

画
区

域
内

の
市

町
村

や
住

民
の

意
向

を
踏

ま
え

、
長

野
都

市
計

画
が

目
指
す
都
市
計

画
の

目
標

と
そ

の
実

現
に

向
け

た
基

本
的

な
方

針
を

明
確

に
示

す
こ

と
に

よ
り

、
計

画
的

な
都

市
づ
く
り
の
実
現

を
促
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

(
1
)
都

市
計

画
区
域
の
範
囲
と
目
標
年
次

①
都
市
計

画
区
域
の
範
囲

◆
都
市
計
画
区
域
の
名
称
：
長
野
都
市
計
画
区
域

◆
対
象
市
町
村
：
長
野
市

◆
範
囲
：
長
野
市
の
一
部

②
目
標
年

次

・
都
市
計
画
の
基
本
的
な
方
向

平
成

3
7
年

・
市
街
化
区
域
の
規
模
や
都
市
施
設
、
市
街
地
開
発
事
業
の
整
備
目
標

平
成

2
7
年

(
2
)
都

市
づ

く
り
の
基
本
理
念

①
都
市
づ
く
り
の
基
本
理
念

長
野
都

市
計
画
区
域
は
、
長
野
市
及
び
豊
野
町
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、
平
成

1
7
年
１
月
の
合
併

に
よ
り
、
豊
野
町
が
長
野
市
に
編
入
合
併

し
、
長
野
市
１
市
に
よ
る
都
市
計
画
区
域
と
な
っ
た
。

本
区
域

は
中
部
圏
都
市
開
発
区
域
に
属
し
、
県
内
は
も
と
よ
り
、
隣
接
各
県
と
の
活
発
な
交
流
を
深
め
る
中

で
、
平
成

1
1
年
に
は
中
核
市
に
指
定
さ
れ
、
政
治
・
経
済
・
観
光
の
拠
点
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。

ま
た
、
本
区
域
は
千
曲
川
や
犀
川
の
合
流
地
に
広
が
る
善
光
寺
平
を
中
心
に
、
優
良
な
農
地
と
豊
か
な
自
然

に
恵
ま
れ
、
国
宝
善
光
寺
の
門
前
町
と
し
て
、
ま
た
真
田
十
万
石
の
城
下
町
松
代
な
ど
、
自
然
・
歴
史
・
文
化

な
ど
多
様
な
資
源
に
恵
ま
れ
た
都
市
で
あ

る
。

1
9
9
8
年
（
平
成

1
0
年
）
に
は
第

1
8
回

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季
競
技
大
会
（
以
下
「
冬
季
五
輪
と
い
う
」
）
を

開
催
す
る
と
と
も
に
、
新
幹
線
、
高
速
道
等
の
高
速
交
通
網
や
、
市
内
の
基
盤
整
備
を
進
め
、
国
際
交
流
都
市

と
し
て
の
基
礎
を
築
い
て
き
た
。

し
か
し

、
広
い
行
政
区
域
を
有
し
、
円
滑
で
機
能
的
な
都
市
活
動
と
快
適
な
都
市
生
活
の
実
現
に
は
い
ま
だ

不
十
分
な
状
況
に
あ
り
、
都
市
機
能
の
高

度
化
、
基
盤
整
備
の
充
実
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
よ

う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
保
全
し
、
そ
の
恵
み
を
享
受
す
る
中
で
、
人
々
の
多
様
な

価
値
観
が
尊
重
さ
れ
る
快
適
で
文
化
的
な

都
市
生
活
を
実
現
す
る
た
め
、
本
区
域
の
都
市
づ
く
り
の
基
本
理
念
を

以
下
の
よ
う
に
設
定
す
る
。

「
自
然
と
共
生
す
る
歴
史
と
文
化
の
広
域
交
流
都
市
づ
く
り
」

長
野
都
市
計
画
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
の
変
更

都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

１
．
都
市
計
画
の
目
標

本
計
画

は
、

長
野

都
市

計
画

区
域

内
の

市
町

村
や

住
民

の
意

向
を

踏
ま

え
、

長
野

都
市

計
画

が
目

指
す

都
市

計

画
の
目

標
と

そ
の

実
現

に
向

け
た

基
本

的
な

方
針

を
明

確
に

示
す

こ
と

に
よ

り
、

計
画

的
な

都
市

づ
く

り
の

実
現

を
促
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

(
1
)
都

市
計

画
区

域
の

範
囲

と
目

標
年

次

①
都
市
計
画
区
域
の
範
囲

◆
都
市
計
画
区
域
の
名
称
：
長
野
都
市
計
画
区
域

◆
対
象
市
町
村
：
長
野
市

◆
範
囲
：
長
野
市
の
一
部

②
目
標
年
次

・
都
市
計
画
の
基
本
的
な
方
向

令
和

1
7
年

・
市
街
化
区
域
の
規
模
や
都
市
施
設
、
市
街
地
開
発
事
業
の
整
備
目
標

令
和
７
年

(
2
)
都

市
づ

く
り

の
基

本
理

念

①
都
市
づ
く
り
の
基
本
理
念

長
野
都
市
計
画
区
域
は
、
長
野
市
及
び
豊
野
町
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、
平
成

1
7
年
１
月
の
合
併

に
よ
り
、
豊
野
町
が
長
野
市
に
編
入
合
併
し
、
長
野
市
１
市
に
よ
る
都
市
計
画
区
域
と
な
っ
た
。

本
区
域
は
中
部
圏
都
市
開
発
区
域
に
属
し
、
県
内
は
も
と
よ
り
、
隣
接
各
県
と
の
活
発
な
交
流
を
深
め
る
中

で
、
平
成

1
1
年
に
は
中
核
市
に
指
定
さ
れ
、
政
治
・
経
済
・
観
光
の
拠
点
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。

ま
た
、
本
区
域
は
千
曲
川
や
犀
川
の
合
流
地
に
広
が
る
善
光
寺
平
を
中
心
に
、
優
良
な
農
地
と
豊
か
な
自
然

に
恵
ま
れ
、
国
宝
善
光
寺
の
門
前
町
と
し
て
、
ま
た
真
田
十
万
石
の
城
下
町
松
代
な
ど
、
自
然
・
歴
史
・
文
化

な
ど
多
様
な
資
源
に
恵
ま
れ
た
都
市
で
あ
る
。

1
9
9
8
年
（
平
成

1
0
年
）
に
は
第

1
8
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季
競
技
大
会
（
以
下
「
冬
季
五
輪
と
い
う
」
）
を

開
催
す
る
と
と
も
に
、
新
幹
線
、
高
速
道
等
の
高
速
交
通
網
や
、
市
内
の
基
盤
整
備
を
進
め
、
国
際
交
流
都
市

と
し
て
の
基
礎
を
築
い
て
き
た
。

し
か
し
、
本
格
的
な
人
口
減
少
や
少
子
・
高
齢
社
会
の
到
来
、
経
済
・
産
業
活
動
の
広
域
化
な
ど
本
区
域
を

巡
る
社
会
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
平
成

2
6
年

1
1
月
に
は
長
野
県
神
城
断
層
地
震
に
よ
る
建
物
等
の
被
害
、
令
和
元
年

1
0
月
に
は
、

令
和

元
年

東
日

本
台

風
に

よ
る

千
曲

川
の

氾
濫

に
よ

り
大

き
な

浸
水

被
害

を
受

け
て

お
り

、
災

害
に

対
し

て

安
全
・
安
心
な
都
市
づ
く
り
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
災
害
に
強
く
、
地
域
が
活
力
に
あ
ふ
れ
、
誰
も
が
安
全
・
安
心
を
実
感
で
き
、

住
環
境
と
自
然
環
境
が
将
来
に
わ
た
っ
て
い
つ
ま
で
も
い
き
い
き
と
輝
き
続
け
、
様
々
な
ニ
ー
ズ
、
リ
ス
ク
、

変
化

に
対

応
で

き
る

柔
軟

性
を

備
え

た
持

続
可

能
な

ま
ち

づ
く

り
を

実
現

す
る

た
め

、
本

区
域

の
都

市
づ

く

り
の
基
本
理
念
を
以
下
の
よ
う
に
設
定
す
る
。

「
災
害
に
強
く
自
然
と
共
生
し
安
全
・
安
心
な
歴
史
と
文
化
の
広
域
交
流
都
市
づ
く
り
」
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平
成
○
年
○
月
○
日
作
成

（
旧
）
第
６
回
区
域
区
分
見
直
し

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
新
）
第
７
回
区
域
区
分
見
直
し

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

4

②
都
市
づ
く
り
の
目
標

都
市
づ

く
り
の
目
標
を
次
の
と
お
り
設
定
す
る
。

●
自

然
と
共

生
し
、
調

和
し
た
都

市
づ
く
り

豊
か
な

自
然
環
境
を
未
来
へ
と
継
承
し
つ
つ
、
自
然
と
共
生
す
る
緑
豊
か
な
都
市
づ
く
り
を
目
指
す
。

自
然
の

恵
み
を
享
受
す
る
な
か
で
、
持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、
低
炭
素
都
市
づ
く
り

を
目
指
す
。

都
市

に
お

け
る

社
会

経
済

活
動

に
起

因
す

る
環

境
へ

の
負

荷
を

低
減

す
る

た
め

、
土

地
を

効
率

的
に

利
用

し
、
河
川

や
身
近
な
里
山
を
含
む
多
様
な
自
然
環
境
を
保
全
す
る
コ
ン
パ
ク
ト
で
ミ
ク
ス
ト
ユ
ー
ス
*
の
集
約

型
都
市
構
造
の
実
現
を
目
指
す
。

●
安

全
・
安

心
で
き
る
都

市
づ
く
り

高
齢

者
や

障
害

者
も

含
む

す
べ

て
の

人
が

安
心

し
て

社
会

参
加

が
で

き
、

ま
ち

な
か

居
住

な
ど

歩
い

て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
効

率
的
な
市
街
地
整
備
を
目
指
す
。

自
然
災

害
の
発
生
に
備
え
て
、
密
集
市
街
地
の
整
備
や
治
山
治
水
対
策
に
お
い
て
は
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
を

組
み

合
わ

せ
て

、
安

全
を

主
と

す
る

基
盤

整
備

に
よ

り
、

安
心

し
て

快
適

に
暮

ら
す

こ
と

の
で

き
る

都
市

環

境
の
整
備
を
目
指
す
。

●
活

力
と
に
ぎ
わ

い
の

持
続

す
る
都

市
づ
く
り

長
野
が

育
み
継
承
し
て
き
た
歴
史
、
伝
統
、
文
化
と
い
っ
た
資
源
を
活
か
し
な
が
ら
、
冬
季
五
輪
を
開
催
し

た
国

際
交

流
の

拠
点

と
し

て
の

ま
ち

づ
く

り
を

進
め

、
住

む
人

々
に

と
っ

て
も

誇
り

と
安

ら
ぎ

が
感

じ
ら

れ

る
活
力
あ
る
都
市
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

●
協

働
に
よ
る
個

性
あ
る
都

市
づ
く
り

住
民
等

が
主
体
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
で
き
る
仕
組
み
を
整
え
、
住
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
事
業
者
、
地
域
、
行

政
の
協
働
に
よ
る
都
市
づ
く
り
を
推
進
す

る
。

*
ミ
ク
ス
ト
ユ
ー
ス
：
住
宅
を
は

じ
め
商
業
、
業
務
、
行
政
、
教
育
等
の
多
様
な
用
途
が
集
積
し
た

複
合
的

な
土
地
利
用
。
（
土
地
利
用
の
複
合
化
）

(
3
)
地

域
ご

と
の
市
街
地
像

長
野
都
市
区
域
を
４
つ
の
地
域
に
分
け
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

ま
た

、
自

然
環

境
の

保
全

や
農

林
業

の
振

興
等

に
配

慮
す

る
と

と
も

に
、

市
街

地
に

お
い

て
は

適
切

な
都

市
機
能
の
分
担
と
連
携
に
よ
り
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
都
市
づ
く
り
を
目
指
す
。

①
都
市
拠

点

a.
長
野

駅
周
辺
商
業
・
善
光
寺
周
辺
市
街
地

②
都
市
づ
く
り
の
目
標

都
市
づ
く
り
の
目
標
を
次
の
と
お
り
設
定
す
る
。

●
自

然
と
共

生
し
、
調

和
し
た
都

市
づ
く
り

豊
か
な
自
然
環
境
を
未
来
へ
と
継
承
し
つ
つ
、
緑
地
の
有
す
る
環
境
保
全
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
防
災
、

景
観

形
成

な
ど

の
グ

リ
ー

ン
イ

ン
フ

ラ
と

し
て

の
機

能
が

効
率

的
か

つ
有

機
的

に
発

揮
さ

れ
る

都
市

づ
く

り

を
目
指
す
。

自
然
の
恵
み
を
享
受
す
る
な
か
で
、
循
環
型
社
会
や
低
炭
素
社
会
、
自
然
共
生
社
会
の
３
つ
を
統
合
的
に
進

め
る
こ
と
で
、
環
境
に
負
荷
を
か
け
な
い
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
を
目
指
す
。

都
市

に
お

け
る

社
会

経
済

活
動

に
起

因
す

る
環

境
へ

の
負

荷
を

低
減

す
る

た
め

、
土

地
を

効
率

的
に

利
用

し
、
河
川
や
身
近
な
里
山
を
含
む
多
様
な
自
然
環
境
を
保
全
し
な
が
ら
、
地
域
固
有
の
歴
史
・
文
化
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
等
を
再
生
し
、
人
と
自
然
、
都
市
と
農
山
村
が
持
続
的
に
共
存
・
共
生
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

す
。

●
安

全
・
安

心
で
き
る
都

市
づ
く
り

高
齢
者
や
障
が
い
者
も
含
む
す
べ
て
の
人
が
安
心
し
て
社
会
参
加
が
で
き
、
住
み
や
す
く
移
動
し
や
す
い
、

コ
ン
パ
ク
ト
で
効
率
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
。

防
災

に
配

慮
し

た
安

全
な

ま
ち

づ
く

り
を

行
う

観
点

か
ら

、
居

住
や

都
市

機
能

を
立

地
す

る
エ

リ
ア

は
災

害
リ
ス
ク
の
あ
る
地
域
を
可
能
な
限
り
避
け
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
災
害
に
対
し
て
安
全
・
安
心
で
き
る
都
市

の
実
現
を
目
指
す
。
そ
の
際
、
地
域
に
存
在
す
る
災
害
リ
ス
ク
の
程
度
、
防
災
・
減
災
対
策
の
取
組
に
よ
る
リ

ス
ク
の
軽
減
、
地
域
の
持
続
性
や
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
と
の
総
合
的
な
バ
ラ
ン
ス
等
を
考
慮
す
る
。

ま
た
、
自
然
災
害
の
発
生
に
備
え
て
、
密
集
市
街
地
や
治
山
治
水
対
策
に
お
い
て
は
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
事

業
を

連
携

さ
せ

て
一

体
的

に
推

進
し

て
い

く
こ

と
に

よ
り

、
安

心
し

て
快

適
に

暮
ら

す
こ

と
の

で
き

る
都

市

環
境
の
整
備
を
目
指
す
。
そ
の
際
、
必
要
に
応
じ
て
市
町
村
を
超
え
た
広
域
の
視
点
か
ら
の
検
討
・
調
整
を
行

う
。

●
活

力
と
に
ぎ
わ

い
の

持
続

す
る
都

市
づ
く
り

長
野
が
育
み
継
承
し
て
き
た
歴
史
、
伝
統
、
文
化
と
い
っ
た
資
源
を
活
か
し
な
が
ら
、
冬
季
五
輪
を
開
催
し

た
都
市
と
し
て
、
新
た
な
資
源
を
掘
り
起
こ
し
、
磨
き
、
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
む
人
々
に
と
っ
て
も
誇

り
と
安
ら
ぎ
が
感
じ
ら
れ
る
活
力
あ
る
都
市
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

●
協

働
に
よ
る
個

性
あ
る
都

市
づ
く
り

住
民
等
が
主
体
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
で
き
る
仕
組
み
を
整
え
、
住
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
事
業
者
、
地
域
、
行

政
の
協
働
に
よ
る
都
市
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

(
3
)
地

域
ご

と
の

市
街

地
像

長
野
都
市
計
画
区
域
を
４
つ
の
地
域
に
分
け
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

ま
た
、
自
然
環
境
の
保
全
や
農
林
業
及
び
産
業
の
振
興
、
防
災
能
力
の
向
上
等
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
市

街
地

に
お

い
て

は
適

切
な

都
市

機
能

の
分

担
と

連
携

に
よ

り
、

バ
ラ

ン
ス

の
と

れ
た

コ
ン

パ
ク

ト
な

都
市

づ

く
り
を
目
指
す
。

①
都
市
拠
点

a.
長
野
駅
周
辺
・
善
光
寺
周
辺
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5

Ｊ
Ｒ
長
野
駅
を
中
心
と
し
た
地
域
は
、
商
業
・
業
務
施
設
が
高
密
度
で
集
積
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
関
連

施
設
の
緊
密
な
活
動
に
必
要
な
機
能
集

積
を
、
市
街
地
開
発
事
業
等
を
活
用
し
て
推
進
す
る
。

ま
た
、
行
政
、
医
療
、
福
祉
、
教
育
、
文
化
な
ど
の
各
種
機
能
を
徒
歩
で
利
用
で
き
る
ま
ち
な
か
居
住
を

推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
夜
間
人
口
の
減
少
を
防
ぎ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
維
持
を
図
る
も
の
と
す
る
。

長
野
駅
東
口
の
若
里
地
区
は
、
県
の
文

化
会
館
や
信
州
大
学
工
学
部
、
長
野
赤
十
字
病
院
な
ど
が
集
積
し

て
い
る
地
区
で
あ
り
、
教
育
・
文
化
・
交
流
の
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
の
集
積
を
活
か

し
た
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
。

門
前

町
の

雰
囲

気
を

今
に

残
す

善
光

寺
と

そ
の

周
辺

区
域

は
、

歴
史

と
文

化
資

源
を

活
か

す
地

域
と

し

て
、
門
前

町
に
相
応
し
い
街
並
み
の
形
成
を
促
す
こ
と
に
よ
り
観
光
機
能
の
充
実
と
歴
史
的
景
観
の
保
全
を

図
る
。

b.
Ｊ
Ｒ
豊
野
駅
周
辺
市
街
地

Ｊ
Ｒ
豊
野
駅
周
辺
地
域
は
、
生
活
拠
点

と
し
て
位
置
づ
け
、
地
域
の
生
活
の
利
便
性
に
資
す
る
商
業
機
能

の
集
積
と
周
辺
住
宅
地
と
の
融
合
を
図

る
。

c
.
Ｊ
Ｒ
北
長
野
駅
周
辺
市
街
地

Ｊ
Ｒ
北
長
野
駅
周
辺
は
、
古
く
か
ら
市

街
地
が
形
成
さ
れ
た
地
域
で
、
住
宅
、
商
業
、
工
業
の
用
途
が
混

在
し
、
老
朽
木
造
建
築
物
が
密
集
し
て
い

る
な
ど
防
災
上
の
課
題
も
抱
え
て
い
る
。
再
開
発
事
業
等
に
よ
る

都
市
機
能
の
集
積
も
進
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
、
北
長
野
駅
周
辺
の
歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
核
と
し

て
拠
点
機
能
を
強
化
し
、
既
存
市
街
地

の
特
性
に
配
慮
し
た
基
盤
整
備
を
図
る
。

d.
Ｊ
Ｒ
篠
ノ
井
駅
周
辺
市
街
地

Ｊ
Ｒ
篠
ノ
井
駅
周
辺
は
、
市
南
部
の
生
活
・
医

療
・
文
化
・
交

流
の
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
、
商
業
、
業

務
、
サ
ー
ビ
ス
業
等
の
機
能
の
集
積
を
図
る
。
ま
た
、
駅
と
南
長
野
運
動
公
園
の
連
携
を
図
る
た
め
、
南
長

野
運
動
公
園
を
中
心
と
す
る
健
康
体
育

施
設
の
機
能
向
上
を
図
る
。

Ｊ
Ｒ
篠
ノ
井
駅
西
側
は
、
土
地
区
画
整

理
事
業
に
よ
る
良
好
な
住
環
境
整
備
を
活
か
し
、
駅
に
近
接
す
る

田
園
地
帯
に
囲
ま
れ
た
住
環
境
を
保
全

・
整
備
し
て
い
く
。

e
.
長
野
電
鉄
松
代
駅
周
辺
市
街
地

長
野

電
鉄

松
代

駅
周

辺
は

、
真

田
家

十
万

石
の

城
下

町
と

し
て

発
展

し
て

き
た

歴
史

的
な

街
並

み
が

残

り
、
多
く
の
文
化
財
に
恵
ま
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
資
源
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
。

一
方
で
、
都
市
基
盤
は
立
ち
遅
れ
、
朝

夕
の
交
通
渋
滞
や
観
光
の
交
通
に
も
支
障
を
き
た
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
歴
史
的
観
光
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
、
歴
史
・
文
化
資
源
を
活
か
し
た
観
光
地
と
し
て
の
魅

力
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
生
活
拠
点

と
し
て
の
整
備
を
進
め
る
。

②
そ
の
他
の
市
街
地

長
野
駅
を
中
心
と
し
た
地
域
は
、
多
様
で
高
次
の
広
域
的
都
市
機
能
が
集
積
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
街

地
開
発
事
業
等
を
活
用
し
、
関
連
施
設
の
緊
密
な
活
動
に
必
要
な
機
能
の
さ
ら
な
る
集
積
、
高
度
化
を
図
る
。

ま
た
、
行
政
、
医
療
、
福
祉
、
教
育
、
文
化
な
ど
の
各
種
機
能
を
徒
歩
で
利
用
で
き
る
ま
ち
な
か
居
住
を

推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
夜
間
人
口
の
減
少
を
防
ぎ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
維
持
を
図
る
。

長
野
駅
東
口
の
若
里
地
区
は
、
県
の
文
化
会
館
や
信
州
大
学
工
学
部
、
長
野
赤
十
字
病
院
な
ど
が
集
積
し

て
い
る
地
区
で
あ
り
、
教
育
・
文
化
・
交
流
の
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
の
集
積
を
活
か

し
た
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
。

門
前

町
の

雰
囲

気
を

今
に

残
す

善
光

寺
と

そ
の

周
辺

区
域

は
、

歴
史

と
文

化
資

源
を

活
か

す
地

域
と

し

て
、
門
前
町
に
相
応
し
い
街
並
み
の
形
成
を
促
す
こ
と
に
よ
り
観
光
機
能
の
充
実
と
歴
史
的
景
観
の
保
全
を

図
る
。

b.
北
長
野
駅
周
辺

北
長
野
駅
周
辺
は
、
行
政
機
関
や
商
業
・
業
務
集
積
な
ど
多
様
な
機
能
の
集
積
を
活
用
し
、
公
共
交
通
の

結
節
点
と
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
歩
い
て
暮
ら
せ
る
街
の
拠
点
の
形
成
を
図
る
。

ま
た
、
市
北
部
エ
リ
ア
の
地
域
拠
点
と
し
て
駅
周
辺
の
拠
点
性
の
強
化
と
住
宅
地
が
主
体
の
既
存
市
街
地

と
し
て
の
地
域
特
性
に
配
慮
し
、
地
区
レ
ベ
ル
で
の
都
市
基
盤
、
住
環
境
の
整
備
を
進
め
る
。

c
.
篠
ノ
井
駅
周
辺

篠
ノ
井
駅
周
辺
は
、
市
の
南
の
玄
関
口
と
し
て
、
地
域
拠
点
に
ふ
さ
わ
し
い
都
市
機
能
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
地
域
内
に
広
が
る
住
宅
地
を
公
共
交
通
で
結
び
、
篠
ノ
井
駅
を
中
心
と
し
た
都
市
機
能
の
集
約
に

よ
り
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

ま
た
、
都
市
機
能
の
集
積
を
図
り
、
拠
点
性
を
高
め
る
た
め
に
篠
ノ
井
駅
周
辺
の
低
・
未
利
用
地
の
活
用

を
図
る
。

d.
旧
松
代
駅
周
辺

旧
松
代
駅
周
辺
は
、
松
代
城
、
真
田
邸
等
の
歴
史
的
な
文
化
資
源
を
活
か
し
つ
つ
、
博
物
館
施
設
等
の
整

備
や
、
商
業
・
観
光
施
設
等
の
集
積
を
図
る
。

ま
た
、
地
域
拠
点
と
し
て
の
都
市
機
能
が
集
積
し
て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
よ
り
一
層
の
歴
史
・
文
化
資

源
を
活
か
し
た
観
光
地
と
し
て
の
魅
力
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
生
活
拠
点
と
し
て
の
整
備
を
進
め
る
。

②
そ
の
他
の
市
街
地

a.
豊
野
駅
周
辺

豊
野
駅
周
辺
は
、
地
域
生
活
を
支
え
て
い
く
生
活
拠
点
と
し
て
、
駅
周
辺
の
公
共
施
設
と
連
携
し
た
、
商
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（
旧
）
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区
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マ
ス
タ
ー
プ
ラ
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6

a.
長
野

電
鉄
柳
原
駅
周
辺
（
市
民
病
院
周
辺
）

長
野
電
鉄
柳
原
駅
周
辺
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
生
活
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
、
近
く
に
立
地
す
る
医
療
・

保
健
・
福
祉
施
設
を
中
心
と
し
て
、
公

共
交
通
機
関
等
の
利
便
性
を
活
か
し
た
住
機
能
の
充
実
を
図
る
。

b.
Ｊ
Ｒ
川
中
島
駅
周
辺

Ｊ
Ｒ
川
中
島
駅
周
辺
に
つ
い
て
は
、
川
中
島
、
更
北
地
域
の
生
活
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
、
駅
前
を
中
心

と
し
て
生
活
の
利
便
性
の
向
上
に
資
す

る
商
業
施
設
の
集
積
を
図
る
。

c
.
今
井
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
周
辺

今
井
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
周
辺
に
つ
い
て
は
、
今
井
地
域
の
生
活
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
、
Ｊ
Ｒ
今
井
駅
の
利

便
性
を
活
か
し
、
生
活
関
連
機
能
の
充

実
を
図
る
。

d.
長
野
電
鉄
綿
内
駅
周
辺

長
野
電
鉄
綿
内
駅
周
辺
に
つ
い
て
は
、
若
穂
地
域
の
生
活
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
、
長
野
電
鉄
綿
内
駅
を

中
心
に
、
生
活
関
連
機
能
の
充
実
を
図

る
。

e
.
そ
の
他
市
街
地

そ
の
他
の
用
途
地
域
内
の
市
街
地
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
環
境
と
調
和
し
た
良
好
な
住
宅
地
、
あ
る
い
は

職
と
住
機
能
が
調
和
し
た
市
街
地
と
し

て
、
基
盤
整
備
の
充
実
を
図
る
。

③
ふ
る
さ
と
の
農
用
地
（
農
業
地
域
及
び
田

園
集
落
地
域
）

市
街
地
の
周
辺
に
展
開
す
る
農
用
地
に
つ
い
て
は
、
効
率
的
な
農
業
生
産
の
基
盤
を
整
え
、
無
秩
序
な
市

街
化
を
防
止
す
る
。
一
方
、
点
在
す
る

集
落
地
の
生
活
環
境
の
維
持
・
充
実
の
た
め
の
基
盤
整
備
を
図
る
。

④
自
然
と
共
生
す
る
ゾ
ー
ン
（
森
林
地
域
）

本
区
域
縁
辺
部
に
位
置
す
る
森
林
地
域
に
つ
い
て
は
、
森
林
と
し
て
の
機
能
の
維
持
増
進
を
図
り
つ
つ
、

市
街
地
の
都
市
活
動
を
環
境
面
か
ら
支

え
る
地
域
の
財
産
と
し
て
位
置
づ
け
、
風
致
地
区
に
つ
い
て
は
、
恵

ま
れ
た
風
致
を
保
全
す
る
。

業
・
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
集
積
を
促
進
し
、
市
北
部
の
拠
点
性
の
強
化
を
図
る
。

b.
柳
原
駅
周
辺

柳
原
駅
周
辺
に
つ
い
て
は
、
東
部
文
化
ホ
ー
ル
や
長
野
市
民
病
院
、
保
健
セ
ン
タ
ー
等
が
近
接
し
て
立
地

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
文
化
・
医
療
・
保
険
・
福
祉
施
設
と
公
共
交
通
機
関
が
連
携
し
た
生
活
拠
点
の
形
成

を
図
る
。

c
.
川

中
島
駅
周
辺

川
中
島
駅
周
辺
に
つ
い
て
は
、
川
中
島
、
更
北
地
域
の
生
活
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
、
駅
周
辺
へ
生
活
利

便
施
設
を
誘
導
し
、
駅
を
核
と
し
て
歩
い
て
暮
ら
せ
る
生
活
拠
点
の
形
成
を
図
る
。

d.
今
井
駅
周
辺

今
井
駅
周
辺
に
つ
い
て
は
、
今
井
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
等
の
高
層
集
合
住
宅
に
よ
る
高
い
人
口
集
積
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
居
住
地
の
駅
前
に
ふ
さ
わ
し
い
、
地
域
に
親
し
ま
れ
る
生
活
拠
点
の
形
成
を
図
る
。

e
.
綿

内
地
区

綿
内
地
区
に
つ
い
て
は
、
若
穂
地
域
の
生
活
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
、
旧
綿
内
駅
前
や
国
道

4
0
3
号
沿
い

の
生

活
利

便
施

設
な

ど
を

誘
導

す
る

と
と

も
に

、
良

好
な

住
環

境
の

確
保

に
よ

り
生

活
拠

点
の

形
成

を
図

る
。 ｆ.
そ
の
他
市
街
地

そ
の
他
の
用
途
地
域
内
の
市
街
地
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
環
境
と
調
和
し
た
良
好
な
住
宅
地
、
あ
る
い
は

職
と
住
機
能
が
調
和
し
た
市
街
地
と
し
て
、
基
盤
整
備
の
充
実
を
図
る
。

③
ふ
る
さ
と
の
農
用
地
（
農
業
地
域
及
び
田
園
集
落
地
域
）

市
街
地
の
周
辺
に
展
開
す
る
農
地
に
つ
い
て
は
、
効
率
的
な
農
業
生
産
の
基
盤
を
整
え
、
無
秩
序
な
市
街

化
を
防
止
す
る
。
一
方
、
点
在
す
る
集
落
地
の
生
活
環
境
の
維
持
・
充
実
の
た
め
の
基
盤
整
備
を
図
る
。

④
自
然
と
共
生
す
る
ゾ
ー
ン
（
森
林
地
域
）

本
区
域
縁
辺
部
に
位
置
す
る
森
林
地
域
に
つ
い
て
は
、
森
林
と
し
て
の
機
能
の
維
持
増
進
を
図
り
つ
つ
、

市
街
地
の
都
市
活
動
を
環
境
面
か
ら
支
え
る
地
域
の
財
産
と
し
て
位
置
づ
け
、
風
致
地
区
に
つ
い
て
は
、
恵

ま
れ
た
風
致
を
保
全
す
る
。
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平
成
○
年
○
月
○
日
作
成

（
旧
）
第
６
回
区
域
区
分
見
直
し

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
新
）
第
７
回
区
域
区
分
見
直
し

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
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◆
都
市
構
造
図

◆
都
市
構
造
図
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平
成
○
年
○
月
○
日
作
成

（
旧
）
第
６
回
区
域
区
分
見
直
し

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
新
）
第
７
回
区
域
区
分
見
直
し

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

8

２
．
区
域
区
分

の
決
定
の
有
無
及
び
区
域
区
分
の
定
め
る
際
の
方
針

(
1
)
区

域
区

分
の
決
定
の
有
無

本
都

市
計

画
に

区
域

区
分

を
定

め
る

。

な
お
、
区
域
区
分
を
定
め
る
と
し
た
根
拠
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
県
下
同

一
基
準
で
の
判
断
結
果

県
で
は

、
市
街
地
外
へ
の
宅
地
化
の
傾
向
等
に
関
す
る
県
下
同
一
基
準
に
基
づ
い
て
、
本
区
域
に
お
け
る
区

域
区
分
の
必
要
性
が
有
る
と
判
断
し
た
。

そ
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

・
本
区

域
の
平
成

1
7
年
の
行
政
区
域
人
口
は
、
約

3
7
万
人
で
平
成

7
年
か
ら
平
成

1
7
年
の
人
口
増
加

は
8

3
4
人
で
あ
る
。

・
本
区

域
の
市
街
化
区
域
内
の
道
路
面
積
率
は

1
5

.0
6
％
（
平
成

2
0
年
現
在
）
で
あ
り
、
住
宅
地
と
し
て

望
ま

し
い
と
さ
れ
る

1
5

%
を
若
干
上
回
っ
て
い
る
が
、
老
朽
木
造
密
集
地
帯
な
ど
基
盤
整
備
が
遅
れ

て

い
る
地
区
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
市
街
地
の
基
盤
整
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

②
地
域
特

性
を
踏
ま
え
た
区
域
区
分
の
検
討

・
本
区
域
の
市
街
化
調
整
区
域
に
お
い
て
は
、
生
産
性
の
高
い
農
用
地
や
良
好
な
自
然
景
観
を
形
成
し
て
い

る
里

山
や
森
林
地
域
な
ど
が
分
布
し
て
い
る
。

こ
れ

ら
の
環
境
の
保
全
を
図
る
上
で
、
区
域
区
分
を
継
続
し
て
定
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

・
本
区

域
は
、
周
辺
都
市
か
ら
多
く
の
通
勤
・
通
学
者
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
一
定
の
開
発
圧
力
が
あ

る
も

の
と
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
市
街
地
の
無
秩
序
な
拡
散
（
ス
プ
ロ
ー
ル
）
を
抑
制
し
、
計
画
的
な

市
街

化
を
誘
導
す
る
た
め
、
区
域
区
分
を
継
続
し
て
定
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の

よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
以
下
の
方
針
と
す
る
。

本
区
域
は
、
区
域
区
分
の
設
定
に
よ
り
市
街
化
調
整
区
域
の
無
秩
序
な
開
発
を
抑
制
し
、
農
林
業
と
の

良
好
な
調
整
の
も
と
に
、
整
備
開
発
及
び
保
全
を
行
な
っ
て
き
た
。
今
後
も
計
画
的
に
良
好
な
市
街
化
を

図
る
必
要
が
あ
る
た
め
区
域
区
分
を
定

め
る
。

（
参

考
）

「
区

域
区

分
」

と
は

「
区
域

区
分
」
と
は
、
無
秩
序
な
市
街
化
を
防
止
し
、
計
画
的
な
市
街
化
を
図
る
た
め
、
都
市
計
画
区
域
を
、

優
先
的
、
計
画
的
に
市
街
化
を
図
る
「
市
街
化
区
域
」
と
市
街
化
を
抑
制
す
る
「
市
街
化
調
整
区
域
」
と
に
区

分
す
る
こ
と
で
、
一
般
に
「
線
引
き
」
と

い
わ
れ
て
い
る
。

「
区

域
区

分
」

を
「

す
る

」
か

「
し

な
い

」
か

は
県

で
判

断

平
成

1
2
年
５
月
の
改
正
以
前
の
都
市
計
画
法
で
は
、
「
線
引
き
」
を
す
る
か
、
し
な
い
か
は
国
が
法
律
に

よ
っ
て
定
め
、
当
分
の
間
、
一
定
の
条
件
を

満
た
す
都
市
計
画
区
域
を
対
象
と
し
て
、
限
定
的
に
実
施
さ
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
高
度
成
長
期
の
「
都
市
化
社
会
」
か
ら
安
定
・
成
熟
し
た
「
都
市
型
社
会
」
へ
の
移
行
な
ど
、

近
年
の
社
会
経
済
情
勢
の
大
き
な
変
化
を

踏
ま
え
、
平
成

1
2
年
５
月
の
都
市
計
画
法
の
改
正
に
よ
り
、
「
区

域
区
分
」
に
つ
い
て
は
、
広
域
的
な
観
点
か

ら
県
が
、
地
域
の
状
況
に
応
じ
て
区
域
毎
に
判
断
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

２
．
区
域
区
分
の
決
定
の
有
無
及
び
区
域
区
分
の
定
め
る
際
の
方
針

(
1
)
区

域
区

分
の

決
定

の
有

無

本
都

市
計

画
に

区
域

区
分

を
定

め
る

。

な
お
、
区
域
区
分
を
定
め
る
と
し
た
根
拠
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
県
下
同
一
基
準
で
の
判
断
結
果

県
で
は
、
市
街
地
外
へ
の
宅
地
化
の
傾
向
等
に
関
す
る
県
下
同
一
基
準
に
基
づ
い
て
、
本
区
域
に
お
け
る
区

域
区
分
の
必
要
性
が
有
る
と
判
断
し
た
。
そ
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

・
本
区
域
の
平
成

2
7
年
の
行
政
区
域
人
口
は
、
約

3
8
万
人
で
平
成

1
7
年
か
ら
平
成

2
7
年
の
人
口
減
少

は
8

,9
7

4
人
で
あ
る
。

・
本
区
域
の
市
街
化
区
域
内
の
道
路
面
積
率
は

1
5

.7
0
％
（
平
成

2
9
年
時
点
）
で
あ
り
、
住
宅
地
と
し
て

望
ま

し
い

と
さ

れ
る

1
5

%
を
若

干
上

回
っ

て
い

る
が

、
建

築
物

が
密

集
す

る
地

区
が

存
在
す
る
こ
と
か

ら
、
市
街
地
の
基
盤
整
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

②
地
域
特
性
を
踏
ま
え
た
区
域
区
分
の
検
討

・
本
区
域
の
市
街
化
調
整
区
域
に
お
い
て
は
、
生
産
性
の
高
い
農
地
や
良
好
な
自
然
景
観
を
形
成
し
て
い
る

里
山
や
森
林
地
域
な
ど
が
分
布
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
環
境
の
保
全
を
図
る
上
で
、
区
域
区
分
を
継
続
し
て
定
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

・
本
区
域
は
、
周
辺
都
市
か
ら
多
く
の
通
勤
・
通
学
者
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
一
定
の
開
発
圧
力
が
あ

る
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
市
街
地
の
無
秩
序
な
拡
散
（
ス
プ
ロ
ー
ル
）
を
抑
制
し
、
計
画
的
な

市
街
化
を
誘
導
す
る
た
め
、
区
域
区
分
を
継
続
し
て
定
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
以
下
の
方
針
と
す
る
。

本
区
域
は
、
区
域
区
分
の
設
定
に
よ
り
市
街
化
調
整
区
域
の
無
秩
序
な
開
発
を
抑
制
し
、
農
林
業
と
の

良
好
な
調
整
の
も
と
に
、
整
備
開
発
及
び
保
全
を
行
な
っ
て
き
た
。
今
後
も
計
画
的
に
良
好
な
市
街
化
を

図
る
必
要
が
あ
る
た
め
区
域
区
分
を
定
め
る
。

（
参

考
）

「
区

域
区

分
」

と
は

「
区
域
区
分
」
と
は
、
無
秩
序
な
市
街
化
を
防
止
し
、
計
画
的
な
市
街
化
を
図
る
た
め
、
都
市
計
画
区
域
を
、

優
先
的
、
計
画
的
に
市
街
化
を
図
る
「
市
街
化
区
域
」
と
市
街
化
を
抑
制
す
る
「
市
街
化
調
整
区
域
」
と
に
区

分
す
る
こ
と
で
、
一
般
に
「
線
引
き
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。

「
区

域
区

分
」

を
「

す
る

」
か

「
し

な
い

」
か

は
県

で
判

断

平
成

1
2
年
５
月
の
改
正
以
前
の
都
市
計
画
法
で
は
、
「
線
引
き
」
を
す
る
か
、
し
な
い
か
は
国
が
法
律
に

よ
っ
て
定
め
、
当
分
の
間
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す
都
市
計
画
区
域
を
対
象
と
し
て
、
限
定
的
に
実
施
さ
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
高
度
成
長
期
の
「
都
市
化
社
会
」
か
ら
安
定
・
成
熟
し
た
「
都
市
型
社
会
」
へ
の
移
行
な
ど
、

近
年
の
社
会
経
済
情
勢
の
大
き
な
変
化
を
踏
ま
え
、
平
成

1
2
年
５
月
の
都
市
計
画
法
の
改
正
に
よ
り
、
「
区

域
区
分
」
に
つ
い
て
は
、
広
域
的
な
観
点
か
ら
県
が
、
地
域
の
状
況
に
応
じ
て
区
域
毎
に
判
断
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
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平
成
○
年
○
月
○
日
作
成

（
旧
）
第
６
回
区
域
区
分
見
直
し

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
新
）
第
７
回
区
域
区
分
見
直
し

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

9

(
2
)
区

域
区

分
の
方
針

①
お
お
む
ね
の
人
口

本
区
域

の
将
来
に
お
け
る
お
お
む
ね
の
人
口
を
次
の
と
お
り
想
定
す
る
。

年
次

区
分

平
成
1
7
年

（
基
準
年
）

平
成
2
7
年

（
基
準
年
の
1
0
年
後
）

都
市
計
画
区
域
内
人
口

3
5
6
.
2
千
人

お
お
む
ね
3
4
7
.
8
千
人

市
街

化
区

域
内

人
口

2
8
6
.
7
千
人

お
お
む
ね
2
8
5
.
3
千
人

市
街

化
調

整
区

域
内

人
口

6
9
.
5
千
人

お
お
む
ね

6
2
.
5
千
人

（
注

）
市

街
化

区
域

内
人

口
は

、
保

留
さ

れ
た

人
口

を
含

む
も

の
と

す
る

。

平
成

1
7
年

基
準

年
は

「
国

勢
調

査
」

及
び

「
都

市
計

画
基

礎
調

査
」

に
よ

る
統

計
値

。

平
成

1
7
年

基
準

年
人

口
は

総
人

口
の

実
績

値
。

平
成

2
7
年

の
都

市
計

画
区

域
内

人
口

は
、

国
立

社
会

保
障

・
人

口
問

題
研

究
所

に
よ

る
コ

ー
ホ

ー
ト

要
因

法
に

よ
り

算
出

し
た

各
市

町
村

の
人

口
か

ら
、

回
帰

式
に

よ
る

都
市

計
画

区
域

外
人

口
を

除
し

て
算

定
。

平
成

2
7
年

の
市

街
化

調
整

区
域

内
人

口
は

、
過

去
の

都
市

計
画

基
礎

調
査

に
よ

る
市

街
化

調
整

区
域

の
人

口
を

回
帰

分
析

に
よ

り
推

計
し

て
算

定
。

平
成

2
7
年

の
市

街
化

区
域

内
人

口
は

、
算

定
し

た
都

市
計

画
区

域
内

人
口

、
市

街
化

調
整

区
域

内
人

口
に

よ
り

、
都

市
計

画
区

域
内

人
口

か
ら

市
街

化
調

整
区

域
内

人
口

を
除

し
て

算
定

。

②
産
業
の

規
模

本
区
域

の
将
来
に
お
け
る
産
業
の
規
模
を
次
の
と
お
り
想
定
す
る
。

年
次

区
分

平
成
1
7
年
（
基
準
年
）

平
成
2
7
年

（
基
準
年
の
1
0
年
後
）

生 産 規 模

工
業

出
荷

額
4
,
3
3
1
億
円

4
,
8
0
1
億
円

卸
小
売
販
売
額

1
8
,
6
2
7
億
円

1
8
,
8
8
7
億
円

就 業 構 造

第
１

次
産

業
1
5
.
4
千
人
（

8
.
1
％
）

1
0
.
3
千
人
（

5
.
4
%
）

第
２

次
産

業
4
3
.
6
千
人
（
2
3
.
0
％
）

4
4
.
3
千
人
（
2
3
.
1
%
）

第
３

次
産

業
1
3
0
.
7
千
人
（
6
8
.
9
％
）

1
3
7
.
2
千
人
（
7
1
.
5
%
）

（
注

）
基

準
年

の
出

荷
額

は
平

成
1
7
年

の
値

と
し

、
販

売
額

は
平

成
1
6
年

の
値

。

平
成

2
7
年

の
生

産
規

模
の

工
業

出
荷

額
は

、
平

成
1
4
年

か
ら

平
成

1
9
年

ま
で

の
毎

年
の

実
績

値
（

工
業

統
計

調

査
）

を
基

に
総

務
省

統
計

局
資

料
の

消
費

者
物

価
指

数
に

よ
る

デ
フ

レ
ー

タ
補

正
値

を
用

い
て

回
帰

分
析

に
よ

り
推

計
し

た
値

。

平
成

2
7
年

の
生

産
規

模
の

卸
小

売
販

売
額

は
、

平
成

９
年

か
ら

平
成

1
6
年

ま
で

の
３

年
毎

の
実

績
値

（
商

業
統

計
調

査
）

を
基

に
総

務
省

統
計

局
資

料
の

消
費

者
物

価
指

数
に

よ
る

デ
フ

レ
ー

タ
補

正
値

を
用

い
て

回
帰

分
析

に
よ

り
推

計
し

た
値

。

平
成

1
7
年

基
準

年
の

就
業

構
造

は
、

平
成

1
7
年

国
勢

調
査

報
告

に
よ

る
実

績
値

。

平
成

2
7
年

の
就

業
構

造
は

、
平

成
２

年
か

ら
平

成
1
7
年

の
５

年
毎

の
実

績
値

を
基

に
回

帰
分

析
に

よ
り

推
計

し

た
値

。

(
2
)

区
域
区

分
の

方
針

①
お
お
む
ね
の
人
口

本
区
域
の
将
来
に
お
け
る
お
お
む
ね
の
人
口
を
次
の
と
お
り
想
定
す
る
。

年
次

区
分

平
成
2
7
年

（
基
準
年
）

令
和
７
年

（
基
準
年
の
1
0
年
後
）

都
市
計
画
区
域
内
人
口

3
5
3
.
7
千
人

お
お
む
ね

3
4
8
.
6
千
人

市
街

化
区

域
内

人
口

2
8
9
.
2
千
人

お
お
む
ね

2
9
0
.
2
千
人

市
街

化
調

整
区

域
内

人
口

6
4
.
5
千
人

お
お
む
ね

5
8
.
4
千
人

（
注

）
市

街
化

区
域

内
人

口
は

、
保

留
さ

れ
た

人
口

を
含

む
も

の
と

す
る

。

平
成

2
7
年

基
準

年
は

「
国

勢
調

査
」

及
び

「
都

市
計

画
基

礎
調

査
」

に
よ

る
統

計
値

。

平
成

2
7
年

基
準

年
人

口
は

総
人

口
の

実
績

値
。

令
和

７
年

の
都

市
計

画
区

域
内

人
口

は
、
国

立
社

会
保

障
・
人

口
問

題
研

究
所

に
よ

る
コ

ー
ホ

ー
ト

要
因

法
に

よ
り

算
出

し
た

各
市

町
村

の
人

口
か

ら
、

回
帰

式
に

よ
る

都
市

計
画

区
域

外

人
口

を
減

じ
て

算
定

。

令
和

７
年

の
市

街
化

調
整

区
域

内
人

口
は

、
過

去
の

都
市

計
画

基
礎

調
査

に
よ

る
市

街
化

調

整
区

域
の

人
口

を
回

帰
分

析
に

よ
り

推
計

し
て

算
定

。

令
和

７
年

の
市

街
化

区
域

内
人

口
は

、
算

定
し

た
都

市
計

画
区

域
内

人
口

、
市

街
化

調
整

区
域

内
人

口
に

よ
り

、
都

市
計

画
区

域
内

人
口

か
ら

市
街

化
調

整
区

域
内

人
口

を
減

じ
て

算
定

。

②
産
業
の
規
模

本
区
域
の
将
来
に
お
け
る
産
業
の
規
模
を
次
の
と
お
り
想
定
す
る
。

年
次

区
分

平
成
2
7
年
（
基
準
年
）

令
和
７
年

（
基
準
年
の
1
0
年
後
）

生 産 規 模

工
業

出
荷

額
5
,
8
0
1
億
円

7
,
8
4
0
億
円

卸
小
売
販
売
額

1
6
,
8
5
0
億
円

1
1
,
1
5
4
億
円

就 業 構 造

第
１

次
産

業
1
1
.
6
千
人
（

6
.
3
％
）

6
.
1
千
人
（

3
.
7
％
）

第
２

次
産

業
4
1
.
4
千
人
（
2
2
.
6
％
）

2
7
.
3
千
人
（
1
6
.
7
％
）

第
３

次
産

業
1
3
0
.
4
千
人
（
7
1
.
1
％
）

1
3
0
.
5
千
人
（
7
9
.
6
％
）

（
注

）
令

和
７

年
の

生
産

規
模

の
工

業
出

荷
額

は
、

平
成

2
2
年

か
ら

平
成

2
7
年

ま
で

の
毎

年
の

実
績

値
（

工
業

統
計

調
査

及
び

経
済

セ
ン

サ
ス

）
を

基
に

日
本

銀
行

資
料

の
企

業
物

価
指

数
に

よ
る

デ
フ

レ
ー

タ
補

正
値

を
用

い
て

回
帰

分
析

に
よ

り
推

計
し

た
値

。

令
和

７
年

の
生

産
規

模
の

卸
小

売
販

売
額

は
、

平
成

1
6
年

か
ら

平
成

2
7
年

ま
で

の
３

年
毎

の
実

績
値

（
工

業
統

計
調

査
及

び
経

済
セ

ン
サ

ス
）

を
基

に
日

本
銀

行
資

料
の

企
業

物
価

指
数

に
よ

る
デ

フ
レ

ー
タ

補
正

値
を

用
い

て
回

帰
分

析
に

よ
り

推
計

し
た

値
。

平
成

2
7
年

基
準

年
の

就
業

構
造

は
、

平
成

2
7
年

国
勢

調
査

報
告

に
よ

る
実

績
値

。

令
和

７
年

の
就

業
構

造
は

、
平

成
７

年
か

ら
平

成
2
7
年

の
５

年
毎

の
実

績
値

を
基

に
回

帰
分

析
に

よ
り

推
計

し
た

値
。
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平
成
○
年
○
月
○
日
作
成

（
旧
）
第
６
回
区
域
区
分
見
直
し

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
新
）
第
７
回
区
域
区
分
見
直
し

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

1
0

③
市
街
化

区
域
の
お
お
む
ね
の
規
模
及
び
現
在
市
街
化
し
て
い
る
区
域
と
の
関
係

本
区
域

に
お
け
る
人
口
・
産
業
の
見
通
し
に
基
づ
き
、
か
つ
市
街
化
の
現
況
及
び
動
向
を
勘
案
し
、
平
成

1
7

年
時
点
で
市
街
化
し
て
い
る
区
域
及
び
当

該
区
域
に
隣
接
し
お
お
む
ね

1
0
年
以
内
に
優
先
的
・
計
画
的
に
市

街
化

を
図

る
べ

き
区

域
を

市
街

化
区

域
と

す
る

こ
と

と
し

、
市

街
化

区
域

の
お

お
む

ね
の

規
模

を
次

の
通

り

想
定
す
る
。

年
次

平
成
1
7
年

（
基
準
年
）

平
成
2
7
年

（
基
準
年
の
1
0
年
後
）

市
街
化
区
域
面
積

5
,
9
0
4
h
a

お
お
む
ね
5
,
9
4
8
h
a

（
注

）
市

街
化

区
域

面
積

は
、

平
成

2
7
年

時
点

に
お

け
る

人
口

の
保

留
フ

レ
ー

ム
に

対
応

す
る

市
街

化

区
域

面
積

を
含

ま
な

い
も

の
と

す
る

。

③
市
街
化
区
域
の
お
お
む
ね
の
規
模
及
び
現
在
市
街
化
し
て
い
る
区
域
と
の
関
係

本
区
域
に
お
け
る
人
口
・
産

業
の
見
通
し
に
基
づ
き
、
か
つ
市
街
化
の
現
況
及
び
動
向
を
勘
案
し
、
平
成

2
7

年
時
点
で
市
街
化
し
て
い
る
区
域
及
び
当
該
区
域
に
隣
接
し
お
お
む
ね

1
0
年
以
内
に
優
先
的
・
計
画
的
に
市

街
化

を
図

る
べ

き
区

域
を

市
街

化
区

域
と

す
る

こ
と

と
し

、
市

街
化

区
域

の
お

お
む

ね
の

規
模

を
次

の
通

り

想
定
す
る
。

年
次

平
成
2
7
年

（
基
準
年
）

令
和
７
年

（
基
準
年
の
1
0
年
後
）

市
街
化
区
域
面
積

5
,
9
4
8
h
a

お
お
む
ね
5
,
9
5
3
h
a

（
注

）
市

街
化

区
域

面
積

は
、

令
和

７
年

時
点

に
お

け
る

人
口

の
保

留
フ

レ
ー

ム
に

対
応

す
る

市
街

化

区
域

面
積

を
含

ま
な

い
も

の
と

す
る

。
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平
成
○
年
○
月
○
日
作
成

（
旧
）
第
６
回
区
域
区
分
見
直
し

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
新
）
第
７
回
区
域
区
分
見
直
し

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

1
1

３
．
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

(
1
)
土

地
利

用
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画

の
決

定
の

方
針

①
主
要
用

途
の
配
置
の
方
針

a.
業
務

地
（
官
公
庁
施
設
）

南
長
野
の
県
庁
周
辺
か
ら
鶴
賀
の
市
役
所
周
辺
に
至
る
地
区
に
、
国
の
機
関
や
、
県
の
機
関
、
中
央

郵
便
局
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
信
越
総
支
社
等
が
集
積
し
業
務
地
を
形
成
し
て
い
る
。
今
後
も
こ
の
地
区
を
業
務
地

と
し
て
位
置
づ
け
、
業
務
機
能
の
集
積
を
図
る
。

b.
商
業
地

ア
．
広

域
拠
点
商
業
地
域

長
野
駅
周
辺
か
ら
善
光
寺
周
辺
に
至
る
中
央
通
り
を
中
心
に
、
善
光
寺
、
長
野
駅
、
県
庁
、
市
役
所

に
囲
ま
れ
た
地
域
は
、
歴
史
・
文
化
資
産
の
な
か
で
商
業
機
能
の
集
積
が
図
ら
れ
、
近
隣
市
町
村
を
含

め
た
広
範
囲
な
商
圏
を
も
つ
商
業
地
域
と
し
て
発
展
し
て
い
る
。

近
年
、
居
住
者
や
来
街
者
の
減
少
、
大
型
商
業
施
設
の
撤
退
な
ど
、
求
心
力
の
低
下
が
見
ら
れ
る
が
、

一
方
で
、
再
開
発
事
業
等
に
よ
り
新
た
な
拠
点
形
成
の
動
き
も
進
ん
で
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
都
市
機
能

の
集
積
を
活
か
し
つ
つ
、
都
市
基
盤
の
再
構
築
に
よ
り
広
域
商
業
拠
点
と
し
て
の
強
化
を
図
り
、
中
心

商
業

地
と

し
て

の
機

能
の

集
積

と
環

境
整

備
を

推
進

す
る

。
特

に
中

央
通

り
沿

線
の

商
業

地
域

に
お

い
て
は
、
長
野
駅
か
ら
善
光
寺
に
い
た
る
表
参
道
と
し
て
、
歴
史
・
文
化
を
活
か
し
た
歩
行
者
優
先
の

賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
景
観
整
備
や
沿
道
商
業
の
集
積
と
あ
わ
せ
、
歩
い
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
利
便
性
と
安
全
性
を
兼
ね
備
え
た
ま
ち
な
か
居
住
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
長
野
駅
周
辺
や
昭
和

通
り
な
ど
の
沿
線
の
商
業
地
域
に
お
い
て
は
、
長

野
を
象
徴
す
る

通
り
と
し
て
、
多
様
な
機
能
が
集
積
さ
れ
た
快
適
で
美
し
い
商
業
地
と
し
て
の
充
実
を
図
る
。

さ
ら

に
長

野
駅

東
口

地
域

で
は

長
野

駅
周

辺
第

二
土

地
区

画
整

理
事

業
に

よ
る

基
盤

整
備

を
促

進

し
、

善
光

寺
口

と
は

異
な

る
新

た
な

機
能

を
持

っ
た

商
業

集
積

と
良

質
な

住
宅

地
と

し
て

の
整

備
を

図
る
。

イ
．
地

域
拠
点
商
業
地
域

北
長
野
駅
、
篠
ノ
井
駅
前
、
川
中
島
駅
前
、
松
代
駅
前
及
び
豊
野
駅
前
は
、
各

地
域
の
拠
点
と
し
て
、

近
隣
住
民
の
購
買
需
要
を
賄
い
、
地
域
に
密
着
し
た
商
業
機
能
の
維
持
・
充
実
を
図
る
。

ウ
．
沿

道
商
業
地
域

市
北
部
の
城
北
線
、
三
輪
幹
線
、
高
田
若
槻
線
、
市
南
部
の
県
庁
篠
ノ
井
線
、
更
北
新
橋
線
等
の
道

路
沿

線
に

商
業

集
積

が
さ

れ
た

地
域

は
日

常
の

購
買

需
要

を
賄

う
生

活
商

業
地

域
と

し
て

維
持

を
図

る
。

３
．
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

(
1
)
土

地
利

用
に

関
す

る
主

要
な

都
市

計
画

の
決

定
の

方
針

①
主
要
用
途
の
配
置
の
方
針

a.
業
務
地
（
官
公
庁
施
設
）

南
長
野
の
県
庁
周
辺
か
ら
鶴
賀
の
市
役
所
周
辺
に
至
る
地
区
に
、
国
や
県
の
機
関
、
中
央
郵
便
局
等

が
集
積
し
業
務
地
を
形
成
し
て
い
る
。
今
後
も
こ
の
地
区
を
業
務
地
と
し
て
位
置
づ
け
、
業
務
機
能
の

集
積
を
図
り
、
必
要
に
応
じ
て
都
市
計
画
の
見
直
し
を
行
う
。

b.
商
業
地

ア
．
広
域
拠
点
商
業
地
域

長
野
駅
周
辺
か
ら
善
光
寺
周
辺
に
至
る
中
央
通
り
を
中
心
に
、
善
光
寺
、
長
野
駅
、
県
庁
、
市
役
所

に
囲
ま
れ
た
地
域
は
、
歴
史
・
文
化
資
産
の
な
か
で
商
業
機
能
の
集
積
が
図
ら
れ
、
近
隣
市
町
村
を
含

め
た
広
範
囲
な
商
圏
を
も
つ
商
業
地
域
と
し
て
発
展
し
て
い
る
。

近
年
、
居
住
者
や
来
街
者
の
減
少
、
大
型
商
業
施
設
の
撤
退
な
ど
、
求
心
力
の
低
下
が
見
ら
れ
る
が
、

一
方
で
、
再
開
発
事
業
等
に
よ
り
新
た
な
拠
点
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
の
都
市
機
能
の
集
積

を
活
か
し
つ
つ
、
都
市
基
盤
の
再
構
築
に
よ
り
広
域
商
業
拠
点
と
し
て
の
強
化
を
図
り
、
中
心
商
業
地

と
し
て
の
機
能
の
集
積
と
環
境
整
備
を
推
進
す
る
。
特
に
中
央
通
り
沿
線
の
商
業
地
域
に
お
い
て
は
、

長
野
駅
か
ら
善
光
寺
に
至
る
表
参
道
と
し
て
、
歴

史
・
文

化
を
活
か
し
た
歩
行
者
優
先
の
賑
わ
い
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
景
観
整
備
や
沿
道
商
業
の
集
積
と
あ
わ
せ
、
歩

い
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

利
便
性
と
安
全
性
を
兼
ね
備
え
た
ま
ち
な
か
居
住
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
長
野
駅
周
辺
や
中
央
通
り
な
ど
の
沿
線
の
商
業
地
域
に
お
い
て
は
、
長
野
を
象
徴
す
る
通
り

と
し
て
、
多
様
な
機
能
が
集
積
さ
れ
た
快
適
で
美
し
い
商
業
地
と
し
て
の
充
実
を
図
る
。

さ
ら
に
長
野
駅
東
口
地
域
で
は
新
た
な
商
業
集
積
と
良
質
な
住
宅
地
と
し
て
の
整
備
を
図
る
。

イ
．
地
域
拠
点
商
業
地
域

北
長
野
駅
、
篠
ノ
井
駅
前
、
川
中
島
駅
前
、
旧
松
代
駅
前
は
、
各
地
域
の
拠
点
と
し
て
、
近
隣
住
民

の
購
買
需
要
を
賄
い
、
地
域
に
密
着
し
た
商
業
機
能
の
維
持
・
充
実
を
図
る
。

ウ
．
沿
道
商
業
地
域

市
北
部
の
城
北
線
、
三
輪
幹
線
、
高
田
若
槻
線
、
北
部
幹
線
、
市
南
部
の
県
庁
篠
ノ
井
線
、
更
北
新

橋
線
、
五
明
西
寺
尾
線
等
の
道
路
沿
線
に
商
業
集
積
が
さ
れ
た
地
域
は
日
常
の
購
買
需
要
を
賄
う
生
活

商
業
地
域
と
し
て
維
持
を
図
る
。
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平
成
○
年
○
月
○
日
作
成

（
旧
）
第
６
回
区
域
区
分
見
直
し

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
新
）
第
７
回
区
域
区
分
見
直
し

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

1
2

c
.
工
業
地

ア
．
専

用
系
工
業
地

現
在
の
専
用
系
用
途
地
域
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
将
来
の
工
業
規
模
を
適
正
に
収
容
す
る
た
め
、
工

業
地
と
し
て
の
基
盤
整
備
を
図
り
、
今
後
も
工
業
立
地
の
促
進
・
誘
導
を
図
る
と
と
も
に
、
住
工
混
在

に
よ

る
住

環
境

へ
の

悪
影

響
の

解
消

や
地

場
産

業
の

振
興

に
必

要
と

な
る

用
地

を
確

保
し

、
工

業
の

専
用
地
域
化
を
図
る
。

ま
た
、
上
信
越
自
動
車
道
長
野
Ｉ
Ｃ
、
須
坂
長
野
東
Ｉ
Ｃ
周
辺
に
つ
い
て
は
、
物
流
団
地
及
び
工
業

団
地
の
配
置
及
び
企
業
立
地
等
、
産
業
・
工
業
の
専
用
地
域
化
を
図
る
。

さ
ら
に
高
度
情
報
化
社
会
の
進
展
に
伴
い
、
情
報
集
約
型
工
業
立
地
を
推
進
す
る
。

イ
．
複

合
系
工
業
地

現
在
の
準
工
業
地
域
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
幹
線
道
路
沿
等
に
つ
い
て
は
複
合
的
な
土
地
利
用
を
行

う
地
区
と
し
て
位
置
づ
け
、
住
宅
・
商
業
・
業
務
・
沿
道
サ
ー
ビ
ス
施
設
等
が
共
存
す
る
地
域
と
し
て

整
備
を
図
る
。

d.
住
宅
地

人
口
減
少
、
少
子
・
高
齢
化
に
対

処
し
二
地
域
居
住
や

U
・

I・
J
タ
ー
ン
、
首
都
圏
へ
の
新
幹
線
通

勤
な
ど
、
新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
も
対
応
し
た
住
宅
用
地
の
計
画
的
な
整
備
供
給
を
図
る
。

用
地
確
保
に
あ
た
っ
て
は
、
市
街
化
区
域
の
住
宅
地
に
つ
い
て
は
面
的
整
備
を
積
極
的
に
進
め
る
と

と
も
に
、
良
好
な
住
環
境
を
有
す
る
地
区
は
そ
の
保
全
に
努
め
る
。
特
に
中
心
市
街
地
に
お
い
て
は
空

洞
化
を
防
ぎ
、
定
住
化
を
促
す
た
め
、
ま
ち
な
か
居
住
の
推
進
と
土
地
の
高
度
利
用
の
た
め
の
複
合
住

宅
施
設
の
整
備
を
図
る
。

公
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
し
た
も
の
か
ら
順
次
、
更
新
・
統
廃
合
等
を
行
い
敷
地
の
有
効
利

用
を
図
る
。

②
市
街
地

に
お
け
る
建
築
物
の
密
度
の
構
成
に
関
す
る
方
針

a.
商
業

地
・
業
務
地
に
お
け
る
建
物
の
密

度
の
構
成
に
関
す
る
基
本
方
針

長
野
・
南
長
野
地
区
（
昭
和
通
り
、
中
央
通
り
）
、
長
野
大
通
り
沿
線
地
区
、
長
野
駅
周
辺
地
域
（

善

光
寺

口
・

東
口

地
域
）
、
篠

ノ
井

中
央

地
区

、
松

代
駅

前
地

区
及

び
北

長
野

駅
前

地
区

の
商
業
・
業
務

地
は
、
周
辺
の
街
並
み
や
居
住
環
境
な
ど
に
配
慮
し
な
が
ら
高
密
度
な
土
地
利
用
を
図
る
。

そ
の
他
、
商
業
地
は
中
密
度
な
土
地
利
用
を
図
る
。

b.
工
業
地
に
お
け
る
建
物
の
密
度
の
構
成
に
関
す
る
基
本
方
針

工
業
専
用
地
区
で
あ
る
石
渡
・
北
尾
張
部
地
区
、
南
長
池
・
北
長
池
地
区
、
篠
ノ
井
岡
田
地
区
及
び

大
豆

島
地

区
に

つ
い

て
は

、
周

辺
地

域
の

環
境

や
公

害
防

止
な

ど
に

配
慮

し
な

が
ら

効
率

的
な

土
地

利
用
を
図
る
。

c
.
住
宅
地
に
お
け
る
建
物
の
密
度
の
構

成
に
関
す
る
基
本
方
針

上
野
・
三
才
地
区
、
稲
田
・
徳
間
地
区
、
浅
川
・
若
槻
・
壇
田
地
区
、
安
茂
里
地
区
等
に
つ
い
て
は
、

低
層
住
宅
の
良
好
な
住
環
境
の
保
持
に
努
め
な
が
ら
低
密
度
な
土
地
利
用
を
図
る
。

c
.
工
業
地

ア
．
専
用
系
工
業
地

現
在
の
専
用
系
用
途
地
域
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
将
来
の
工
業
規
模
を
適
正
に
収
容
す
る
た
め
、
工

業
地
と
し
て
の
基
盤
整
備
を
図
り
、
今
後
も
工
業
立
地
の
促
進
・
誘
導
を
図
る
と
と
も
に
、
住
工
混
在

に
よ
る
住
環
境
へ
の
悪
影
響
の
解
消
や
地
場
産
業
の
振
興
に
必
要
と
な
る
用
地
を
確
保
し
、
工
業
の
専

用
地
域
化
を
図
る
。

ま
た
、
高
速
道
路
Ｉ
Ｃ
周
辺
に
つ
い
て
は
、
物
流
団
地
及
び
工
業
団
地
の
配
置
及
び
企
業
立
地
等
、

産
業
・
工
業
の
専
用
地
域
化
を
図
る
。

さ
ら
に
高
度
情
報
化
社
会
の
進
展
に
伴
い
、
情
報
集
約
型
工
業
立
地
を
推
進
す
る
。

イ
．
複
合
系
工
業
地

現
在
の
準
工
業
地
域
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
幹
線
道
路
沿
等
に
つ
い
て
は
複
合
的
な
土
地
利
用
を
行

う
地
区
と
し
て
位
置
づ
け
、
住
宅
・
商
業
・
業
務
・
沿
道
サ
ー
ビ
ス
施
設
等
が
共
存
す
る
地
域
と
し
て

整
備
を
図
る
。

d.
住
宅
地

人
口
減
少
、
少
子
・
高
齢
化
に
対
処
し
二
地
域
居
住
や

U
・

I・
J
タ
ー
ン
、
首
都
圏
へ
の
新
幹
線
通

勤
な
ど
、
新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
も
対
応
し
た
住
宅
用
地
の
計
画
的
な
整
備
供
給
を
図
る
。

用
地
確
保
に
あ
た
っ
て
は
、
市
街
化
区
域
の
住
宅
地
に
つ
い
て
は
面
的
整
備
を
積
極
的
に
進
め
る
と

と
も
に
、
良
好
な
住
環
境
を
有
す
る
地
区
は
そ
の
保
全
に
努
め
る
。
特
に
中
心
市
街
地
に
お
い
て
は
空

洞
化
を
防
ぎ
、
定
住
化
を
促
す
た
め
、
ま

ち
な
か
居
住
の
推
進
と
土
地
の
高
度
利
用
の
た
め
の
複
合
住

宅
施
設
の
整
備
を
図
る
。

公
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
し
た
も
の
か
ら
必
要
に
応
じ
て
、
長
寿
命
化
、
改
修
・
統
廃
合
等

を
行
い
敷
地
の
有
効
利
用
を
図
る
。

②
市
街
地
に
お
け
る
建
築
物
の
密
度
の
構
成
に
関
す
る
方
針

a.
商
業
地
・
業
務
地
に
お
け
る
建
物
の
密
度
の
構
成
に
関
す
る
基
本
方
針

長
野
駅
周
辺
地
域
、
篠
ノ
井
駅
前
地
区
、
旧
松
代
駅
前
地
区
及
び
北
長
野
駅
前
地
区
の
商
業
・
業
務

地
は
、
周
辺
の
街
並
み
や
居
住
環
境
な
ど
に
配
慮
し
な
が
ら
高
密
度
な
土
地
利
用
を
図
る
。

そ
の
他
、
商
業
地
は
中
密
度
な
土
地
利
用
を
図
る
。

b.
工
業
地
に
お
け
る
建
物
の
密
度
の
構
成
に
関
す
る
基
本
方
針

工
業
専
用
地
区
で
あ
る
石
渡
・
北
尾
張
部
地
区
、
南
長
池
・
北
長
池
地
区
、
篠
ノ
井
岡
田
地
区
及
び

大
豆
島
地
区
に
つ
い
て
は
、
周
辺
地
域
の
環
境
や
公
害
防
止
な
ど
に
配
慮
し
な
が
ら
効
率
的
な
土
地
利

用
を
図
る
。

c
.
住
宅
地
に
お
け
る
建
物
の
密
度
の
構
成
に
関
す
る
基
本
方
針

上
野
・
三
才
地
区
、
稲
田
・
徳
間
地
区
、
浅
川
・
若
槻
・
檀
田
地
区
、
安
茂
里
地
区
等
に
つ
い
て
は
、

低
層
住
宅
の
良
好
な
住
環
境
の
保
持
に
努
め
、
低
密
度
な
土
地
利
用
を
図
る
。
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平
成
○
年
○
月
○
日
作
成

（
旧
）
第
６
回
区
域
区
分
見
直
し

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
新
）
第
７
回
区
域
区
分
見
直
し

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

1
3

③
市
街
地

に
お
け
る
住
宅
建
設
の
方
針

商
業

店
舗

と
住

宅
と

が
混

在
し

て
い

る
既

成
市

街
地

等
に

お
い

て
は

、
多

様
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

対
応

し
、

既
存

住
宅

の
ス

ト
ッ

ク
を

世
代

間
で

有
効

に
活

用
し

て
い

く
た

め
に

、
住

み
替

え
等

の
利

便
性

を
図

る

と
と
も
に
、
中
高
層
の
良
質
な
都
市
型
住
宅
の
供
給
を
促
進
し
て
い
く
。
ま
た
、
住
環
境
向
上
の
た
め
に
、
地

域
の
軸
と
な
る
幹
線
道
路
、
区
画
道
路
、
住

区
基
幹
公
園
の
整
備
な
ど
を
図
り
、
ゆ
と
り
と
う
る
お
い
の
あ
る

歩
行
空
間
や
た
ま
り
空
間
を
創
出
す
る
。

長
野
駅

周
辺
部
の
住
宅
地
に
お
い
て
は
、
木
造
密
集
地
区
が
形
成
さ
れ
て
い
る
個
所
も
多
い
こ
と
か
ら
、
地

区
施

設
と

の
一

体
的

な
整

備
や

、
敷

地
規

模
の

小
さ

な
宅

地
等

の
共

同
化

の
促

進
・

共
同

建
替

の
誘

導
等

に

よ
る
不
燃
化
の
促
進
を
図
る
。

一
般
住

宅
市
街
地
に
お
い
て
は
、
居
住
環
境
の
向
上
を
目
的
と
し
た
区
画
道
路
、
住
区
基
幹
公
園
の
整
備
や

地
区
計
画
制
度
等
の
活
用
を
図
る
と
と
も

に
、
老
朽
化
し
た
公
営
住
宅
の
建
て
替
え
の
推
進
を
図
る
。

郊
外
部

に
お
け
る
新
市
街
地
に
お
い
て
は
、
地
区
計
画
や
建
築
協
定
、
緑
化
協
定
等
の
規
制
・
誘
導
策
の
導

入
に
よ
り
、
良
好
な
住
環
境
の
保
全
を
図

る
。

④
市
街
地

に
お
い
て
特
に
配
慮
す
べ
き
問
題
等
を
有
す
る
市
街
地
の
土
地
利
用
の
方
針

a.
土
地

の
高
度
利
用
に
関
す
る
方
針

長
野
駅
東
口
地
域
か
ら
善
光
寺
に
至
る
中
心
市
街
地
に
は
、
木
造
建
築
物
の
老
朽
化
、
道

路
率
の
低

さ
等
住
環
境
面
で
の
問
題
を
抱
え
る
地
区
が
あ
り
、
全
体
的
に
は
交
通
渋
滞
、
都
市
活
力
の
低
下
、
空

洞
化
等
、
数
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

長
野
駅
周
辺
地
区
は
、
都
市
機
能

が
集
積
し
た
中
心
地
区
と
し
て
、
市
街
地
開
発
事
業
等
の
面
的
整

備
事
業
を
活
用
し
、
よ
り
高
度
な
都
市
基
盤
整
備
を
推
進
す
る
。
ま
た
長
野
駅
か
ら
善
光
寺
に
至
る
中

央
通
り
沿
線
は
、
中
心
市
街
地
活
性
化
法
に
基
づ
き
、
商
業
活
性
化
施
策
と
一
体
的
・
総
合
的
な
市
街

地
環
境
の
整
備
施
策
を
推
進
し
、
個
性
と
魅
力
あ
る
市
街
地
の
形
成
と
地
域
の
活
性
化
を
図
る
。
具
体

的
に
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
、
市
街
地
再
開
発
事
業
の
各
種
事
業
手
法
を
導
入
し
、
道
路
、
公
園
、

広
場
、
駐
車
場
等
を
一
体
的
に
整
備
し
な
が
ら
、
土
地
の
高
度
利
用
と
都
市
機
能
の
更
新
や
ま
ち
な
か

居
住
の
促
進
を
図
る
。
ま
た
、
善
光
寺
周
辺
は
歴
史
的
資
産
に
配
慮
し
た
街
づ
く
り
を
進
め
、
ま
ち
づ

く
り

協
定

な
ど

行
政

と
住

民
な

ど
と

の
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
に

よ
り

、
歴

史
的

資
産

の
保

全
を

推
進

す
る
。

b.
用
途
転
換
、
用
途
純
化
又
は
用
途
の
複
合
化
に
関
す
る
方
針

現
在
の
用
途
地
域
を
基
本
的
に
保
持
し
な
が
ら
、
特
に
居
住
環
境
の
維
持
保
全
や
産
業
の
機
能
維
持

等
を
目
的
と
し
て
、
用
途
を
限
定
す
る
こ
と
が
必
要
な
地
区
は
用
途
純
化
に
関
す
る
検
討
を
行
い
、
都

市
の

発
展

に
合

わ
せ

た
合

理
的

土
地

利
用

及
び

地
域

の
特

性
に

合
わ

せ
た

環
境

を
保

全
す

る
土

地
利

用
等
を
図
る
。

③
市
街
地
に
お
け
る
住
宅
建
設
の
方
針

商
業

店
舗

と
住

宅
と

が
混

在
し

て
い

る
既

成
市

街
地

等
に

お
い

て
は

、
多

様
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

対
応

し
、
既
存
住
宅
の
ス
ト
ッ
ク
を
世
代
間
で
有
効
に
活
用
し
て
い
く
た
め
に
、
住
み
替
え
の
促
進
等
を
図
る
と
と

も
に
、
中
高
層
の
良
質
な
都
市
型
住
宅
の
供
給
を
促
進
し
て
い
く
。
ま
た
、
住
環
境
向
上
の
た
め
に
、
地
域
の

軸
と
な
る
幹
線
道
路
、
区
画
道
路
、
住
区
基
幹
公
園
の
整
備
な
ど
を
図
り
、
ゆ
と
り
と
う
る
お
い
の
あ
る
歩
行

空
間
や
滞
在
空
間
を
創
出
す
る
。

長
野
駅
周
辺
部
の
建
築
物
が
密
集
す
る
地
区
で
は
、
道
路
な
ど
の
都
市
基
盤
の
整
備
や
、
建
築
物
の
不
燃
化

や
耐
震
化
に
よ
り
防
災
機
能
の
向
上
を
図
る
。

一
般
住
宅
市
街
地
に
お
い
て
は
、
居
住
環
境
の
向
上
を
目
的
と
し
た
区
画
道
路
、
住
区
基
幹
公
園
の
整
備
や

地
区
計
画
制
度
等
の
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
老
朽
化
し
た
公
営
住
宅
の
長
寿
命
化
や
、
建
て
替
え
の
推
進
を

図
る
。

④
市
街
地
に
お
い
て
特
に
配
慮
す
べ
き
問
題
等
を
有
す
る
市
街
地
の
土
地
利
用
の
方
針

a.
土
地
の
高
度
利
用
に
関
す
る
方
針

長
野
駅
東
口
地
域
か
ら
善
光
寺
に
至
る
中
心
市
街
地
に
は
、
建
築
物
の
老
朽
化
、
低
未
利
用
地
の
増

加
、
生
活
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
不
足
等
住
環
境
面
で
の
問
題
を
抱
え
る
地
区
が
あ
り
、
全
体
的
に
は
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
低
下
や
都
市
の
ス
ポ
ン
ジ
化
等
、
数
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

長
野
駅
周
辺
地
区
は
、
都
市
機
能
が
集
積
し
た
中
心
地
区
と
し
て
、
市
街
地
開
発
事
業
等
の
面
的
整

備
事
業
を
活
用
し
、
よ
り
高
度
な
都
市
基
盤
整
備
を
推
進
す
る
。
ま

た
長
野
駅
か
ら
善
光
寺
に
至
る
中

央
通
り
沿
線
は
、
商
業
活
性
化
施
策
と
一
体
的
・
総
合
的
な
市
街
地
環
境
の
整
備
施
策
を
推
進
し
、
個

性
と
魅
力
あ
る
市
街
地
の
形
成
と
地
域
の
活
性
化
を
図
る
。
具
体
的
に
は
、
市

街
地
開
発
事
業
等
の
実

施
や
、
低
・
未

利
用
地
や
公
的
不
動
産
を
有
効
に
活
用
し
た
生
活
サ
ー
ビ
ス
施
設
等
の
立
地
誘
導
に
よ

り
、
土
地
の
高
度
利
用
及
び
都
市
機
能
の
更
新
並
び
に
、
ま
ち
な
か
居
住
及
び
来
街
者
等
の
滞
在
、
交

流
の
促
進
を
図
る
。
善
光
寺
周
辺
に
つ
い
て
は
、
歴
史
的
資
産
に
配
慮
し
た
街
づ
く
り
を
進
め
、
ま
ち

づ
く
り
協
定
な
ど
行
政
と
住
民
な
ど
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
、
歴
史
的
資
産
の
保
全
を
推
進

す
る
。

b.
用
途
転
換
、
用
途
純
化
又
は
用
途
の
複
合
化
に
関
す
る
方
針

現
在
の
用
途
地
域
を
基
本
的
に
保
持
し
な
が
ら
、
特
に
居
住
環
境
の
維
持
保
全
や
産
業
の
機
能
維
持

等
を
目
的
と
し
て
、
用
途
を
限
定
す
る
こ
と
が
必
要
な
地
区
の
用
途
純
化
に
関
す
る
検
討
や
、
商
業
と

住
居
の
複
合
に
よ
る
ま
ち
の
賑
わ
い
創
出
の
検
討
な
ど
、
都
市
の
発
展
に
合
わ
せ
た
合
理
的
土
地
利
用

及
び
地
域
の
特
性
に
合
わ
せ
た
環
境
を
保
全
す
る
土
地
利
用
等
を
図
る
。
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平
成
○
年
○
月
○
日
作
成

（
旧
）
第
６
回
区
域
区
分
見
直
し

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
新
）
第
７
回
区
域
区
分
見
直
し

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

1
4

c
.
居
住
環
境
の
改
善
又
は
維
持
に
関
す
る
方
針

建
物
の
老
朽
化
、
区
画
街
路
の
不
備
な
ど
居
住
環
境
の
改
善
が
必
要
な
地
区
に
つ
い
て
は
住
環
境
整

備
事
業
、
土
地
区
画
整
理
事
業
等
の
事
業
手
法
や
地
区
計
画
等
の
適
切
な
土
地
利
用
規
制
を
導
入
し
、

居
住
環
境
の
改
善
を
図
る
。

ま
た
、
長
野
市
地
域
防
災
計
画
を
基
に
、
都
市
の
危
険
性
を
把
握
し
、
よ
り
安
全
快
適
な
都
市
づ
く

り
を
目
指
す
。

d.
市
街
化
区
域
内
の
緑
地
又
は
都
市
の
風
致
の
維
持
に
関
す
る
方
針

都
市
環
境
の
保
全
等
に
資
す
る
市
街
化
区
域
内
の
農
地
や
寺
社
樹
林
地
な
ど
に
つ
い
て
は
、
良
好
な

環
境
を
形
成
す
る
資
源
と
し
て
、
風
致
地
区
や
生
産
緑
地
制
度
を
活
用
し
、
積
極
的
に
保
全
を
図
る
。

ま
た
、
地
域
色
や
郷
土
色
が
感
じ
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、
歴
史
や
文
化
を
残
す
施
設
に
つ
い

て
は
積
極
的
な
維
持
・
保
全
を
図
る
。

⑤
市
街
化

調
整
区
域
の
土
地
利
用
の
方
針

a.
優
良

な
農
地
と
の
健
全
な
調
和
に
関
す
る
方
針

土
地
基
盤
整
備
の
完
了
地
区
及
び
実
施
中
の
区
域
内
農
地
、
並
び
に
千
曲
川
沿
い
の
篠
ノ
井
塩
崎
地

区
、

篠
ノ

井
東

福
寺

地
区

、
松

代
地

区
､
若

穂
地

区
、

柳
原

地
区

、
長

沼
地

区
、

古
里

地
区
、
豊
野
町

の
南
郷
地
区
、
石
地
区
、
蟹
沢
地
区
及
び
大
倉
地
区
の
各
一
部
の
農
地
は
、
現
に
良
好
な
農
地
と
し
て

利
用
さ
れ
て
お
り
、
優
良
農
地
と
し
て
保
全
す
べ
き
区
域
と
す
る
。

b.
災
害
防
止
の
観
点
か
ら
必
要
な
市
街
化
の
抑
制
に
関
す
る
方
針

保
安
林
、
砂
防
指
定
地
、
地
す
べ
り
防
止
区
域
の
他
、
急
傾
斜
地
の
崩
壊
、
土
石
流
、
地
滑
り
の
土

砂
災
害
の
恐
れ
の
あ
る
区
域
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
生
命
及
び
財
産
を
保
護
す
る
た
め
、
建
築
物
の
立

地
抑

制
等

を
図

る
。

こ
の

た
め
、
「
土

砂
災

害
警

戒
区

域
等

に
お

け
る

土
砂

災
害

防
止

対
策
の
推
進
に

関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
等
を
指
定
し
、
警
戒
避
難
体
制
の
整
備
、
土
砂
災

害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
を
利
用
し
市
民
へ
の
情
報
提
供
を
推
進
す
る
。

※
）
「
長
野
市
地
域
防
災
計
画

総
合
編
」
等
を
参
照
。

c
.
自
然
環
境
形
成
の
観
点
か
ら
必
要
な
保
全
に
関
す
る
方
針

北
・
西
部
の
山
並
み
等
の
景
観
や
、
森
林
資
源
の
適
切
な
維
持
保
全
を
行
い
、
市
の
良
好
な
自
然
景

観
を
生
物
多
様
性
に
も
配
慮
し
な
が
ら
保
全
し
て
い
く
も
の
と
す
る
。

c
.
居
住
環
境
の
改
善
又
は
維
持
に
関
す
る
方
針

建
物
の
老
朽
化
、
区
画
街
路
の
不
備
な
ど
居
住
環
境
の
改
善
が
必
要
な
地
区
に
つ
い
て
は
住
環
境
整

備
事
業
、
土
地
区
画
整
理
事
業
等
の
事
業
手
法
や
地
区
計
画
等
の
適
切
な
土
地
利
用
規
制
を
導
入
し
、

居
住
環
境
の
改
善
を
図
る
。

ま
た
、
長
野
市
地
域
防
災
計
画
を
基
に
、
都
市
の
危
険
性
を
把
握
し
、
長
期
的
な
視
点
に
お
い
て
市

街
化
を
抑
制
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
市
街
化
調
整
区
域
へ
の
編
入
や
、
必
要
な
土
地
利
用
規
制
・

誘
導
の
制
度
を
導
入
し
、
よ
り
安
全
快
適
な
都
市
づ
く
り
を
目
指
す
。

d.
市
街
化
区
域
内
の
緑
地
又
は
都
市
の
風
致
の
維
持
に
関
す
る
方
針

都
市
環
境
の
保
全
等
に
資
す
る
市
街
化
区
域
内
の
農
地
や
寺
社
樹
林
地
な
ど
に
つ
い
て
は
、
良
好
な

環
境
を
形
成
す
る
資
源
と
し
て
、
風
致
地
区
や
生
産
緑
地
制
度
を
活
用
し
、
積
極
的
に
保
全
を
図
る
。

ま
た
、
地
域
色
や
郷
土
色
が
感
じ
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、
歴
史
や
文
化
を
残
す
施
設
に
つ
い

て
は
積
極
的
な
維
持
・
保
全
を
図
る
。

⑤
市
街
化
調
整
区
域
の
土
地
利
用
の
方
針

a.
優
良
な
農
地
と
の
健
全
な
調
和
に
関
す
る
方
針

土
地
基
盤
整
備
の
完
了
地
区
及
び
実
施
中
の
区
域
内
農
地
、
並
び
に
千
曲
川
沿
い
の
篠
ノ
井
塩
崎
地

区
、
篠

ノ
井

東
福

寺
地

区
、

松
代

地
区

､
若
穂

地
区

、
柳

原
地

区
、

長
沼

地
区

、
古

里
地

区
、

豊
野

町

の
南
郷
地
区
、
石
地
区
、
蟹
沢
地
区
及
び
大
倉
地
区
の
各
一
部
の
農
地
は
、
現
に
良
好
な
農
地
と
し
て

利
用
さ
れ
て
お
り
、
優
良
農
地
と
し
て
保
全
す
べ
き
区
域
と
す
る
。

b.
災
害
防
止
の
観
点
か
ら
必
要
な
市
街
化
の
抑
制
に
関
す
る
方
針

保
安
林
、
砂
防
指
定
地
、
地
す
べ
り
防
止
区
域
の
他
、
急
傾
斜
地
の
崩
壊
、
土
石
流
、
地
滑
り
の
土

砂
災
害
の
恐
れ
の
あ
る
土
地
の
区
域
及
び
水
防
法
に
よ
る
浸
水
想
定
区
域
等
の
う
ち
、
災
害
時
に
人
命

に
危
険
を
及
ぼ
す
可
能
性
の
高
い
区
域
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
生
命
及
び
財
産
を
保
護
す
る
た
め
、
建

築
物
の
立
地
抑
制
等
を
図
る
と
と
も
に
、
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
を

利
用
し
市
民
へ
の
情
報
提
供
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
災
害
発
生
の
恐
れ
が
高
い
区
域
に
お
い
て
、
土
地
利
用
方
策
と
連
動
し
た
防
災
・
減
災
対
策

が
検
討
又
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
区
域
は
保
全
さ
れ
る
べ
き
区
域
と
し
、
新
た
な
市
街
化
区
域
編
入
は

行
わ
な
い
。

c
.
自
然
環
境
形
成
の
観
点
か
ら
必
要
な
保
全
に
関
す
る
方
針

北
・
西
部
の
山
並
み
等
の
景
観
や
、
森
林
資
源
の
適
切
な
維
持
保
全
を
行
い
、
市
の
良
好
な
自
然
景

観
を
生
物
多
様
性
に
も
配
慮
し
な
が
ら
保
全
し
て
い
く
も
の
と
す
る
。
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平
成
○
年
○
月
○
日
作
成

（
旧
）
第
６
回
区
域
区
分
見
直
し

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
新
）
第
７
回
区
域
区
分
見
直
し

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

1
5

d.
秩
序
あ
る
都
市
的
土
地
利
用
の
実
現
に
関
す
る
方
針

都
市
整
備
、
自
然
環
境
保
全
に
関

す
る
各
種
法
令
を
適
正
に
適
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
秩

序
あ
る
土

地
利
用
を
図
る
。

な
お
、
建
築
物
の
形
態
制
限
に
つ
い
て
は
、
周
囲
の
景
観
や
環
境
に
配
慮
し
た
適
切
な
規
制
と
す
る
。

集
落

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

の
維

持
・

活
性

化
を

図
る

た
め

、
地

域
の

実
情

に
応

じ
て

、
「

開
発

行
為

の
許
可
等
の
基
準
に
関
す
る
条
例
」
の
制
定
及
び
区
域
の
指
定
を
検
討
す
る
。

幹
線
道
路
沿
線
等
、
今
後
開
発
圧

力
が
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
区
域
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ

め
計
画
的
な
土
地
利
用
を
検
討
す
る
。

現
行
の
市
街
化
区
域
に
隣
接
し
た
地
区
等
で
、
市
の
上
位
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
事
業
区
域
等
に

お
い
て
は
、
整
備
が
確
実
に
な
っ
た
段
階
で
、
保
留
さ
れ
た
人
口
の
範
囲
内
に
お
い
て
関
係
機
関
と
調

整
の
上
で
、
市
街
化
区
域
へ
の
編
入
を
行
い
、
計
画
的
な
整
備
を
図
る
。

d.
秩
序
あ
る
都
市
的
土
地
利
用
の
実
現
に
関
す
る
方
針

都
市
整
備
、
自
然
環
境
保
全
に
関
す
る
各
種
法
令
を
適
正
に
適
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
秩
序
あ
る
土

地
利
用
を
図
る
。

な
お
、
建
築
物
の
形
態
制
限
に
つ
い
て
は
、
周
囲
の
景
観
や
環
境
に
配
慮
し
た
適
切
な
規
制
と
す
る
。

既
存
集
落
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
維
持
・
活
性
化
が
必
要
な
地
域
や
、
災
害
発
生
の
恐
れ
が
高
く
、

開
発
行
為
や
建
築
物
の
立
地
の
抑
制
が
必
要
な
地
域
等
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
開
発
許
可
制
度
の
運

用
を
検
討
す
る
。

幹
線
道
路
沿
線
等
、
今
後
開
発
需
要
が
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
区
域
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ

め
計
画
的
な
土
地
利
用
を
検
討
す
る
。

現
行
の
市
街
化
区
域
に
隣
接
し
た
地
区
等
で
、
市
の
上
位
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
事
業
区
域
等
に

お
い
て
は
、
整
備
が
確
実
に
な
っ
た
段
階
で
、
保
留
さ
れ
た
フ
レ
ー
ム
の
範
囲
内
に
お
い
て
関
係
機
関

と
調
整
の
上
で
、
市
街
化
区
域
へ
の
編
入
を
行
い
、
計
画
的
な
整
備
を
図
る
。

-43-



平
成
○
年
○
月
○
日
作
成

（
旧
）
第
６
回
区
域
区
分
見
直
し

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
新
）
第
７
回
区
域
区
分
見
直
し

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

1
6

(
2
)

都
市
施

設
の
整
備
に
関
す
る
主
要
な
都

市
計

画
の

決
定

の
方

針

①
交
通
施

設
の
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

a.
基
本

方
針

ア
．
交

通
体
系
の
整
備
の
方
針

本
都
市
計
画
区
域
は
長
野
県
の
北
部
に
位
置
し
、
県
庁
及
び
国
の
出
先
機
関
等
多
く
の
行
政
機
能
や

商
業
機
能
等
が
集
積
し
発
展
を
続
け
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
密
集
市
街
地
が
広
く
残
り
、
都

市
基
盤
（
骨
格
道
路
）
の
整
備
が
立
ち
遅
れ
、
様
々
な
都
市
問
題
が
発
生
し
て
い
る
。

今
後
は
、
高
速
道
路
、
新
幹
線
等
の
高
速
交
通
網
を
活
か
し
、
中
核
市
と
し
て
の
そ
の
役
割
を
十
分

に
発
揮
す
る
た
め
､
以
下
の
方
針
を
基
に
、
計
画
的
に
交
通
体
系
の
整
備
を
推
進
す
る
も
の
と
す
る
。

・
長
野
中
心
市
街
地
で
は
セ
ル
環
状
道
路
の
完
成
を
受
け
て
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る

中
央

通
り

の
歩

行

者
優
先
化
や
補
助
幹
線
道
路
の
整
備
、
駐
車
場
等
の
整
備
を
推
進
し
、
ス
ム
ー
ズ
な

来
街

と
歩

い
て

暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
。

・
都
市
内
の
骨
格
幹
線
道
路
（
環
状
道
路
、
放
射
道
路
）
の
整
備
を
図
る
。

・
交
差
点
、
橋
等
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク

1
か
所
の
解
消
を
図
る
。

・
鉄
道
、
バ
ス
等
の
公
共
交
通
機
関
の
利
便
性
、
快
適
性
を
高
め
、
Ｔ
Ｄ
Ｍ

2 （
交
通
需
要
マ
ネ
－
ジ
メ
ン

ト
）
に
対
応
し
た
パ
－
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド

3
等
の
導
入
な
ど
に
よ
り
、
自
家
用
車
に
過
度
な
依
存
を
し

な
い
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
め
ざ
す
。

・
自
転
車
道
、
歩
道
等
の
整
備
、
植
樹
帯
の
整
備
を
進
め
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

4
の
考
え
に
基
づ

き
、
人
に
や
さ
し
い
、
環
境
に
や
さ
し
い
道
路
づ
く
り
を
目
指
す
。

1
交

差
点

や
橋

な
ど

、
交

通
の

障
害

と
な

っ
て

い
る

部
分

。
2

自
動

車
交

通
の

適
正

化
施

策
の

一
つ

で
、

自
動

車
利

用
者

の
交

通
行

動
の

変
更

を
促

す
こ

と
に

よ
り

、
都

市
ま

た
は

地
域

レ
ベ

ル
の

道
路

交
通

混
雑

を
緩

和
す

る
手

法
。

3
都

心
部

等
で

の
道

路
交

通
混

雑
を

避
け

る
た

め
に

都
市

の
郊

外
部

に
お

い
て

自
動

車
を

駐
車

し
、
鉄

道
、

バ
ス

等
の

公
共

交
通

機
関

に
乗

り
換

え
中

心
部

に
向

か
う

手
法

。
4

障
害

の
有

無
や

年
齢

等
に

関
係

な
く

、
す

べ
て

の
人

が
使

い
や

す
い

よ
う

に
製

品
・
建

物
・
環

境
な

ど
を

デ
ザ

イ
ン

す
る

こ
と

。

イ
．
整

備
水
準
の
目
標

都
市
計
画
道
路
と
し
て
、
都
市
計
画
決
定
済
み
延
長
約

2
6
1
.
4
k
m
の
う
ち
、
現
在
、
市
街
地
内
（
用

途
地
域
内
）
で
約

9
9
.
9
k
m（

1
.
6
4
㎞
/
㎞

2
）
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
今
後
と

も
計
画
的
に
道
路
整
備
を
推
進
す
る
も
の
と
し
、
平
成

2
7
年
頃
に
は
概
ね

1
.
8
㎞
/
㎞

2
程
度
の
整

備
を
目
標
と
す
る
。

(
2
)
都

市
施

設
の

整
備

に
関

す
る

主
要

な
都

市
計

画
の

決
定

の
方

針

①
交
通
施
設
の
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

a.
基
本
方
針

ア
．
交
通
体
系
の
整
備
の
方
針

本
都
市
計
画
区
域
は
長
野
県
の
北
部
に
位
置
し
、
県
庁
及
び
国
の
出
先
機
関
等
多
く
の
行
政
機
能
や

商
業
機
能
等
が
集
積
し
発
展
を
続
け
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
密
集
市
街
地
が
広
く
残
り
、
都

市
基
盤
（
骨
格
道
路
）
の
整
備
が
立
ち
遅
れ
、
様
々
な
都
市
問
題
が
発
生
し
て
い
る
。

今
後
は
、
高
速
道
路
、
新
幹
線
等
の
高
速
交
通
網
を
活
か
し
、
中
核
市
と
し
て
の
そ
の
役
割
を
十
分

に
発
揮
す
る
た
め
､
以
下
の
方
針
を
基
に
、
計
画
的
に
交
通
体
系
の
整
備
を
推
進
す
る
も
の
と
す
る
。

・
長

野
中

心
市

街
地

で
は

セ
ル

環
状

道
路

の
完

成
を

受
け

て
、

次
の

ス
テ

ッ
プ

で
あ

る
中

央
通

り
の

歩
行

者
優

先
化

や
補

助
幹

線
道

路
の

整
備

、
駐

車
場

等
の

整
備

を
推

進
し

、
ス

ム
ー

ズ
な

来
街

と
歩

い
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
。

・
都
市
内
の
骨
格
幹
線
道
路
（
環
状
道
路
、
放
射
道
路
）
の
整
備
を
図
る
。

・
交
差
点
、
橋
等
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク

1
箇
所
の
解
消
を
図
る
。

・
鉄
道
、
バ
ス
等
の
公
共
交
通
機
関
の
利
便
性
、
快
適
性
を
高
め
、
Ｔ
Ｄ
Ｍ

2 （
交
通
需
要
マ
ネ
－
ジ
メ
ン

ト
）
に
対
応
し
た
パ
－
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド

3
等
の
導
入
な
ど
に
よ
り
、
自
家
用
車
に
過
度
な
依
存
を
し

な
い
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
目
指
す
。

・
自
転
車
道
、
歩
道
等
の
整
備
、
植
樹
帯
の
整
備
を
進
め
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

4
の
考
え
に
基
づ

き
、
人
に
や
さ
し
い
、
環
境
に
や
さ
し
い
道
路
づ
く
り
を
目
指
す
。

1
交

差
点

や
橋

な
ど

、
交

通
の

障
害

と
な

っ
て

い
る

部
分

。
2

自
動

車
交

通
の

適
正

化
施

策
の

一
つ

で
、

自
動

車
利

用
者

の
交

通
行

動
の

変
更

を
促

す
こ

と
に

よ
り

、
都

市
ま

た
は

地
域

レ
ベ

ル
の

道
路

交
通

混
雑

を
緩

和
す

る
手

法
。

3
都

心
部

等
で

の
道

路
交

通
混

雑
を

避
け

る
た

め
に

都
市

の
郊

外
部

に
お

い
て

自
動

車
を

駐
車

し
、
鉄

道
、

バ
ス

等
の

公
共

交
通

機
関

に
乗

り
換

え
中

心
部

に
向

か
う

手
法

。
4

障
害

の
有

無
や

年
齢

等
に

関
係

な
く

、
す

べ
て

の
人

が
使

い
や

す
い

よ
う

に
製

品
・
建

物
・
環

境
な

ど
を

デ
ザ

イ
ン

す
る

こ
と

。

イ
．
整
備
水
準
の
目
標

都
市
計
画
道
路
と
し
て
、
都
市
計
画
決
定
済
み
延
長
約

2
5
9
.
5
k
m
の
う
ち
、
現
在
、
市
街
地
内
（
用

途
地
域
内
）
で
約

1
0
5
.
9
k
m（

1
.
7
8
㎞
/
㎢
）
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
今
後
と

も
計
画

的
に

道
路

整
備

を
推

進
す

る
も

の
と

し
、

令
和

７
年

頃
に

は
概

ね
1
.
9
㎞

/
㎢
度

の
整

備
を

目
標
と
す
る
。
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平
成
○
年
○
月
○
日
作
成

（
旧
）
第
６
回
区
域
区
分
見
直
し

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
新
）
第
７
回
区
域
区
分
見
直
し

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

1
7

b.
主
要
な
施
設
の
配
置
の
方
針

ア
．
道

路

市
道
か
ら
高
規
格
幹
線
道
路
ま
で
体
系
的
な
整
備
を
図
る
な
か
で
、
市
街
地
の
幹
線
道
路
に
つ
い
て

は
、
既
存
の
ス
ト
ッ
ク
を
有
効
活
用
す
る
道
路
網
の
整
備
を
目
指
し
、
都
市
計
画
道
路
を
主
体
に
効
率

的
な
整
備
を
図
る
。

・
中
央
通
り
の
歩
行
者
優
先
化
に
向
け
、
必
要
な
道
路
整
備
を
図
る
。

・
通
過
交
通
を
排
除
す
る
外
環
状
道
路
、
中
心
市
街
地
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
流
入
・
流
出

の
た

め
の

都
心

環

状
道
路
・
内
環
状
・
中
環
状
道
路
や
都
市
拠
点
間
を
結
ぶ
道
路
の
整
備
を
図
る
。

・
そ
の
他
環
状
放
射
型
交
通
体
系
の
骨
格
を
な
す
幹
線
道
路
の
整
備
を
図
る
。

・
河
川
渡
河
断
面
の
交
通
容
量
の
強
化
及
び
主
要
交
差
点
の
改
良
を
図
る
。

・
地
域
の
生
活
道
路
と
し
て
事
業
効
果
が
高
い
幹
線
道
路
の
整
備
を
図
る
。

・
自
転
車
・
歩
行
者
空
間
の
連
続
化
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー

5
化
を
図
る
。

・
公
共
交
通
の
走
行
円
滑
化
や
利
便
性
の
向
上
と
一
体
化
し
た
道
路
交
通
施
設
の
整
備
を
図
る
。

5
障

害
の

あ
る

人
や

高
齢

者
等

が
日

常
生

活
を

送
る

上
で

、
不

便
な

障
害

と
な

っ
て

い
る

も
の

を
除

去
す

る
こ

と
。

イ
．
公

共
交
通

北
陸
新
幹
線
に
つ
い
て
は
、
関
係
県
、
市
町
村
と
連
携
し
、
長
野
以
北
の
建
設
促
進
と
並
行
在
来
線

の
存
続
、
地
域
の
特
性
に
合
せ
た
生
活
路
線
の
充
実
を
図
る
。

J
R
、

し
な

の
鉄

道
及

び
長

野
電

鉄
線

相
互

の
接

続
や

、
バ

ス
等

へ
の

乗
り

継
ぎ

の
向

上
等

に
よ

り

利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
を
促
進
す
る
。

長
野
駅
に
つ
い
て
は
、
長
野
都
市

圏
の
主
要
な
交
通
結
節
点
で
あ
る
と
と
も
に
、
県
都
の
「
顔
」
と

し
て
シ
ン
ボ
ル
性
を
持
っ
た
駅
と
し
て
整
備
促
進
を
図
る
。

ウ
．
駐

車
場

1
)
一
般
駐
車
場

駐
車
場
の
整
備
を
重
点
的
に
整
備
す
べ
き
地
区
と
し
て
中
心
商
業
地
域
を
中
心
に
、
民
間
と
行
政
が

適
切
な
役
割
分
担
の
下
に
、
駐
車
場
の
新
設
や
既
存
駐
車
場
の
有
効
利
用
を
総
合
的
、
計
画
的
に
推
進

す
る
。

2
)
観
光
駐
車
場

観
光
地
周
辺
の
渋
滞
解
消
と
観
光
の
利
便
性
、
商
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
民
間
と
行
政
が
協
働

し
て
駐
車
場
の
整
備
を
推
進
す
る
。

特
に
、
善
光
寺
へ
の
観
光
客
の
利
便
性
向
上
を
図
る
駐
車
場
整
備
を
推
進
す
る
。

b.
主
要
な
施
設
の
配
置
の
方
針

ア
．
道
路

市
道
か
ら
高
規
格
幹
線
道
路
ま
で
体
系
的
な
整
備
を
図
る
な
か
で
、
市
街
地
の
幹
線
道
路
に
つ
い
て

は
、
既
存
の
ス
ト
ッ
ク
を
有
効
活
用
す
る
道
路
網
の
整
備
を
目
指
し
、
都

市
計
画
道
路
を
主
体
に
効
率

的
な
整
備
を
図
る
。

・
中
央
通
り
の
歩
行
者
優
先
化
に
向
け
、
必
要
な
道
路
整
備
を
図
る
。

・
通

過
交

通
を

排
除

す
る

外
環

状
道

路
、

中
心

市
街

地
へ

の
ス

ム
ー

ズ
な

流
入

・
流

出
の

た
め

の
都

心
環

状
道
路
・
内
環
状
・
中
環
状
道
路
や
都
市
拠
点
間
を
結
ぶ
道
路
の
整
備
を
図
る
。

・
そ

の
他

環
状

放
射

型
交

通
体

系
の

骨
格

を
な

す
幹

線
道

路
や

、
地

域
間

の
連

携
を

強
化

す
る

幹
線

道
路

の
整
備
を
図
る
。

・
河
川
渡
河
断
面
の
交
通
容
量
の
強
化
及
び
主
要
交
差
点
の
改
良
を
図
る
。

・
地
域
の
生
活
道
路
と
し
て
事
業
効
果
が
高
い
幹
線
道
路
の
整
備
を
図
る
。

・
歩
行
者
空
間
の
連
続
化
と
居
心
地
が
よ
く
歩
き
た
く
な
る
空
間
の
創
出
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

5
化
を
図
る
。

・
自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
に
位
置
付
け
た
路
線
に
つ
い
て
、
自
転
車
通
行
空
間
の
整
備
を
図
る
。

・
公
共
交
通
の
走
行
円
滑
化
や
利
便
性
の
向
上
と
一
体
化
し
た
道
路
交
通
施
設
の
整
備
を
図
る
。

5
障

が
い

の
あ

る
人

や
高

齢
者

等
が

日
常

生
活

を
送

る
上

で
、
不

便
な

障
害

と
な

っ
て

い
る

も
の

を
除

去
す

る
こ

と
。

イ
．
公
共
交
通

J
R
、

し
な

の
鉄

道
及

び
長

野
電

鉄
線

相
互

の
接

続
や

、
バ

ス
等

へ
の

乗
り

継
ぎ

の
向

上
等

に
よ

り

利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
を
促
進
す
る
。

拠
点

と
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
か

ら
な

る
都

市
構

造
を

支
援

す
る

よ
う

に
公

共
交

通
網

の
適

切
な

設
定

を

行
う
と
と
も
に
、
地
域
拠
点
や
観
光
拠
点
を
連
絡
す
る
幹
線
道
路
網
の
整
備
を
図
る
。

ウ
．
駐
車
場

1
)
一
般
駐
車
場

公
共
交
通
と
使
い
や
す
い
駐
車
場
整
備
と
の
連
携
・
充

実
を
図
る
た
め
、
民
間
と
行
政
が
適
切
な
役

割
分
担
の
下
、
中
心
商
業
地
域
を
中
心
に
駐
車
場
の
新
設
や
既
存
駐
車
場
の
有
効
利
用
を
総
合
的
、
計

画
的
に
推
進
す
る
。

2
)
観
光
駐
車
場

観
光
地
周
辺
の
渋
滞
解
消
と
観
光
の
利
便
性
、
商
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
民
間
と
行
政
が
協
働

し
て
駐
車
場
の
整
備
を
推
進
す
る
。

3
)
駐
輪
場

目
的
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
駐
輪
場
の
整
備
に
よ
り
、
自
転
車
の
利
用
促
進
と
公
共
交
通
機
関
の
利
便

-45-



平
成
○
年
○
月
○
日
作
成

（
旧
）
第
６
回
区
域
区
分
見
直
し

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
新
）
第
７
回
区
域
区
分
見
直
し

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

1
8

c
.
主
要
な
施
設
の
整
備
目
標

お
お
む
ね
1
0
年
以
内
に
整
備
す
る
こ
と
を
予
定
す
る
施
設
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

種
別

路
線
名
称

道
路

3
・
3
・
1
長
野
大
通
り

3
・
3
・
5
城
北
線

3
・
6
・
9
北
長
野
通
り

3
・
3
・
1
0
七
瀬
中
御
所
線

3
・
3
・
1
1
栗
田
屋
島
線

3
・
4
・
1
2
長
野
駅
東
口
線

3
・
4
・
1
3
長
野
菅
平
線

3
・
5
・
1
4
山
王
栗
田
線

3
・
4
・
1
6
県
庁
小
柴
見
線

3
・
4
・
1
9
西
部
線

3
・
6
・
2
0
県
庁
緑
町
線

3
・
6
・
2
2
新
町
返
目
線

3
・
3
・
2
5
北
部
幹
線

3
・
5
・
2
6
浅
川
若
槻
線

3
・
5
・
2
7
返
目
浅
川
線

3
・
6
・
2
8
三
輪
幹
線

3
・
4
・
2
9
七
瀬
居
町

3
・
4
・
3
2
東
部
幹
線

3
・
4
・
3
4
東
豊
線

3
・
4
・
3
6
高
田
若
槻
線

3
・
5
・
3
7
栗
田
安
茂
里
線

3
・
3
・
4
1
丹
波
島
村
山
線

3
・
4
・
4
2
丹
波
島
小
市
線

3
・
4
・
4
5
篠
ノ
井
塩
崎
線

3
・
4
・
4
6
川
中
島
幹
線

3
・
3
・
5
6
真
田
線

3
・
4
・
6
3
松
代
中
央
線

3
・
5
・
6
7
西
尾
寺
象
山
線

3
・
5
・
7
0
豊
野
北
線

3
・
3
・
7
4
上
田
篠
ノ
井
線

3
・
5
・
7
5
塩
崎
東
部
線

3
・
5
・
7
8
上
町
中
央
線

3
・
2
・
8
1
東
外
環
状
線

3
・
3
・
8
6
駅
南
幹
線

8
・
7
・
7
代
官
町
西
条
線

3
・
5
・
7
1
沖
第

2
線

豊
野
駅
前
広
場

性
向
上
を
図
る
。

c
.
主
要
な
施
設
の
整
備
目
標

お
お
む
ね
1
0
年
以
内
に
整
備
す
る
こ
と
を
予
定
す
る
施
設
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

種
別

路
線
名
称

道
路

3
・
4
・
6
中
央
通
り

3
・
3
・
7
県
庁
篠
ノ
井
線

3
・
4
・
1
3
長
野
菅
平
線

3
・
4
・
1
6
県
庁
小
柴
見
線

3
・
4
・
1
9
西
部
線

3
・
6
・
2
2
新
町
返
目
線

3
・
3
・
2
5
北
部
幹
線

3
・
5
・
2
6
浅
川
若
槻
線

3
・
5
・
2
7
返
目
浅
川
線

3
・
4
・
2
9
七
瀬
居
町
線

3
・
4
・
3
4
東
豊
線

3
・
4
・
3
5
長
沼
幹
線

3
・
4
・
3
6
高
田
若
槻
線

3
・
3
・
4
1
丹
波
島
村
山
線

3
・
3
・
4
4
篠
ノ
井
（
停
）
線

3
・
4
・
4
6
川
中
島
幹
線

3
・
3
・
5
6
真
田
線

3
・
5
・
5
7
更
北
大
塚
線

3
・
5
・
6
4
岩
野
二
ツ
柳
線

3
・
5
・
6
5
西
寺
尾
岩
野
線

3
・
5
・
6
6
西
寺
尾
綿
内
線

3
・
5
・
7
0
豊
野
北
線

3
・
3
・
7
4
上
田
篠
ノ
井
線

3
・
2
・
8
1
東
外
環
状
線

3
・
4
・
8
9
山
王
小
柴
見
線

3
・
5
・
9
0
豊
野
駅
前
線

3
・
4
・
9
1
松
岡
大
豆
島
線
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平
成
○
年
○
月
○
日
作
成

（
旧
）
第
６
回
区
域
区
分
見
直
し

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
新
）
第
７
回
区
域
区
分
見
直
し

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

1
9

②
下
水
道

及
び
河
川
の
都
市
計
画
の
決
定
方
針

a.
基
本

方
針

ア
．
下

水
道
及
び
河
川
の
整
備
の
方
針

1
)
下
水
道

公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
と
生
活
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
、
公
共
下
水
道
及
び
流
域
下
水
道
の
整

備
を
促
進
す
る
。

ま
た
、
近
年
、
各
地
で
多
発
し
て

い
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
と
呼
ば
れ
る
集
中
豪
雨
や
都
市
化
に
よ
り
雨
水

が
短
時
間
に
流
れ
出
す
、
い
わ
ゆ
る
都
市
型
水
害
に
対
応
す
る
た
め
、
雨
水
幹
線
・
雨
水
調
整
池
及
び

排
水
機
場
等
の
整
備
を
図
る
。

2
)
河
川

千
曲
川
、
犀
川
、
浅
川
及
び
岡
田
川
を
始
め
と
す
る
河
川
の
改
修
事
業
を
促
進
し
、
地
域
の
安
全
確

保
と
水
辺
空
間
の
環
境
整
備
を
図
る
。

近
年
の
都
市
化
の
進
展
に
よ
る
流
域
の
持
つ
保
水
・
遊
水
機
能
の
減
少
等
を
考
慮
し
て
、
河
川
整
備

と
流
域
対
策
を
図
る
。

ま
た
、
河
川
整
備
に
当
た
っ
て
は

、
治
水
対
策
に
加
え
て
利
水
、
環
境
の
観
点
か
ら
、
う
る
お
い
の

あ
る
生
活
環
境
の
創
出
を
目
指
し
た
整
備
を
図
る
。
特
に
市
街
地
内
を
流
下
す
る
河
川
・
水
路
は
、
良

好
な

水
辺

空
間

の
形

成
を

図
る

上
で

貴
重

な
資

源
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
市

街
地

内
の

憩
い

の
場

や
オ

ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

*と
し
て
の
整
備
を
図
る
。

*
敷

地
内

の
空

地
又

は
公

園
、
広

場
、
河

川
、
農

地
な

ど
建

物
に

よ
っ

て
覆

わ
れ

て
い

な
い

土
地

の
総

称
。

イ
．
整

備
水
準
の
目
標

1
)
下
水
道

当
面
の
整
備
目
標
と
し
て
は
、
現
在
の
公
共
下
水
道
区
域
内
の
汚
水
幹
線
及
び
雨
水
渠
の
整
備
促
進

を
図
る
。
ま
た
、
各
戸
の
雨
水
貯
留
施
設
設
置
の
普
及
促
進
を
図
る
。

②
下
水
道
及
び
河
川
の
都
市
計
画
の
決
定
方
針

a.
基
本
方
針

ア
．
下
水
道
及
び
河
川
の
整
備
の
方
針

1
)
下
水
道

公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
と
生
活
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
、
下
水
道
整
備
（
未
普
及
対
策
）
を
進

め
る
と
と
も
に
、
老
朽
化
し
た
施
設
の
改
築
更
新
、
下
水
道
施
設
の
耐
震
化
及
び
耐
水
化
、
雨
水
幹
線
・

雨
水
調
整
池
及
び
排
水
機
場
等
の
整
備
を
行
う
。

ま
た
、
効
率
的
で
持
続
可
能
な
事
業
運
営
を
推
進
す
る
た
め
の
広
域
化
・
共
同
化
、
脱
炭
素
社
会
の

構
築
を
目
指
し
た
省
エ
ネ
・
創
エ
ネ
、
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
に
よ
る
資
源
循
環
の
取
組
み
を
進
め
る
。

2
)
河
川

千
曲
川
、
犀
川
及
び
岡
田
川
を
は
じ
め
と
す
る
河
川
の
改
修
事
業
を
促
進
し
、
地
域
の
安
全
確
保
と

水
辺
空
間
の
環
境
整
備
を
図
る
。

近
年
の
都
市
化
の
進
展
に
よ
る
流
域
の
持
つ
保
水
・
遊

水
機
能
の
減
少
等
を
考
慮
し
て
、
河
川
整
備

と
流
域
対
策
を
図
る
。

ま
た
、
河
川
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
治
水
対
策
に
加
え
て
利
水
、
環
境
の
観
点
か
ら
、
う
る
お
い
の

あ
る
生
活
環
境
の
創
出
を
目
指
し
た
整
備
を
図
る
。

イ
．
整
備
水
準
の
目
標

1
)
下
水
道

下
水
道
の
整
備
水
準
の
目
標
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

・
公

共
用

水
域

の
水

質
保

全
の

生
活

環
境

と
改

善
を

図
る

た
め

、
流

域
別

下
水

道
整

備
総

合
計

画
に
基
づ
き
、
下
水
道
の
整
備
を
進
め
る
。

・
安

定
し

た
下

水
道

機
能

を
確

保
す

る
た

め
、

ス
ト

ッ
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

計
画

に
基

づ
き

、
老

朽
化
施
設
の
計
画
的
な
改
築
更
新
を
行
う
。

・
地

震
に

よ
る

被
害

を
防

止
す

る
た

め
、

終
末

処
理

場
の

重
要

施
設

や
重

要
な

幹
線

等
に

お
け

る
耐
震
化
を
行
う
。

・
洪

水
及

び
内

水
に

よ
る

被
害

を
軽

減
す

る
た

め
、

計
画

降
雨

及
び

照
査

降
雨

に
お

け
る

下
水

道
施
設
の
耐
水
化
を
行
う
。

・
局

地
的

豪
雨

や
都

市
化

に
よ

り
雨

水
が

短
時

間
に

流
れ

出
す

、
い

わ
ゆ

る
都

市
型

水
害

に
対

応
す
る
た
め
、
下
水
道
法
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
雨
水
幹
線
・
雨
水
調
整
池
及
び
排
水
機
場
等
の

整
備
を
行
う
。
ま
た
、
気
候
変
動
に
よ
る
水
害
の
頻
発
化
・
激
甚
化
に
対
応
す
る
た
め
、
グ
リ
ー

ン
イ
ン
フ
ラ
の
持
つ
防
災
機
能
の
活
用
や
各
戸
雨
水
貯
留
施
設
設
置
の
普
及
促
進
を
図
る
。

・
人

口
減

少
、

施
設

の
老

朽
化

、
担

い
手

減
少

等
の

問
題

を
解

決
す

る
た

め
に

、
ハ

ー
ド

・
ソ

フ
ト
両
面
に
お
い
て
広
域
化
・
共
同
化
を
行
う
。
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平
成
○
年
○
月
○
日
作
成

（
旧
）
第
６
回
区
域
区
分
見
直
し

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
新
）
第
７
回
区
域
区
分
見
直
し

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

2
0

2
)
河
川

治
水
安
全
度
を
高
め
る
た
め
の
河
川
整
備
及
び
流
域
対
策
を
継
続
し
て
い
く
。

b.
主
要
な
施
設
の
配
置
の
方
針

ア
．
下

水
道

○
公
共
下
水
道
東
部
処
理
区

汚
水
管
渠
及
び
雨
水
渠
整
備
の
促
進
を
図
る
。

○
千
曲
川
流
域
下
水
道
及
び
流
域
関
連
公
共
下
水
道
下
流
・
上
流
処
理
区

汚
水
管
渠
及
び
雨
水
渠
整
備
の
促
進
を
図
る
。

イ
．
河

川 千
曲
川
、
犀
川
、
浅
川
及
び
岡
田
川
を
始
め
と
す
る
河
川
整
備
を
実
施
し
、
安
全
の
向
上
を
図
る
。

c
.
主
要
な
施
設
の
整
備
目
標

お
お
む
ね
1
0
年
以
内
に
整
備
す
る
こ
と
を
予
定
す
る
主
要
な
施
設
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

種
別

施
設
名

流
域
下
水
道

千
曲
川
流
域
下
水
道
下
流
処
理
区

千
曲
川
流
域
下
水
道
上
流
処
理
区

公
共
下
水
道

公
共
下
水
道
東
部
処
理
区

流
域
関
連
公
共
下
水
道
上
流
処
理
区

流
域
関
連
公
共
下
水
道
下
流
処
理
区

河
川

千
曲
川
、
犀
川
、
浅
川
、
神
田
川
、
岡
田
川
等

③
そ
の
他

の
都
市
施
設

a.
基
本

方
針

市
街
地
へ
の
人
口
の
集
中
、
高
齢

社
会
へ
の
移
行
等
に
よ
り
、
生
活
行
動
が
多
様
化
し
て
い
る
た
め
、

こ
れ
ら
に
対
応
し
て
健
康
で
文
化
的
な
都
市
生
活
に
必
要
な
施
設
整
備
を
進
め
る
。

b.
主
要
な
施
設
の
配
置
及
び
整
備
の
方
針

ア
．
ご

み
処
理
施
設

焼
却
施
設
は

4
5

0
ｔ

/日
（

1
5

0
t/
日
×

3
炉
）
の
能
力
が
あ
る
が
、
ご
み
処
理
の
効
率
性
や
施
設
の

老
朽

化
等

を
考

慮
し

、
長

野
広

域
連

合
に

よ
る

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

効
率

的
な

利
用

促
進

に
配

慮
し

た
施

設
整
備
を
進
め
、
ご
み
の
広
域
処
理
を
図
る
。

ま
た
、
循
環
型
社
会
の
構
築
を
目
指
す
た
め
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
圧
縮
梱
包
施
設
等
を
活

・
脱

炭
素

社
会

の
構

築
を

目
指

し
、

終
末

処
理

場
に

お
け

る
省

エ
ネ

運
転

、
改

築
更

新
時

の
省

エ
ネ
機
器
導
入
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
・
拡
大
な
ど
の
対
策
を
行
う
。

・
持

続
的

な
汚

水
処

理
シ

ス
テ

ム
構

築
に

向
け

た
都

道
府

県
構

想
等

に
基

づ
き

、
下

水
汚

泥
の

利
活
用
に
取
り
組
む
。

2
)
河
川

治
水
安
全
度
を
高
め
る
た
め
の
河
川
整
備
及
び
流
域
対
策
を
継
続
し
て
い
く
。

b.
主
要
な
施
設
の
配
置
の
方
針

ア
．
下
水
道

○
公
共
下
水
道
東
部
処
理
区

汚
水
管
渠
及
び
雨
水
渠
整
備
の
促
進
を
図
る
。

○
千
曲
川
流
域
下
水
道
及
び
流
域
関
連
公
共
下
水
道
下
流
・
上
流
処
理
区

汚
水
管
渠
及
び
雨
水
渠
整
備
の
促
進
を
図
る
。

イ
．
河
川 千

曲
川

、
犀

川
、

浅
川

及
び

岡
田

川
を

は
じ

め
と

す
る

河
川

整
備

を
実

施
し

、
治

水
安

全
度

の
向

上

を
図
る
。

c
.
主
要
な
施
設
の
整
備
目
標

お
お
む
ね
1
0
年
以
内
に
整
備
す
る
こ
と
を
予
定
す
る
主
要
な
施
設
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

種
別

施
設
名

流
域
下
水
道

千
曲
川
流
域
下
水
道
下
流
処
理
区

千
曲
川
流
域
下
水
道
上
流
処
理
区

公
共
下
水
道

公
共
下
水
道
東
部
処
理
区

流
域
関
連
公
共
下
水
道
上
流
処
理
区

流
域
関
連
公
共
下
水
道
下
流
処
理
区

河
川

千
曲
川
、
犀
川
、
浅
川
、
岡
田
川
等

③
そ
の
他
の
都
市
施
設

a.
基
本
方
針

市
街
地
へ
の
人
口
の
集
中
、
本
格
的
な
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
社
会
へ
の
移
行
等
に
よ
り
、
生
活
行

動
が

多
様

化
し

て
い

る
た

め
、

こ
れ

ら
に

対
応

し
て

健
康

で
文

化
的

な
都

市
生

活
に

必
要

な
施

設
整

備
を
進
め
る
。

b.
主
要
な
施
設
の
配
置
及
び
整
備
の
方
針

ア
．
ご
み
処
理
施
設

焼
却
施
設
に
つ
い
て
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
的
な
利
用
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
循
環
型
社
会
の

構
築
を
目
指
し
、
ご
み
の
資
源
化
を
進
め
、
廃
棄
物
の
抑
制
を
図
る
。
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平
成
○
年
○
月
○
日
作
成

（
旧
）
第
６
回
区
域
区
分
見
直
し

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
新
）
第
７
回
区
域
区
分
見
直
し

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

2
1

用
し
た
資
源
化
を
進
め
、
廃
棄
物
の
発
生
抑
制
を
図
る
。

最
終
処
分
場
は
天
狗
沢
埋
立
地
（

埋
立
容
量
約

2
8
5
,0

0
0

m
3
）
が
稼
動
し
て
い
る
が
、
平
成

2
4
年

度
で
終
了
す
る
予
定
で
あ
る
た
め
、
外
部
搬
出
に
よ
る
処
分
を
行
な
う
と
と
も
に
、
長
野
広
域
連
合
に

よ
る
新
た
な
施
設
確
保
を
図
る
。

c
.
主
要
な
施
設
の
整
備
目
標

お
お
む
ね
1
0
年
以
内
に
整
備
す
る
こ
と
を
予
定
す
る
施
設
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

種
別

名
称

ご
み
処
理
施
設

火
葬
場

長
野
広
域
連
合

ご
み
焼
却
施
設

（
仮
）
長
野
市
斎
場

(
3
)

市
街
地

開
発
事
業
に
関
す
る
主
要
な
都

市
計

画
の

決
定

の
方

針

①
主
要
な
市
街
地
開
発
事
業
の
決
定
の
方
針

a.
基
本

方
針

良
好
な
都
市
環
境
を
備
え
た
市
街
地
の
整
備
を
効
果
的
に
進
め
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
土
地
区
画

整
理
事
業
や
市
街
地
再
開
発
事
業
等
に
よ
り
、
計
画
的
な
市
街
地
整
備
を
行
う
。

そ
の
ほ
か
、
開
発
指
導
要
綱
等
に
よ
り
、
乱
開
発
を
防
ぎ
な
が
ら
、
良
好
な
宅
地
供
給
の
促
進
を
図

る
。 善
光
寺
門
前
町
と
し
て
発
展
し
た
長
野
の
中
心
市
街
地
は
、
大
型
店
の
郊
外
進
出
の
影
響
に
よ
る
商

業
機
能
の
低
下
や
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
等
に
よ
り
空
洞
化
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
行
政

と
住
民
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
、
市
街
地
再
開
発
事
業
等
に
よ
り
、
歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

な
か
居
住
を
推
進
し
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
図
る
。

対
象
地
区
と
し
て
、
善
光
寺
か
ら
長
野
駅
を
結
ぶ
中
央
通
り
を
軸
と
し
て
発
達
し
て
き
た
中
心
市
街

地
を
多
様
な
機
能
が
集
積
す
る
広
域
拠
点
商
業
地
域
、
ま
た
北
長
野
駅
前
地
区
、
篠
ノ
井
駅
前
地
区
及

び
松
代
駅
前
地
区
を
地
域
拠
点
商
業
地
域
と
し
て
位
置
づ
け
る
。

具
体
的
な
整
備
手
法
と
し
て
は
、
中
心
市
街
地
活
性
化
の
た
め
に
、
長
野
駅
前
地
区
、
長
野
銀
座
地

区
、
東
後
町
権
堂
町
地
区
等
を
、
ま
た
地
域
拠
点
活
性
化
の
た
め
北
長
野
駅
前
地
区
等
を
再
開
発
し
、

合
理
的
か
つ
効
率
的
な
土
地
利
用
を
図
る
た
め
の
土
地
の
高
度
利
用
と
都
市
機
能
の
更
新
を
図
る
。

な
お
、
長
野
中
心
市
街
地
で
は
、
長
野
市
総
合
都
市
交
通
施
設
整
備
事
業
基
本
計
画
、
中
心
市
街
地
活

性
化

基
本

計
画

に
基

づ
き

、
中

央
通

り
の

歩
行

者
優

先
化

や
駐

車
場

整
備

を
各

市
街

地
再

開
発

事
業

と

併
せ

て
推

進
し

、
松

代
地

区
で

は
歴

史
的

道
筋

の
整

備
や

街
な

み
環

境
整

備
事

業
に

よ
る

建
物

等
の

修

イ
．
一
団
地
の
官
公
庁
施
設

一
団
地
の
官
公
庁
施
設
に
つ
い
て
は
、
官
公
庁
の
集
約
に
よ
る
公
務
の
効
率
化
と
公
衆
の
利
便
の
増

進
、
土
地
の
高
度
利
用
、
建
物
の
不
燃
化
の
促
進
を
図
る
。

c
.
主
要
な
施
設
の
整
備
目
標

お
お
む
ね
1
0
年
以
内
に
整
備
す
る
こ
と
を
予
定
す
る
施
設
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

種
別

名
称

一
団
地
の
官
公
庁
施
設

長
野
一
団
地
の
官
公
庁
施
設

(
3
)
市

街
地

開
発

事
業

に
関

す
る

主
要

な
都

市
計

画
の

決
定

の
方

針

①
主
要
な
市
街
地
開
発
事
業
の
決
定
の
方
針

a.
基
本
方
針

良
好
な
都
市
環
境
を
備
え
た
市
街
地
の
整
備
を
効
果
的
に
進
め
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
土
地
区
画

整
理
事
業
や
市
街
地
再
開
発
事
業
等
に
よ
り
、
計
画
的
な
市
街
地
整
備
を
行
う
。

そ
の
ほ
か
、
開
発
許
可
制
度
に
よ
り
、
秩
序
あ
る
市
街
地
の
形
成
を
図
る
。

善
光
寺
門
前
町
と
し
て
発
展
し
た
長
野
の
中
心
市
街
地
は
、
大
型
店
の
撤
退
や
商
業
機
能
の
郊
外
展

開
に
よ
り
商
業
地
と
し
て
の
求
心
力
の
低
下
が
見
ら
れ
た
が
、
市
街
地
再
開
発
事
業
等
に
よ
る
新
た
な

都
市
機
能
の
形
成
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
北
陸
新
幹
線
の
金
沢
延
伸
に
よ
り
、
広
域
拠
点
と
し
て
の

魅
力
が
増
進
し
て
い
る
。
し
か
し
、
少
子
高
齢
化
や
商
業
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
等
に
よ
る
空
洞
化

へ
の
対
策
、
建
築
物
の
老
朽
化
に
伴
う
更
新
や
防
災
対
策
の
必
要
性
等
か
ら
、
引
き
続
き
、
行
政
と
住

民
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
市
街
地
再
開
発
事
業
等
に
よ
り
、
商
業
・
居
住
・
宿
泊
な
ど
の
都

市
機
能
の
充
実
、
歩
行
者
空
間
の
整
備
及
び
景
観
形
成
を
図
り
、
歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
多
く
の
人
が
訪
れ
交
流
す
る
場
を
創
出
し
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
図
る
。

ま
た
、
市
街
地
開
発
事
業
の
対
象
地
域
と
し
て
、
善
光
寺
か
ら
長
野
駅
を
結
ぶ
中
央
通
り
を
軸
と
し

て
発
達
し
て
き
た
中
心
市
街
地
と
、
北
長
野
駅
前
地
区
、
篠
ノ
井
駅
前
地
区
を
位
置
付
け
る
。

具
体
的
な
整
備
手
法
と
し
て
は
、
中
心
市
街
地
活
性
化
の
た
め
に
、
長
野
駅
前
地
区
、
長
野
銀
座
地

区
、
権
堂
地
区
等
に
お
い
て
、
ま
た
地
域
拠
点
活
性
化
の
た
め
北
長
野
駅
前
地
区
等
に
お
い
て
市
街
地

再
開
発
事
業
や
土
地
区
画
整
理
事
業
を
実
施
し
、
合
理
的
か
つ
効
率
的
な
土
地
利
用
を
図
る
た
め
の
土

地
の
高
度
利
用
と
都
市
機
能
の
更
新
を
図
る
。
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平
成
○
年
○
月
○
日
作
成

（
旧
）
第
６
回
区
域
区
分
見
直
し

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
新
）
第
７
回
区
域
区
分
見
直
し

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

2
2

景
整
備
に
よ
り
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
図
る
。

b.
整
備
方
針 地
区
名

整
備
方
針

長
野
駅
周
辺
地
区

善
光

寺
口

は
既

存
集

積
を

活
か

し
、

落
ち

着
い

た
雰

囲
気

の
歴

史
的

な
た

た

ず
ま

い
を

持
っ

た
都

心
と

し
て

、
街

な
み

の
連

続
性

な
ど

の
環

境
に

配
慮

し

つ
つ

、
再

開
発

等
に

よ
り

再
編

、
高

度
化

を
図

る
。

ま
た

、
長

野
駅

東
口

は

「
都

市
拠

点
総

合
整

備
計

画
」

に
基

づ
き

、
広

域
高

速
交

通
網

の
結

節
点

と

し
て

位
置

づ
け

、
商

業
、

業
務

機
能

の
ほ

か
、

生
活

、
文

化
レ

ク
リ

エ
－

シ

ョ
ン

機
能

等
の

拠
点

形
成

を
図

る
た

め
、

土
地

区
画

整
理

事
業

に
よ

る
面

的

整
備
を
進
め
る
。

北
長
野
駅
前
地
区

「
北

長
野

駅
前

市
街

地
再

開
発

事
業

基
本

計
画

」
に

基
づ

き
、

東
北

部
の

拠

点
と

し
て

、
再

開
発

事
業

等
に

よ
り

建
物

の
更

新
、

土
地

の
高

度
利

用
を

図

る
と

と
も

に
、

北
長

野
駅

前
広

場
、

幹
線

街
路

等
の

公
共

施
設

の
整

備
を

進

め
る
。

②
市
街
地

整
備
の
目
標

お
お
む

ね
1
0
年
以
内
に
実
施
を
予
定
す
る
市
街
地
開
発
事
業
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

a.
土
地

区
画
整
理
事
業 種
別

地
区
名

面
積

土
地
区
画
整
理
事
業

長
野
駅
周
辺
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業

5
8
.
2
h
a

〃
瀬
原
田
一
丁
田
土
地
区
画
整
理
事
業

4
5
.
2
h
a

〃
水
沢
上
庭
土
地
区
画
整
理
事
業

2
0
.
3
h
a

〃
古
牧
中
部
土
地
区
画
整
理
事
業

8
.
5
h
a

b.
市
街
地
再
開
発
事
業 種
別

地
区
名

面
積

市
街
地
再
開
発
事
業

長
野
駅
前
A
-
3
地
区

0
.
2
h
a

〃
長
野
駅
前
地
区

1
.
5
h
a

〃
権
堂
B
-
1
地
区

0
.
6
h
a

b.
整
備
方
針 地
区
名

整
備
方
針

長
野
駅
周
辺
地
区

善
光

寺
口

は
既

存
集

積
を

活
か

し
、

落
ち

着
い

た
雰

囲
気

の
歴

史
的

な
た

た

ず
ま

い
を

持
っ

た
都

心
と

し
て

、
街

な
み

の
連

続
性

な
ど

の
環

境
に

配
慮

し

つ
つ

、
市

街
地

再
開

発
事

業
等

に
よ

り
再

編
、

高
度

化
を

図
る

。
ま

た
、

長

野
駅

東
口

は
土

地
区

画
整

理
事

業
に

よ
る

基
盤

整
備

の
完

了
に

よ
り

、
交

通

結
節
点
機
能
が
強
化
さ
れ
、
都
市
機
能
も
集
積
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
今
後
、

都
市
拠
点
と
し
て
の
さ
ら
な
る
機
能
集
積
を
図
る
。

北
長
野
駅
前
地
区

生
活

の
利

便
性

や
街

の
魅

力
を

高
め

る
機

能
の

集
積

を
図

る
た

め
、

再
開

発

事
業
等
に
よ
り
建
物
の
更
新
、
土
地
の
高
度
利
用
を
図
る
。

②
市
街
地
整
備
の
目
標

お
お
む
ね

1
0
年
以
内
に
実
施
を
予
定
す
る
市
街
地
開
発
事
業
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

a.
土
地
区
画
整
理
事
業 種
別

地
区
名

面
積

土
地
区
画
整
理
事
業

長
野
駅
周
辺
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業

5
8
.
2
h
a

b.
市
街
地
再
開
発
事
業 種
別

地
区
名

面
積

市
街
地
再
開
発
事
業

長
野
駅
前
地
区

4
.
0
h
a

〃
長
野
銀
座
地
区

3
.
0
h
a

〃
権
堂
地
区

2
.
0
h
a

〃
北
長
野
駅
前
地
区

0
.
7
h
a
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平
成
○
年
○
月
○
日
作
成

（
旧
）
第
６
回
区
域
区
分
見
直
し

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
新
）
第
７
回
区
域
区
分
見
直
し

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

2
3

(
4
)
自

然
的

環
境
の
整
備
又
は
保
全
に
関
す

る
都

市
計

画
の

決
定

の
方

針

①
基
本
方

針

a.
自
然

環
境
の
特
徴
と
現
況
、
整
備
又
は
保
全
の
必
要
性

本
都
市
計
画
区
域
は
長
野
県
の
北
部
に
位
置
し
、
上
信
越
高
原
国
立
公
園
か
ら
連
な
る
山
地
・
丘
陵

地
に
囲
ま
れ
、
千
曲
川
、
犀
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
善
光
寺
平
が
拓
け
、
両
河
川
の
外
に
、
裾
花

川
、
浅
川
、
岡
田
川
、
聖
川
、
神
田
川
、
赤
野
田
川
、
保
科
川
、
鳥
居
川
等
が
流
れ
て
い
る
。
犀
川
以

北
の
善
光
寺
を
中
心
に
発
達
し
た
長
野
地
区
、
し
な
の
鉄
道
と
Ｊ
Ｒ
篠
ノ
井
線
の
分
岐
点
に
あ
た
る
篠

ノ
井
駅
を
拠
点
と
し
た
篠
ノ
井
地
区
、
真
田
十
万
石
の
城
下
町
と
し
て
発
展
し
た
松
代
地
区
、
果
樹
集

荷
基
地
と
し
て
の
豊
野
地
区
な
ど
の
市
街
地
が
発
達
す
る
一
方
、
善
光
寺
平
に
は
水
田
に
加
え
て
国
内

有
数
の
果
樹
栽
培
地
帯
が
広
が
っ
て
い
る
。

ま
た
、
国
宝
の
善
光
寺
、
文
化
財
指
定
の
松
代
城
跡
、
上
杉
・
武
田
合
戦
で
有
名
な
川
中
島
古
戦
場

な
ど
の
歴
史
的
・
文
化
財
的
資
産
も
多
い
。

1
9

9
8
年
の
冬
季
五
輪
の
開
催
に
よ
り
、
国
際
的
な
情
報
発
信
も
優
位
と
な
り
、
こ
れ
を
契
機
と
し

た
長
野
自
動
車
道
、
上
信
越
自
動
車
道
及
び
北
陸
新
幹
線
な
ど
の
高
速
交
通
網
の
整
備
に
よ
り
、
首
都

圏
等
と
時
間
短
縮
が
図
ら
れ
、
中
核
市
と
し
て
、
住
宅
地
は
も
と
よ
り
、
情
報
関
連
、
流
通
業
務
施
設

等
の
都
市
的
な
土
地
利
用
の
拡
大
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

「
長
野
市
緑
を
豊
か
に
す
る
計
画
」
（
平
成

2
1
年
４
月
改
定
）
で
は
、
緑
の
将
来
像
「
心
か
よ
う
美

し
い
緑
の
ま
ち

な
が
の
」
の
実
現
を
目
指
し
、
『
緑
豊
か
な
ま
ち
を
創
り
ま
す
（
緑
の
創
出
）
』
、
『
受

け
継
が
れ
て
き
た
緑
を
守
り
ま
す
（
緑
の
保
全
）
』
、
『
緑
と
親
し
む
文
化
や
人
を
育
み
ま
す
（
緑
育
の

推
進
）
』
の
３
つ
を
本
市
の
緑
化
施
策
の
基
本
方
針
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
こ
の
方
針
に
基
づ
き
、
生

物
の
多
様
性
の
保
全
に
も
配
慮
し
な
が
ら
、
自
然
環
境
の
保
全
と
と
も
に
、
都
市
公
園
の
計
画
的
な
整

備
や
、
公
共
施
設
・
民
有
地
の
緑
化
な
ど
に
よ
り
「
身
近
な
緑
」
を
増
や
し
、
市
街
地
の
緑
と
周
辺
に

広
が
る
森
林
等
を
、
河
川
や
水
路
な
ど
の
連
続
性
を
持
っ
た
緑
で
つ
な
ぐ
こ
と
で
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
形
成
し
、
緑
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
緑
豊
か
な
ま
ち
を
目
指
す
も
の
と
す
る
。

b.
緑
地
の
確
保
目
標
水
準

平
成
2
7
年
に
お
け
る
緑
地
確

保
目
標
量

都
市
計
画
区
域
に

対
す
る
割
合

約
1
2
,
0
9
6
h
a

約
6
0
.
0
％

※
本

表
で

の
緑

地
と

は
、

長
野

都
市

計
画

区
域

2
0
,1

6
1

h
a
の

6
0
％

と
す

る
。
（

[長
野

市
緑

を
豊

か
に

す
る

計
画

」
)現

況
数

値
。

c
.
都
市
公
園
等
の
施
設
と
し
て
整
備
す
る
緑
地
の
目
標
水
準

年
次

平
成
1
7
年

平
成
2
7
年

都
市
計
画
区
域

人
口
1
人
当
た
り
の

約
7
.
5
6
㎡
/
人

8
.
5
4
㎡
/
人

(
4
)
自

然
的

環
境

の
整

備
又

は
保

全
に

関
す

る
都

市
計

画
の

決
定

の
方

針

①
基
本
方
針

a.
自
然
環
境
の
特
徴
と
現
況
、
整
備
又
は
保
全
の
必
要
性

本
都
市
計
画
区
域
は
長
野
県
の
北
部
に
位
置
し
、
上
信
越
高
原
国
立
公
園
か
ら
連
な
る
山
地
・
丘
陵

地
に
囲
ま
れ
、
千
曲
川
、
犀
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
善
光
寺
平
が
拓
け
、
両
河
川
の
外
に
、
裾
花

川
、
浅
川
、
岡
田
川
、
聖
川
、
神
田
川
、
赤
野
田
川
、
保
科
川
、
鳥
居
川
等
が
流
れ
て
い
る
。
犀
川
以

北
の
善
光
寺
を
中
心
に
発
達
し
た
長
野
地
区
、
し
な
の
鉄
道
と
Ｊ
Ｒ
篠
ノ
井
線
の
分
岐
点
に
あ
た
る
篠

ノ
井
駅
を
拠
点
と
し
た
篠
ノ
井
地
区
、
真
田
十
万
石
の
城
下
町
と
し
て
発
展
し
た
松
代
地
区
、
果
樹
集

荷
基
地
と
し
て
の
豊
野
地
区
な
ど
の
市
街
地
が
発
達
す
る
一
方
、
善
光
寺
平
に
は
水
田
に
加
え
て
国
内

有
数
の
果
樹
栽
培
地
帯
が
広
が
っ
て
い
る
。

ま
た
、
国
宝
の
善
光
寺
、
文
化
財
指
定
の
松
代
城
跡
、
上
杉
・
武
田
合
戦
で
有
名
な
川
中
島
古
戦
場

な
ど
の
歴
史
的
・
文
化
財
的
資
産
も
多
い
。

1
9

9
8
年
の
冬
季
五
輪
の
開
催
に
よ
り
、
国
際
的
な
情
報
発
信
も
優
位
と
な
り
、
こ
れ
を
契
機
と
し

た
長
野
自
動
車
道
、
上
信
越
自
動
車
道
及
び
北
陸
新
幹
線
な
ど
の
高
速
交
通
網
の
整
備
に
よ
り
、
首
都

圏
等
と
時
間
短
縮
が
図
ら
れ
、
中
核
市
と
し
て
、
住
宅
地
は
も
と
よ
り
、
情
報
関
連
、
流
通
業
務
施
設

等
の
都
市
的
な
土
地
利
用
の
拡
大
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

国
に
お
い
て
は
、
平
成

2
7
年
後
に
閣
議
決
定
し
た
国
土
形
成
計
画
、
第
４
次
社
会
資
本
整
備
重
点

計
画
で
は
、
「
国
土
の
適
切
な
管
理
」
「
安
全
・
安
心
で
持
続
可
能
な
国
土
」
「
人
口
減
少
・
高
齢
化
等

に
対
応
し
た
持
続
可
能
な
地
域
社
旗
の
形
成
」
と
い
っ
た
課
題
へ
の
対
応
の
一
つ
と
し
て
グ
リ
ー
ン
イ

ン
フ
ラ
の
取
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
「
長
野
市
緑
を
豊
か
に
す
る
計
画
」
（
平
成

3
1
年
４
月
改
定
）
で
は
、
緑
の
将
来
像
「
心
か

よ
う
美
し
い
緑
の
ま
ち

な
が
の
」
の
実
現
を
目
指
し
、
『
緑
豊
か
な
ま
ち
を
創
り
ま
す
（
緑
の
創

出
）
』
、
『
受
け
継
が
れ
て
き
た
緑
を
守
り
ま
す
（
緑
の
保
全
）
』
、
『
緑
と
親
し
む
文
化
や
人
を
育
み
ま
す

（
緑
育
の
推
進
）
』
の
３
つ
を
本
市
の
緑
化
施
策
の
基
本
方
針
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
こ
の
方
針
に
基

づ
き
、
生
物
の
多
様
性
の
保
全
に
も
配
慮
し
な
が
ら
、
自
然
環
境
の
保
全
と
と
も
に
、
都
市
公
園
の
計

画
的
な
整
備
や
、
公
共
施
設
・
民
有
地
の
緑
化
な
ど
に
よ
り
「
身
近
な
緑
」
を
増
や
し
、
市
街
地
の
緑

と
周
辺
に
広
が
る
森
林
等
を
、
河
川
や
水
路
な
ど
の
連
続
性
を
持
っ
た
緑
で
つ
な
ぐ
こ
と
で
緑
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
緑
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
緑
豊
か
な
ま
ち
を
目
指
す
も
の
と
す
る
。

b.
緑
地
の
確
保
目
標
水
準

令
和
７
年
に
お
け
る
緑
地
確

保
目
標
量

都
市
計
画
区
域
に

対
す
る
割
合

約
1
1
,
6
9
3
h
a

約
5
8
％

※
本

表
で

の
緑

地
と

は
、

長
野

都
市

計
画

区
域

2
0
,1

6
1

h
a
の

5
8
％

と
す

る
。
（

[長
野

市
緑

を
豊

か
に

す
る

計
画

」
)現

況
数

値
。

c
.
都
市
公
園
等
の
施
設
と
し
て
整
備
す
る
緑
地
の
目
標
水
準

年
次

平
成
2
7
年

令
和
７
年

都
市
計
画
区
域

人
口
1
人
当
た
り
の

約
8
.
1
2
㎡
/
人

8
.
3
4
㎡
/
人
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平
成
○
年
○
月
○
日
作
成

（
旧
）
第
６
回
区
域
区
分
見
直
し

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
新
）
第
７
回
区
域
区
分
見
直
し

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

2
4

目
標
水
準

※
（

都
市

公
園

等
の

面
積

／
都

市
計

画
区

域
内

人
口

）
で

求
め

ら
れ

た
数

値
。

②
主
要
な
緑
地
の
配
置
の
方
針

a.
自
然
環
境
の
保
全
と
活
用
の
方
針

豊
か
な
生
態
系
を
育
む
森
林
や
河
川
・
農
地
は
、
都
市
の
景
観
を
支
え
る
重
要
な
緑
で
、
歴
史
や

文
化

や
人

々
の

生
活

と
一

体
と

な
っ

た
緑

と
し

て
受

け
継

が
れ

て
い

る
。

こ
れ

ら
を

保
全

・
活

用

し
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
維
持
し
て
い
く
。

・
歴
史
的
環
境
を
形
成
す
る
緑
や
文
化
財
周
辺
の
緑
を
保
全
す
る
。

・
希
少
な
動
植
物
の
生
息
地
な
ど
の
貴
重
な
自
然
を
保
全
す
る
。

・
河
川
や
緑
地
な
ど
が
も
つ
機
能
を
保
全
す
る
。

・
森
林
の
保
全
の
た
め
の
治
山
事
業
を
推
進
す
る
。

・
良
好
な
田
園
風
景
を
形
成
す
る
農
地
の
機
能
を
保
全
す
る
。

b.
市
街
地
内
の
緑
化
の
方
針

市
街
地
内
の
公
共
施
設
は
緑
を
豊
か
に
す
る
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
ま
た
住
宅
地
、
工
場
・
事
業

所
等
の
身
近
な
緑
の
充
実
を
図
る
。

・
公
共
施
設
の
敷
地
の
緑
化
、
屋
上
緑
化
、
壁
面
緑
化
を
推
進
す
る
。

・
地
区
計
画
、
建
築
協
定
な
ど
の
活
用
や
支
援
施
策
に
よ
り
住
宅
地
の
緑
化
を
図
る
。

c
.
公
園
配
置
の
方
針

都
市

公
園

の
配

置
の

考
え

方
に

よ
り

、
全

体
と

地
域

の
配

置
バ

ラ
ン

ス
を

見
な

が
ら

計
画

的
に

公
園
を
配
置
す
る
。

・
公
園
は
幅
広
い
市
民
が
多
目
的
に
利
用
し
て
お
り
、
憩
い
や
癒
し
の
空
間
づ
く
り

や
子

供
の

健
全

育

成
に
資
す
る
も
の
な
ど
、
よ
り
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
公
園
づ
く
り
を
進
め
る
。

・
阪
神
大
震
災
等
を
契
機
と
し
て
、
公
園
等
の
植
栽
帯
が
持
つ
延
焼
防
止
効
果
や
災

害
時

の
避

難
場

所

と
し
て
の
空
間
機
能
な
ど
、
防
災
機
能
を
備
え
た
公
園
配
置
を
行
う
。

・
近
年
の
環
境
や
自
然
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
受
け
、
緑
の
豊
か
さ
が
実
感
で
き
る

多
様

な
植

栽
の

配

置
や
鳥
や
昆
虫
な
ど
小
動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
（
ビ
オ
ト
ー
プ
）
の
整
備
、
環
境

学
習

に
役

立
つ

施

設
の
整
備
等
都
市
公
園
で
の
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
や
環
境
学
習
が
で
き
る
公
園
づ
く
り
を
進
め
る
。

目
標
水
準

※
（

都
市

公
園

等
の

面
積

／
都

市
計

画
区

域
内

人
口

）
で

求
め

ら
れ

た
数

値
。

②
主
要
な
緑
地
の
配
置
の
方
針

a.
自
然
環
境
の
保
全
と
活
用
の
方
針

主
要

な
緑

地
は

グ
リ

ー
ン

イ
ン

フ
ラ

と
し

て
多

様
な

機
能

を
有

す
る

も
の

で
あ

り
都

市
計

画
に

お
い
て
保
全
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
風
致
地
区
、
緑
地
保
全
地
域
、
緑
化
地
域
、
生
産

緑

地
等

の
都

市
計

画
の

活
用

の
検

討
を

行
う

。
ま

た
、

豊
か

な
生

態
系

を
育

む
森

林
や

河
川

・
農

地

は
、

都
市

の
景

観
を

支
え

る
重

要
な

緑
で

、
歴

史
や

文
化

や
人

々
の

生
活

と
一

体
と

な
っ

た
緑

と

し
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
保
全
・
活
用
し
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
維
持
し
て
い
く
。

・
歴
史
的
環
境
を
形
成
す
る
緑
や
文
化
財
周
辺
の
緑
を
保
全
す
る
。

・
希
少
な
動
植
物
の
生
息
地
な
ど
の
貴
重
な
自
然
を
保
全
す
る
。

・
河
川
や
緑
地
な
ど
が
も
つ
機
能
を
保
全
す
る
。

・
森
林
の
保
全
の
た
め
の
治
山
事
業
を
推
進
す
る
。

・
良
好
な
田
園
風
景
を
形
成
す
る
農
地
の
機
能
を
保
全
す
る
。

b.
市
街
地
内
の
緑
化
の
方
針

市
街
地
内
の
公
共
施
設
は
緑
を
豊
か
に
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
住
宅
地
、
工
場
・

事
業
所
等
の
身
近
な
緑
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
公
園
、
緑
地
、
都
市
農
地
な
ど
ま
ち
に
存
在
す

る
様
々
な
緑
を
柔
軟
に
活
用
し
都
市
空
間
へ
の
ゆ
と
り
を
創
出
す
る
。

・
公
共
施
設
、
工
場
・
事
業
所
等
の
敷
地
の
緑
化
、
屋
上
緑
化
、
壁
面
緑
化
を
推
進
す
る
。

・
地
区
計
画
、
建
築
協
定
な
ど
の
活
用
や
条
例
に
基
づ
く
緑
化
施
策
に
よ
り
住
宅
地
の
緑
化
を
図
る
。

・
民
間

団
体

等
が

空
き

地
等

の
低

未
利

用
地

を
有

効
活

用
し

て
緑

地
等

を
整

備
し

、
住

民
に

公
開

す
る

取
り

組
み

を
促

進
す

る
。

ま
た

、
人

口
減

少
や

高
齢

化
の

進
展

に
伴

う
都

市
農

地
に

対
す

る
開

発
圧
力

の
低
下
や
、
都
市
農
業
に
対
す
る
評
価
の
高
ま
り
、
東
日
本
大
震
災
を
契
機
と
し
た
防
災
の
観
点
か
ら
、

都
市

農
地

の
保

全
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

こ
の

よ
う

な
状

況
を

踏
ま

え
、

都
市

農
業

の
安

定
的

な
継
続

を
図

る
と

と
も

に
、

多
様

な
機

能
の

適
切

か
つ

十
分

な
発

揮
を

通
じ

て
良

好
な

都
市

環
境

の
形

成
を
図

る
。

c
.
公
園
配
置
の
方
針

都
市

公
園

の
配

置
の

考
え

方
に

よ
り

、
全

体
と

地
域

の
配

置
バ

ラ
ン

ス
を

見
な

が
ら

計
画

的
に

公
園
を
配
置
す
る
。

・
公
園

は
幅

広
い

市
民

が
多

目
的

に
利

用
し

て
お

り
、

憩
い

や
癒

し
の

空
間

づ
く

り
や

子
供

の
健

全
育

成
、
健
康
づ
く
り
に
資
す
る
も
の
な
ど
、
よ
り
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
公
園
づ
く
り
を
進
め
る
。

・
災
害

発
生

時
の

初
期

被
害

の
低

減
と

そ
の

後
の

円
滑

な
応

急
活

動
に

寄
与

す
る

機
能

な
ど

、
都

市
公

園
が
持
つ
防
災
機
能
を
向
上
さ
せ
、
市
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
公
園
づ
く
り
を
進
め
る
。

・
環
境

や
自

然
へ

の
関

心
が

高
ま

る
な

か
、

街
路

樹
や

河
川

・
河

畔
林

な
ど

と
と

も
に

「
緑

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
」

を
形

成
し

、
自

然
と

の
ふ

れ
あ

い
や

環
境

学
習

が
で

き
る

生
物

多
様

性
に

配
慮

し
た

公
園
づ

く
り
を
進
め
る
。

-52-



平
成
○
年
○
月
○
日
作
成

（
旧
）
第
６
回
区
域
区
分
見
直
し

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
新
）
第
７
回
区
域
区
分
見
直
し

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

2
5

・
地
域
の
景
観
と
調
和
し
、
都
市
景
観
に
潤
い
と
彩
り
を
与
え
る
樹
木
の
植
栽
等
、

シ
ン

ボ
ル

と
な

る

公
園
づ
く
り
を
進
め
る
。

・
周
囲
か
ら
の
見
通
し
が
良
く
、
見
え
に
く
い
場
所
が
な
い
な
ど
、
防
犯
面
に
配
慮

し
た

安
心

・
安

全

な
公
園
づ
く
り
を
進
め
る
。

・
段
差
の
な
い
園
路
や
車
い
す
で
も
利
用
し
や
す
い
施
設
配
置
、
幅
広
い
世
代
が
利

用
し

、
交

流
で

き

る
施
設
の
整
備
な
ど
誰
も
が
使
い
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
導
入
し
た
公

園
づ

く
り

を
進

め

る
。

・
宅
地
開
発
で
整
備
さ
れ
る
遊
園
地
や
公
園
事
業
以
外
で
設
置
さ
れ
る
広
場
に
つ
い

て
は

既
存

の
都

市

公
園
の
機
能
に
配
慮
し
た
配
置
と
す
る
。

d.
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

市
街

地
周

辺
ま

で
広

が
る

森
林

や
農

地
と

市
街

地
に

点
在

す
る

水
辺

や
緑

地
を

水
路

や
街

路
樹

な
ど

の
連

続
性

の
あ

る
緑

で
結

び
、

緑
や

生
物

の
生

息
環

境
を

つ
な

ぐ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

形
成

す

る
。

③
実
現
の

た
め
の
具
体
の
都
市
計
画
制
度
の
方
針

a.
公
園

緑
地
等
の
整
備
目
標
及
び
配
置
方
針

都
市
公
園
等
施
設
と
し
て
整
備
す
べ
き
緑
地
に
つ
い
て
は
、
平
成

2
7
年
に
お
い
て
約

8
.5

4
m

2
/人

と
な
る
よ
う
以
下
の
よ
う
に
整
備
す
る
。

公
園

緑
地

等
の

種
類

配
置

方
針

整
備
目
標
（

㎡
）

平
成

2
7
年

街
区

公
園

各
住
区
に
４
か
所
設
置

す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

0
.
9
6

近
隣

公
園

各
住
区
に
１
か
所
設
置

す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

1
.
0
2

地
区

公
園

４
～
５
住
区
に
1
か
所

設
置
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

0
.
7
3

総
合
公

園
城

山
公

園
、

八
幡

原
史

跡
公

園
、

昭
和

の
森

公
園

を
拡

充
し

て
約

4
4
.
3
h
a
の
整
備
を
図
る

1
.
0
2

運
動

公
園

長
野
運
動
公
園
と
南
長

野
運
動
公
園
、
北
部
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

パ
ー
ク
を
配
置
し
、
３

か
所
約
5
9
h
a
の
整
備
を
図
る

1
.
7
0

そ
の

他
の

公
園

緑
地

等

特
殊
公
園
と
し
て
茶
臼

山
公
園
、
茶
臼
山
自
然
植
物
園
が
開
設
済

み
で
あ
り
、
風
致
公
園
の
ほ
か
千
曲
川
、
犀
川
、
裾
花
川
、
浅
川
、

鳥
居
川
等
の
河
川
緑
地

な
ど
約
1
5
9
.
9
h
a
の
整
備
を
図
る
。

3
.
1
1

※
「

長
野

市
緑

を
豊

か
に

す
る

計
画

」
の

一
人

あ
た

り
の

公
園

面
積

を
都

市
計

画
区

域
内

人
口

で
除

し
た

数
値

を
参

考
に

目
標

年
度

に
修

正
処

理
し

た
数

値
。

・
地
域

の
景

観
と

調
和

し
、

都
市

景
観

に
潤

い
と

彩
り

を
与

え
る

樹
木

の
植

栽
等

、
シ

ン
ボ

ル
と

な
る

公
園
づ
く
り
を
進
め
る
。

・
周
囲

か
ら

の
見

通
し

が
良

く
、

見
え

に
く

い
場

所
が

な
い

な
ど

、
防

犯
面

に
配

慮
し

た
安

心
・

安
全

な
公
園
づ
く
り
を
進
め
る
。

・
段
差

の
な

い
園

路
や

車
い

す
で

も
利

用
し

や
す

い
施

設
配

置
、

幅
広

い
世

代
が

利
用

し
、

交
流

で
き

る
施

設
の

整
備

な
ど

誰
も

が
使

い
や

す
い

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

を
導

入
し

た
公

園
づ

く
り

を
進
め

る
。

・
宅
地

開
発

で
整

備
さ

れ
る

遊
園

地
や

公
園

事
業

以
外

で
設

置
さ

れ
る

広
場

に
つ

い
て

は
既

存
の

都
市

公
園
の
機
能
に
配
慮
し
た
配
置
と
す
る
。

d.
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

市
街

地
周

辺
ま

で
広

が
る

森
林

や
農

地
と

市
街

地
に

点
在

す
る

水
辺

や
緑

地
を

水
路

や
街

路
樹

な
ど

の
連

続
性

の
あ

る
緑

で
結

び
、

緑
や

生
物

の
生

息
環

境
を

つ
な

ぐ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

形
成

す

る
と
と
も
に
生
物
多
様
性
の
確
保
を
図
る
。

e
.
緑
化
重
点
地
区
の
指
定

中
心

市
街

地
で

は
建

物
等

が
密

集
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

公
園

な
ど

の
緑

被
地

の
確

保
が

難
し

く
緑

が
不

足
し

て
い

る
こ

と
や

、
市

街
化

区
域

内
は

全
体

的
に

緑
が

少
な

く
、

今
後

の
人

口
減

少

に
よ

り
空

き
地

の
増

加
が

予
測

さ
れ

、
低

未
利

用
地

の
緑

化
が

必
要

と
な

る
こ

と
か

ら
、

市
街

化

区
域

全
域

を
緑

化
重

点
地

区
に

指
定

し
、

都
市

公
園

事
業

や
そ

の
他

の
公

共
事

業
に

よ
る

緑
化

、

民
有
地
の
緑
化
を
一
体
的
に
推
進
す
る
。

③
実
現
の
た
め
の
具
体
の
都
市
計
画
制
度
の
方
針

a.
公
園
緑
地
等
の
整
備
目
標
及
び
配
置
方
針

都
市
公
園
等
施
設
と
し
て
整
備
す
べ
き
緑
地
に
つ
い
て
は
、
令
和
７
年
に
お
い
て
約

8
.3

4
㎡

/人
と

な
る
よ
う
以
下
の
よ
う
に
整
備
す
る
。

公
園

緑
地

等
の

種
類

配
置

方
針

整
備
目
標
（

㎡
）

令
和
７
年

街
区

公
園

各
住
区
に
４
か
所
設
置
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

1
.
0
1

近
隣

公
園

各
住
区
に
１
か
所
設
置
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

0
.
9
4

地
区

公
園

４
～
５
住
区
に
1
か
所
設
置
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

0
.
7
3

総
合
公
園

城
山
公
園
、
川
中
島
古
戦
場
史
跡
公
園
、
昭
和
の
森
公
園
を
拡
充
し

て
約
4
4
.
3
h
a
の
整
備
を
図
る

1
.
0
3

運
動

公
園

長
野
運
動
公
園
と
南
長
野
運
動
公
園
、
北
部
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

パ
ー
ク
を
配
置
し
、
３
か
所
約
5
9
h
a
の
整
備
を
図
る

1
.
4
9

そ
の

他
の

公
園

緑
地

等

特
殊
公
園
と
し
て
茶
臼
山
公
園
、
茶
臼
山
自
然
植
物
園
が
開
設
済

み
で
あ
り
、
風
致
公
園
の
ほ
か
千
曲
川
、
犀
川
、
裾
花
川
、
浅
川
、

鳥
居
川
等
の
河
川
緑
地
な
ど
約
1
5
9
.
9
h
a
の
整
備
を
図
る
。

3
.
1
4

※
「

長
野

市
緑

を
豊

か
に

す
る

計
画

」
の

一
人

あ
た

り
の

公
園

面
積

を
都

市
計

画
区

域
内

人
口

で
除

し
た

数
値

を
参

考
に

目
標

年
度

に
修

正
処

理
し

た
数

値
。
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平
成
○
年
○
月
○
日
作
成

（
旧
）
第
６
回
区
域
区
分
見
直
し

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
新
）
第
７
回
区
域
区
分
見
直
し

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

2
6

b.
緑
地
保
全
地
区
等
の
指
定
目
標
及
び
指
定
方
針

良
好
な
自
然
環
境
の
保
全
等
を
図
る
た
め
、
風
致
地
区
等
の
指
定
を
以
下
の
よ
う
に
進
め
る
も
の
と

す
る
。

地
区
の
種
別

指
定
方
針

指
定
目
標

風
致
地
区

善
光

寺
城

山
風

致
地

区
、

裾
花

風
致

地
区

及
び

大
峯

山
風

致
地

区

と
し

て
保

全
す

る
と

と
も

に
新

た
に

長
野

地
区

西
部

及
び

北
部

並

び
に

松
代

地
区

東
部

の
丘

陵
地

一
体

を
加

え
、

合
計

６
か

所
の

指

定
を
図
る
。

約
6
6
7
h
a

生
産
緑
地
地
区

市
街

化
区

域
内

の
農

地
の

う
ち

、
長

期
に

わ
た

っ
て

の
営

農
が

見

込
ま

れ
、

緑
地

と
し

て
機

能
に

優
れ

た
農

地
を

計
画

的
に

保
全

す

る
た
め
、
生
産
緑
地
地
区
の
指
定
を
図
る
。

約
4
0
h
a

条
例
等
に
よ
る

も
の

自
然
景
観
の
保
全
を
図
る
た
め
、
千
曲
川
、
犀
川
等
の
河
川
及
び
、

善
光
寺
背
後
地
、
長
野
、
篠
ノ
井
地
区
西
部
、
松
代
地
区
東
部
の
ほ

か
、
新
た
に
長
野
地
区

北
部
、
若
穂
地
区
東
部
、
松
代
地
区
北
部
、

及
び
東
部
山
地
の
樹
林
地
等
の
指
定
を
図
る
。

約
4
,
2
2
3
h
a

④
主
要
な
緑
地
の
確
保
目
標

お
お
む
ね
１
０
年
以
内
に
整
備
す
る
こ
と
を
予
定
す
る
主
要
な
公
園
等
の
公
共
空
地
は
、
篠
ノ
井
中

央
公
園
、
南
向
公
園
、
弁
天
公
園
、
松
岡
公
園
、
駅
東
口
１
号
公
園
と
す
る
。

b.
緑
地
保
全
地
区
等
の
指
定
目
標
及
び
指
定
方
針

良
好
な
自
然
環
境
の
保
全
等
を
図
る
た
め
、
風
致
地
区
等
の
指
定
を
以
下
の
よ
う
に
進
め
る
も
の
と

す
る
。

地
区
の
種
別

指
定
方
針

風
致
地
区

善
光

寺
城

山
風

致
地

区
、

裾
花

風
致

地
区

及
び

大
峯

山
風

致
地

区

と
し

て
保

全
す

る
と

と
も

に
、

貴
重

な
自

然
を

残
す

重
要

な
森

林

に
つ
い
て
指
定
の
検
討
を
図
る
。

生
産
緑
地
地
区

市
街

化
区

域
内

の
農

地
の

う
ち

、
長

期
に

わ
た

っ
て

の
営

農
が

見

込
ま

れ
、

緑
地

と
し

て
機

能
に

優
れ

た
農

地
を

計
画

的
に

保
全

す

る
た
め
、
生
産
緑
地
地
区
の
指
定
を
図
る
。

④
主
要
な
緑
地
の
確
保
目
標

お
お
む
ね
１
０
年
以
内
に
整
備
す
る
こ
と
を
予
定
す
る
主
要
な
公
園
等
の
公
共
空
地
は
、
南
向
公

園
、
弁
天
公
園
と
す
る
。
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平
成
○
年
○
月
○
日
作
成

（
旧
）
第
６
回
区
域
区
分
見
直
し

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
新
）
第
７
回
区
域
区
分
見
直
し

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

2
7

◆
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
附
図

◆
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
附
図
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平
成
○
年
○
月
○
日
作
成

（
旧
）
第
６
回
区
域
区
分
見
直
し

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
新
）
第
７
回
区
域
区
分
見
直
し

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

2
8

長
野
都
市
計
画

都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針

令
和

3
年

月
発
行

○
長
野
県

長
野
建
設
事
務
所
計
画
調
査
課

〒
3

9
0
-0

8
3
6

長
野
県
長
野
市
大
字
南
長
野
南
県
町

6
8

6
-1

T
E

L
0

2
6
-2

3
4
-9

5
4

0

F
A

X
0

2
6
-2

3
3
-3

2
4

5

○
長
野
県

建
設
部
都
市
・
ま
ち
づ
く
り
課

〒
3

8
0
-8

5
7
0

長
野
県
長
野
市
大
字
南
長
野
字
幅
下

6
9

2
-2

T
E

L
0

2
6
-2

3
5
-7

2
9

7

F
A

X
0

2
6
-2

5
2
-7

3
1

5

こ
の

印
刷

物
は

環
境

保
全

の
た

め
、

再
生

紙
を

使
用

し
ま

す
。
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須坂都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（通称︓須坂都市計画区域マスタープラン）について 【20年後の都市を⾒据えて】

都市計画区域の範囲と⽬標年次等

【都市計画区域の範囲】

都市計画区域の名称 ︓須坂都市計画区域（約5,495ha）

対象市町村と範囲 ︓須坂市と小布施町の一部

【⽬標年次】

都市計画の基本的な方向 ︓令和17年

市街化区域の規模や都市施設等の整備目標 ︓令和7年

都市づくりの基本理念

須坂都市計画区域は、須坂市、⼩布施町からなり、古くから街道が交差する地の利を活

かした交通の要衝として、また物資流通の拠点として発展してきた。

本区域は、⻑野広域市町村圏の副都⼼的な役割を担い、⼯業、商業の集積が進む中

で都市機能が⾼まり、また、⼀⾯では住宅地区としての役割を担い発展してきた。

⼀⽅で、本区域は稲作と共にりんご、ぶどう、栗などの果樹農園が発展し、美しい田園景

観を有し、また、須坂市の蔵の町並みや小布施町の風土や歴史・文化が感じられる

町並みなど自然や歴史文化資源も有している。

本区域の特徴として、上信越⾃動⾞道の須坂⻑野東インターチェンジが平成５年３⽉に

供⽤開始されたことで、交通機能が拡充され、物流の中継地としての役割が担われている。

さらに、小布施スマートインターチェンジも平成18年10月に本格運用され、周辺都市との

交流地としての機能が充実されると共に、住宅地としての役割の拡大が期待されている。

令和元年10⽉には、令和元年東⽇本台⾵により千曲川が氾濫し、⼤規模な浸⽔被害

が発生し、大きな被害を受けている。

このような状況を踏まえ、本区域の優れた⾃然的、歴史的資源を活かしながら、活⼒ある

地域産業が調和し様々なニーズ、リスク、変化に対応できる柔軟性を備え、災害に対して

安全・安心な都市を形成するため、本区域の都市づくりの基本理念を以下のように設定

する。

「歴史・文化・自然・産業が調和
した安全・安心な都市づくり」

地域ごとの市街地像
【都市拠点】

須坂駅周辺市街地

須坂駅周辺市街地は、今後とも区域の中心的な商業・業務機能を担う拠点として位置づけ、中心市街

地活性化の施策や歴史的町並み整備による観光商業系⼟地利⽤の誘導とあわせ、都市機能の向上を

図る。

小布施駅周辺市街地

小布施駅周辺市街地は、今後とも本区域の副次的な商業拠点及び主要な観光拠点として位置づけ、

歴史的町並み景観整備などにより魅⼒ある市街地形成を図る。

【その他の市街地】

その他⽤途地域内の市街地では、住居系市街地においては⾃然環境と調和した良好な住宅地の形成

を、幹線道路沿道の商業系市街地においては、周辺の住宅地と共存した商業機能の維持改善を、⼯

業系市街地においては周辺環境に配慮した生産環境の向上を、それぞれ図る。

また、須坂⻑野東インターチェンジ周辺においては、その⽴地を⽣かし必要に応じて、⼯業・物流拠点等

の強化を図る。
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主要な都市計画の決定の方針等
【主要用途の配置の方針】
住宅地

既成市街地内の住宅地については、⽼朽化した⽊造建築物の密集地の解消などの居住環境整

備を進めるとともに、これに隣接する新市街地及び低未利⽤地については良好な住宅地とし

て整備を図る。

また、⼟砂災害特別警戒区域、浸⽔想定区域等の災害の発⽣の恐れのある区域は、住宅地と

しての整備を避けるものとする。

【市街地の⼟地利⽤の⽅針】

都市の風致の維持に関する方針

市街地内に点在する寺社樹林地などについては、良好な環境を形成する要素として積極的に

保全を図る。また、歴史や文化を残す景観の維持・保全に努める。

特に、須坂市の旧街道沿い地区については蔵の町並みを整備し、併せて道路、公園等公共施

設の一体的整備により、市街地の活性化と伝統的な建造物群の保存を図る。

【市街化調整区域の⼟地利⽤の⽅針】

a.優良な農地との健全な調和に関する方針

本区域の市街化調整区域の大部分は農業振興地域である。

これら区域のうち、⼟地基盤整備の完了地区及び実施中の区域内は良好な農地として耕作されており、

今後も優良農地として適切に保全する。

b.災害防止の観点から必要な市街化の抑制に関する方針

水防法による浸水想定区域等の内、災害時に人命に危険を及ぼす可能性の高い区域についても、洪水

ハザードマップ等を利⽤し、市⺠への情報提供を⾏うとともに必要に応じて建築物の⽴地抑制を図る。

特に、災害発⽣の恐れが⾼い区域において、⼟地利⽤⽅策と連動した防災、減災対策が検討⼜は実施

されていない区域は保全すべき区域とする。

【市街地開発事業の決定の方針】

既成市街地における狭隘道路や⽼朽建物の更新を図るため、⼟地区画整理事業を主体とし市街地整

備を図る。現在の市街化区域内農地等の低未利⽤地については、⼟地区画整理事業、地区計画の導

⼊を図り、宅地利⽤の推進を図る。

なお、須坂市の蔵の町並みや小布施町の風土や歴史・文化が感じられる町並みなど自然や歴史文化資

源は、市街地開発事業地に含めず、保存を図るものとする。

・歴史的なまちなみを保存し、歴史・文化が感じられるまちづくり
・災害リスクの高いエリアの住宅立地抑制 ・良好な農地の適切な保全

須坂MP
の特徴 -58-



須
坂

都
市

計
画

（
須

坂
市

・
小

布
施

町
）

都
市

計
画

区
域

の
整

備
、

開
発

及
び

保
全

の
方

針
（

案
）

新
旧

対
照

表

変
更
理
由
書

…
1

１
.
都
市
計
画
の

目
標

…
2

（
１
）

都
市
計
画

区
域

の
範

囲
と

目
標

年
次

…
2

①
都
市
計
画

区
域

の
範

囲
…

2

②
目
標
年
次

…
2

（
２
）

都
市
づ
く

り
の

基
本

理
念

…
2

①
都
市
づ
く

り
の

基
本

理
念

…
2

②
都
市
づ
く

り
の

目
標

…
4

（
３
）

地
域
ご
と

の
市

街
地

像
…
5

①
都
市
拠
点

…
5

②
そ
の
他
の

市
街

地
…

5

③
農
業
地
域

（
ふ

る
さ

と
の

農
用

地
）

…
5

④
森
林
地
域

…
5

◆
都
市
構
造
図

（
須
坂
都
市
計
画
区
域
）

…
6

２
.
区
域
区
分
の

決
定
の
有
無
及
び
区
域
区
分
の
定
め
る
際
の
方
針
…
7

（
１
）

区
域
区
分

の
決

定
の

有
無

…
7

①
県
下
同
一

基
準

で
の

判
断

結
果

…
7

②
地
域
特
性

を
踏

ま
え

た
区

域
区

分
の

検
討

…
7

（
２
）

区
域
区
分

の
方

針
…

9

①
お
お
む
ね

の
人

口
…

9

②
産
業
の
規

模
…

9

③
市
街
化
区

域
の

お
お

む
ね

の
規

模
及

び
現

在
市

街
化

し
て

い
る

区
域
と
の

関
係

…
1
0

３
.
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針
…
1
0

（
１
）

土
地

利
用

に
関

す
る

主
要

な
都

市
計

画
の

決
定

の
方

針
…

1
0

①
主

要
用
途

の
配

置
の

方
針

…
1
0

②
市

街
地
に

お
け

る
建

築
物

の
密

度
の

構
成

に
関

す
る

方
針

…
1
2

③
市

街
地
に

お
け

る
住

宅
建

設
の

方
針

…
1
2

④
市

街
地
に

お
い

て
特

に
配

慮
す

べ
き

問
題

等
を

有
す

る
市

街
地

の
土

地
利

用
の

方
針

…
1
2

⑤
市

街
化
調

整
区

域
の

土
地

利
用

の
方

針
…

1
3

（
２
）

都
市

施
設

の
整

備
に

関
す

る
主

要
な

都
市

計
画

の
決

定
の

方
針

…
1
5

①
交

通
施
設

の
都

市
計

画
の

決
定

の
方

針
…

1
5

②
下

水
道
及

び
河

川
の

都
市

計
画

の
決

定
方

針
…

1
7

③
そ

の
他
の

都
市

施
設

…
1
9

（
３
）

市
街

地
開

発
事

業
に

関
す

る
主

要
な

都
市

計
画

の
決

定
の

方
針

…
1
9

①
主

要
な
市

街
地

開
発

事
業

の
決

定
の

方
針

…
1
9

②
市

街
地
整

備
の

目
標

…
1
9

（
４
）

自
然

的
環

境
の

整
備

又
は

保
全

に
関

す
る

都
市

計
画

の
決

定
の

方
針

…
2
0

①
基

本
方
針

…
2
0

②
主

要
な
緑

地
の

配
置

の
方

針
…
2
1

③
実

現
の
た

め
の

具
体

の
都

市
計

画
制

度
の

方
針

…
2
2

④
主

要
な
緑

地
の

確
保

目
標

…
2
2

◆
都
市
施
設
等
配
置
図
（
須
坂
都
市
計
画
区
域
）

…
2
3

令
和

３
年

４
月
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1

須
坂
都
市
計
画
（
須
坂
市
・
小
布
施
町
）

都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
（
案
）

新
旧
対
照
表

現
行

今
回

須
坂
都
市
計
画
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開

発
及
び
保
全
の
方
針
の
変
更

都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の

方
針
を
次
の
よ
う
に
決
定
す
る
。

須
坂
都
市
計
画
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
の
変
更

都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
を
次
の
よ
う
に
決
定
す
る
。

1
.

都
市
計
画
の
目
標

本
計
画
は
、
須
坂
都
市
計
画
区
域
内
の

市
町
や
住
民
の
意
向
を

踏
ま

え
、

須
坂

都
市

計
画

が
目

指
す

都
市

計
画

の
目

標
と

そ
の

実
現

に
向

け
た

基
本

的
な

方
針

を

明
確
に
示
す
こ
と
に
よ
り
、
都
市
づ
く
り

の
合
意
形
成
を
促
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

1
.

都
市
計
画
の
目
標

本
計
画
は
、
須
坂
都
市
計
画
区
域
内
の
市
町
や
住
民
の
意
向
を
踏
ま
え
、
須
坂
都
市
計
画
が
目
指

す
都
市
計
画
の
目
標
と
そ
の
実
現
に
向
け
た
基
本
的
な
方
針
を
明
確
に
示
す
こ
と
に
よ
り
、
都
市
づ

く
り
の
合
意
形
成
を
促
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
１
）
都
市
計
画
区
域
の
範
囲
と
目
標
年

次

①
都
市
計
画
区
域
の
範
囲

◆
都
市
計
画
区
域
の
名
称
：
須
坂
都

市
計
画
区
域

◆
対
象
市
町
村
：
須
坂
市
、
小
布
施

町

◆
範
囲
：
須
坂
市
の
一
部
、
小
布
施

町
の
一
部

（
１
）
都
市
計
画
区
域
の
範
囲
と
目
標
年
次

①
都
市
計
画
区
域
の
範
囲

◆
都
市
計
画
区
域
の
名
称
：
須
坂
都
市
計
画
区
域

◆
対
象
市
町
村
：
須
坂
市
、
小
布
施
町

◆
範
囲
：
須
坂
市
の
一
部
、
小
布
施
町
の
一
部

②
目
標
年
次

・
都
市
計
画
の
基
本
的
な
方
向

平
成
３
７
年

・
市
街
化
区
域
の
規
模
や
都
市
施
設

、
市
街
地
開
発
事
業
の
整
備
目
標

平
成
２
７
年

②
目
標
年
次

・
都
市
計
画
の
基
本
的
な
方
向

令
和
１
７
年

・
市
街
化
区
域
の
規
模
や
都
市
施
設
、
市
街
地
開
発
事
業
の
整
備
目
標

令
和
７
年

（
２
）
都
市
づ
く
り
の
基
本
理
念

①
都
市
づ
く
り
の
基
本
理
念

須
坂

都
市

計
画

区
域

は
、

須
坂

市
、

小
布

施
町

か
ら

な
り

、
古

く
か

ら
街

道
が

交
差

す
る

地
の

利
を
活
か
し
た
交
通
の
要
衝
と
し
て
、

ま
た
物
資
流
通
の
拠
点
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。

近
年

で
は

、
長

野
広

域
市

町
村

圏
の

副
都

心
的

な
役

割
を

担
い

、
工

業
、

商
業

の
集

積
が

進
む

中
で
都
市
機
能
が
高
ま
り
、
ま
た
、
一
面
で
は
住
宅
地
区
と
し
て
の
役
割
を
担
い
発
展
し
て
き
た
。

一
方

、
本

区
域

で
は

稲
作

と
共

に
り

ん
ご

、
ぶ

ど
う

、
栗

な
ど

の
果

樹
農

園
が

発
展

し
た

こ
と

で
、

美
し

い
田

園
景

観
を

有
し

て
お

り
、

ま
た

、
須

坂
市

の
蔵

の
町

並
み

や
小

布
施

町
の

風
土

や

歴
史
・
文
化
が
感
じ
ら
れ
る
町
並
み
な

ど
自
然
や
歴
史
文
化
資
源
も
有
し
て
い
る
。

近
年

の
大

き
な

動
き

と
し

て
は

、
高

速
交

通
網

の
整

備
が

あ
る

が
、

上
信

越
自

動
車

道
の

須
坂

長
野

東
イ

ン
タ

ー
チ

ェ
ン

ジ
が

平
成

５
年

３
月

に
供

用
開

始
さ

れ
た

こ
と

で
、

交
通

機
能

が
拡

充

さ
れ
、
物
流
の
中
継
地
と
し
て
の
役
割

が
担
わ
れ
て
い
る
。

更
に
、
小
布
施
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
も
平
成

1
8
年

1
0
月
に
本
格
運
用
さ
れ
、
周
辺

都
市

と
の

交
流

地
と

し
て

の
機

能
が

充
実

さ
れ

る
と

共
に

、
住

宅
地

と
し

て
の

役
割

の
拡

大
が

期

待
さ
れ
る
。

（
２
）
都
市
づ
く
り
の
基
本
理
念

①
都
市
づ
く
り
の
基
本
理
念

須
坂

都
市

計
画

区
域

は
、

須
坂

市
、

小
布

施
町

か
ら

な
り

、
古

く
か

ら
街

道
が

交
差

す
る

地
の

利
を
活
か
し
た
交
通
の
要
衝
と
し
て
、
ま
た
物
資
流
通
の
拠
点
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。

本
区

域
は

、
長

野
広

域
市

町
村

圏
の

副
都

心
的

な
役

割
を

担
い

、
工

業
、

商
業

の
集

積
が

進
む

中
で
都
市
機
能
が
高
ま
り
、
ま
た
、
一
面
で
は
住
宅
地
区
と
し
て
の
役
割
を
担
い
発
展
し
て
き
た
。

一
方

で
、

本
区

域
は

稲
作

と
共

に
り

ん
ご

、
ぶ

ど
う

、
栗

な
ど

の
果

樹
農

園
が

発
展

し
、

美
し

い
田

園
景

観
を

有
し

、
ま

た
、

須
坂

市
の

蔵
の

町
並

み
や

小
布

施
町

の
風

土
や

歴
史

・
文

化
が

感

じ
ら
れ
る
町
並
み
な
ど
自
然
や
歴
史
文
化
資
源
も
有
し
て
い
る
。

本
区

域
の

特
徴

と
し

て
、

上
信

越
自

動
車

道
の

須
坂

長
野

東
イ

ン
タ

ー
チ

ェ
ン

ジ
が

平
成

５
年

３
月

に
供

用
開

始
さ

れ
た

こ
と

で
、

交
通

機
能

が
拡

充
さ

れ
、

物
流

の
中

継
地

と
し

て
の

役
割

が

担
わ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
小
布
施
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
も
平
成

1
8
年

1
0
月
に
本
格
運
用
さ
れ
、
周

辺
都

市
と

の
交

流
地

と
し

て
の

機
能

が
充

実
さ

れ
る

と
共

に
、

住
宅

地
と

し
て

の
役

割
の

拡
大

が

期
待
さ
れ
て
い
る
。
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2

須
坂
都
市
計
画
（
須
坂
市
・
小
布
施
町
）

都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
（
案
）

新
旧
対
照
表

現
行

今
回

こ
の

よ
う

な
状

況
を

踏
ま

え
、

本
区

域
の

優
れ

た
自

然
的

、
歴

史
的

資
源

を
活

か
し

な
が

ら
、

活
力

あ
る

地
域

産
業

が
調

和
し

た
都

市
を

形
成

す
る

た
め

、
本

区
域

の
都

市
づ

く
り

の
基

本
理

念

を
以
下
の
よ
う
に
設
定
す
る
。

「
歴
史
・
文
化
・
自
然
・
産
業
が
調
和
す
る
都
市
づ
く
り
」

令
和
元
年

1
0
月
に
は
、
令
和
元
年
東
日
本
台
風
に
よ
り
千
曲
川
が
氾
濫
し
、
大
規
模
な
浸
水
被

害
が
発
生
し
、
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
る
。

こ
の

よ
う

な
状

況
を

踏
ま

え
、

本
区

域
の

優
れ

た
自

然
的

、
歴

史
的

資
源

を
活

か
し

な
が

ら
、

活
力
あ
る
地
域
産
業
が
調
和
し
様
々
な
ニ
ー
ズ
、
リ
ス
ク
、
変
化
に
対
応
で
き
る
柔
軟
性
を
備
え
、

災
害

に
対

し
て

安
全

・
安

心
な

都
市

を
形

成
す

る
た

め
、

本
区

域
の

都
市

づ
く

り
の

基
本

理
念

を

以
下
の
よ
う
に
設
定
す
る
。

「
歴
史
・
文
化
・
自
然
・
産
業
が
調
和
し
た
安
全
・
安
心
な
都
市
づ
く
り
」
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3

須
坂
都
市
計
画
（
須
坂
市
・
小
布
施
町
）

都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
（
案
）

新
旧
対
照
表

現
行

今
回

②
都
市
づ
く
り
の
目
標

都
市
づ
く
り
の
目
標
を
次
の
と
お

り
設
定
し
、
前
記
に
示
し
た
基
本
理
念
の
実
現
を
目
指
す
。

●
豊
か
な
自
然
と
歴
史
的
遺
産
を
活
か

し
た
交
流
・
文
化
都
市
づ
く
り

歴
史
と
文
化
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
今
後
も
進
め
る
と
と
も
に
、
優
良
農
地
や
豊
富
な
自

然
資
源
を
保
全
及
び
活
用
し
な
が
ら

、
多
く
の
人
々
が
訪
れ
る

、
魅
力
あ
る
交
流
・
文
化
都
市
を

目
指
す
。

市
街
地
の
景
観
整
備
や
公
園
等
の

都
市
基
盤
施
設
の
整
備
を
図
り
、
住
民
や
観
光
客
が
と
も
に

憩
い
と
や
す
ら
ぎ
を
感
じ
る
こ
と
の

で
き
る
町
並
み
づ
く
り
を
行
う
。

豊
か
な
自
然
を
保
全
し
、
環
境
の
恵
み
を
享
受
し
つ
つ
、
持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
を
実
現
す

る
た
め
に
、
循
環
型
社
会
に
向
け
た
取

り
組
み
と
併
せ
て
、
都
市
に
お
け
る
社
会
経
済
活
動
に
起

因
す
る
環
境
へ
の
負
荷
を
低
減
す
る

た
め
、
都
市
機
能
の
適
切
な
配
置
や
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
有
効

活
用
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
集

約
型
都
市
構
造
へ
の
転
換
を
進
め
、
多
様
な
都
市
機
能
が
コ

ン
パ
ク
ト
に
集
約
し
、
環
境
へ
の
負

荷
の
小
さ
な
低
炭
素
都
市
づ
く
り

※
を
目
指
す
。

●
地
域
産
業
と
連
携
し
た
先
端
技
術
産

業
都
市
づ
く
り

地
域
資
源
、
産
業
と
連
携
し
な
が
ら
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
先
端
技
術
の
発
展
、
商
業

地
域
の
活
力
再
生
を
推
進
す
る
都
市

を
目
指
す
。

衰
退
し
て
い
る
中
心
市
街
地
の
再

整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
農
林
業
と
の
健
全
な
調
和
を
図
り

な
が
ら
、
秩
序
あ
る
市
街
地
整
備
を

効
率
的
に
実
施
す
る
。

●
人
に
や
さ
し
い
、
安
全
、
安
心
な
都

市
づ
く
り

だ
れ
も
が
安
全
・
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
社
会
、
市
街
地
空
間
を
実
現
す
る
た
め
、
ノ
ー
マ

ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

※
の
視
点
に
た
っ
た
都
市
づ
く
り
を
目
指
す
。

安
全
、
快

適
に
都
市
活
動
が
出
来
る
よ
う
、
自

動
車
交
通
の
円
滑
化
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
※
の
考
え
に
基
づ
い
た
歩
道
等
の
整
備
な
ど
を
進
め
、
人
に
や
さ
し
い
都
市
基
盤
整
備
を
実
施

す
る
。

ま
た
、
地

震
や
風
水
害
な
ど
の
自
然
災
害
に
対
応
で
き
る
、
災

害
に
強
い
都
市
の
実
現
を
め
ざ

す
。

●
公
民
協
働
に
よ
る
個
性
あ
る
都
市
づ

く
り

住
民
等
が
主
体
的
に
街
づ
く
り
に
参
加
で
き

る
仕

組
み

を
構

築
し

、
住

民
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
、
事

業
者
、
行

政

の
協
働

に
よ
る
都
市
づ
く
り
を
実
施
す
る
。

②
都
市
づ
く
り
の
目
標

都
市
づ
く
り
の
目
標
を
次
の
と
お
り
設
定
し
、
前
記
に
示
し
た
基
本
理
念
の
実
現
を
目
指
す
。

●
豊
か
な
自
然
と
歴
史
的
遺
産
を
活
か
し
た
交
流
・
文
化
都
市
づ
く
り

歴
史
と
文
化
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
今
後
も
進
め
る
と
と
も
に
、
優
良
農
地
や
豊
富
な
自

然
資
源
を
保
全
及
び
活
用
す
る
と
と
も
に
、
緑
地
の
有
す
る
環
境
保
全
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

防
災
、
景
観
形
成
な
ど
の
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
機
能
が
効
率
的
か
つ
有
機
的
に
発
揮
さ

れ
、
多
く
の
人
々
が
訪
れ
る

、
魅
力
あ
る
交
流
・
文
化
都
市
を
目
指
す
。

市
街
地
の
景
観
整
備
や
公
園
等
の
都
市
基
盤
施
設
の
整
備
を
図
り
、
住
民
や
観
光
客
が
と
も
に

憩
い
と
や
す
ら
ぎ
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
町
並
み
づ
く
り
を
行
う
。

豊
か
な
自
然
を
保
全
し
、
環
境
の
恵
み
を
享
受
し
つ
つ
、
持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
を
実
現
す

る
た
め
の
取
り
組
み
と
併
せ
て
、
都
市
に
お
け
る
社
会
経
済
活
動
に
起
因
す
る
環
境
へ
の
負
荷
を

低
減
す
る
た
め
、
都
市
機
能
の
適
切
な
配
置
や
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
を
促
進
す
る
こ
と
に

よ
り
、
集
約
型
都
市
構
造
へ
の
転
換
を
進
め
、
多
様
な
都
市
機
能
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
集
約
し
、
環

境
へ
の
負
荷
の
小
さ
な
低
炭
素
都
市
づ
く
り

※
を
目
指
す
。

●
地
域
産
業
と
連
携
し
た
先
端
技
術
産
業
都
市
づ
く
り

地
域
資
源
、
産
業
と
連
携
し
な
が
ら
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
先
端
技
術
の
発
展
、
商
業

地
域
の
活
力
再
生
を
推
進
す
る
都
市
を
目
指
す
。

衰
退
し
て
い
る
中
心
市
街
地
の
再
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
農
林
業
と
の
健
全
な
調
和
を
図
り

な
が
ら
、
秩
序
あ
る
市
街
地
整
備
を
効
率
的
に
実
施
す
る
。

●
人
に
や
さ
し
い
、
安
全
・
安
心
な
都
市
づ
く
り

だ
れ
も
が
安
全
・
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
、
市
街
地
空
間
を
実
現
す
る
た
め
、
ノ
ー
マ

ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

※
の
視
点
に
た
っ
た
都
市
づ
く
り
を
目
指
す
。

安
全
、
快
適
に
都
市
活
動
が
出
来
る
よ
う
、
自
動
車
交
通
の
円
滑
化
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
※
の

考
え

に
基

づ
い

た
歩

道
等

の
整

備
な

ど
を

進
め

、
人

に
や

さ
し

い
都

市
基

盤
整

備
を

実
施

す
る
。

ま
た
、
雨

水
の
流
出
抑
制
機
能
を
有
す
る
緑
地
の
活
用
や
近
年
の
災
害
の
経
験
を
生
か
し
、
地

震
や
風
水
害
な
ど
の
自
然
災
害
に
対
応
で
き
る
、
災
害
に
強
い
都
市
の
実
現
を
目
指
す
。

●
公
民
協
働
に
よ
る
個
性
あ
る
都
市
づ
く
り

住
民
等

が
主

体
的

に
街

づ
く

り
に

参
加

で
き

る
仕

組
み

を
構

築
し

、
住

民
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
、
事

業
者

、
行

政

の
協
働

に
よ

る
都

市
づ

く
り

を
実

施
す

る
。

※
低

炭
素

都
市

づ
く

り

地
球

温
暖

化
の

原
因

と
な

る
二

酸
化

炭
素

の
排

出
を

削
減

す
る
「

低
炭

素
社

会
」
を

実
現

さ
せ

る
都

市
の

こ
と

。
低

炭
素

都
市

の
実

現
を

目
指

し
、
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
対

策
や

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

活
用

、
さ

ら
に

都
市

を
コ

ン
パ

ク
ト

化
す

る
な

ど
、
Ｃ

Ｏ
２

排
出

量
な

ど
の

環
境

負

荷
の

小
さ

な
都

市
構

造
に

し
て

い
く

こ
と

な
ど

を
い

う
。

※
ノ

ー
マ

ラ
イ

ゼ
ー

シ
ョ

ン

障
が

い
者

や
高

齢
者

な
ど

社
会

的
に

不
利

を
受

け
や

す
い

人
々

が
、

社
会

の
中

で
他

の
人

々
と

同
じ

よ
う

に
生

活
し

、
活

動
す

る
こ

と
が

社
会

の
本

来
あ

る
べ

き
姿

で
あ

る
と

い
う

考
え

方
を

指
す

。
※

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

「
す

べ
て

の
人

の
た

め
の

デ
ザ

イ
ン
（

構
想

、
計

画
、
設

計
）
」
と

い
う

意
味

。
年

齢
、
性

別
、
身

体
、
国

籍
な

ど
、
ひ

と
び

と
が

持
つ

様
々

な
特

性
や

違
い

を
超

え
て

、
は

じ
め

か
ら

で
き

る
だ

け
す

べ
て

の
人

が
利

用
し

や
す

い
、
す

べ
て

の
人

に
配

慮
し

た
、
環

境
、
建

物
、
施

設
、

製
品

な
ど

の
デ

ザ
イ

ン
を

し
て

い
こ

う
と

す
る

考
え

方
。
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4

須
坂
都
市
計
画
（
須
坂
市
・
小
布
施
町
）

都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
（
案
）

新
旧
対
照
表

現
行

今
回

（
３
）
地
域
ご
と
の
市
街
地
像

本
区
域
は
、
次
の
４
つ
の
地
域
に
分

け
た
市
街
地
像
の
形
成
に
向
け
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

ま
た
、
豊
か
な
自
然
環
境
や
美
し
い
農
地
の
保
全
に
努
め
る
と
と
も
に
、
歴
史
文
化
を
活
か
し
た

個
性
あ
る
都
市
空
間
の
実
現
を
目
指
す

。

①
都
市
拠
点

a
．
須
坂
駅
周
辺
市
街
地

須
坂

駅
周
辺
市
街
地
は
、
東
口
駅
前
及
び
都
市
計
画
道
路
駅
前
線
沿
道
等
を
中
心
と
し
て
商

業
、
業

務
機
能
等
の
都
市
的
土
地
利
用
が
進
ん
で
い
る
本
区
域
の
中
心
市
街
地
で
あ
る
。

須
坂
駅
周
辺
市
街
地
は
、
今
後
と
も
区
域
の
中
心
的
な
商
業
・
業
務
機
能
を
担
う
拠
点
と
し

て
位
置
づ
け
、
中
心
市
街
地
活
性
化
の
施
策
や
歴
史
的
町
並
み
整
備
に
よ
る
観
光
商
業
系
土
地

利
用
の
誘
導
と
あ
わ
せ
、
都
市
機
能

の
向
上
を
図
る
。

b
．
小
布
施
駅
周
辺
市
街
地

小
布
施
駅
か
ら
一
般
国
道

4
0
3
号

に
か
け
て
の
市
街
地
は
、
地
域
の
商
業
機
能
を
担
う
と
と

も
に
、
広
域
か
ら
集
客
す
る
観
光
地

で
も
あ
る
。

小
布
施
駅
周
辺
市
街
地
は
、
今
後
と
も
本
区
域
の
副
次
的
な
商
業
拠
点
及
び
主
要
な
観
光
拠

点
と
し
て
位
置
づ
け
、歴

史
的
町
並
み
景
観
整
備
な
ど
に
よ
り
魅
力
あ
る
市
街
地
形
成
を
図
る
。

（
３
）
地
域
ご
と
の
市
街
地
像

本
区
域
は
、
次
の
４
つ
の
地
域
に
分
け
た
市
街
地
像
の
形
成
に
向
け
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

ま
た
、
豊
か
な
自
然
環
境
や
美
し
い
農
地
の
保
全
に
努
め
る
と
と
も
に
、
歴
史
文
化
を
活
か
し
た

個
性
あ
る
都
市
空
間
の
実
現
を
目
指
す
。

①
都
市
拠
点

a
．
須
坂
駅
周
辺
市
街
地

須
坂
駅
周
辺
市
街
地
は
、
東
口
駅
前
及
び
都
市
計
画
道
路
駅
前
線
沿
道
等
を
中
心
と
し
て
商

業
、
業
務
機
能
等
の
都
市
的
土
地
利
用
が
進
ん
で
い
る
本
区
域
の
中
心
市
街
地
で
あ
る
。

須
坂
駅
周
辺
市
街
地
は
、
今
後
と
も
区
域
の
中
心
的
な
商
業
・
業
務
機
能
を
担
う
拠
点
と
し

て
位
置
づ
け
、
中
心
市
街
地
活
性
化
の
施
策
や
歴
史
的
町
並
み
整
備
に
よ
る
観
光
商
業
系
土
地

利
用
の
誘
導
と
あ
わ
せ
、
都
市
機
能
の
向
上
を
図
る
。

b
．
小
布
施
駅
周
辺
市
街
地

小
布
施
駅
か
ら
一
般
国
道

4
0
3
号
に
か
け
て
の
市
街
地
は
、
地
域
の
商
業
機
能
を
担
う
と
と

も
に
、
広
域
か
ら
集
客
す
る
観
光
地
で
も
あ
る
。

小
布
施
駅
周
辺
市
街
地
は
、
今
後
と
も
本
区
域
の
副
次
的
な
商
業
拠
点
及
び
主
要
な
観
光
拠

点
と
し
て
位
置
づ
け
、歴

史
的
町
並
み
景
観
整
備
な
ど
に
よ
り
魅
力
あ
る
市
街
地
形
成
を
図
る
。

②
そ
の
他
の
市
街
地

そ
の
他
用
途
地
域
内
の
市
街
地
で

は
、
住
居
系
市
街
地
に
お
い
て
は
自
然
環
境
と
調
和
し
た
良

好
な
住
宅
地
の
形
成
を
、
幹
線
道
路
沿

道
の
商
業
系
市
街
地
に
お
い
て
は
、
周
辺
の
住
宅
地
と
共

存
し
た
商
業
機
能
の
維
持
改
善
を
、
工
業
系
市
街
地
に
お
い
て
は
周
辺
環
境
に
配
慮
し
た
生
産
環

境
の
向
上
を
、
そ
れ
ぞ
れ
図
る
。

②
そ
の
他
の
市
街
地

そ
の
他
用
途
地
域
内
の
市
街
地
で
は
、
住
居
系
市
街
地
に
お
い
て
は
自
然
環
境
と
調
和
し
た
良

好
な
住
宅
地
の
形
成
を
、
幹
線
道
路
沿
道
の
商
業
系
市
街
地
に
お
い
て
は
、
周
辺
の
住
宅
地
と
共

存
し
た
商
業
機
能
の
維
持
改
善
を
、
工
業
系
市
街
地
に
お
い
て
は
周
辺
環
境
に
配
慮
し
た
生
産
環

境
の
向
上
を
、
そ
れ
ぞ
れ
図
る
。

ま
た
、
須
坂
長
野
東
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
に
お
い
て
は
、
そ
の
立
地
を
生
か
し
必
要
に
応

じ
て
、
工
業
・
物
流
拠
点
等
の
強
化
を
図
る
。

③
農
業
地
域
（
ふ
る
さ
と
の
農
用
地

※
）

市
街
地
の
周
辺
に
展
開
す
る
農
用

地
及
び
そ
の
集
落
一
帯
に
つ
い
て
は
、
本
区
域
の
農
業
生
産

を
担
う
基
盤
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
の
保
全
に
努
め
る
と
と
も
に
集
落
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
・

活
性
化
を
図
る
。

③
農
業
地
域
（
ふ
る
さ
と
の
農
用
地

※
）

市
街
地
の
周
辺
に
展
開
す
る
農
用
地
及
び
そ
の
集
落
一
帯
に
つ
い
て
は
、
本
区
域
の
農
業
生
産

を
担
う
基
盤
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
の
保
全
に
努
め
る
と
と
も
に
集
落
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
・

活
性
化
を
図
る
。

④
森
林
地
域

上
記
の
①
～
③
を
取
り
巻
く
地
域

に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
現
在
の
良
好
な
自
然
環
境
や
農
業

環
境
な
ど
を
維
持
・
保
全
・
活
用
す

る
保
全
地
域
と
し
て
位
置
づ
け
る
。

④
森
林
地
域

上
記
の
①
～
③
を
取
り
巻
く
地
域
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
現
在
の
良
好
な
自
然
環
境
や
農
業

環
境
な
ど
を
維
持
・
保
全
・
活
用
す
る
保
全
地
域
と
し
て
位
置
づ
け
る
。

※
ふ

る
さ

と
の

農
用

地

農
業

の
営

み
に

よ
り

形
成

さ
れ

た
美

し
い

農
村

景
観

は
、

や
す

ら
ぎ

や
懐

か
し

さ
を

感
じ

さ
せ

る
も

の
で

あ
り

、
こ

の
よ

う
な

状
況

を
指

す
（

造
語

）
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5

須
坂
都
市
計
画
（
須
坂
市
・
小
布
施
町
）

都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
（
案
）

新
旧
対
照
表

現
行

今
回
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6

須
坂
都
市
計
画
（
須
坂
市
・
小
布
施
町
）

都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
（
案
）

新
旧
対
照
表

現
行

今
回

２
.
区
域
区
分
の
決
定
の
有
無
及
び
区
域
区
分

を
定
め
る
際
の
方
針

（
１
）
区
域
区
分
の
決
定
の
有
無

本
都

市
計

画
に

区
域

区
分

を
定

め
る

。

な
お
、
区
域
区
分
を
定
め
る
と
し
た

根
拠
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
県
下
同
一
基
準
で
の
判
断
結
果

県
で
は
、
人
口
の
動
向
及
び
土
地
利
用
の
状
況
に
鑑
み
、
県
下
同
一
基
準
に
基
づ
い
て
、
本
区
域

に
お
け
る
区
域
区
分
の
必
要
性
が
有
る

と
判
断
し
た
。
そ
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

・
本
区
域
（
須
坂
市
、
小
布
施
町
）
に
お
け
る
、
平
成

1
2
年
か
ら
平
成

1
7
年
の
市
街
化
区
域
内
の

人
口
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
り
、
一
方

、
市
街
化
調
整
区
域
内
で
は
、
2
.
6
％
の
減
少
と
な
っ

て
い

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
区
域
で
は
、
区
域
区
分
の
設
定
に
よ
り
市
街
地
外
へ
の
宅
地
化
の
拡
散

抑
制
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と
判
断
で

き
る
。

・
平
成
７
年
か
ら
平
成

1
7
年
の
人
口
減
少
は
、
1
3
3
人
で
あ
る
。
近
年
、
少
子
高
齢
化
や
産
業
構

造
が
変
化
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
が

、
世
帯
数
に
つ
い
て
は
増
加
の
傾
向
を
示
し
て
お
り
、
郊
外

の
住
宅
地
需
要
、
産
業
地
需
要
も
な
お

根
強
い
状
況
に
あ
り
、
今
後
と
も
市
街
地
拡
大
の
可
能
性

が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
区
域
区
分
の
設
定
に
よ
り
、
拡
大
需
要
の
計
画
的
な
誘
導
が

必
要
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。

・
本
区
域
の

市
街
化
区
域
内
の
道
路
面
積
率
は

1
3
.
0
3
％
（
平
成

2
0
年
現
在
）
で
あ
り
、
住
宅
地

と
し
て
望

ま
し
い
と
さ
れ
る

1
5
%
を
下
回
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
老
朽
化
し
た
木
造
建
築
物
の
密

集
地
な
ど

基
盤
整
備
が
遅
れ
て
い
る
地
区
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
今
後
と
も
計
画
的
な
市
街
地

整
備
の
必

要
が
あ
る
と
判
断
で
き
る
。

２
.
区
域
区
分
の
決
定
の
有
無
及
び
区
域
区
分
を
定
め
る
際
の
方
針

（
１
）
区
域
区
分
の
決
定
の
有
無

本
都

市
計

画
に

区
域

区
分

を
定

め
る

。

な
お
、
区
域
区
分
を
定
め
る
と
し
た
根
拠
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
県
下
同
一
基
準
で
の
判
断
結
果

県
で
は
、
人
口
の
動
向
及
び
土
地
利
用
の
状
況
に
鑑
み
、
県
下
同
一
基
準
に
基
づ
い
て
、
本
区
域

に
お
け
る
区
域
区
分
の
必
要
性
が
有
る
と
判
断
し
た
。
そ
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

・
本
区
域
の
平
成

1
7
年
か
ら
平
成

2
7
年
の
行
政
区
域
内
人
口
は
、
3
,
7
1
8
人
減
少
し
て
い
る
。
近

年
、
少
子
高
齢
化
や
産
業
構
造
が
変
化
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
が
、
世
帯
数
に
つ
い
て
は
増
加
の

傾
向
を
示
し
て
お
り
、
郊
外
の
住
宅
地
需
要
、
産
業
地
需
要
も
、
な
お
根
強
い
状
況
に
あ
る
。
ま

た
、
須
坂
長
野
東
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
開
発
と
い
っ
た
市
街
地
拡
大
に
影
響
を
及
ぼ
す
大

規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り
、
今
後
と
も
市
街
地
拡
大
の
可
能
性
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
た

め
、
区
域
区
分
の
設
定
に
よ
り
、
拡
大
需
要
の
計
画
的
な
誘
導
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。

・
本
区
域
の
市
街
化
区
域
内
の
道
路
面
積
率
は

1
4
.
1
％
（

平
成

2
9
年
現
在
）
で

あ
る
。
住

宅
地
と

し
て
望
ま
し
い
と
さ
れ
る

1
5
.
0
%
を
下
回
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
老
朽
化
し
た
木
造
建
築
物
の
密

集
地
な
ど
基
盤
整
備
が
遅
れ
て
い
る
地
区
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
今
後
と
も
計
画
的
な
市
街
地

整
備
の
必
要
が
あ
る
と
判
断
で
き
る
。

②
地
域
特
性
を
踏
ま
え
た
区
域
区
分

の
検
討

・
本
区
域
の
市
街
化
調
整
区
域
に
お
い
て
は
広
大
な
農
用
地
が
展
開
し
て
お
り
、
豊
か
な
自
然
に
は

ぐ
く
ま
れ
た
美
し
い
田
園
風
景
を
形

成
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
自

然
的
環
境
の
保
全
を
図
る
上

で
、
区
域
区
分
を
継
続
し
て
定
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
本
区
域
の
状
況
と
考

え
方
を
ふ
ま
え
て
、
以
下
の
よ
う
な
方
針
と
す
る
。

②
地
域
特
性
を
踏
ま
え
た
区
域
区
分
の
検
討

・
本
区
域
の
市
街
化
調
整
区
域
に
お
い
て
は
広
大
な
農
地
が
展
開
し
て
お
り
、
豊
か
な
自
然
に
は
ぐ

く
ま
れ
た
美
し
い
田
園
風
景
を
形
成
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
自
然
的
環
境
の
保
全
を
図
る
上
で
、
区
域
区
分
を
継
続
し
て
定
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
本
区
域
の
状
況
と
考
え
方
を
ふ
ま
え
て
、
以
下
の
よ
う
な
方
針
と
す
る
。

本
区
域
は
こ
れ
ま
で
、
区
域
区
分
の
設
定
に
よ
り
市
街
化
区
域
外
へ
の
無
秩
序
な
拡
散
を
抑
制
し

て
お
り
、
さ
ら
に
、
今
後
も
良
好
な
自
然
的
環
境
の
整
備
・
保

全
を
図
り
、
計
画
的
な
規
制
・
誘

導
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
区
域
区
分
を
定
め
る
。

本
区
域
は
こ
れ
ま
で
、
区
域
区
分
の
設
定
に
よ
り
市
街
化
区
域
外
へ
の
無
秩
序
な
拡
散
を
抑
制
し

て
お
り
、
さ
ら
に
、
今
後
も
良
好
な
自
然

的
環
境
の
整
備
・
保

全
を
図
り
、
計
画
的
な
規
制
・
誘

導
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
区
域
区
分
を
定
め
る
。
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7

須
坂
都
市
計
画
（
須
坂
市
・
小
布
施
町
）

都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
（
案
）

新
旧
対
照
表

現
行

今
回

（
参

考
）

「
区

域
区

分
」

と
は

「
区
域
区
分
」
と
は
、
無
秩
序
な
市
街
化
を
防
止
し
、
計
画
的
な
市
街
化
を
図
る
た
め
、

都
市
計
画
区
域
を
、
優
先
的
、
計
画
的
に
市
街
化
を
図
る
「
市
街
化
区
域
」
と
市
街
化
を

抑
制
す
る
「
市
街
化
調
整
区
域
」
と
に
区
分
す
る
こ
と
で
、
一
般
に
「
線
引
き
」
と
い
わ

れ
て
い
る
。

「
区

域
区

分
」

を
「

す
る

」
か

「
し

な
い

」
か

は
県

で
判

断

平
成

1
2
年
５
月
の
改
正
以
前
の
都
市
計
画
法
で
は
、
「
線
引
き
」
を
す
る
か
、
し
な
い

か
は

国
が
法

律
に

よ
っ

て
定

め
、

当
分

の
間

、
一

定
の

条
件

を
満

た
す

都
市

計
画

区
域

を

対
象
と
し
て
、
限
定
的
に
実
施
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
高
度
成
長
期
の
「
都
市
化
社
会

」

か
ら

安
定
・

成
熟

し
た

「
都

市
型

社
会

」
へ

の
移

行
な

ど
、

近
年

の
社

会
経

済
情

勢
の

大

き
な
変
化
を
踏
ま
え
、
平
成

1
2
年
５
月
の
都
市
計
画
法
の
改
正
に
よ
り
、
「
区
域
区
分
」

に
つ

い
て
は

、
広

域
的

な
観

点
か

ら
県

が
、

地
域

の
状

況
に

応
じ

て
区

域
毎

に
判

断
す

る

こ
と
と
な
っ
た

（
参

考
）

「
区

域
区

分
」

と
は

「
区
域
区
分
」
と
は
、
無
秩
序
な
市
街
化
を
防
止
し
、
計
画
的
な
市
街
化
を
図
る
た
め
、

都
市
計
画
区
域
を
、
優
先
的
、
計
画
的
に
市
街
化
を
図
る
「
市
街
化
区
域
」
と
市
街
化
を

抑
制
す
る
「
市
街
化
調
整
区
域
」
と
に
区
分
す
る
都
市
計
画
で
、
一
般
に
「
線
引
き
」
と

い
わ
れ
て
い
る
。

「
区

域
区

分
」

を
「

す
る

」
か

「
し

な
い

」
か

は
県

で
判

断

平
成

1
2
年
５
月
の
改
正
以
前
の
都
市
計
画
法
で
は
、
「
線
引
き
」
を
す
る
か
、
し
な
い

か
は
国

が
法

律
に

よ
っ

て
定

め
、

当
分

の
間

、
一

定
の

条
件

を
満

た
す

都
市

計
画

区
域

を

対
象
と
し
て
、
限
定
的
に
実
施
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
高
度
成
長
期
の
「
都
市
化
社
会

」

か
ら
安

定
・

成
熟

し
た

「
都

市
型

社
会

」
へ

の
移

行
な

ど
、

近
年

の
社

会
経

済
情

勢
の

大

き
な
変
化
を
踏
ま
え
、
平
成

1
2
年
５
月
の
都
市
計
画
法
の
改
正
に
よ
り
、
「
区
域
区
分
」

に
つ
い

て
は

、
広

域
的

な
観

点
か

ら
県

が
、

地
域

の
状

況
に

応
じ

て
区

域
毎

に
判

断
す

る

こ
と
と
な
っ
た
。
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8

須
坂
都
市
計
画
（
須
坂
市
・
小
布
施
町
）

都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
（
案
）

新
旧
対
照
表

現
行

今
回

（
２
）
区
域
区
分
の
方
針

①
お
お
む
ね
の
人
口

本
区
域
の
将
来
に
お
け
る
お
お
む

ね
の
人
口
を
次
の
と
お
り
想
定
す
る
。

年
次

区
分

平
成

1
7
年

（
基
準
年
）

平
成

2
7
年

（
基
準
年
の

1
0
年
後
）

都
市
計
画
区
域
内
人
口

須
坂
市

4
5
.
9
千
人

お
お
む
ね

4
3
.
0
千
人

小
布
施
町

1
1
.
5
千
人

お
お
む
ね

1
1
.
1
千
人

計
5
7
.
4
千
人

お
お
む
ね

5
4
.
1
千
人

市
街
化
区
域
内
人
口

須
坂
市

3
2
.
5
千
人

お
お
む
ね

3
1
.
7
千
人

小
布
施
町

6
.
2
千
人

お
お
む
ね

6
.
4
千
人

計
3
8
.
7
千
人

お
お
む
ね

3
8
.
1
千
人

市
街
化
調
整
区
域
内
人
口

須
坂
市

1
3
.
4
千
人

お
お
む
ね

1
1
.
3
千
人

小
布
施
町

5
.
3
千
人

お
お
む
ね

4
.
7
千
人

計
1
8
.
7
千
人

お
お
む
ね

1
6
.
0
千
人

（
注

）
）
本
都

市
計
画
区
域
に
は
、
平
成

2
7
年

時
点

に
お

け
る

市
街

化
区

域
内

人
口

に
、
保
留

さ
れ

た
人

口
は

な
い
。

平
成

17
年

基
準
年
は
「
国
勢
調
査
」

及
び

「
都

市
計

画
基

礎
調

査
」

に
よ

る
統

計
値

。

平
成

17
年
基
準
年
人
口
は
総
人
口
の

実
績

値
。

平
成

27
年
の
都
市
計
画
区
域
内
人
口

は
、
国
立

社
会

保
障
・
人

口
問

題
研

究
所

に
よ

る
コ

ー
ホ

ー
ト

要
因

法
に

よ
り

算
出

し
た

各
市

町
村

の
人

口
か

ら
、

回
帰

式
に

よ
る

都
市

計
画

区
域

外
人

口
を

除
し

て
算
定
。

平
成

27
年
の
市
街
化
調
整
区
域
内
人

口
は

、
過
去

の
都

市
計

画
基

礎
調

査
に

よ
る

市
街

化
調

整
区

域

の
人
口
を
回
帰
分
析
に
よ
り
推
計
し
て

算
定

。

平
成

27
年
の
市
街
化
区
域
内
人
口
は

、
算

定
し

た
都

市
計

画
区

域
内

人
口

、
市

街
化

調
整

区
域

内
人

口
に
よ
り
、
都
市
計
画
区
域
内
人
口
か

ら
市

街
化

調
整

区
域

内
人

口
を

除
し

て
算

定
。

（
２
）
区
域
区
分
の
方
針

①
お
お
む
ね
の
人
口

本
区
域
の
将
来
に
お
け
る
お
お
む
ね
の
人
口
を
次
の
と
お
り
想
定
す
る
。

年
次

区
分

平
成

2
7
年

（
基
準
年
）

令
和
７
年

（
基
準
年
の

1
0
年
後
）

都
市
計
画
区
域
内
人
口

須
坂
市

4
3
.
9
千
人

お
お
む
ね

4
1
.
0
千
人

小
布
施
町

1
0
.
7
千
人

お
お
む
ね

9
.
7
千
人

計
5
4
.
6
千
人

お
お
む
ね

5
0
.
7
千
人

市
街
化
区
域
内
人
口

須
坂
市

3
2
.
0
千
人

お
お
む
ね

3
0
.
2
千
人

小
布
施
町

5
.
8
千
人

お
お
む
ね

5
.
4
千
人

計
3
7
.
8
千
人

お
お
む
ね

3
5
.
6
千
人

市
街
化
調
整
区
域
内
人
口

須
坂
市

1
1
.
9
千
人

お
お
む
ね

1
0
.
8
千
人

小
布
施
町

4
.
9
千
人

お
お
む
ね

4
.
3
千
人

計
1
6
.
8
千
人

お
お
む
ね

1
5
.
1
千
人

（
注

）
）

本
都

市
計

画
区

域
に

は
、

令
和

7
年

時
点

に
お

け
る

市
街

化
区

域
内

人
口

に
、

保
留

さ
れ

た
人

口
は

な
い
。

平
成

27
年

基
準

年
は

「
国

勢
調

査
」

及
び

「
都

市
計

画
基

礎
調

査
」

に
よ

る
統

計
値

。

平
成

27
年

基
準

年
人

口
は

総
人

口
の

実
績

値
。

令
和

7
年

の
都
市

計
画

区
域

内
人

口
は

、
国

立
社

会
保

障
・

人
口

問
題

研
究

所
に

よ
る

コ
ー

ホ
ー

ト

要
因

法
に

よ
り

算
出

し
た

各
市

町
村

の
人

口
か

ら
、

回
帰

式
に

よ
る

都
市

計
画

区
域

外
人

口
を

減
じ

て
算
定

。

令
和

7
年

の
市
街

化
調

整
区

域
内

人
口

は
、

過
去

の
都

市
計

画
基

礎
調

査
に

よ
る

市
街

化
調

整
区

域

の
人
口

を
回

帰
分

析
に

よ
り

推
計

し
て

算
定

。

令
和

7
年

の
市
街

化
区

域
内

人
口

は
、

算
定

し
た

都
市

計
画

区
域

内
人

口
、

市
街

化
調

整
区

域
内

人

口
に
よ

り
、

都
市

計
画

区
域

内
人

口
か

ら
市

街
化

調
整

区
域

内
人

口
を

減
じ

て
算

定
。

②
産
業
の
規
模

本
区
域
の
将
来
に
お
け
る
産
業
の

規
模
を
次
の
と
お
り
想
定
す
る
。

年
次

区
分

平
成

1
7
年

（
基
準
年
）

平
成

2
7
年

（
基
準
年
の

1
0
年
後
）

生 産 規 模

工
業

出
荷
額

1
,
2
8
4
億
円

1
,
5
6
7
億
円

卸
小
売
販
売
額

7
7
0
億
円

6
4
5
億
円

就 業 構 造

第
１

次
産
業

5
.
3
千
人
（
1
5
.
3
％
）

4
.
4
千
人
（
1
2
.
6
%
）

第
２

次
産
業

1
1
.
1
千
人
（
3
2
.
1
％
）

1
1
.
1
千
人
（
3
1
.
8
%
）

第
３

次
産
業

1
8
.
2
千
人
（
5
2
.
6
％
）

1
9
.
4
千
人
（
5
5
.
5
%
）

（
注
）

平
成

1
7
年

基
準
年
及
び
平
成

27
年

の
生

産
規

模
の

工
業

出
荷

額
は

、
平

成
14

年
か
ら

平
成

1
9

年
ま
で

の
毎
年
の
実
績
値
（
工
業
統
計

調
査

）
を

基
に

総
務

省
統

計
局

資
料

の
消

費
者

物
価

指
数
に

よ
る
デ

フ
レ
ー
タ
補
正
値
を
用
い
て
回

帰
分

析
に

よ
り

推
計

し
た

値
。

平
成

17
年

基
準
年
及
び
平
成

27
年
の
生

産
規

模
の

卸
小

売
販

売
額

は
、
平

成
６

年
か

ら
平

成
1
9
年

ま
で

の
３

年
毎

の
実

績
値

（
商

業
統

計
調

査
）

を
基

に
総

務
省

統
計

局
資

料
の

消
費

者
物

価
指

数
に

よ
る
デ
フ
レ
ー
タ
補
正
値
を
用
い
て
回

帰
分

析
に

よ
り

推
計

し
た

値
。

平
成

17
年

基
準
年
の
就
業
構
造
は
、
平
成

1
7
年

国
勢

調
査

に
よ

る
実

績
値

。

平
成

2
7
年
の
就
業
構
造
は
、

平
成

２
年
か
ら

平
成

1
7
年

の
５

年
毎

の
実

績
値

を
基

に
回

帰
分

析
に

よ
り
推
計
し
た
値
。

②
産
業
の
規
模

本
区
域
の
将
来
に
お
け
る
産
業
の
規
模
を
次
の
と
お
り
想
定
す
る
。

年
次

区
分

平
成

2
7
年

（
基
準
年
）

令
和
７
年

（
基
準
年
の

1
0
年
後
）

生 産 規 模

工
業

出
荷
額

1
,
3
8
9
億
円

1
,
8
6
0
億
円

卸
小
売
販
売
額

9
6
0
億
円

1
,
0
7
4
億
円

就 業 構 造

第
１

次
産
業

4
.
4
千
人
（
1
4
.
1
％
）

3
.
4
千
人
（
1
2
.
4
%
）

第
２

次
産
業

8
.
8
千
人
（
2
8
.
3
％
）

5
.
4
千
人
（
1
9
.
5
%
）

第
３

次
産
業

1
7
.
9
千
人
（
5
7
.
6
％
）

1
8
.
8
千
人
（
6
8
.
1
%
）

（
注
）

平
成

2
7
年

基
準

年
及

び
令

和
７
年
の

生
産

規
模

の
工

業
出

荷
額

は
、

平
成

2
2
年

か
ら

平
成

2
7

年
ま
で

の
毎

年
の

実
績

値
（

工
業

統
計

調
査

）
を

基
に

日
本

銀
行
時
系

列
統

計
デ

ー
タ

の
企

業
物

価

指
数
に

よ
る

デ
フ

レ
ー

タ
補

正
値

を
用

い
て

回
帰

分
析

に
よ

り
推

計
し

た
値

。

平
成

27
年

基
準

年
及

び
令

和
７

年
の

生
産

規
模

の
卸

小
売

販
売

額
は

、
平

成
14

年
、
平

成
1
6
年

、

平
成

19
年

、
平

成
24

年
、
平

成
26

年
の
実

績
値
（
商

業
統

計
調

査
）
を
基

に
総

務
省

統
計

局
資

料

の
消
費

者
物

価
指

数
に

よ
る

デ
フ

レ
ー

タ
補

正
値

を
用

い
て

回
帰

分
析

に
よ

り
推

計
し

た
値

。

平
成

27
年

基
準

年
の

就
業

構
造

は
、

平
成

2
7
年

国
勢

調
査

に
よ

る
実

績
値

。

平
成

2
7
年

の
就
業

構
造

は
、

平
成

７
年

か
ら

平
成

2
7
年

の
５

年
毎

の
実

績
値

を
基

に
回

帰
分

析
に

よ
り
推

計
し

た
値
。
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9

須
坂
都
市
計
画
（
須
坂
市
・
小
布
施
町
）

都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
（
案
）

新
旧
対
照
表

現
行

今
回

③
市
街
化
区
域
の
お
お
む
ね
の
規
模

及
び
現
在
市
街
化
し
て
い
る
区
域
と
の
関
係

本
区
域
に
お
け
る
人
口
・
産
業
の
見

通
し
に
基
づ
き
、
か
つ
市
街
化
の
現
況
及
び
動
向
を
勘
案

し
、
平
成

1
7
年
時
点
で
市
街
化
し
て
い
る
区
域
及
び
当
該
区
域
に
隣
接
し
お
お
む
ね

1
0
年
以
内

に
優
先
的
か
つ
計
画
的
市
街
化
を
図

る
べ
き
区
域
を
市
街
化
区
域
と
す
る
こ
と
と
し
、
市
街
化
区

域
の
お
お
む
ね
の
規
模
を
次
の
通
り

想
定
す
る
。

年
次

平
成

1
7
年

（
基
準
年
）

平
成

2
7
年

（
基
準
年
の

1
0
年
後
）

市
街
化
区
域
面
積

1
,
0
9
4
h
a

お
お
む
ね

1
,
0
9
4
h
a

③
市
街
化
区
域
の
お
お
む
ね
の
規
模
及
び
現
在
市
街
化
し
て
い
る
区
域
と
の
関
係

本
区
域
に
お
け
る
人
口
・
産
業
の
見
通
し
に
基
づ
き
、
か
つ
市
街
化
の
現
況
及
び
動
向
を
勘
案

し
、
平
成

2
7
年
時
点
で
市
街
化
し
て
い
る
区
域
及
び
当
該
区
域
に
隣
接
し
お
お
む
ね

1
0
年
以
内

に
優
先
的
か
つ
計
画
的
市
街
化
を
図
る
べ
き
区
域
を
市
街
化
区
域
と
す
る
こ
と
と
し
、
市
街
化
区

域
の
お
お
む
ね
の
規
模
を
次
の
通
り
想
定
す
る
。

年
次

平
成

2
7
年

（
基
準
年
）

令
和
７
年

（
基
準
年
の

1
0
年
後
）

市
街
化
区
域
面
積

1
,
0
9
4
h
a

お
お
む
ね

1
,
0
9
4
h
a

３
.
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

（
１
）
土
地
利
用
に
関
す
る
主
要
な
都
市

計
画
の
決
定
の
方
針

①
主
要
用
途
の
配
置
の
方
針

a
．
業
務
地
（
官
公
庁
施
設
）

既
存
の
官
公
庁
施
設
等
の
集
中
し
て
い
る
須
坂
市
東
横
町
及
び
小
布
施
駅
前
地
区
を
今
後
と

も
業
務
地
と
し
て
環
境
の
整
備
に
努

め
る
。

b
．
商
業
地

須
坂
駅
前
か
ら
都
市
計
画
道
路
駅

前
線
及
び
都
市
計
画
道
路
馬
場
線
の
沿
線
地
区
は
、
須
坂

市
を
は
じ
め
と
す
る
近
隣
市
町
村
の

商
業
の
中
心
地
と
し
て
銀
行
、
商
業
ビ
ル
、
専
門
店
等
が

集
積
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
地
区
に
つ
い
て
は
、
中
心
商
業
地
と
し
て
位
置
づ
け
今
後
も
さ
ら
に
機
能
の
充
実

と
環
境
整
備
に
努
め
る
。

ま
た
、
須
坂
市
市
街
地
の
主
要
地

方
道
須
坂
中
野
線
及
び
一
般
県
道
大
前
須
坂
線
、
市
道
銀

座
通
り
線
、
市
道
新
町
高
橋
線
の
旧
街
道
沿
い
は
蔵
造
り
の
家
が
並
び
、
こ
れ
ら
沿
道
景
観
を

活
か
し
た
商
店
街
の
活
性
化
を
図
る

。

ま
た
、
小
布
施
町
市
街
地
の
一
般

国
道

4
0
3
号
沿
い
の
既
存
商
店
街
は
、
近
隣
住
民
の
日
常

生
活
の
購
買
需
要
を
賄
い
、
さ
ら
に
「
栗
と
北
斎
と
花
の
ま
ち
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
あ
っ
た
商
業

施
設
の
集
積
を
図
る
。

c
．
工
業
地

既
存
の
工
業
地
に
つ
い
て
は
、
公

害
防
止
に
配
慮
す
る
な
ど
環
境
の
保
全
に
努
め
な
が
ら
、

今
後
の
工
業
生
産
規
模
に
応
じ
た
基

盤
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
整
備
済
み
の
工
業
団
地
へ
の

誘
致
を
図
り
、
既
存
工
業
用
途
周
辺

に
お
い
て
、
更
な
る
業
務
施
設
の
集
積
を
図
る
。

３
.
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

（
１
）
土
地
利
用
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

①
主
要
用
途
の
配
置
の
方
針

a
．
業
務
地
（
官
公
庁
施
設
）

既
存
の
官
公
庁
施
設
等
の
集
中
し
て
い
る
須
坂
市
東
横
町
及
び
小
布
施
駅
前
地
区
を
今
後
と

も
業
務
地
と
し
て
環
境
の
整
備
に
努
め
る
。

b
．
商
業
地

須
坂
駅
前
か
ら
都
市
計
画
道
路
駅
前
線
及
び
都
市
計
画
道
路
馬
場
線
の
沿
線
地
区
は
、
須
坂

市
を
は
じ
め
と
す
る
近
隣
市
町
村
の
商
業
の
中
心
地
と
し
て
銀
行
、
商
業
ビ
ル
、
専
門
店
等
が

集
積
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
地
区
に
つ
い
て
は
、
中
心
商
業
地
と
し
て
位
置
づ
け
今
後
も
さ
ら
に
機
能
の
充
実

と
環
境
整
備
に
努
め
る
。

ま
た
、
須
坂
市
市
街
地
の
主
要
地
方
道
須
坂
中
野
線
及
び
一
般
県
道
大
前
須
坂
線
、
市
道
銀

座
通
り
線
、
市
道
新
町
高
橋
線
の
旧
街
道
沿
い
は
蔵
造
り
の
家
が
並
び
、
こ
れ
ら
沿
道
景
観
を

活
か
し
た
商
店
街
の
活
性
化
を
図
る
。

ま
た
、
小
布
施
町
市
街
地
の
一
般
国
道

4
0
3
号
沿
い
の
既
存
商
店
街
は
、
近
隣
住
民
の
日
常

生
活
の
購
買
需
要
を
賄
い
、
さ
ら
に
「
栗
と
北
斎
と
花
の
ま
ち
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
あ
っ
た
商
業

施
設
の
集
積
を
図
る
。

c
．
工
業
地

既
存
の
工
業
地
に
つ
い
て
は
、
公
害
防
止
に
配
慮
す
る
な
ど
環
境
の
保
全
に
努
め
な
が
ら
、

今
後
の
工
業
生
産
規
模
に
応
じ
た
基
盤
整
備
を
図
る
。
ま
た
、
工
業
施
設
の
転
出
や
廃
業
に
よ

る
低
・
未
利
用
地
化
を
防
ぐ
た
め
、
整
備
済
み
の
工
業
団
地
へ
の
誘
致
を
図
り
、
整
備
済
み
の

工
業
団
地
で
不
足
す
る
場
合
は
、
既
存
の
工
業
用
途
周
辺
へ
集
積
を
図
る
。
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1
0

須
坂
都
市
計
画
（
須
坂
市
・
小
布
施
町
）

都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
（
案
）

新
旧
対
照
表

現
行

今
回

d
．
住
宅
地

既
成

市
街

地
内

の
住

宅
地

に
つ

い
て

は
、

老
朽

化
し

た
木

造
建

築
物

の
密

集
地

の
解

消
な

ど

の
居

住
環

境
整

備
を

進
め

る
と

と
も

に
、

こ
れ

に
隣

接
す

る
新

市
街

地
及

び
低

未
利

用
地

に
つ

い
て
は
良
好
な
住
宅
地
と
し
て
整
備

を
図
る
。

d
．
住
宅
地

既
成
市

街
地

内
の

住
宅

地
に

つ
い

て
は

、
老

朽
化

し
た

木
造

建
築

物
の

密
集

地
の

解
消

な
ど

の
居
住
環
境
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に
隣
接
す
る
新
市
街
地
及
び
低
未
利
用
地
に
つ

い
て
は
良
好
な
住
宅
地
と
し
て
整
備
を
図
る
。

ま
た
、

土
砂

災
害

特
別

警
戒

区
域

、
浸

水
想

定
区

域
等

の
災

害
の

発
生

の
恐

れ
の

あ
る

区
域

は
、
住
宅
地
と
し
て
の
整
備
を
避
け
る
も
の
と
す
る
。
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1
1

須
坂
都
市
計
画
（
須
坂
市
・
小
布
施
町
）

都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
（
案
）

新
旧
対
照
表

現
行

今
回

②
市
街
地
に
お
け
る
建
築
物
の
密
度

の
構
成
に
関
す
る
方
針

a
．
商
業
地
・
業
務
地
に
お
け
る
建
物

の
密
度
の
構
成
に
関
す
る
基
本
方
針

須
坂
駅
周
辺
地
区
の
商
業
・
業
務
地
は
、
本
区
域
の
中
心
的
な
商
業
業
務
拠
点
と
し
て
、
高

密
度
な
土
地
利
用
を
図
る
。

村
山

地
区

、
小

布
施

駅
周

辺
地

区
の

商
業

地
は

、
既

存
の

生
活

利
便

施
設

を
中

心
に

、
周

囲

の
環
境
に
合
わ
せ
た
中
密
度
の
土
地

利
用
を
図
る
。

b
．
工
業
地
に
お
け
る
建
物
の
密
度
の

構
成
に
関
す
る
基
本
方
針

工
業
地
に
お
い
て
は
、
周
辺
の
環
境
や
公
害
防
止
な
ど
に
配
慮
し
な
が
ら
効
率
的
な
土
地
利

用
を
図
る
。

c
．
住
宅
地
に
お
け
る
建
物
の
密
度
の

構
成
に
関
す
る
基
本
方
針

須
坂
市
の
坂
田
地
区
、
小
山
地
区

、
臥
竜
地
区
、
墨
坂
地
区
、
墨
坂
南
地
区
、
高
梨
地
区
、

塩
川
地
区
、
田
の
神
地
区
、
八
木
沢
地
区
、
日
滝
高
橋
町
地
区
、
日
滝
大
谷
町
地
区
、
旭
ヶ
丘

地
区
、
光
ヶ
丘
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
、
豊
島
地
区
な
ど
、
ま
た
小
布
施
町
に
お
け
る
お
お
む
ね

東
町
、
上
町
、
中
町
、
中
央
、
横
町
、
福
原
、
栗
ガ
丘
、
松
村
、
松

の
実
、
水

上
、
松
川
、
ク

リ
ト
ピ
ア
の
各
地
域
の
戸
建
て
住
宅

地
に
つ
い
て
は
低
密
度
な
土
地
利
用
を
図
る
。

そ
の
他
の
住
宅
地
に
つ
い
て
は
、

中
密
度
な
土
地
利
用
を
図
る
。

②
市
街
地
に
お
け
る
建
築
物
の
密
度
の
構
成
に
関
す
る
方
針

a
．
商
業
地
・
業
務
地
に
お
け
る
建
物
の
密
度
の
構
成
に
関
す
る
基
本
方
針

須
坂
駅
周
辺
地
区
の
商
業
・
業
務
地
は
、
本
区
域
の
中
心
的
な
商
業
業
務
拠
点
と
し
て
、
高

密
度
な
土
地
利
用
を
図
る
。

村
山

地
区

、
小

布
施

駅
周

辺
地

区
の

商
業

地
は

、
既

存
の

生
活

利
便

施
設

を
中

心
に

、
周

囲

の
環
境
に
合
わ
せ
た
中
密
度
の
土
地
利
用
を
図
る
。

b
．
工
業
地
に
お
け
る
建
物
の
密
度
の
構
成
に
関
す
る
基
本
方
針

工
業
地
に
お
い
て
は
、
周
辺
の
環
境
や
公
害
防
止
な
ど
に
配
慮
し
な
が
ら
効
率
的
な
土
地
利

用
を
図
る
。

c
．
住
宅
地
に
お
け
る
建
物
の
密
度
の
構
成
に
関
す
る
基
本
方
針

須
坂
市
の
坂
田
地
区
、
小
山
地
区
、
臥
竜
地
区
、
墨
坂
地
区
、
墨
坂
南
地
区
、
高
梨
地
区
、

塩
川
地
区
、
田
の
神
地
区
、
八
木
沢
地
区
、
日
滝
高
橋
町
地
区
、
日
滝
大
谷
町
地
区
、
旭
ヶ
丘

地
区
、
光
ヶ
丘
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
、
豊
島
地
区
な
ど
、
ま
た
小
布
施
町
に
お
け
る
お
お
む
ね

東
町
、
上
町
、
中
町
、
中
央
、
横
町
、
福
原
、
栗
ガ
丘
、
松
村
、
松

の
実
、
水

上
、
松
川
、
ク

リ
ト
ピ
ア
の
戸
建
て
住
宅
地
に
つ
い
て
は
低
密
度
な
土
地
利
用
を
図
る
。

そ
の
他
の
住
宅
地
に
つ
い
て
は
、
中
密
度
な
土
地
利
用
を
図
る
。

③
市
街
地
に
お
け
る
住
宅
建
設
の
方

針

市
街
地
に
残
る
農
地
や
低
未
利
用
地

の
う
ち
、
住
宅
地
と
し
て
適
し
た
地
区
に
つ
い
て
は
、
地
区

計
画
制
度
や
土
地
区
画
整
理
事
業
を
活

用
し
、
道
路
や
公
園
な
ど
の
都
市
基
盤
施
設
の
整
備
に
併
せ

て
良
好
な
住
宅
地
の
供
給
に
努
め
る
。

ま
た
、
既

に
土
地
区
画
整
理
事
業
が
完
了
し
た
地
区
に
お
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
地
区
計
画
制
度

や
建
築
協
定
等
の
規
制
・
誘
導
策
を
導
入
す
る
な
ど
、
地
域
特
性
を
活
か
し
た
良
好
な
居
住
環
境
の

維
持
・
保
全
を
図
る
と
と
も
に
、
住
宅

建
設
の
推
進
、
分
譲
の
推
進
を
図
る
。

須
坂
駅
周
辺
の
中
心
市
街
地
に
お
い

て
は
、
中
心
市
街
地
活
性
化
の
諸
施
策
を
展
開
す
る
と
と
も

に
、
商
業
・
業

務
な
ど
の
都
市
機
能
が
集
積
し
た
利
便
性
を
活
か
し
、
中
層
程
度
の
ゆ
と
り
の
あ
る

良
好
な
都
市
型
住
宅
の
供
給
を
推
進
す

る
。

一
般
住
宅
市
街
地
に
お
い
て
は
、
居

住
環
境
の
向
上
を
目
的
と
し
た
区
画
道
路
、
住
区
基
幹
公

園
の
整
備
や
地
区
計
画
制
度
等
に
よ

り
、
安
全
性
・
快
適
性
・
環
境
に
配
慮
し
た
良
好
な
住
環
境

の
形
成
を
図
る
と
と
も
に
、
老
朽
化

し
た
公
営
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
や
統
廃
合
等
を
図
る
。

③
市
街
地
に
お
け
る
住
宅
建
設
の
方
針

市
街
地
に
残
る
農
地
や
低
未
利
用
地
の
う
ち
、
住
宅
地
と
し
て
適
し
た
地
区
に
つ
い
て
は
、
地
区

計
画
や
土
地
区
画
整
理
事
業
を
活
用
し
、
道
路
や
公
園
な
ど
の
都
市
基
盤
施
設
の
整
備
に
併
せ
て
良

好
な
住
宅
地
の
供
給
に
努
め
る
。

ま
た
、
既
に
土
地
区
画
整
理
事
業
が
完
了
し
た
地
区
に
お
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
地
区
計
画
や
建

築
協
定
等
の
規
制
・
誘
導
策
を
導
入
す
る
な
ど
、
地
域
特
性
を
活
か
し
た
良
好
な
居
住
環
境
の
維
持
・

保
全
を
図
る
と
と
も
に
、
住
宅
建
設
の
推
進
、
分
譲
の
推
進
を
図
る
。

須
坂
駅
周
辺
の
中
心
市
街
地
に
お
い
て
は
、
中
心
市
街
地
活
性
化
の
諸
施
策
を
展
開
す
る
と
と
も

に
、
商
業
・
業

務
な
ど
の
都
市
機
能
が
集
積
し
た
利
便
性
を
活
か
し
、
中
層
程
度
の
ゆ
と
り
の
あ
る

良
好
な
都
市
型
住
宅
の
供
給
を
推
進
す
る
。

一
般

住
宅

市
街

地
に

お
い

て
は

、
居

住
環

境
の

向
上

を
目

的
と

し
た

区
画

道
路

、
住

区
基

幹
公

園
の

整
備

や
地

区
計

画
等

に
よ

り
、

安
全

性
・

快
適

性
・

環
境

に
配

慮
し

た
良

好
な

住
環

境
の

形

成
を
図
る
と
と
も
に
、
老
朽
化
し
た
公
営
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
や
統
廃
合
等
を
図
る
。

④
市
街
地
に
お
い
て
特
に
配
慮
す
べ

き
問
題
等
を
有
す
る
市
街
地
の
土
地
利
用
の
方
針

a
．
土
地
の
高
度
利
用
に
関
す
る
方
針

須
坂
駅
前
地
区
か
ら
一
般
県
道
須

坂
停
車
場
線
（
3
.
5
.
3
駅
前
線
）
沿
線
地
区
、
一
般
国
道

4
0
6
号

沿
線
の
中
町
地
区
を
結
ぶ
軸
を
本
区
域
の
中
心
市
街
地
と
し
て
位
置
づ
け
、
中
心
市

街

地
と
し
て
複
合
的
な
都
市
機
能
の
集

積
を
図
る
た
め
の
総
合
的
な
整
備
を
進
め
る
。
特
に
市
街

地
再
開
発
事
業
が
行
わ
れ
た
須
坂
駅

前
の
高
度
利
用
地
区
を
中
心
に
商
業
の
活
性
化
を
図
る
。

④
市
街
地
に
お
い
て
特
に
配
慮
す
べ
き
問
題
等
を
有
す
る
市
街
地
の
土
地
利
用
の
方
針

a
．
土
地
の
高
度
利
用
に
関
す
る
方
針

須
坂
駅
前
地
区
か
ら
一
般
県
道
須
坂
停
車
場
線
（
3
.
5
.
3
駅
前
線
）
沿
線
地
区
、
一
般
国
道

4
0
6
号
沿
線
の
中
町
地
区
を
結
ぶ
軸
を
本
区
域
の
中
心
市
街
地
と
し
て
位
置
づ
け
、
中
心
市
街

地
と
し
て
複
合
的
な
都
市
機
能
の
集
積
を
図
る
た
め
の
総
合
的
な
整
備
を
進
め
る
。
特
に
市
街

地
再
開
発
事
業
が
行
わ
れ
た
須
坂
駅
前
の
高
度
利
用
地
区
を
中
心
に
商
業
の
活
性
化
を
図
る
。
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1
2

須
坂
都
市
計
画
（
須
坂
市
・
小
布
施
町
）

都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
（
案
）

新
旧
対
照
表

現
行

今
回

b
．
用
途
転
換
、
用
途
純
化
又
は
用
途

の
複
合
化
に
関
す
る
方
針

工
業
施
設
と
住
宅
等
が
混
在
す
る

地
区
、
工
業
系
用
途
に
住
宅
等
が
立
地
す
る
地
区
に
お
い

て
は
、
適
切
な
用
途
地
域
の
見
直
し
を
図
る
。
ま
た
、
工
業
団
地
な
ど
に
お
い
て
は
、
産
業
構

造
の
変
化
に
対
応
し
た
土
地
利
用

を
図
る
。

c
．
居
住
環
境
の
改
善
又
は
維
持
に
関

す
る
方
針

建
物
の
老
朽
化
や
区
画
街
路
の
未
整
備
な
ど
居
住
環
境
の
改
善
を
図

る
べ
き
地

区
に
つ
い
て

は
住
宅
市
街
地
総
合
整
備
事
業
、
土

地
区
画
整
理
事
業
等
の
事
業
手
法
や
、
地
区
計
画
等
の
適

切
な
土
地
利
用
規
制
を
取
り
入
れ
る

な
ど
に
よ
り
居
住
環
境
の
改
善
を
図
る
。

d
．
市
街
化
区
域
内
の
緑
地
又
は
都
市

の
風
致
の
維
持
に
関
す
る
方
針

市
街
地
内
に
点
在
す
る
寺
社
樹
林

地
な
ど
に
つ
い
て
は
、
良
好
な
環
境
を
形
成
す
る
要
素
と

し
て
積
極
的
に
保
全
を
図
る
。
ま
た

、
歴
史
や
文
化
を
残
す
景
観
の
維
持
・
保
全
に
努
め
る
。

b
．
用
途
転
換
、
用
途
純
化
又
は
用
途
の
複
合
化
に
関
す
る
方
針

工
業
施

設
と

住
宅

等
が

混
在

す
る

地
区

、
工

業
系

用
途

に
住

宅
等

が
立

地
す

る
地

区
に

お
い

て
は
、
適
切
な
用
途
地
域
の
見
直
し
を
図
る
。
ま
た
、
工
業
団
地
な
ど
に
お
い
て
は
、
産
業
構

造
の
変
化
に
対
応
し
た
土
地
利
用
を
図
る
。
商
業
と
住
居
の
複
合
が
ま
ち
の
賑
わ
い
創
出
に
つ

な
が
る
地
区
に
つ
い
て
は
複
合
し
た
用
途
に
よ
る
合
理
的
土
地
利
用
を
図
る
。

c
．
居
住
環
境
の
改
善
又
は
維
持
に
関
す
る
方
針

建
物
の
老
朽
化
や
区
画
街
路
の
未
整
備
な
ど
居
住
環
境
の
改
善
を
図

る
べ
き
地

区
に
つ
い
て

は
住
宅
市
街
地
総
合
整
備
事
業
、
土
地
区
画
整
理
事
業
等
の
事
業
手
法
や
、
地
区
計
画
等
の
適

切
な
土
地
利
用
規
制
を
取
り
入
れ
る
な
ど
に
よ
り
居
住
環
境
の
改
善
を
図
る
。

d
．
市
街
化
区
域
内
の
緑
地
又
は
都
市
の
風
致
の
維
持
に
関
す
る
方
針

市
街
地
内
に
点
在
す
る
寺
社
樹
林
地
な
ど
に
つ
い
て
は
、
良
好
な
環
境
を
形
成
す
る
要
素
と

し
て
積
極
的
に
保
全
を
図
る
。
ま
た
、
歴
史
や
文
化
を
残
す
景
観
の
維
持
・
保
全
に
努
め
る
。

特
に
、
須
坂
市
の
旧
街
道
沿
い
地
区
に
つ
い
て
は
蔵
の
町
並
み
を
整
備
し
、
併
せ
て
道
路
、

公
園
等
公
共
施
設
の
一
体
的
整
備
に
よ
り
、
市
街
地
の
活
性
化
と
伝
統
的
な
建
造
物
群
の
保
存

を
図
る
。

⑤
市
街
化
調
整
区
域
の
土
地
利
用
の

方
針

a
．
優
良
な
農
地
と
の
健
全
な
調
和
に

関
す
る
方
針

本
区

域
の
市
街
化
調
整
区
域
の
大
部
分
は
農
業
振
興
地
域
で
あ
る
。

こ
れ
ら

区
域

の
う

ち
、

土
地

基
盤

整
備

の
完

了
地

区
及

び
実

施
中

の
区

域
内

は
良

好
な

農
地

と
し
て
耕
作
さ
れ
て
お
り
、
今
後
と

も
適
切
に
優
良
農
地
と
し
て
保
全
す
る
。

b
．
災
害
防
止
の
観
点
か
ら
必
要
な
市

街
化
の
抑
制
に
関
す
る
方
針

保
安
林
、
砂
防
指
定
地
、
治
山
・
治
水
対
策
を
講
ず
べ
き
区
域
は
、
保
全
す
べ
き
区
域
と
す

る
。 急
傾
斜
地
の
崩
壊
、
土
石
流
、
地
滑
り
の
土
砂
災
害
の
恐
れ
の
あ
る
区
域
に
お
い
て
、
住
民

の
生
命
及
び
身
体
を
保
護
す
る
た
め

、
建
築
物
の
立
地
抑
制
等
を
図
る
区
域
を
「
土
砂
災
害
警

戒
計
画
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害

防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
土
砂
災
害

特
別
警
戒
区
域
等
と
し
て
指
定
し
、
警
戒
避
難
体
制
の
整
備
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
を
利
用
し

市
民
へ
の
情
報
提
供
を
推
進
す
る
。

⑤
市
街
化
調
整
区
域
の
土
地
利
用
の
方
針

a
．
優
良
な
農
地
と
の
健
全
な
調
和
に
関
す
る
方
針

本
区
域
の
市
街
化
調
整
区
域
の
大
部
分
は
農
業
振
興
地
域
で
あ
る
。

こ
れ
ら

区
域

の
う

ち
、

土
地

基
盤

整
備

の
完

了
地

区
及

び
実

施
中

の
区

域
内

は
良

好
な

農
地

と
し
て
耕
作
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
優
良
農
地
と
し
て
適
切
に
保
全
す
る
。

b
．
災
害
防
止
の
観
点
か
ら
必
要
な
市
街
化
の
抑
制
に
関
す
る
方
針

保
安
林
、
砂
防
指
定
地
、
治
山
・
治
水
対
策
を
講
ず
べ
き
区
域
は
、
保
全
す
べ
き
区
域
と
す

る
。 急
傾
斜
地
の
崩
壊
、
土
石
流
、
地
滑
り
の
土
砂
災
害
の
恐
れ
の
あ
る
区
域
、
住
民
の
生
命
及

び
身
体
を
保
護
す
る
た
め
、
建
築
物
の
立
地
抑
制
等
を
図
る
区
域
を
「
土
砂
災
害
警
戒
計
画
区

域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
土
砂
災
害
特
別
警
戒

区
域
等
と
し
て
指
定
し
、
警
戒
避
難
体
制
の
整
備
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
を
利
用
し
市
民
へ
の

情
報
提
供
を
推
進
す
る
。

併
せ
て
、
水
防
法
に
よ
る
浸
水
想
定
区
域
等
の
内
、
災
害
時
に
人
命
に
危
険
を
及
ぼ
す
可
能

性
の
高
い
区
域
に
つ
い
て
も
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
を
利
用
し
、
市
民
へ
の
情
報
提
供
を

行
う
と
と
も
に
必
要
に
応
じ
て
建
築
物
の
立
地
抑
制
を
図
る
。

特
に
、
災
害
発
生
の
恐
れ
が
高
い
区
域
に
お
い
て
、
土
地
利
用
方
策
と
連
動
し
た
防
災
、
減

災
対
策
が
検
討
又
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
区
域
は
保
全
す
べ
き
区
域
と
す
る
。
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1
3

須
坂
都
市
計
画
（
須
坂
市
・
小
布
施
町
）

都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
（
案
）

新
旧
対
照
表

現
行

今
回

c
．
自
然
環
境
形
成
の
観
点
か
ら
必
要

な
保
全
に
関
す
る
方
針

東
部
、
南
部
の
山
地
、
丘
陵
部
は
、
生
物
多
様
性
に
も
配
慮
し
な
が
ら
自
然
環
境
及
び
自
然

景
観
の
保
全
に
努
め
る
。

d
．
秩
序
あ
る
都
市
的
土
地
利
用
の
実

現
に
関
す
る
方
針

都
市
整
備
、
自
然
環
境
保
全
に
関

す
る
各
種
法
令
の
適
正
な
運
用
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
秩

序
あ
る
土
地
利
用
を
図
る
。

な
お
、
建
築
物
の
形
態
制
限
に
つ

い
て
は
、
周
囲
の
景
観
や
環
境
に
配
慮
し
た
適
切
な
規
制

値
と
す
る
。

集
落
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
・
活
性
化
を
図
る
た
め
、
地
域
の
実
状
に
応
じ
て
、
地
区
計

画
の
適
用
や
、「

都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
許
可
等
の
基
準
に
関
す
る
条
例
（
県
条
例
）
」
に

よ
る
区
域
の
指
定
を
検
討
す
る
。

幹
線
道
路
沿
線
等
の
今
後
開
発
圧

力
が
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
区
域
に
つ
い
て
は
、
あ

ら
か
じ
め
計
画
的
な
土
地
利
用
を
検

討
す
る
。

既
存
市
街
地
に
隣
接
す
る
地
区
の

う
ち
、
土
地
区
画
整
理
事
業
等
の
計
画
的
な
市
街
地
整
備

の
見
通
し
が
あ
る
場
合
に
お
い
て

は
、
整
備
が
確
実
に
な
っ
た
段
階
で
、
関
係
機
関
と
調
整
の

上
、
計
画
的
な
整
備
を
図
る
。

c
．
自
然
環
境
形
成
の
観
点
か
ら
必
要
な
保
全
に
関
す
る
方
針

東
部
、
南
部
の
山
地
、
丘
陵
部
は
、
生
物
多
様
性
に
も
配
慮
し
な
が
ら
自
然
環
境
及
び
自
然

景
観
の
保
全
に
努
め
る
。

d
．
秩
序
あ
る
都
市
的
土
地
利
用
の
実
現
に
関
す
る
方
針

都
市
整
備
、
自
然
環
境
保
全
に
関
す
る
各
種
法
令
の
適
正
な
運
用
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
秩

序
あ
る
土
地
利
用
を
図
る
。

な
お
、
建
築
物
の
形
態
制
限
に
つ
い
て
は
、
周
囲
の
景
観
や
環
境
に
配
慮
し
た
適
切
な
規
制

値
と
す
る
。

集
落
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
・
活
性
化
を
図
る
た
め
、
地
域
の
実
状
に
応
じ
て
、
災
害
発

生
の

高
い

区
域

を
除

き
、

地
区

計
画

の
適

用
や

、
「

都
市

計
画

法
に

基
づ

く
開

発
許

可
等

の
基

準
に
関
す
る
条
例
（
県
条
例
）
」
に
よ
る
区
域
の
指
定
を
検
討
す
る
。

幹
線
道
路
沿
線
等
の
今
後
開
発
圧
力
が
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
区
域
に
つ
い
て
は
、
計

画
的
な
土
地
利
用
を
検
討
す
る
。

既
存
市
街
地
に
隣
接
す
る
地
区
の
う
ち
、
土
地
区
画
整
理
事
業
や
開
発
許
可
等
に
よ
る
計
画

的
な
市
街
地
整
備
の
見
通
し
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
整
備
が
確
実
に
な
っ
た
段
階
で
、
関

係
機
関
と
調
整
の
上
、
計
画
的
な
整
備
を
図
る
。

-72-



1
4

須
坂
都
市
計
画
（
須
坂
市
・
小
布
施
町
）

都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
（
案
）

新
旧
対
照
表

現
行

今
回

（
２
）
都
市
施
設
の
整
備
に
関
す
る
主
要

な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

①
交
通
施
設
の
都
市
計
画
の
決
定
の

方
針

a
．
基
本
方
針

ア
.
交
通
体
系
の
整
備
の
方
針

本
区
域
は
、
県
都
長
野
市
と
千
曲
川
を
隔
て
て
接
す
る
千
曲
川
河
東
地
域
に
お
け
る
交
通

の
要
衝
の
地
で
あ
る
。

主
要
幹
線
道
路
は
中
野
市
か
ら

小
布
施
町
、
須
坂
市
を
通
過
し
、
長
野
市
、
そ
し
て
松
本

市
方
面
に
通
ず
る
一
般
国
道

4
0
3
号
と
、
長
野
市
か
ら
須
坂
市
を
通
過
し
、
上
田
市
、
そ
し

て
高
崎
市
方
面
に
通
ず
る
一
般
国

道
4
0
6
号
が
あ
る
。

他
に
長
野
市
と
結
ぶ
主
要
地
方

道
長
野
須
坂
イ
ン
タ
ー
線
、
主
要
地
方
道
豊
野
南
志
賀
公

園
線
が
あ
る
。

一
般
国
道

4
0
3
号
及
び
一
般
国
道

4
0
6
号
は
、
須
坂
市
、
小
布
施
町
の
中
心
市
街
地
を
通

過
す
る
た
め
交
通
混
雑
が
発
生
し

て
い
る
。
河
東
地
域
の
中
心
都
市
と
し
て
役
割
を
十
分
に

発
揮
す
る
た
め
、
以
下
の
方
針
を
基
に
計
画
的
か
つ
効
果
的
に
交
通
体
系
の
整
備
を
推
進
す

る
。

ⅰ
既
存
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
活
か
し
つ
つ
、
ネ
ッ
ク
箇
所
を
中
心
に
必
要
な
整
備
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
交
通
渋
滞

の
解
消
と
地
域
間
の
連
携
強
化
に
努
め
る
。

ⅱ
市
街
地
内
へ
の
通
過
交
通
を

排
除
す
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
図
る
。

ⅲ
鉄
道
、
バ
ス
な
ど
公
共
輸
送

機
関
へ
の
転
換
を
図
り
、
道
路
交
通
混
雑
の
緩
和
を
図
る
。

ⅳ
都
市
内
骨
格
道
路
の
整
備
と

併
せ
、
旧
街
道
を
中
心
に
歴
史
的
道
す
じ
等
の
整
備
を
図

る
。

ⅴ
街
な
か
や
観
光
地
な
ど
で
、
駐
車
場
及
び
歩
行
者
空
間
を
整
備
し
交
通
の
円
滑
化
と
利

用
者
の
視
点
に
立
っ
た
道
路
づ

く
り
を
目
指
す
。

ⅵ
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

考
え
方
に
基
づ
く
人
に
や
さ
し
い
道
路
づ
く
り
、
環
境
に

や
さ
し
い
道
路
づ
く
り
を
目
指

す
。

な
お
、
総
合
的
な
交
通
体
系
の
構
築
を
図
る
た
め
、
長
野
都
市
圏
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ

調
査
結
果
、
都

市
計
画
道
路
の
見
直
し
指
針
を
踏
ま
え
、
都
市
計
画
道
路
の
見
直
し
を
行

う
。

イ
.
整
備
水
準
の
目
標

都
市
計
画
道
路
と
し
て
、
都
市
計
画
決
定
済
み
延
長
約

5
8
.
0
2
k
m
の
う
ち
、
現
在
、
市
街

地
内
（
用
途
地
域
内
）
で
約

2
3
.
2
8
k
m
（
2
.
1
3
㎞
/
㎞

2
）
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
基
本
方
針

に
基
づ
き
、
今
後
と
も
計
画
的
に
道
路
整
備
の
推
進
を
図
る
も
の
と
し
、
平
成

2
7
年
頃
に
は

概
ね

3
.
6
㎞
/
k
m
2
程
度
に
な
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
整
備
を
進
め
る
。

ま
た
、
道
路
環
境
の
向
上
、
公

共
交
通
の
利
用
の
推
進
を
図
る
。

（
２
）
都
市
施
設
の
整
備
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

①
交
通
施
設
の
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

a
．
基
本
方
針

ア
.
交
通
体
系
の
整
備
の
方
針

本
区
域
は
、
県
都
長
野
市
と
千
曲
川
を
隔
て
て
接
す
る
千
曲
川
河
東
地
域
に
お
け
る
交
通

の
要
衝
の
地
で
あ
る
。

主
要
幹
線
道
路
は
中
野
市
か
ら
小
布
施
町
、
須
坂
市
を
通
過
し
、
長
野
市
、
そ
し
て
松
本

市
方
面
に
通
ず
る
一
般
国
道

4
0
3
号
と
、
長
野
市
か
ら
須
坂
市
を
通
過
し
、
上
田
市
、
そ
し

て
高
崎
市
方
面
に
通
ず
る
一
般
国
道

4
0
6
号
が
あ
る
。

他
に
長
野
市
と
結
ぶ
主
要
地
方
道
長
野
須
坂
イ
ン
タ
ー
線
、
主
要
地
方
道
豊
野
南
志
賀
公

園
線
が
あ
る
。

一
般
国
道

4
0
3
号
及
び
一
般
国
道

4
0
6
号
は
、
須
坂
市
、
小
布
施
町
の
中
心
市
街
地
を
通

過
す
る
た
め
交
通
混
雑
が
発
生
し
て
い
る
。
河
東
地
域
の
中
心
都
市
と
し
て
役
割
を
十
分
に

発
揮
す
る
た
め
、
以
下
の
方
針
を
基
に
計
画
的
か
つ
効
果
的
に
交
通
体
系
の
整
備
を
推
進
す

る
。

ⅰ
既
存
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
つ
つ
、
ネ
ッ
ク
箇
所
を
中
心
に
必
要
な
整
備
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
交
通
渋
滞
の
解
消
と
地
域
間
の
連
携
強
化
に
努
め
る
。

ⅱ
市
街
地
内
へ
の
通
過
交
通
を
排
除
す
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
図
る
。

ⅲ
鉄
道
、
バ
ス
な
ど
公
共
輸
送
機
関
へ
の
転
換
を
図
り
、
道
路
交
通
混
雑
の
緩
和
を
図
る
。

ⅳ
都
市
内
骨
格
道
路
の
整
備
と
併
せ
、
旧
街
道
を
中
心
に
歴
史
的
道
す
じ
等
の
整
備
を
図

る
。

ⅴ
街
な
か
や
観
光
地
な
ど
で
、
駐
車
場
及
び
歩
行
者
空
間
を
整
備
し
交
通
の
円
滑
化
と
利

用
者
の
視
点
に
立
っ
た
道
路
づ
く
り
を
目
指
す
。

ⅵ
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方
に
基
づ
く
人
に
や
さ
し
い
道
路
づ
く
り
、
環
境
に

や
さ
し
い
道
路
づ
く
り
を
目
指
す
。

な
お
、
総
合
的
な
交
通
体
系
の
構
築
を
図
る
た
め
、
長
野
都
市
圏
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ

調
査
結
果
、
都

市
計
画
道
路
の
見
直
し
指
針
を
踏
ま
え
、
都
市
計
画
道
路
の
見
直
し
を
行

う
。

イ
.
整
備
水
準
の
目
標

都
市
計
画
道
路
と
し
て
、
都
市
計
画
決
定
済
み
延
長
約

5
1
.
2
6
k
m
の
う
ち
、
現
在
、
市
街

地
内
（
用
途
地
域
内
）
で
約

1
3
.
9
6
k
m
（
1
.
2
8
㎞
/
㎞

2
）
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
基
本
方
針

に
基
づ

き
、

今
後

と
も

計
画

的
に

道
路

整
備

の
推

進
を

図
る

も
の

と
し

、
令

和
７

年
に

は
概

ね
1
.
3
6
㎞
/
k
m
2
に
な
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
整
備
を
進
め
る
。

ま
た
、
道
路
環
境
の
向
上
、
公
共
交
通
の
利
用
の
推
進
を
図
る
。
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1
5

須
坂
都
市
計
画
（
須
坂
市
・
小
布
施
町
）

都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
（
案
）

新
旧
対
照
表

現
行

今
回

b
．
主
要
な
施
設
の
配
置
の
方
針

ア
.
道
路

一
般
国
道

4
0
3
号
、
一
般
国
道

4
0
6
号
を
、
本
区
域
と
周
辺
都
市
及
び
区
域
内
の
拠
点
間

を
結
ぶ
道
路
を
主
要
幹
線
道
路
と

位
置
づ
け
、
国
道
・
主

要
地
方
道
等
を
配
置
し
、
整
備
を

進
め
る
。

主
要
幹
線
道
路
を
補
完
し
、
区
域
内
の
各
地
域
及
び
隣
接
市
町
村
間
を
結
ぶ
道
路
を
幹
線

道
路
と
位
置
づ
け
、
都
市
計
画
道

路
を
主
体
に
骨
格
的
な
道
路
体
系
の
構
築
を
図
り
、
効
率

的
な
整
備
を
進
め
る
。

そ
の
他
、
上
記
を
補
完
す
る
道

路
と
し
て
補
助
幹
線
道
路
を
位
置
づ
け
、
街
区
形
成
機
能

を
担
う
道
路
と
し
て
必
要
な
整
備

を
進
め
る
。

イ
.
鉄
道

長
野
電
鉄
須
坂
駅
や
小
布
施
駅

を
本
区
域
の
玄
関
口
、
交
通
結
節
点
と
し
て
よ
り
利
便
性

の
向
上
を
図
る
。

c
．
主
要
な
施
設
の
整
備
目
標

お
お
む
ね

1
0
年
以
内
に
整
備
す

る
こ
と
を
予
定
す
る
施
設
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

種
別

路
線
名
称

道
路

3
.
4
.
8
臥
竜
線

3
.
4
.
1
6
村
山
線

3
.
5
.
2
飯
山
線

3
.
5
.
4
山
田
線

3
.
5
.
6
八
町
線

3
.
5
.
9
井
上
線

3
.
5
.
2
1
日
滝
原
線

3
.
3
.
1
7
須
坂
イ
ン
タ
ー
線

b
．
主
要
な
施
設
の
配
置
の
方
針

ア
.
道
路

一
般
国
道

4
0
3
号
、
一
般
国
道

4
0
6
号
を
、
本
区
域
と
周
辺
都
市
及
び
区
域
内
の
拠
点
間

を
結
ぶ
主
要
幹
線
道
路
と
位
置
づ
け
、
国
道
・
主
要
地
方
道
等
を
配
置
し
、
整
備
を
進
め
る
。

主
要
幹
線
道
路
を
補
完
し
、
区
域
内
の
各
地
域
及
び
隣
接
市
町
村
間
を
結
ぶ
道
路
を
幹
線

道
路
と
位
置
づ
け
、
都
市
計
画
道
路
を
主
体
に
骨
格
的
な
道
路
体
系
の
構
築
を
図
り
、
効
率

的
な
整
備
を
進
め
る
。

そ
の
他
、
上
記
を
補
完
す
る
道
路
と
し
て
補
助
幹
線
道
路
を
位
置
づ
け
、
街
区
形
成
機
能

を
担
う
道
路
と
し
て
必
要
な
整
備
を
進
め
る
。

ま
た
、
都
市
内
の
環
状
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
隣
接
市
と
の
連
携
を
強
化
す
る
道
路
の
検
討
を

進
め
る
。

イ
.
鉄
道

長
野
電
鉄
須
坂
駅
や
小
布
施
駅
を
本
区
域
の
玄
関
口
、
交
通
結
節
点
と
し
て
よ
り
利
便
性

の
向
上
を
図
る
。

c
．
主
要
な
施
設
の
整
備
目
標

お
お
む
ね

1
0
年
以
内
に
整
備
す
る
こ
と
を
予
定
す
る
施
設
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

種
別

路
線
名
称

道
路

3
.
4
.
8
臥
竜
線

3
.
5
.
2
飯
山
線

3
.
4
.
4
山
田
線

3
.
5
.
6
八
町
線
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1
6

須
坂
都
市
計
画
（
須
坂
市
・
小
布
施
町
）

都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
（
案
）

新
旧
対
照
表

現
行

今
回

②
下
水
道
及
び
河
川
の
都
市
計
画
の

決
定
方
針

a
．
基
本
方
針

ア
.
下
水
道
及
び
河
川
の
整
備
の
方

針

1
）
下
水
道

公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
と

生
活
環
境
の
整
備
を
図
る
。

2
）
河
川

総
合
的
な
治
水
・
利
水
の
観

点
か
ら
、
八
木
沢
川
を
は
じ
め
と
す
る
河
川
の
改
修

事
業

を
促
進
し
、
市
街
地
の
安
全
確

保
、
水
辺
空
間
を
利
用
し
た
景
観
と
う
る
お
い
の
あ

る
河

川
環
境
の
整
備
を
図
る
。

イ
．
整
備
水
準
の
目
標

1
）
下
水
道

現
在
の
公
共
下
水
道
区
域
の

整
備
促
進
を
図
る
。

②
下
水
道
及
び
河
川
の
都
市
計
画
の
決
定
方
針

a
．
基
本
方
針

ア
.
下
水
道
及
び
河
川
の
整
備
の
方
針

1
）
下
水
道

公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
と
生
活
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
、
下
水
道
整
備
（
未

普
及

対
策
）
を
進
め
る
と
と
も
に
、
老
朽
化
し
た
施
設
の
改
築
更
新
、
下
水
道
施
設
の
耐

震
化

及
び
耐
水
化
、
雨
水
幹
線
・
雨
水
調
整
池
及
び
排
水
機
場
等
の
整
備
を
行
う
。

ま
た
、
脱
炭
素
社
会
の
構
築
を
目
指
し
た
省
エ
ネ
・
創
エ
ネ
、
バ
イ
オ
マ
ス
利
活

用
に

よ
る
資
源
循
環
の
取
組
み
を
進
め
る
。

2
）
河
川

総
合
的
な
治
水
・
利
水
の
観
点
か
ら
、
八
木
沢
川
を
は
じ
め
と
す
る
河
川
の
改
修

事
業

を
促
進
し
、
市
街
地
の
安
全
確
保
、
水
辺
空
間
を
利
用
し
た
景
観
と
う
る
お
い
の
あ

る
河

川
環
境
の
整
備
を
図
る
。

イ
．
整
備
水
準
の
目
標

1
）
下
水
道

下
水
道
の
整
備
水
準
の
目
標
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

ⅰ
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
と
生
活
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
、
流
域
別
下
水
道

整
備

総
合
計
画
に
基
づ
き
、
下
水
道
の
整
備
を
進
め
る
。

ⅱ
安
定
し
た
下
水
道
機
能
を
確
保
す
る
た
め
、
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
に

基
づ

き
、
老
朽
化
施
設
の
計
画
的
な
改
築
更
新
を
行
う
。

ⅲ
地
震
に
よ
る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
終
末
処
理
場
の
重
要
施
設
や
重
要
な
幹

線
等

に
お
け
る
耐
震
化
を
行
う
。

ⅳ
洪
水
及
び
内
水
に
よ
る
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
、
計
画
降
雨
及
び
照
査
降
雨
に

お
け

る
下
水
道
施
設
の
耐
水
化
を
行
う
。

ⅴ
局
地
的
豪
雨
や
都
市
化
に
よ
り
雨
水
が
短
時
間
に
流
れ
出
す
、
い
わ
ゆ
る
都
市

型
水

害
に

対
応

す
る

た
め

、
下

水
道

法
事

業
計

画
に

基
づ

き
、

雨
水

幹
線

・
雨

水
調

整
池

及
び

排
水

機
場

等
の

整
備

を
行

う
。

ま
た

、
気

候
変

動
に

よ
る

水
害

の
頻

発
化

・
激

甚
化

に
対

応
す

る
た

め
、

グ
リ

ー
ン

イ
ン

フ
ラ

の
持

つ
防

災
機

能
の

活
用

や
各

戸
雨

水
貯
留
施
設
設
置
の
普
及
促
進
を
図
る
。

ⅵ
脱
炭
素
社
会
の
構
築
を
目
指
し
、
終
末
処
理
場
に
お
け
る
省
エ
ネ
運
転
、
改
築

更
新

時
の

省
エ

ネ
機

器
導

入
、

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

活
用

・
拡

大
な

ど
の

対
策

を
行

う
。

ⅶ
持
続
的
な
汚
水
処
理
シ
ス
テ
ム
構
築
に
向
け
た
都
道
府
県
構
想
等
に
基
づ
き
、

下
水

汚
泥
の
利
活
用
に
取
り
組
む
。
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1
7

須
坂
都
市
計
画
（
須
坂
市
・
小
布
施
町
）

都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
（
案
）

新
旧
対
照
表

現
行

今
回

2
）
河
川

一
級
河
川
八
木
沢
川
の
改
修

促
進
な
ど
今
後
と
も
計
画
的
な
改
修
促
進
を
図
る
。

b
．
主
要
な
施
設
の
配
置
の
方
針

ア
．
下
水
道

千
曲
川
流
域
下
水
道
下
流
処

理
区
の
整
備
を
促
進
す
る
。

イ
．
河
川 現
在
の
河
川
流
域
を
基
本
と

し
進
め
ら
れ
て
い
る
治
水
対
策
の
促
進
や
河
川
整
備

計
画

に
基
づ
い
た
整
備
を
進
め
る
。

c
．
主
要
な
施
設
の
整
備
目
標

お
お
む
ね

1
0
年
以
内
に
整
備
す
る
こ
と
を
予
定
す
る
主
要
な
施
設
は
以
下
の
と
お
り
で
あ

る
。

種
別

施
設
名

流
域
下
水
道

千
曲
川
流
域
下
水
道
下

流
処
理
区

公
共
下
水
道

須
坂
市
公
共
下
水
道
下

流
処
理
区
（
千
曲
川
流
域
下
水
道
関
連
）

須
坂
市
特
定
環
境
保
全

公
共
下
水
道
下
流
処
理
区
（
千
曲
川
流
域
下
水
道
関
連
）

河
川

千
曲
川
、
八
木
沢
川
、

松
川

等

2
）
河
川

一
級
河
川
千
曲
川
の
改
修
促
進
な
ど
今
後
と
も
計
画
的
な
改
修
促
進
を
図
る
。

b
．
主
要
な
施
設
の
配
置
の
方
針

ア
．
下
水
道

千
曲
川
流
域
下
水
道
下
流
処
理
区
の
整
備
を
促
進
す
る
。

イ
．
河
川 現
在
の
河
川
流
域
を
基
本
と
し
進
め
ら
れ
て
い
る
治
水
対
策
の
促
進
や
河
川
整
備

計
画

に
基
づ
い
た
整
備
を
進
め
る
。

c
．
主
要
な
施
設
の
整
備
目
標

お
お
む
ね

1
0
年
以
内
に
整
備
す
る
こ
と
を
予
定
す
る
施
設
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

種
別

施
設
名

流
域
下
水
道

千
曲
川
流
域
下
水
道
下
流
処
理
区

公
共
下
水
道

須
坂
市
公
共
下
水
道
下
流
処
理
区
（
千
曲
川
流
域
下
水
道
関
連
）

須
坂
市
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
下
流
処
理
区
（
千
曲
川
流
域
下
水
道
関
連
）

河
川

千
曲
川
、
八
木
沢
川
等
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1
8

須
坂
都
市
計
画
（
須
坂
市
・
小
布
施
町
）

都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
（
案
）

新
旧
対
照
表

現
行

今
回

③
そ
の
他
の
都
市
施
設

a
．
基
本
方
針

年
々
進
む
高
齢
化
や
多
様
化
す
る

生
活
様
式
に
対
応
し
、
健
康
で
文
化
的
な
都
市
生
活
及
び

機
能
的
な
都
市
活
動
を
確
保
す
る
こ

と
を
目
標
と
す
る
。

b
．
主
要
な
施
設
の
配
置
及
び
整
備
の

方
針

ア
．
し
尿
処
理
施
設

し
尿
処

理
施

設
（

須
高

衛
生

セ
ン

タ
ー

須
坂

汚
物

処
理

場
）

に
つ

い
て

、
平

成
２

年
度

末

か
ら
公

共
下

水
道

、
農

業
集

落
排

水
施

設
等

が
整

備
さ

れ
、

処
理

量
が

減
少

し
た

た
め

、
処

理
施
設
を
休
止
し
、
希
釈
し
て
公
共
下
水
道
へ
排
除
す
る
。

イ
．
火
葬
場

火
葬
場
と
し
て
松
川
苑
が
整
備

さ
れ
て
い
る
。

c
．
主
要
な
施
設
の
整
備
目
標

お
お
む
ね

1
0
年
以
内
に
重
点
的
に

整
備
す
べ
き
公
共
施
設
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
特
に
な
し
。

③
そ
の
他
の
都
市
施
設

a
．
基
本
方
針

年
々
進
む
高
齢
化
や
多
様
化
す
る
生
活
様
式
に
対
応
し
、
健
康
で
文
化
的
な
都
市
生
活
及
び

機
能
的
な
都
市
活
動
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

b
．
主
要
な
施
設
の
配
置
及
び
整
備
の
方
針

ア
．
し
尿
処
理
施
設

し
尿
処

理
施

設
（

須
高

衛
生

セ
ン

タ
ー

須
坂

汚
物

処
理

場
）

に
つ

い
て

、
平

成
２

年
度

末

か
ら
公

共
下

水
道

、
農

業
集

落
排

水
施

設
等

が
整

備
さ

れ
、

処
理

量
が

減
少

し
た

た
め

、
処

理
施
設
を
休
止
し
、
希
釈
し
て
公
共
下
水
道
へ
排
除
す
る
。

イ
．
火
葬
場

火
葬
場
と
し
て
松
川
苑
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

c
．
主
要
な
施
設
の
整
備
目
標

お
お
む
ね

1
0
年
以
内
に
重
点
的
に
整
備
す
べ
き
そ
の
他
の
都
市
施
設
は
な
い
。

（
３
）
市
街
地
開
発
事
業
に
関
す
る
主
要

な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

①
主
要
な
市
街
地
開
発
事
業
の
決
定

の
方
針

既
成
市
街
地
に
お
け
る
狭
隘
道
路

や
老
朽
建
物
の
更
新
を
図
る
た
め
、
土
地
区
画
整
理
事
業
を

主
体
と
し
た
市
街
地
整
備
を
図
る
。

現
在
の
市
街
化
区
域
内
農
地
等
の

低
未
利
用
地
に
つ
い
て
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
、
地
区
計

画
の
導
入
を
図
り
、
宅
地
利
用
の
推

進
を
図
る
。

須
坂
市
の
旧
街
道
沿
い
地
区
に
つ

い
て
は
蔵
の
町
並
み
を
整
備
し
、
併
せ
て
道
路
、
公
園
等
公

共
施
設
の
一
体
的
整
備
に
よ
り
、
市
街
地
の
活
性
化
の
促
進
と
伝
統
的
な
建
造
物
群
の
保
存
を
図

る
。

（
３
）
市
街
地
開
発
事
業
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

①
主
要
な
市
街
地
開
発
事
業
の
決
定
の
方
針

既
成
市
街
地
に
お
け
る
狭
隘
道
路
や
老
朽
建
物
の
更
新
を
図
る
た
め
、
土
地
区
画
整
理
事
業
を

主
体
と
し
市
街
地
整
備
を
図
る
。

現
在
の
市
街
化
区
域
内
農
地
等
の
低
未
利
用
地
に
つ
い
て
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
、
地
区
計

画
の
導
入
を
図
り
、
宅
地
利
用
の
推
進
を
図
る
。

な
お
、
須
坂
市
の
蔵
の
町
並
み
や
小
布
施
町
の
風
土
や
歴
史
・
文
化
が
感
じ
ら
れ
る
町
並
み
な

ど
自
然
や
歴
史
文
化
資
源
は
、
市
街
地
開
発
事
業
地
に
含
め
ず
、
保
存
を
図
る
も
の
と
す
る
。

②
市
街
地
整
備
の
目
標

お
お
む
ね

1
0
年
以
内
に
実
施
を
予

定
す
る
市
街
地
開
発
事
業
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

a
．
土
地
区
画
整
理
事
業

種
別

地
区
名

面
積

土
地
区
画
整
理
事
業

須
坂
市

郷
原
土
地
区
画
整
理
事
業

3
.
1
h
a

②
市
街
地
整
備
の
目
標

お
お
む
ね

1
0
年
以
内
に
実
施
を
予
定
す
る
市
街
地
開
発
事
業
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

a
．
土
地
区
画
整
理
事
業

お
お
む
ね

1
0
年
以
内
に
実
施
を
予
定
し
て
い
る
土
地
区
画
整
理
事
業
は
な
い
。

b
．
市
街
地
再
開
発
事
業

お
お
む
ね

1
0
年
以
内
に
実
施
を
予
定
し
て
い
る
市
街
地
再
開
発
事
業
は
な
い
。
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1
9

須
坂
都
市
計
画
（
須
坂
市
・
小
布
施
町
）

都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
（
案
）

新
旧
対
照
表

現
行

今
回

（
４
）
自
然
的
環
境
の
整
備
又
は
保
全
に

関
す
る
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

①
基
本
方
針

a
．
自
然
環
境
の
特
徴
と
現
況
、
整
備

又
は
保
全
の
必
要
性

本
区
域
東
部
は
上
信
越
高
原
国
立

公
園
の
山
麓
に
あ
り
、
志
賀
高
原
、
峰
の
原
高
原
、
破
風
高

原
、
菅
平

高
原
な
ど
上
信
火
山
帯
か
ら
千
曲
川
に
注
ぐ
松
川
、
八
木
沢
川
、
百
々
川
、
鮎
川
等
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
扇
状
地
で
あ
り

、
市
街
地
の
多
く
は
、
こ
れ
ら
の
河
川
の
扇
状
地
上
に
あ
る
。

扇
端
部
と
千
曲
川
氾
濫
源
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
西
部
は
果
樹
園
を
中
心
と
す
る
優
良
農
地
と
農

村
集
落
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
優
れ
た
自
然
環
境
を
有

す
る
河
川
緑
地
や
樹
林
地
等
の
維
持
・
保
全
を
図
る
と
と
も

に
、
優
良
農
地
や
周
辺
の
集
落
地
に
つ
い
て
は
、
田
園
景
観
の
保
全
を
図
る
た
め
の
農
業
活
動
の

振
興
や
集
落
環
境
の
保
全
を
図
り
、

ま
た
、
生
物
多
様
性
に
も
配
慮
し
た
都
市
づ
く
り
を
行
う
。

公
園
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
環
境
資
源
を
活
か
し
た
特
色
あ
る
公
園
の
整
備
を
進
め
、
優
れ
た

緑
地
環
境
を
活
か
し
た
拠
点
整
備
と

拠
点
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
る
。

b
．
緑
地
の
確
保
目
標
水
準

平
成

1
7
年
に
お

け
る

緑
地

量
(
h
a
)

平
成

2
7
年
に
お
け
る
緑

地
確
保
目
標
量
(
h
a
)

都
市
計
画
区
域
に

対
す
る
割
合
(
％
)

須
坂
市

2
,
3
5
7

2
,
5
5
2

6
6
.
8

小
布
施
町

1
,
2
5
7

1
,
2
8
4

7
6
.
6

計
3
,
6
1
4

3
,
8
3
6

6
9
.
8

c
．
都
市
公
園
等
の
施
設
と
し
て
整
備

す
る
緑
地
の
目
標
水
準

年
次

平
成

1
7
年

平
成

2
7
年

都
市
計
画
区
域

人
口

1
人
当
た
り
の

目
標
水
準
（
ｍ

2
/
人
）

1
3
.
8

約
1
7

（
４
）
自
然
的
環
境
の
整
備
又
は
保
全
に
関
す
る
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

①
基
本
方
針

a
．
自
然
環
境
の
特
徴
と
現
況
、
整
備
又
は
保
全
の
必
要
性

本
区
域
東
部
は
上
信
越
高
原
国
立
公
園
の
山
麓
に
あ
り
、
志
賀
高
原
、
峰
の
原
高
原
、
破
風
高

原
、
菅
平
高
原
な
ど
上
信
火
山
帯
か
ら
千
曲
川
に
注
ぐ
松
川
、
八
木
沢
川
、
百
々
川
、
鮎
川
等
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
扇
状
地
で
あ
り
、
市
街
地
の
多
く
は
、
こ
れ
ら
の
河
川
の
扇
状
地
上
に
あ
る
。

扇
端
部
と
千
曲
川
氾
濫
源
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
西
部
は
果
樹
園
を
中
心
と
す
る
優
良
農
地
と
農

村
集
落
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
優
れ
た
自
然
環
境
を
有
す
る
河
川
緑
地
や
樹
林
地
等
の
維
持
・
保
全
を
図
る
と
と
も

に
、
優
良
農
地
や
周
辺
の
集
落
地
に
つ
い
て
は
、
田
園
景
観
の
保
全
を
図
る
た
め
の
農
業
活
動
の

振
興
や
集
落
環
境
の
保
全
を
図
り
、
ま
た
、
生
物
多
様
性
に
も
配
慮
し
た
都
市
づ
く
り
を
行
う
。

公
園
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
環
境
資
源
を
活
か
し
た
特
色
あ
る
公
園
の
整
備
を
進
め
、
優
れ
た

緑
地
環
境
を
活
か
し
た
拠
点
整
備
と
拠
点
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
る
。

ま
た
、
主
要
な
緑
地
は
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
多
様
な
機
能
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
都
市

計
画
に
お
い
て
保
全
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
風
致
地
区
、
緑
地
保
全
地
域
、
緑
化
地
域
、

生
産
緑
地
等
の
都
市
計
画
の
活
用
の
検
討
を
行
う
。

b
．
緑
地
の
確
保
目
標
水
準

平
成

2
7
年
に
お
け
る

緑
地

量
(
h
a
)

令
和
７
年
に
お
け
る
緑

地
確
保
目
標
量
(
h
a
)

都
市
計
画
区
域
に

対
す
る
割
合
(
％
)

須
坂
市

2
,
3
1
2

2
,
3
1
2

6
0
.
6

小
布
施
町

1
,
2
2
4

1
,
2
2
4

7
3
.
0

計
3
,
5
3
6

3
,
5
3
6

6
4
.
3

c
．
都
市
公
園
等
の
施
設
と
し
て
整
備
す
る
緑
地
の
目
標
水
準

年
次

平
成

2
7
年

令
和
７
年

都
市
計
画
区
域

人
口

1
人
当
た
り
の

目
標
水
準
（
ｍ

2
/
人
）

1
2
.
4

1
3
.
3
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2
0

須
坂
都
市
計
画
（
須
坂
市
・
小
布
施
町
）

都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
（
案
）

新
旧
対
照
表

現
行

今
回

②
主
要
な
緑
地
の
配
置
の
方
針

本
区
域
に
お
い
て
は
、
現
況
の
豊
か
な
緑
と
水
の
保
全
を
図
り
、
併
せ
て
歴
史
、
文
化
性
を
織

り
込
ん
だ
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
以
下
の
配
置
方
針
に
よ
り
緑
と
オ
ー
プ

ン
ス
ペ
ー
ス
の
整
備
・
保
全
を
行
う

。

a
．
環
境
保
全
系
統

千
曲
川
は
、
小
布
施
町
地
籍
に
お
い
て
一
部
リ
バ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
と
し
て
整
備
さ
れ
て
お

り
、
水
に
親
し
め
る
緑
の
空
間
と
し
て
保
全
し
、
松
川
、
八
木
沢
川
、
百
々
川
、
鮎
川
は
緑
地

と
し
て
保
全
を
図
る
。

鎌
田
山
一
帯
、
雁
田
山
の
一
部
は

、
良
好
な
樹
林
地
と
し
て
保
全
を
図
る
。

寺
社
、
学
校
、
そ
の
他
永
続
性
を
有
す
る
緑
地
、
農
業
試
験
場
な
ど
の
公
的
農
地
は
環
境
保

全
を
図
る
。

遺
跡
、
天
然
記
念
物
等
と
一
体
と

な
っ
た
樹
林
地
に
つ
い
て
は
、
そ
の
保
全
を
図
る
。

そ
の
他
の
樹
林
地
及
び
果
樹
園
は

、
緑
地
と
し
て
保
全
を
図
る
。

b
．
レ
ク
リ
エ
－
シ
ョ
ン
系
統

市
街
化
区
域
を
中
心
と
し
て
、
住

区
単
位
毎
に
近
隣
公
園
、
街
区
公
園
等
の
整
備
を
計
画
的

に
図
る
。

既
設
の
総
合
公
園
で
あ
る
臥
竜
公
園
と
小
布
施
総
合
公
園
の
地
域
住
民
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
施
設
と
し
て
の
充
実
と
、
須
坂
市

北
部
に
お
け
る
公
園
の
整
備
促
進
を
図
る
。

c
．
防
災
系
統

地
震
、
火
災
時
の
避
難
地
と
し
て
、
都
市
公
園
、
都
市
緑
地
及
び
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
利
用

す
る
。

中
心
市
街
地
は
、
市
街
地
再
開
発

事
業
等
に
よ
っ
て
避
難
路
、
広
場
を
確
保
す
る
。

工
業
系
用
途
地
域
は
、
施
設
緑
化

を
行
い
周
辺
地
域
の
住
環
境
に
配
慮
す
る
。

d
．
景
観
構
成
系
統

鎌
田
山
、
坂
田
山
は
、
市
街
地
か

ら
望
む
こ
と
の
で
き
る
自
然
景
観
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ら
の
保
全
を
図
る
。

市
街
地
に
散
在
す
る
寺
社
林
等
の

郷
土
景
観
を
構
成
す
る
樹
林
群
の
保
全
を
図
る
。

市
街
地
の
幹
線
道
路
及
び
公
園
等

の
施
設
は
、
緑
化
に
努
め
都
市
景
観
の
向
上
を
図
る
。

千
曲
川
な
ど
の
水
辺
景
観
を
保
全

す
る
と
と
も
に
、
緑
地
や
親
水
公
園
の
整
備
を
図
る
。

②
主
要
な
緑
地
の
配
置
の
方
針

本
区
域
に
お
い
て
は
、
現
況
の
豊
か
な
緑
と
水
の
保
全
を
図
り
、
併
せ
て
歴
史
、
文
化
性
を
織

り
込
ん
だ
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
以
下
の
配
置
方
針
に
よ
り
緑
と
オ
ー
プ

ン
ス
ペ
ー
ス
の
整
備
・
保
全
を
行
う
と
と
と
も
に
公
園
、
緑
地
、
都
市
農
地
な
ど
ま
ち
に
存
在
す

る
様
々
な
緑
を
柔
軟
に
活
用
し
都
市
空
間
へ
の
ゆ
と
り
を
創
出
す
る
。

a
．
環
境
保
全
系
統

千
曲
川
は
、
小
布
施
町
地
籍
に
お
い
て
一
部
リ
バ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
と
し
て
整
備
さ
れ
て
お

り
、
水
に
親
し
め
る
緑
の
空
間
と
し
て
保
全
し
、
松
川
、
八
木
沢
川
、
百
々
川
、
鮎
川
は
緑
地

と
し
て
保
全
を
図
る
。

鎌
田
山
一
帯
、
雁
田
山
の
一
部
は
、
良
好
な
樹
林
地
と
し
て
保
全
を
図
る
。

寺
社
、
学
校
、
そ
の
他
永
続
性
を
有
す
る
緑
地
、
農
業
試
験
場
な
ど
の
公
的
農
地
は
環
境
保

全
を
図
る
。

遺
跡
、
天
然
記
念
物
等
と
一
体
と
な
っ
た
樹
林
地
に
つ
い
て
は
、
そ
の
保
全
を
図
る
。

そ
の
他
の
樹
林
地
及
び
果
樹
園
は
、
緑
地
と
し
て
保
全
を
図
る
。

b
．
レ
ク
リ
エ
－
シ
ョ
ン
系
統

市
街
化
区
域
を
中
心
と
し
て
、
住
区
単
位
毎
に
近
隣
公
園
、
街
区
公
園
等
の
整
備
を
計
画
的

に
図
る
。

既
設
の
総
合
公
園
で
あ
る
臥
竜
公
園
と
小
布
施
総
合
公
園
は
、
地
域
住
民
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
施
設
と
し
て
の
充
実
を
図
る
。

c
．
防
災
系
統

地
震
、
火
災
時
の
避
難
地
と
し
て
、
都
市
公
園
、
都
市
緑
地
及
び
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
利
用

す
る
。

中
心
市
街
地
は
、
市
街
地
再
開
発
事
業
等
に
よ
っ
て
避
難
路
、
広
場
を
確
保
す
る
。

工
業
系
用
途
地
域
は
、
施
設
緑
化
を
行
い
周
辺
地
域
の
住
環
境
に
配
慮
す
る
。

d
．
景
観
構
成
系
統

鎌
田
山
、
坂
田
山
は
、
市
街
地
か
ら
望
む
こ
と
の
で
き
る
自
然
景
観
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ら
の
保
全
を
図
る
。

市
街
地
に
散
在
す
る
寺
社
林
等
の
郷
土
景
観
を
構
成
す
る
樹
林
群
の
保
全
を
図
る
。

市
街
地
の
幹
線
道
路
及
び
公
園
等
の
施
設
は
、
緑
化
に
努
め
都
市
景
観
の
向
上
を
図
る
。

千
曲
川
な
ど
の
水
辺
景
観
を
保
全
す
る
と
と
も
に
、
緑
地
や
親
水
公
園
の
整
備
を
図
る
。
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2
1

須
坂
都
市
計
画
（
須
坂
市
・
小
布
施
町
）

都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
（
案
）

新
旧
対
照
表

現
行

今
回

③
実
現
の
た
め
の
具
体
の
都
市
計
画

制
度
の
方
針

a
．
公
園
緑
地
等
の
整
備
目
標
及
び
配

置
方
針

都
市
公
園
等
施
設
と
し
て
整
備
す

べ
き
緑
地
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
示
す
配
置
方
針
に
基
づ

き
平
成

2
7
年
に
お
い
て
約

1
7
ｍ

2
/
人
と
な
る
よ
う
以
下
の
と
お
り
効
率
的
に
整
備
を
図
る
。

公
園
緑
地

等
の
種
類

配
置

方
針

整
備
目
標
（
h
a
）

平
成

2
7
年

街
区
公
園

各
住
区
に
４
か
所
設
置
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

6
.
6

近
隣
公
園

各
住
区
に
１
か
所
設
置
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

3
.
0

総
合
公
園

臥
竜
公
園
の
整
備
を
段
階
的
に
進
め
る
。

5
5
.
5

そ
の
他
の

公
園
緑
地
等

新
た
に
松
川
緑
地
の
整
備
を
図
る
。

2
5
.
6

b
．
緑
地
保
全
地
区
等
の
指
定
目
標
及

び
指
定
方
針

当
面
は
、
新
規
指
定
は
行
わ
ず
、
こ
れ
ま
で
の
規
制
等
に
よ
る
効
果
や
課
題
を
検
証
し
つ
つ
、

良
好
な
環
境
の
保
全
に
努
め
、
必
要

に
応
じ
て
地
区
の
指
定
を
行
う
。

③
実
現
の
た
め
の
具
体
の
都
市
計
画
制
度
の
方
針

a
．
公
園
緑
地
等
の
整
備
目
標
及
び
配
置
方
針

都
市
公
園
等
施
設
と
し
て
整
備
す
べ
き
緑
地
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
示
す
配
置
方
針
に
基
づ

き
令
和
７
年
に
お
い
て
約

1
5
.
8
ｍ

2
/
人
と
な
る
よ
う
以
下
の
と
お
り
効
率
的
に
整
備
を
図
る
。

公
園
緑
地

等
の
種
類

配
置

方
針

整
備
目
標
（
h
a
）

令
和

7
年

街
区
公
園

各
住
区
に
４
か
所
設
置
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

6
.
6

近
隣
公
園

各
住
区
に
１
か
所
設
置
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

3
.
0

総
合
公
園

臥
竜
公
園
の
整
備
を
段
階
的
に
進
め
る
。

5
5
.
5

そ
の
他
の

公
園
緑
地
等

新
た
に
松
川
緑
地
の
整
備
を
図
る
。

2
5
.
6

b
．
緑
地
保
全
地
区
等
の
指
定
目
標
及
び
指
定
方
針

当
面
は
、
新
規
指
定
は
行
わ
ず
、
こ
れ
ま
で
の
規
制
等
に
よ
る
効
果
や
課
題
を
検
証
し
つ
つ
、

良
好
な
環
境
の
保
全
に
努
め
、
必
要
に
応
じ
て
地
区
の
指
定
を
行
う
。

④
主
要
な
緑
地
の
確
保
目
標

お
お
む
ね

1
0
年
以
内
に
整
備
す
る

こ
と
を
予
定
す
る
主
要
な
公
園
等
の
公
共
空
地
は
以
下
の

と
お
り
で
あ
る
。

種
別

名
称

総
合
公
園

臥
竜
公
園

④
主
要
な
緑
地
の
確
保
目
標

お
お
む
ね

1
0
年
以
内
に
整
備
す
る
こ
と
を
予
定
す
る
主
要
な
公
園
等
の
公
共
空
地
は
な
い
。
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2
2

須
坂
都
市
計
画
（
須
坂
市
・
小
布
施
町
）

都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
（
案
）

新
旧
対
照
表

現
行

今
回

◆
都
市
施
設
等
配
置
図
（
須
坂
都
市
計
画
区
域
）
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松本都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（通称︓松本都市計画区域マスタープラン）について 【20年後の都市を⾒据えて】

都市計画区域の範囲と⽬標年次等
【都市計画区域の範囲】

都市計画区域の名称 ︓松本都市計画区域（約30,191ha）

対象市町村と範囲 ︓松本市の一部

【⽬標年次】

都市計画の基本的な方向 ︓令和17年

市街化区域の規模や都市施設等の整備目標 ︓令和7年

都市づくりの基本理念

地方中核都市としての役割

地域の中核的な都市としての役割を果たし、松本広域圏の持続可能な発展を図るため

には、都市計画の基本理念である農林漁業との健全な調和を図りつつ、合理的な⼟地利⽤

計画を策定し、自然環境の保全に配意しつつ秩序ある整備を着実に実施することが必要で

ある。

豊かな自然・美しい田園の調和した都市づくり
まちなかの身近な河川や湧水及び緑地等の有する環境保全、レクリエーション、防災、景観

形成などのグリーンインフラとしての機能が効率的かつ有機的に発揮される都市づくりを

目指す。

基本理念

１.安全で安心してゆとりを持って暮らせる都市づくり

２.美しい環境を未来へつなぐ都市づくり

３.熱気と活気にあふれ輝く都市づくり

本区域における都市づくりの基本理念を、上記とし、将来都市像
の「ゆとりと活気にあふれる、自然共生都市」を目指す。

【地域拠点】

南松本駅周辺地区、平田駅周辺地区、村井駅周辺地区、島内駅周辺地区、波田駅周辺地区、

寿台・松原周辺地区、信州大学周辺地区は、各地域の拠点として、交通結節機能の整備と併せて

地域住⺠の⽇常⽣活やコミュニティ活動に必要な商業・医療・福祉などの⽣活サービス機能の⽴地

誘導を図る。

【一般国道19号、143号及び158号の沿道】

一般国道19号、松本駅⻄側から⻑野⾃動⾞道松本インターに⾄る一般国道143号及び

158号沿線は、業務施設、物流施設、⼯業施設及び住宅からなる複合的・多機能な土地

利⽤の誘導を図る。

地域ごとの市街地像
【中心拠点】
松本城〜あがたの森〜松本駅に囲まれる中⼼拠点地区は中心拠点として商業・業務施設が

集中しており、松本広域圏の中心拠点として、交通拠点機能を活かした居住機能や⾏政、

福祉などのサービス機能の導入等により、市⺠・観光客に魅⼒ある⾼度な商業地を形成

する。また、山岳景観と国宝松本城などの伝統的な街なみ景観を生かしながら、⾃動⾞

利⽤を抑制し、安全・安⼼・快適な⼈にやさしい歩⾏者環境の実現を⽬指すまちづくり

を進める。

主要な都市計画の決定の方針等
【⼟地利⽤に関する主要な都市計画の決定の⽅針】

商業地

広域中心商業地

松本城〜あがたの森〜松本駅に囲まれる中⼼拠点地区を広域中心商業地として位置付ける。-83-



地区中心商業地

ＪＲ南松本駅周辺地区、平田駅周辺地区、村井駅周辺地区、島内駅周辺地区、波田駅周辺地区、

寿台・松原周辺地区、信州大学周辺地区を地区中心商業地として位置付ける。

【市街地の⼟地利⽤の⽅針】

用途の複合化

商業・業務地の中心拠点の外延部については、⼟地利⽤の複合化を図り都市型の業務・住宅を形成す

る。また、一般国道19号沿道及び松本駅⻄側から⻑野⾃動⾞道松本ＩＣに⾄る市街地を⼯業と都市

型の住宅や商業・サービス施設が複合した多機能な⼟地利⽤に誘導する。

【交通施設の都市計画の決定の方針】
道路
◆ ストリートデザイン等の取り組みにより、居⼼地が良く歩きたくなるまちなかをつくる。
また、ユニバーサルデザイン化を推進する。

駐輪場
鉄道駅周辺の駐輪場の整備を促進するとともにシェアサイクル等の普及を促進する。

交通管理
交通混雑の緩和方策としてパークアンドライド事業（交通需要マネジメント）を充実
するとともに、商業・業務地の中⼼拠点周辺においてフリンジ駐⾞場の配置を検討する。

・ストリートデザインの取組、シェアサイクル、フリンジ駐車場等を活用した車に頼らないまちなかの形成
・グリーンインフラやまちなかの河川空間を活用した自然と共生した都市づくり

【河川整備の方針】

河川の安全確保・景観形成

梓川や奈良井川をはじめとする河川の改修事業を促進し、市街地の安全及び親⽔機能確保と良好な

景観形成のため整備を図る。特に近年の都市化の進展による流域の持つ保⽔遊⽔機能の減少等を

考慮して、河川整備と流域対策を図る。また、中心市街地に位置する河川では、河川空間とまち空間が

融合した良好な空間の形成を図る。

都市公園等の施設として整備する緑地の目標水準

「量」から「質」へと発想を転換し、緑の「量」のみに重点を置くのではなく、⼼地良さや美しさといった「質」の

向上を重視する。
安全快適な都市づくり

令和元年度に実施した災害危険度判定の調査結果を基に松本市防災都市づくり計画を改定するとと

もに、防災指針や復興事前準備の考え⽅を検討し、より安全快適な都市づくりを目指した取り組みを推

進する。

風景の維持・保全

地域色や郷土色が感じられる地域づくりを目指し、松本市景観計画による良好な

街なみ形成の配慮や眺望点としての位置づけ、歴史や文化を残す風景の維持・保全

に努める。

【市街化調整区域の⼟地利⽤の方針】

計画的な都市利用の推進

都市整備、⾃然環境保全に関する各種法令の適正な運⽤を図ることにより、

秩序ある⼟地利⽤を図る。集落のコミュニティの維持・活性化を図るため、

地域の実情に応じた地区計画の決定や、各種開発許可制度の活⽤を図る。

隣接する塩尻都市計画区域とは、現況及び今後の⾒通しを踏まえ、

広域的課題の調整や⼟地利⽤が図られるよう適切な検討を⾏う。

松本MP
の特徴 -84-
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あ
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岸
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あ
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と
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図
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化
へ

の
対

応
 

ま
た

、
国

際
化

の
進

展
、
少

子
・
高

齢
化

社
会

の
到

来
、
価

値
観

や
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

の
多

様
化

、
生

活
交

流
圏
の
拡
大
及
び
地
球
規
模
で
の
環
境
保
全
の
必
要
性
の
増
大
等
、
近
年
の
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
よ
り

高
度
で
多
様
な
役
割
を
担
う
こ
と
が
、
よ
り
一
層
強
く
求
め
ら
れ
る
。
 

   

松
本

都
市

計
画

都
市

計
画

区
域

の
整

備
、

開
発

及
び

保
全

の
方

針
の

変
更

 

都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

 

 

１
．

都
市

計
画

の
目

標
 

本
計
画
は
、
都
市
づ
く
り
に
対
す
る
合
意
形
成
の
促
進
を
図
る
た
め
、
松
本
都
市
計
画
区
域
を
対
象
と
し
て
、
県

が
広

域
的

見
地

か
ら

、
関

係
市

町
村

や
住

民
の

意
向

を
反

映
し

な
が

ら
、

都
市

計
画

の
目

標
と

そ
の

実
現

に
向

け

た
基
本
的
な
方
針
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

 

 

(
1
)
 都

市
計

画
区

域
の

範
囲

と
目

標
年

次
 

①
 都

市
計

画
区

域
の

範
囲

 

 
 
 
 
 
 
都
市
計
画
区
域
の
名
称
 
：
 
松
本
都
市
計
画
区
域

 

 
 
 
 
 
 
対

象
市

町
村
 
：
 
松
本
市

 

 
 
 
 
 
 
範

囲
 
：
 
松
本
市
の
一
部

 

 

②
 目

標
年

次
 

都
市
計
画
の
基
本
的
な
方
向
 
：
 
令
和
1
7年

 

市
街
化
区
域
の
規
模
や
都
市
施
設
な
ど
の
整
備
目
標
 
：
 
令
和
７
年
 

 

(
2
)
 都

市
づ

く
り

の
基

本
理

念
 

松
本

圏
域

の
中

心
都

市
 

本
区

域
は

長
野

県
の

ほ
ぼ

中
央

に
位

置
し

、
中

信
地

域
の

中
枢

で
あ

る
と

と
も

に
中

部
日

本
に

お
け

る
太

平

洋
ベ

ル
ト

地
帯

と
日

本
海

沿
岸

地
帯

の
中

間
に

位
置

す
る

内
陸

の
拠

点
都

市
で

あ
る

。
ま

た
、
松

本
圏

域
（

本

区
域

を
含

む
松

本
市

を
中

心
と

し
た

3
市

5
村

）
の

中
心

都
市

で
あ

る
。
 

 地
方

中
核

都
市

と
し

て
の
役

割
 

地
方
都
市
の
人
口
減
少
へ
の
対
応
が
今
日
的
課
題
と
し
て
大
き
く
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
中
で
、
地
域
の
中

核
的

な
都

市
と

し
て

の
役

割
を

果
た

し
、
松

本
広

域
圏

の
持

続
可

能
な

発
展
を

図
る

た
め

に
は

、
都

市
計

画
の

基
本
理
念
で
あ
る
農
林
漁
業
と
の
健
全
な
調
和
を
図
り
つ
つ
、
合
理
的
な
土
地
利
用
計
画
を
策
定
し
、
自
然
環

境
の
保
全
に
配
意
し
つ
つ
秩
序
あ
る
整
備
を
着
実
に
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 

   社
会

情
勢

の
変

化
へ

の
対

応
 

国
際

化
の

進
展

、
少

子
・
高

齢
化

社
会

の
到

来
、
価

値
観

や
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

の
多

様
化

、
生

活
交

流
圏

の

拡
大

及
び

地
球

規
模

で
の

環
境

保
全

の
必

要
性

の
増

大
等

、
近

年
の

社
会

情
勢

の
変

化
に

伴
い

、
よ

り
高

度
で

多
様

な
役

割
を

担
う

こ
と

が
、

よ
り

一
層

強
く

求
め

ら
れ

る
。
 

ま
た

、
Ｉ

Ｃ
Ｔ

技
術

や
サ

ー
ビ

ス
の

急
速

な
進

化
が

も
た

ら
す

社
会

情
勢

や
様

々
な

ニ
ー

ズ
、
リ

ス
ク

、
変

化
に
対
応
で
き
る
柔
軟
性
を
備
え
た
都
市
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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平
成
○
年
○
月
○
日
作
成

 
（
旧
）
第
６
回
区
域
区
分
見
直
し
 
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
 

（
新
）
第
７
回
区
域
区
分
見
直
し
 
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
 

 

4
 

 

 

安
全

・
快

適
な

都
市

づ
く
り

 

車
社
会
の
進
展
に
よ
り
自
家
用
車
利
用
が
生
活
の
基
本
と
な
っ
て
い
る
一
方
、
超
高
齢
社
会
を
迎
え
、
車
の

運
転
が
困
難
な
人
口
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
。
 

こ
の
た
め
、
豊
か
な
自
然
環
境
な
ど
の
恩
恵
を
享
受
し
な
が
ら
、
す
べ
て
の
人
が
安
全
、
快
適
で
健
や
か
な

生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
、
災
害
に
強
く
、
徒
歩

、
自
転
車
利
用
の
環

境
整

備
や

公
共

交
通

機
関

等
の

利
便

性
を

高
め

る
な

ど
集

約
型

都
市

構
造

を
実

現
し

、
人

に
視

点
を

置
い

た

持
続
可
能
な
低
炭
素
都
市
づ
く
り
を
目
指
す
。
 

      

豊
か

な
自

然
・

美
し

い
田
園

の
調

和
し
た

都
市

づ
く
り

 

緑
豊

か
な

山
地
・
丘

陵
地

や
松

本
平

に
広

が
る

田
園

地
帯

な
ど

の
自

然
環

境
の

保
全
及

び
計

画
的

な
土

地
利

用
に

努
め

る
。
 

ま
た

、
歴

史
的
・
伝

統
的
な

建
造

物
や

ま
ち

な
み

、
北

ア
ル

プ
ス

の
眺

望
景

観
、
美

ヶ
原

高
原
な

ど
の

自
然

景
勝

地
は

、
地

域
の

財
産

で
あ

り
、

こ
れ

ら
の

保
全

・
活

用
に

努
め

、
美

し
い

景
観

形
成

を
図

る
。
 
 

さ
ら

に
、
ま

ち
な

か
の

身
近

な
河

川
や

湧
水

及
び

緑
地

の
多

様
な

効
能

に
着

目
し

、
潤

い
と

や
す

ら
ぎ

の
特

色
あ

る
都

市
環

境
の

構
築

を
図

る
。
 

  

住
民

参
加

に
よ

る
個

性
あ

る
ま

ち
づ

く
り

 

住
民
に
と
っ
て
利
便
性
が
高
く
、
活
力
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
施
す
る
た
め
に
、
住
民
等
が

主
体
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
し
、
住
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
事
業
者
及
び
行
政
の
協
働
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。
  

   

       

本
区
域
に

お
け
る
都
市

づ
く
り
の
基

本
理
念
を
、

上
記
と
し
、

将
来
都
市
像

の
「

ゆ
と

り
と

活
気
に

あ

ふ
れ

る
、

自
然

共
生

都
市

」
を
目
指
す
。

 

 

安
全

・
快

適
な

都
市

づ
く
り

 

車
社

会
の

進
展

に
よ

り
自

家
用

車
利

用
が

生
活

の
基

本
と

な
っ

て
い

る
一
方

、
超
高

齢
社

会
を

迎
え

、
車

の
運

転
が

困
難

な
人

口
の

増
加

が
予

想
さ

れ
る

。
 

こ
の

た
め

、
豊

か
な

自
然

環
境

な
ど

の
恩

恵
を

享
受

し
な

が
ら

、
す

べ
て

の
人

が
安

全
、
快

適
で

健
や

か
な

生
活

を
営

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

温
室

効
果

ガ
ス

の
排

出
削

減
、

災
害

に
強

く
、

徒
歩

、
自

転
車

利
用

の
環

境
整

備

や
公

共
交

通
機

関
等

の
利

便
性

を
高

め
る

な
ど
の

集
約

型
都

市
構

造
を

実
現

し
、

人
に

視
点

を
置

い
た

持
続

可
能

な
低
炭
素
都
市
づ
く
り
を
目
指
す
。
 

ま
た
、
市
街
地
に
お
い
て
狭
隘
道
路
や
老
朽
建
物
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
近
年
の
集
中
的
、
局
所
的
な
降
雨
・

降
雪

や
地

震
な

ど
の

自
然

災
害

に
対

応
で

き
る

、
災

害
に

強
い

安
全

で
快

適
な

都
市

の
実

現
を

目
指

す
。

 

安
全

で
快

適
な

都
市

と
す

る
た

め
、
土

地
利

用
方

策
と

連
動

し
た

防
災
・
減

災
対

策
が

検
討

又
は

実
施

さ
れ

て
い

な
い
区
域
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
市
街
化
区
域
編
入
は
行
わ
な
い
。

 

 

 

豊
か

な
自

然
・

美
し

い
田
園

の
調

和
し
た

都
市

づ
く
り

 

緑
豊
か
な
山
地
・
丘
陵
地
や
松
本
平
に
広
が
る
田
園
地
帯
な
ど
の
自
然
環
境
の
保
全
及
び
計
画
的
な
土
地
利

用
に
努
め
る
。
 

ま
た
、
歴
史
的
・
伝
統
的
な
建
造
物
や
ま
ち
な
み
、
北
ア
ル
プ
ス
の
眺
望
景
観
、
美
ヶ
原
高
原
な
ど
の
自
然

景
勝
地
は
、
地
域
の
財
産
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
保
全
・
活
用
に
努
め
、
美
し
い
景
観
形
成
を
図
る
。
 
 

さ
ら
に
、
ま
ち
な
か
の
身
近
な
河
川
や
湧
水
及
び
緑
地
等
の
有
す
る
環
境
保
全
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
防

災
、
景

観
形

成
な

ど
の

グ
リ

ー
ン

イ
ン

フ
ラ

と
し

て
の

機
能

が
効

率
的

か
つ

有
機

的
に

発
揮

さ
れ

る
都

市
づ

く

り
を
目
指
す
。
 

 

住
民

参
加

に
よ

る
個

性
あ
る

ま
ち

づ
く
り

 

住
民
に
と
っ
て
利
便
性
が
高
く
、
活
力
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
施
す
る
た
め
に
、
住
民
等
が

主
体
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
し
、
住
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
事
業
者
及
び
行
政
の
協
働
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。
  

   

       

本
区

域
に

お
け

る
都

市
づ

く
り

の
基

本
理

念
を

、
上

記
と

し
、

将
来

都
市

像
の
「

ゆ
と

り
と

活
気

に
あ

ふ
れ

る
、

自
然

共
生

都
市

」
を
目
指
す
。
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基
本

理
念

 

１
.安

全
で

安
心

し
て

ゆ
と

り
を

持
っ

て
暮

ら
せ

る
都

市
づ

く
り

 

２
.美

し
い

環
境

を
未

来
へ

つ
な

ぐ
都

市
づ

く
り

 

３
.熱

気
と

活
気

に
あ

ふ
れ

輝
く

都
市

づ
く

り
 

基
本

理
念

 

１
.安

全
で

安
心

し
て

ゆ
と

り
を

持
っ

て
暮

ら
せ

る
都

市
づ

く
り

 

２
.美

し
い

環
境

を
未

来
へ

つ
な

ぐ
都

市
づ

く
り

 

３
.熱

気
と

活
気

に
あ

ふ
れ

輝
く

都
市

づ
く

り
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平
成
○
年
○
月
○
日
作
成

 
（
旧
）
第
６
回
区
域
区
分
見
直
し
 
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
 

（
新
）
第
７
回
区
域
区
分
見
直
し
 
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
 

 

5
 

 

 

(
3
)
 地

域
ご

と
の

市
街

地
像

 

本
区

域
は

、
次

の
３

つ
の

地
域

に
分

け
た

市
街

地
像

の
形

成
に
向

け
た
ま

ち
づ

く
り

を
進

め
る

。
 

ま
た

、
自

然
環

境
の

保
全

や
農

林
業

の
振

興
等

に
配

慮
す

る
と

と
も

に
、
市

街
地

に
お

い
て

は
、
既

存
の

都

市
基

盤
施

設
を

活
用

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
コ

ン
パ

ク
ト

な
都

市
の

実
現

を
目

指
す

。
 

①
 市

街
地

地
域

 

a.
 商

業
・
業

務
地

 

交
通

拠
点

機
能

を
活

か
し
た

中
心

拠
点
に

お
け

る
高
度

な
商

業
・
業

務
環

境
の
形

成
 

Ｊ
Ｒ
松
本
駅
周
辺
地
区
、
中
央
西
地
区
及
び
中
央
・
大
手
・
深
志
地
区
は
中
心
拠
点
と
し

て
商
業
・

業
務

施
設

が
集

中
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、
今

後
と

も
交

通
拠

点
機

能
を

活
か

し
た
中

心
拠

点
と

し
て
居

住
機

能
や

行
政
、
福
祉
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
導
入
等
に
よ
り
高
度
な
商
業
・
業
務
環
境
を
形
成
す
る
。
 

   

地
区

中
心

的
な

商
業

地
 

Ｊ
Ｒ
北
松
本
駅
・
南
松
本
駅
・
平
田
駅
・
村
井
駅
・
波
田
駅
周
辺
地
区
な
ど
の
既
存
地
区

の
商
業
地

は
、

各
地

域
の

拠
点

と
し

て
、
地

域
住

民
の

日
常

生
活

や
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
活

動
に

必
要

な
商

業
・
サ

ー
ビ

ス
施

設
、

福
祉

施
設

な
ど

の
立

地
誘

導
を

図
る

。
 

  

沿
道

型
の

商
業

地
 

一
般

国
道

19
号

、
松

本
駅

西
側

か
ら

長
野

自
動

車
道

松
本

イ
ン

タ
ー

に
至

る
一

般
国

道
1
58

号
沿

線
は

、

商
業

・
業

務
・

サ
ー

ビ
ス

施
設

の
適

切
な

立
地
誘

導
を

図
る

。
 

  

b.
 工

業
地

 

既
存

工
業

地
の

活
用

と
周

辺
環

境
に

配
慮

し
た

工
業

地
 

現
況

に
お

い
て

工
業

集
積

が
見

ら
れ

る
筑

摩
・
石

芝
地

区
に

お
い

て
は

、
周

辺
市

街
地

と
の

調
和

を
図

り
、

良
好
な
生
産
環
境
の
形
成
に
努
め
る
。
 

計
画

的
に

開
発

さ
れ

た
西

南
工

場
団

地
、

大
久

保
工

場
公

園
団

地
、

松
本

臨
空

工
業

団
地

、
新

松
本

臨
空

産
業

団
地
及

び
新

松
本

工
業

団
地

は
、
操

業
環

境
の

整
備

・
改

善
を

図
る
。

 

ま
た
、
工
業
施
設
と
住
宅
地
等
の
混
在
が
目
立
つ
地
区
は
、
土
地
利
用
の
純
化
を
図
り
、

良
好
な
操

業
環

境
の
確
保
を
図
る
。
 

さ
ら
に
本
区
域
の
道

路
交
通
網
の
骨
格
を
な
す
主
要
地
方
道
松
本
環
状
高
家
線
沿
線

は
、

都
市
交
通

網
の

整
備

に
よ

る
利

便
性

を
活

用
し

、
周

辺
の

農
業

的
土

地
利

用
と

調
整

を
図

り
な

が
ら

、
複

合
的

な
産

業
基

盤

の
形
成
を
図
る
。
 

   

 

(
3
)
 地

域
ご
と

の
市
街

地
像

 

本
区

域
は

、
次

の
３

つ
の

地
域

に
分

け
た

市
街

地
像

の
形

成
に
向

け
た
ま

ち
づ

く
り

を
進

め
る

。
 

ま
た

、
自

然
環

境
の

保
全

や
農

林
業

の
振

興
等

に
配

慮
す

る
と

と
も

に
、
市

街
地

に
お

い
て

は
、
既

存
の

都

市
基

盤
施

設
を

活
用

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
コ

ン
パ

ク
ト

な
都

市
の

実
現

を
目

指
す

。
 

①
 市

街
地

地
域

 

a.
 商

業
・
業

務
地

 

中
心

拠
点

 

松
本

城
～

あ
が

た
の

森
～

松
本

駅
に

囲
ま

れ
る

中
心

拠
点

地
区

は
中

心
拠

点
と

し
て

商
業

・
業

務
施

設
が

集
中

し
て
お

り
、
松

本
広

域
圏

の
中

心
拠

点
と

し
て

、
交

通
拠

点
機

能
を

活
か

し
た

居
住

機
能

や
行

政
、
福

祉
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
導
入
等
に
よ
り
、
市
民
・
観
光
客
に
魅
力
あ
る
高
度
な
商
業
地
を
形
成
す
る
。

ま
た

、
山

岳
景

観
と

国
宝

松
本

城
な

ど
の

伝
統

的
な

街
な

み
景

観
を

生
か

し
な

が
ら

、
自

動
車

利
用

を
抑

制

し
、

安
全

・
安

心
・

快
適

な
人

に
や

さ
し

い
歩

行
者

環
境

の
実

現
を

目
指

す
ま

ち
づ

く
り

を
進

め
る

。
 

 

地
域

拠
点

 

南
松

本
駅
周

辺
地

区
、
平

田
駅
周

辺
地

区
、
村

井
駅
周

辺
地

区
、
島

内
駅

周
辺

地
区
、
波

田
駅

周
辺

地
区
、

寿
台
・
松
原
周
辺
地
区
、
信
州
大
学
周
辺
地
区
は
、
各
地
域
の
拠
点
と
し
て
、
交
通
結
節
機
能
の
整
備
と
併

せ
て
地

域
住

民
の

日
常

生
活

や
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
活

動
に

必
要

な
商

業
・
医

療
・
福

祉
な

ど
の

生
活

サ
ー

ビ
ス

機
能
の
立
地
誘
導
を
図
る
。
 

 

一
般

国
道

1
9
号

、
1

4
3
号

及
び

1
5
8
号

の
沿

道
 

一
般
国
道

19
号
、
松
本
駅
西
側
か
ら
長
野
自
動
車
道
松
本
イ
ン
タ
ー
に
至
る
一
般
国
道

1
43

号
及
び

1
58

号
沿
線
は
、
業
務
施

設
、
物
流
施
設
、
工
業
施
設
及
び
住
宅
か

ら
な
る
複
合
的
・
多

機
能
な
土
地
利
用
の
誘

導
を

図
る

。
 

 b.
 工

業
地

 

宅
地

開
発

に
よ

り
周

辺
の
土

地
利

用
が
変

化
す

る
工
業

地
区

 

筑
摩

・
石

芝
周

辺
に

形
成

さ
れ

た
一

団
の

工
業

地
は

、
地

区
内

道
路

や
敷

地
境

界
部

等
で

の
緑

化
を

推
進

す
る

こ
と

に
よ

り
周

辺
市

街
地

と
の

調
和

を
図

り
、
今

後
と

も
工

業
地

と
し

て
の

良
好

な
生

産
環

境
の

形
成

に
努
め
る
。
 

 工
業

施
設

と
住

宅
地

等
の

混
在

が
目

立
つ

地
区

は
、

土
地

利
用

の
純

化
を

図
り

、
良

好
な

操
業

環
境

の
確

保
を

図
る

。
 

  

計
画

的
に

開
発

さ
れ

た
工

業
団

地
 

計
画

的
に

開
発

さ
れ

た
西

南
工

場
団

地
、

大
久

保
工

場
公

園
団

地
、

松
本

臨
空

工
業

団
地

、
新

松
本

臨
空

産
業
団
地
、
新
松
本
工
業
団
地
及
び
倭
工
業
団
地
は
、
良
好
な
環
境
を
も
つ
工
場
団
地
と
し
て
維
持
・
充
実

に
努

め
る

。
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平
成
○
年
○
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○
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作
成

 
（
旧
）
第
６
回
区
域
区
分
見
直
し
 
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
 

（
新
）
第
７
回
区
域
区
分
見
直
し
 
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
 

 

6
 

 

          

c
. 

住
宅

地
 

市
街

地
中

心
部

に
お

け
る
中

・
低

層
住
宅

地
 

市
街
地
の
骨
格
を
形
成
す
る
中
環
状
道
路
の
内
側
を
、
都
市
型
住
宅
地
と
し
て
、
中
心
市

街
地
周
辺

や
交

通
拠
点
周
辺
に
中
・
低
層
の
住
宅
地
を
配
置
し
、
計
画
的
な
市
街
地
の
整
備
や
誘
導
に
よ
り
、
業
務
環
境
と

居
住
環
境
の
調
和
を
図
る
。
 

 

郊
外

部
に

お
け

る
低

層
住
宅

地
 

中
環

状
道

路
の

外
側

に
は

、
低

層
の

住
宅

地
を

配
置

し
、

地
区

の
良

好
な
自

然
景

観
資

源
を

生
か

し
な

が

ら
、
ゆ
と
り
と
潤
い
の
あ
る
居
住
環
境
を
形
成
す
る
。

 

 

②
 農

業
地

域
 

市
街

地
の

周
辺

及
び

梓
川

地
域

に
展

開
す

る
農

地
に

つ
い

て
は

、
本

区
域

の
農

業
生

産
を

担
う

基
盤

で
あ

り
、
ま
た
美
し
い
景
観
を
形
成
し
て
い
る
空
間
と
し
て
位
置
付
け
、
そ
の
保
全
に
努
め
る
と
と
も
に
点
在
す
る

集
落
地
の
生
活
環
境
の
維
持
・
充
実
に
努
め
る
。

 

 

③
 自

然
保

全
地

域
 

中
部
山
岳
国
立
公
園
や
八
ヶ
岳
中
信
高
原
国
定
公
園
の
自
然
保
全
地
域
に
つ
い
て
は
、
市
街
地
で
営
ま
れ
る

都
市

活
動

を
環

境
面

か
ら

支
え

る
、

区
域

の
財

産
と

位
置

付
け

、
今

後
と

も
自

然
環

境
の

保
全

に
努

め
る

。
 

         

 

流
通

業
務

団
地

 

笹
賀

地
区

の
流

通
業

務
団

地
、

神
林

地
区

の
新

松
本

臨
空

産
業

団
地

に
つ

い
て

は
、

そ
の

機
能

の
維

持
・

充
実
を

図
る

。
 

 

新
た

に
産

業
を

誘
致

す
る
地

区
 

既
存

工
業

団
地

周
辺

や
空

港
、

イ
ン

タ
ー

チ
ェ

ン
ジ

周
辺

な
ど

の
交

通
利

便
性

の
高

い
交

通
結

節
点

周
辺

に
お
い
て
、
農
業
的
土
地
利
用
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
新
た
な
産
業
を
誘
致
す
る
地
区
を
検
討
す
る
。
 

  

c
. 

住
宅

地
 

市
街

地
中

心
部

に
お

け
る
中

・
低

層
住
宅

地
 

市
街

地
の

骨
格

を
形

成
す

る
中

環
状

道
路

の
内

側
を

、
都

市
型

住
宅

地
と

し
て

、
中

心
市

街
地

周
辺

や
交

通
拠
点
周
辺
に
中
・
低
層
の
住
宅
地
を
配
置
し
、
計
画
的
な
市
街
地
の
整
備
や
誘
導
に
よ
り
、
業
務
環
境
と

居
住
環
境
の
調
和
を
図
る
。

 

 

郊
外

部
に

お
け

る
低

層
住
宅

地
 

中
環

状
道

路
の

外
側

に
は

、
低

層
の

住
宅

地
を

配
置

し
、
地

区
の

良
好

な
眺

望
や

文
化
を

生
か

し
な

が
ら

、

ゆ
と
り
と
潤
い
の
あ
る
居
住
環
境
を
形
成
す
る
。

 

 

②
 農

業
地

域
 

市
街
地
の
周
辺
及
び
梓
川
・
波
田
地
域
に
展
開
す
る
農
地
に
つ
い
て
は
、
本
区
域
の
農
業
生
産
を
担
う
基
盤

で
あ
り

、
ま
た

美
し

い
景

観
を

形
成

し
て

い
る

空
間

と
し

て
位

置
付

け
、
そ
の

保
全

に
努

め
る

と
と
も

に
点

在

す
る
集

落
地
の

生
活

環
境

の
維

持
・

充
実

に
努

め
る

。
 

 

③
 自

然
保

全
地

域
 

八
ヶ
岳

中
信

高
原

国
定

公
園

の
自

然
保

全
地

域
に

つ
い

て
は
、
市

街
地
で

営
ま

れ
る

都
市

活
動

を
環

境
面

か

ら
支
え

る
本
区

域
の

財
産

と
位

置
付

け
、

今
後

と
も

自
然

環
境

の
保

全
に

努
め

る
。
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２
．

区
域

区
分

の
決

定
の

有
無

及
び

区
域

区
分

を
定

め
る

際
の

方
針

 

(
1
)
 区

域
区

分
の

決
定

の
有

無
 

本
都

市
計

画
に

区
域

区
分
を

定
め

る
。

 

な
お

、
区

域
区

分
を
定
め
る

と
し

た
根

拠
は

次
の
と
お
り

で
あ

る
。

 

①
 県

に
よ

る
同

一
基

準
で

の
判

断
結

果
 

県
で
は
、
人
口
の
動
向
、
土
地
利
用
の
状
況
等
に
着
目
し
、
県
下
同
一
基
準
に
基
づ
い
て
、
本
区
域
に
お
け

る
区
域
区
分
の
必
要
性
が
有
る
と
判
断
し
た
。
そ
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

 

 

       

②
 地

域
特

性
を

考
慮

し
た

区
域

区
分

の
検

討
 

本
区

域
に

お
い

て
は

、
従

来
か

ら
区

域
区

分
を

行
っ

て
き

て
お

り
、

市
街

地
内

で
の

人
口

の
定

着
が

進
行

し
、
市

街
化

調
整

区
域

の
農

地
が

保
全

さ
れ

て
い

る
な

ど
、
計

画
的

な
市

街
地

形
成
を

行
う

こ
と

が
で

き
、
区

域
区

分
の

効
果

は
十

分
に

あ
っ

た
と

考
え

ら
れ

る
。
 

さ
ら

に
、
今

後
も

一
定

の
開

発
需

要
が

あ
る

と
想

定
さ

れ
、
市

街
地

の
無

秩
序

な
拡

散
を

抑
制

し
、
計

画
的

な
規

制
・
誘

導
を

行
う

と
と

も
に

、
市

街
化

調
整

区
域

の
田

園
環

境
保

全
に

努
め

る
た

め
、
今

後
と

も
区

域
区

分
を

継
続

し
て

定
め

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。
 

平
成

22
年

に
区

域
区

分
を

定
め

た
梓

川
地

区
、

空
港

東
地

区
と

同
様

、
波

田
地

区
に

つ
い

て
も

、
一

体
の

都
市

と
し

て
総

合
的

な
ま

ち
づ

く
り

及
び

均
衡

あ
る

・
効

率
的

な
都

市
計

画
を

行
う

た
め

に
区

域
区

分
の

設

定
を

定
め

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。
 

 

こ
の
よ
う
な
本
区
域
の
状
況
と
考
え
方
を
踏
ま
え
て
、
以
下
の
よ
う
な
方
針
と
す
る
。
 

本
区
域
は
、
こ
れ
ま
で
、
区
域
区
分
の
設
定
に
よ
り
市
街
化
区
域
外
へ
の
無
秩
序
な
拡
散
を
抑
制
し
て

お
り
、
さ
ら
に
、
今
後
も
良
好
な
自
然
的
環
境
の
整
備
・
保
全
を
図
り
、
計
画
的
な
規
制
・
誘
導
が
必

要

で
あ
る
た
め
、
区
域
区
分
を
定
め
る
。

 

 

（
参

 
考

） 

■
「
区

域
区

分
」
と

は
 

「
区

域
区

分
」
と

は
、
無

秩
序

な
市

街
化

を
防

止
し

、
計

画
的

な
市

街
化

を
図

る
た

め
、
都

市
計

画

区
域
を
、
優
先
的
、
計
画
的
に
市
街
化
を
図
る
「
市
街
化
区
域
」
と
市
街
化
を
抑
制
す
る
「
市
街
化

調

整
区

域
」

と
に

区
分

す
る

こ
と

で
、

一
般

に
「

線
引

き
」

と
言

わ
れ

て
い

る
。

 
 

■
「
区

域
区

分
」
を

「
す

る
」
か

「し
な

い
」
か

は
、

県
が

判
断

 

平
成
1
2年

5月
の
改
正
以
前
の
都
市
計
画
法
で
は
、「

区
域
区
分
」
を
す
る
か
、
し
な
い
か
は
国
が
法

律
に
よ
っ
て
定
め
、
当
分
の
間
、
一
定
の
条

件
を
満
た
す
都
市
計
画
区
域
を
対
象
と
し
て
、
限
定
的
に

実
施

さ
れ

て
き

た
。
し

か
し

、
高

度
成

長
期

の
「

都
市

化
社

会
」
か

ら
安

定
・
成

熟
し

た
「

都
市

型
社

会
」
へ
の
移
行
な
ど
、
近
年
の
社
会
経
済
情
勢
の
大
き
な
変
化
を
踏
ま
え
、
平
成
1
2年

5月
の
都
市
計
画

法
の

改
正

に
よ

り
、「

区
域
区

分
」
に

つ
い
て

は
、
広

域
的

観
点

か
ら

県
が

、
地

域
の
状

況
に

応
じ

て
区

域
毎
に
判
断
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
 

２
．

区
域

区
分

の
決

定
の

有
無

及
び

区
域

区
分

を
定

め
る

際
の

方
針

 

(
1
)
 区

域
区

分
の

決
定

の
有

無
 

本
都

市
計

画
に

区
域

区
分
を

定
め

る
。

 

な
お

、
区

域
区

分
を
定

め
る

と
し

た
根

拠
は

次
の
と

お
り

で
あ

る
。

 

①
 県

に
よ

る
同

一
基

準
で

の
判

断
結

果
 

県
で

は
、
人

口
の

動
向

、
土

地
利

用
の

状
況

等
に

着
目

し
、
県

下
同

一
基

準
に

基
づ

い
て

、
本

区
域

に
お

け

る
区

域
区

分
の

必
要

性
が

有
る

と
判

断
し

た
。

そ
の

概
要

は
以

下
の

と
お

り
で

あ
る

。
 

 

       

②
 地

域
特

性
を

考
慮

し
た

区
域

区
分

の
検

討
 

本
区

域
に

お
い

て
は

、
従

来
か

ら
区

域
区

分
を

行
っ

て
き

て
お

り
、
市

街
化

区
域

内
で

の
人

口
の

定
着

が
進

行
し
、
市
街
化
調
整
区
域
の
農
地
が
保
全
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
計
画
的
な
市
街
地
形
成
を
行
う
こ
と
が
で
き
、

区
域
区
分
の
効
果
は
十
分
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 

さ
ら
に
、
今
後
も
一
定
の
開
発
需
要
が
あ
る
と
想
定
さ
れ
、
市
街
地
の
無
秩
序
な
拡
散
を
抑
制
し
、
計
画
的

な
規
制
・
誘
導
を
行
う
と
と
も
に
、
市
街
化
調
整
区
域
の
田
園
環
境
保
全
に
努
め
る
た
め
、
今
後
と
も
区
域
区

分
を
継
続
し
て
定
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 

   
 

こ
の
よ
う
な
本
区
域
の
状
況
と
考
え
方
を
踏
ま
え
て
、
以
下
の
よ
う
な
方
針
と
す
る
。
 

本
区
域
は
、
こ
れ
ま
で
、
区
域
区
分
の
設
定
に
よ
り
市
街
化
区
域
外
へ
の
無
秩
序
な
拡
散
を
抑
制
し
て

お
り
、
さ
ら
に
、
今
後
も
良
好
な
自
然
的
環
境
の
整
備
・
保
全
を
図
り
、
計
画
的
な
規
制
・
誘
導
が
必

要

で
あ
る
た
め
、
区
域
区
分
を
定
め
る
。

 

 

（
参

 
考

） 

■
「
区

域
区

分
」
と

は
 

「
区

域
区

分
」
と

は
、
無

秩
序

な
市

街
化

を
防

止
し

、
計

画
的

な
市

街
化

を
図

る
た

め
、
都

市
計

画

区
域
を
、
優
先
的
、
計
画
的
に
市
街
化
を
図
る
「
市
街
化
区
域
」
と
市
街
化
を
抑
制
す
る
「
市
街
化

調

整
区

域
」

と
に

区
分

す
る

こ
と

で
、

一
般

に
「

線
引

き
」

と
言

わ
れ

て
い

る
。

 
 

■
「
区

域
区

分
」
を

「
す

る
」
か

「し
な

い
」
か

は
、

県
が

判
断

 

平
成
1
2年

5月
の
改
正
以
前
の
都
市
計
画
法
で
は
、「

区
域
区
分
」
を
す
る
か
、
し
な
い
か
は
国
が
法

律
に
よ
っ
て
定
め
、
当
分
の
間
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す
都

市
計
画
区
域
を
対
象
と
し
て
、
限
定
的
に

実
施

さ
れ

て
き

た
。
し

か
し

、
高

度
成

長
期

の
「

都
市

化
社

会
」
か

ら
安

定
・
成

熟
し

た
「

都
市

型
社

会
」
へ
の
移
行
な
ど
、
近
年
の
社
会
経
済
情
勢
の
大
き
な
変
化
を
踏
ま
え
、
平
成
1
2年

5月
の
都
市
計
画

法
の

改
正

に
よ

り
、「

区
域
区

分
」
に

つ
い
て

は
、
広

域
的

観
点

か
ら

県
が

、
地

域
の
状

況
に

応
じ

て
区

域
毎
に
判
断
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
 

1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 

9
 

1
0
 

1
1
 

1
2
 

1
3
 

1
4
 

1
5
 

1
6
 

1
7
 

1
8
 

1
9
 

2
0
 

2
1
 

2
2
 

2
3
 

2
4
 

2
5
 

2
6
 

2
7
 

2
8
 

2
9
 

3
0
 

3
1
 

3
2
 

3
3
 

3
4
 

3
5
 

3
6
 

3
7
 

3
8
 

■
本

区
域

の
平

成
1
7年

度
の

行
政

区
域

人
口

は
、
2
4万

3千
人

で
あ

り
都

市
の

集
積

性
が

高
い

。
 

 ■
平
成
7年

度
か
ら
平
成
1
7年

度
の
人
口
増
加
は
3
,0
02
人
で
あ
り
、
平
成
3年

度
か
ら
平
成
1
3年

度
の
第

2
次

、
3
次

産
業

の
従

業
者

の
伸

び
は

、
5.
1
1
％

と
県

平
均

を
上

回
っ

て
お

り
、

都
市

の
成

長
性

が
高

く
、

今
後

と
も

操
業

環
境

の
整

備
・

改
善

を
図

り
な

が
ら

成
長

を
維

持
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
 

 ■
本

区
域

の
市

街
化

区
域

内
の

道
路

面
積

率
は

16
.7

％
（

平
成

20
年

度
現

在
）

で
あ

り
、

住
宅

地
と

し

て
望
ま
し
い
と
さ
れ
る
1
5%
を
上
回
っ
て
い
る
が
、
老
朽
木
造
密
集
地
帯
な
ど
基
盤
整
備
が
遅
れ
て
い

る
地

区
が

存
在

す
る

こ
と

か
ら

、
計

画
的

な
市

街
地

改
善

が
必

要
で

あ
る

。
 

■
本
区
域
の
平
成
2
7年

度
の
行
政
区
域
人
口
は
、
2
4万

3千
人
で
あ
り
都
市
の
集
積
性
が
高
い
。
 

 ■
平

成
17
年

度
か

ら
平

成
27
年

度
の

人
口

増
加

は
75
2
人

で
あ

り
、

平
成

3
年

度
か

ら
平

成
13
年

度
の

第

2次
、
3次

産
業
の
従
業
者
の
伸
び
は
、
15
.3
％
と
県
平
均
7
.4
％
を
上
回
っ
て
お
り
、
都
市
の
成
長
性

が
高

く
、
今

後
と

も
操

業
環

境
の

整
備
・
改

善
を

図
り

な
が

ら
成

長
を

維
持

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。
 

 ■
本

区
域

の
市

街
化

区
域

内
の

道
路

面
積

率
は

14
.1
％

（
平

成
29
年

度
現

在
）

で
あ

り
、

住
宅

地
と

し

て
望

ま
し

い
と

さ
れ

る
1
5
％

を
下

回
っ

て
お

り
、

老
朽

木
造

密
集

地
帯

な
ど

基
盤

整
備

が
遅

れ
て

い

る
地
区
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
計
画
的
な
市
街
地
改
善
が
必
要
で
あ
る
。
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平
成
○
年
○
月
○
日
作
成

 
（
旧
）
第
６
回
区
域
区
分
見
直
し
 
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
 

（
新
）
第
７
回
区
域
区
分
見
直
し
 
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
 

 

8
 

 

(
2
)
 区

域
区

分
の

方
針

 

①
 お

お
む

ね
の

人
口

 

本
区

域
の

将
来

に
お

け
る

お
お

む
ね

の
人

口
を

次
の

と
お

り
想

定
す

る
。

 

年
 
次
 

区
 
分

 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
成
1
7年

 

（
基

準
年

）
 

平
成
2
7年

 

（
基

準
年

か
ら
1
0年

後
）
 

都
市

計
画

区
域

内
人

口
 

2
18

.7
千

人
 

お
お
む
ね
2
11
.
8千

人
 

市
街

化
区

域
内

人
口
 

1
63
.5
千

人
 

お
お
む
ね
1
61
.
1千

人
 

（
注
）

市
街

化
区

域
内

人
口

は
、

保
留
さ
れ
た
人
口
を
含
む
も
の
と
す
る
。
 

（
注
）

平
成
17
年

欄
は

「
国

勢
調

査
」
及
び
「
都
市
計
画
基
礎
調
査
」
に
よ
る
統
計
値
。
 

平
成
27
年

欄
の
都

市
計

画
区

域
内

人
口

は
コ

ー
ホ

ー
ト

要
因

法
に

よ
る

推
計

値
。
 

平
成
27
年
欄
の
市
街
化
区
域
内
人
口
は
回
帰
分
析
に
よ
る
推
計
値
。
 

         

②
 産

業
の

規
模

 

本
区
域
の
将
来
に
お
け
る
産
業
の
規
模
を
次
の
と
お
り
想
定
す
る
。

 

年
 
次
 

区
 
分

 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
成
1
7年

 

（
基

準
年

）
 

平
成
2
7年

 

（
基

準
年

か
ら
1
0年

後
）
 

生
産
規
模
 

工
業

出
荷

額
 

5
,1
13
億
円
 

5
,8
44
億

円
 

卸
小

売
販
売
額
 

1
2,

33
3億

円
 

1
1,
05
7億

円
 

就
業

構
造
 

第
１

次
産

業
 

7
.4
千

人
（

 7
％

）
 

5
.4
千
人
（

 5
％
）
 

第
２

次
産

業
 

2
7.
5千

人
（
25
％

）
 

2
1.
4千

人
（
20
％
）
 

第
３

次
産

業
 

7
6.
4千

人
（
68
％

）
 

8
0.
3千

人
（
75
％
）
 

（
注

）
基
準

年
に

お
い

て
は

行
政

区
域

を
対

象
と

し
た

値
を

、
目

標
年

次
の

平
成
27
年

お
い

て
は

都
市

計
画
 

区
域

を
対
象

と
し

た
値

を
示

し
て

い
る

。
 

（
注

）
基
準

年
の

出
荷

額
は

平
成
17
年

の
値

と
し

、
販

売
額

は
平

成
16
年

の
値
。
 

平
成
27
年
の
出
荷
額
に
つ
い
て
は
、
平
成
14
年
か
ら
平
成
19
年
の
実
績
値
よ
り
回
帰
分
析
に
て
推
計
し
た
。
 

平
成
27
年

の
販
売

額
に

つ
い

て
は

、
平

成
14
･1
6
･1
9年

の
実

績
値

よ
り

回
帰

分
析

に
て

推
計

し
た

。
 

             

(
2
)
 区

域
区
分

の
方
針

 

①
 お

お
む

ね
の

人
口

 

本
区

域
の

将
来

に
お

け
る

お
お

む
ね

の
人

口
を

次
の

と
お

り
想

定
す

る
。

 

年
 
次

 

区
 
分

 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
成
2
7年

 

（
基
準
年
）
 

令
和
７
年
 

（
基

準
年

か
ら
1
0年

後
）
 

都
市
計
画
区
域
内
人
口
 

2
3
6
.
1
千
人
 

お
お
む
ね

2
3
2
.
4
千
人
 

市
街

化
区

域
内

人
口
 

1
7
3
.
0
千
人
 

お
お
む
ね

1
7
3
.
6
千
人
 

市
街

化
調

整
区

域
内

人
口

 
6
3
.
1
千
人
 

お
お
む
ね

5
8
.
8
千
人
 

（
注
）
市
街
化
区
域
内
人
口
は
、
保
留
さ
れ
た
人
口
を
含
む
も
の
と
す
る
。
 

（
注
）
平
成
27
年
基
準
年
は
「
国
勢
調
査
」
及
び
「
都
市
計
画
基
礎
調
査
」
に
よ
る
統
計
値
。
 

平
成
27
年

基
準
年

人
口

は
総

人
口

の
実

績
値

。
 

令
和
７
年
の
都
市
計
画
区
域
内
人
口
は
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
に
よ
る
コ
ー
ホ

ー
ト

要
因
法

に
よ

り
算

出
し

た
各

市
町

村
の

人
口

か
ら
、
回

帰
式

に
よ

る
都

市
計

画
区

域
外

人

口
を
減

じ
て
算
定

。
 

令
和
７
年
の
市
街
化
調
整
区
域
内
人
口
は
、
過
去
の
都
市
計
画
基
礎
調
査
に
よ
る
市
街
化
調
整

区
域

の
人
口

を
回

帰
分

析
に

よ
り

推
計

し
て

算
定

。
 

令
和
７
年
の
市
街
化
区
域
内
人
口
は
、
算
定
し
た
都
市
計
画
区
域
内
人
口
、
市
街
化
調
整
区
域

内
人

口
に
よ

り
、

都
市

計
画

区
域

内
人

口
か

ら
市

街
化

調
整

区
域

内
人

口
を
減
じ

て
算

定
。
 

 

②
 産

業
の

規
模

 

本
区
域
の
将
来
に
お
け
る
産
業
の
規
模
を
次
の
と
お
り
想
定
す
る
。

 

年
 
次
 

区
 
分
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
成
2
7年

 

（
基

準
年

）
 

令
和

７
年

 

（
基

準
年

か
ら
1
0年

後
）
 

生
産
規
模
 

工
業

出
荷

額
 

4
,
8
9
4
億
円
 

6
,
1
6
2
億
円
 

卸
小
売
販
売
額
 

1
0
,
6
1
8
億
円
 

6
,
9
9
9
億
円
 

就
業
構
造
 

第
１

次
産

業
 

6
.
8
千
人
（

5
.
8
％
）
 

5
.
2
千
人
（
4
.
7
％
）
 

第
２

次
産

業
 

2
8
.
4
千
人
（

2
4
.
2
％
）
 

2
2
.
2
千
人
（
1
9
.
9
％
）
 

第
３

次
産

業
 

8
2
.
0
千
人
（

7
0
.
0
％
）
 

8
4
.
1
千
人
（
7
5
.
4
％
）
 

（
注
）
基
準
年
に
お
い

て
は

行
政
区

域
を
対
象
と

し
た
値
を
、
目
標
年

次
の
平
成
27
年
お
い

て
は
都

市
計
画
 

区
域
を

対
象

と
し
た

値
を
示
し
て

い
る
。
 

（
注
）
令
和
７
年
の
生
産
規
模
の
工
業

出
荷

額
は
、
平

成
22
年
か
ら

平
成
27
年
ま

で
の
毎
年
の
実

績
値
（
工
業

統
計

調
査

及
び

経
済

セ
ン

サ
ス

）
を

基
に

日
本

銀
行

資
料

の
企

業
物

価
指

数
に

よ
る

デ
フ

レ
ー

タ
補

正

値
を
用
い
て
回
帰
分
析
に
よ
り
推
計
し
た
値
。
 

令
和

７
年

の
生

産
規

模
の

卸
小

売
販

売
額

は
、

平
成

16
年

か
ら

平
成

27
年

ま
で

の
お

お
む

ね
３

年
毎

の

実
績
値
（
工
業
統
計
調
査
及
び
経
済
セ
ン
サ
ス
）
を
基
に
日
本
銀
行
資
料
の
企
業
物
価
指
数
に
よ
る
デ
フ

レ
ー

タ
補
正

値
を

用
い

て
回

帰
分

析
に

よ
り

推
計

し
た

値
。
 

平
成
27
年

基
準
年

の
就

業
構

造
は

、
平

成
27
年
国

勢
調

査
報

告
に

よ
る

実
績

値
。

 

令
和

７
年

の
就

業
構

造
は

、
平

成
７

年
か

ら
平

成
27

年
の

５
年

毎
の

実
績

値
を

基
に

回
帰

分
析

に
よ

り

推
計

し
た
値

。
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平
成
○
年
○
月
○
日
作
成

 
（
旧
）
第
６
回
区
域
区
分
見
直
し
 
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
 

（
新
）
第
７
回
区
域
区
分
見
直
し
 
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
 

 

9
 

 

③
 市

街
化

区
域

の
お

お
む

ね
の

規
模

及
び

現
在

市
街

化
し

て
い

る
区

域
と

の
関

係
 

本
区

域
に

お
け

る
人

口
、
産

業
の
見

通
し
に

基
づ

き
、
か

つ
市

街
化

の
現

況
及

び
動

向
を

勘
案

し
、
平

成
1
7

年
時
点
で
市
街
化
し
て
い
る
区
域
及
び
当
該
区
域
に
隣
接
し
お
お
む
ね

1
0
年
以
内
に
優
先
的
か
つ
計
画
的
市

街
化

を
図

る
べ

き
区

域
を

市
街

化
区

域
と

す
る

こ
と

と
し

、
市

街
化

区
域

の
お

お
む

ね
の

規
模

を
次

の
と

お

り
想
定
す
る
。
 

年
 
 
次

 
平
成
1
7年

 

（
基

準
年

）
 

平
成
2
7年

 

（
基

準
年

か
ら
1
0年

後
）
 

市
街

化
区

域
面

積
 

3
,7

64
ha
 

お
お
む
ね
3
,7
8
6h
a 

（
注

）
市

街
化

区
域

面
積

は
、
平

成
27
年

時
点

に
お

け
る

人
口

の
保

留
フ

レ
ー

ム
に

対
応

す
る

市
街

化

区
域
面
積
を
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。
 

  

３
．

主
要

な
都

市
計

画
の

決
定

の
方

針
 

(
1
)
 土

地
利

用
に

関
す

る
主

要
な

都
市

計
画

の
決

定
の

方
針

 

①
 主

要
用

途
の

配
置

の
方

針
 

a.
 業

務
地

 

松
本

城
周

辺
、

長
野

県
合

同
庁

舎
周

辺
地

区
：

官
公

庁
施

設
が

集
積

し
た

業
務

地
 

日
本

銀
行
・
税

務
署
・
裁

判
所
等

が
集

積
し

て
い

る
松

本
城

周
辺
地

区
及

び
長

野
自

動
車

道
松

本
イ

ン
タ

ー
に

近
接

す
る

県
合

同
庁

舎
を

中
心

と
す

る
地

区
は

官
公

庁
施

設
が

集
積

し
て

い
る

業
務

地
と

し
て
配
置
す
る
。
 

 

b.
 商

業
地

 

ア
．
広

域
中

心
商

業
地

 

Ｊ
Ｒ

篠
ノ

井
線

東
側

と
松
本

都
心

環
状
道

路
に

囲
ま
れ

た
地

区
 

Ｊ
Ｒ

篠
ノ

井
線

東
側

と
内

環
状

道
路

に
囲

ま
れ

た
地

区
及

び
そ

の
周

辺
を

広
域

中
心

商
業

地
と

し

て
位
置
付
け
る
。
こ
こ
で
は
、
山
岳
景
観
と
国
宝
松
本
城
な
ど

の
伝
統
的
な
街
な
み
景
観
を
生
か
し
な

が
ら

、
自

動
車

利
用

を
抑

制
し

、
安

全
・
安

心
・
快

適
な

人
に

や
さ

し
い

歩
行

者
環

境
の

実
現

を
目

指

す
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。
ま
た
、
松
本
広
域
市
町
村
圏
を
対
象
と
す
る
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
商
業
・

業
務

施
設

の
計

画
的

な
整

備
・

誘
導

を
図

り
、

市
民

・
観

光
客

に
魅

力
あ

る
商

業
地

を
形

成
す

る
。

 

  

イ
．
地
区
中
心
商
業
地

 

Ｊ
Ｒ

北
松

本
駅

周
辺

、
南
松

本
駅

周
辺
、

平
田

駅
周
辺

、
村

井
駅
周

辺
、
 

一
般

国
道

1
9
号

沿
道

、
既

存
商

業
地

区
 

Ｊ
Ｒ
北
松
本
駅
・
南
松
本
駅
・
平
田
駅
及
び
村
井
駅
の
周
辺
地
区
並
び
に
一
般
国
道

19
号
の
沿
道

地
区
を

地
区

中
心

商
業

地
と

し
て

位
置

付
け

る
。
こ

こ
で

は
、
交

通
結

節
機

能
の

整
備

と
併

せ
て

地
区

住
民

の
生

活
利

便
性

の
向

上
を

担
う

商
業
・
業

務
施
設

の
計

画
的

な
立

地
・
誘
導

を
図

り
、
交

通
利

便

性
の
高
い
商
業
地
を
形
成
す
る
。
 

  

③
 市

街
化

区
域

の
お

お
む

ね
の

規
模

及
び

現
在

市
街

化
し

て
い

る
区

域
と

の
関

係
 

本
区

域
に

お
け

る
人

口
、
産

業
の
見

通
し
に

基
づ

き
、
か

つ
市

街
化

の
現

況
及

び
動

向
を

勘
案

し
、
平

成
2
7

年
時
点
で
市
街
化
し
て
い
る
区
域
及
び
当
該
区
域
に
隣
接
し
お
お
む
ね

10
年
以
内
に
優
先
的
か
つ
計
画
的
市

街
化
を
図
る
べ
き
区
域
を
市
街
化
区
域
と
す
る
こ
と
と
し
、
市
街
化
区
域
の
お
お
む
ね
の
規
模
を
次
の
と
お
り

想
定
す
る
。
 

年
次
 

平
成
2
7年

 

（
基

準
年

）
 

令
和

７
年

 

（
基
準
年
か
ら
1
0年

後
）
 

市
街

化
区

域
面

積
 

4
,0
08
ha
 

お
お
む
ね
4
,0
3
4h
a 

（
注

）
市

街
化
区

域
面

積
は

、
令

和
７
年
時

点
に

お
け

る
人

口
の

保
留

フ
レ

ー
ム

に
対

応
す

る
市

街
化

区

域
面
積
を
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。
 

  

３
．

主
要

な
都

市
計

画
の

決
定

の
方

針
 

(
1
)土

地
利

用
に

関
す

る
主

要
な

都
市

計
画

の
決

定
の

方
針

 

①
主

要
用

途
の

配
置

の
方

針
 

a.
 業

務
地

 

日
本

銀
行
・
税

務
署
・
裁
判

所
等

が
集

積
し

て
い

る
松

本
城

周
辺

及
び

長
野

自
動

車
道

松
本

イ
ン

タ

ー
に

近
接

す
る

県
合

同
庁

舎
を

中
心

と
す

る
地

区
を

官
公

庁
施

設
が

集
積

し
て

い
る

業
務

地
と

し
て

位
置

付
け

る
。

 

  

b.
 商

業
地

 

ア
．
広
域
中
心
商
業
地

 

松
本

城
～

あ
が

た
の

森
～

松
本

駅
に

囲
ま

れ
る

中
心

拠
点

地
区

を
広

域
中

心
商

業
地

と
し

て
位

置

付
け

る
。

 

       

イ
．

地
区

中
心

商
業

地
 

Ｊ
Ｒ

南
松

本
駅
周

辺
地

区
、
平

田
駅
周

辺
地

区
、
村

井
駅
周

辺
地

区
、
島

内
駅
周

辺
地

区
、
波

田
駅

周
辺
地
区
、
寿
台
・
松
原
周
辺
地
区
、
信
州
大
学
周
辺
地
区
を
地
区
中
心
商
業
地
と
し
て
位
置
付
け
る
。
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平
成
○
年
○
月
○
日
作
成

 
（
旧
）
第
６
回
区
域
区
分
見
直
し
 
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
 

（
新
）
第
７
回
区
域
区
分
見
直
し
 
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
 

 

1
0

 
 

ウ
．

観
光

商
業

地
 

浅
間

温
泉

街
、

美
ヶ

原
温
泉

街
地

区
 

温
泉

を
観

光
資

源
と

す
る

浅
間

温
泉

街
及

び
美

ヶ
原

温
泉

街
の

各
地

区
を

観
光

商
業

地
と

し
て

位

置
付
け
る
。
こ
こ
で
は
、
宿
泊
・
保
養
施
設
や
街
な
み
の
整
備
を
図
り
、
観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

地
区

と
し

て
魅

力
づ

く
り

を
進

め
る

。
 

 

c
. 

工
業

地
 

筑
摩

地
区

、
石

芝
地

区
、
西

南
工

場
団
地

、
大

久
保
工

場
公

園
団
地

、
 

松
本

臨
空

工
業

団
地

、
新
松

本
臨

空
産

業
団

地
、

新
工

業
団

地
 

筑
摩
地
区
や
石
芝
地
区
に
形
成
さ
れ
た
一
団
の
工
業
地
は
、
市
街
地
に
近
接
し
て
い
る
た
め
、
地
区

内
道

路
や

敷
地

境
界

部
等

で
の

緑
化

を
推

進
す

る
こ

と
に

よ
り

周
辺

市
街

地
と

の
調

和
を

図
り

、
今

後

と
も

工
業

地
と

し
て

の
良

好
な

生
産

環
境

の
形

成
に

努
め

る
。

 

計
画
的
に
開
発
さ
れ
た
西
南
工
場
団
地
、
大
久
保
工
場
公
園
団
地
、
松
本
臨
空
工
業
団
地
、
新
松
本

臨
空
産
業
団
地
、
新
松
本
工
業
団
地
に
つ
い
て
は
、
生
産
基
盤
の
整
備
・
充
実
や
生
産
施
設
の
集
積
を

図
る

と
と

も
に

、
工

場
緑

化
に

よ
り

良
好

な
環

境
を

も
つ

工
場

団
地

と
し

て
整

備
・

拡
充

に
努

め
る

。
 

ま
た
、
主
要
地
方
道
松
本
環
状
高
家
線
沿
線
は
、
都
市
交
通
網
の
整
備
に
よ
る
利
便
性
を
活
用
し
、

周
辺

の
農

業
的

土
地

利
用

と
調

整
を

図
り

な
が

ら
、

新
た

な
産

業
基

盤
の

形
成

を
図

る
。
 

 

d.
 流

通
業

務
地

 

ア
．
既
存
の
流
通
・
産
業
業
務
地

 

流
通

業
務

団
地

、
新

松
本
臨

空
産

業
団
地

 

笹
賀
地
区
の
流
通
業
務
団
地
、
神
林
地
区
の
新
松
本
臨
空
産
業
団
地
に
つ
い
て
は
、
そ
の
機
能
の
維

持
・
増
進
を
図
る
。

 

 

e
. 

住
宅

地
 

ア
．

既
成

市
街

地
の

住
宅

地
 

比
較

的
高

密
度

な
住

宅
地

 

本
区
域
の
既
成
市
街
地
内
の
住
宅
地
に
つ
い
て
は
比
較
的
高
密
度
の
住
宅
地
と
し
、
中
心
市
街
地
に

お
い

て
は

土
地

の
高

度
利

用
を
図

り
つ

つ
、

魅
力

あ
る

街
づ

く
り

を
行

う
。

 

 

イ
．
進
行
市
街
地
の
住
宅
地

 

良
好

な
住

宅
地

 

既
成

市
街

地
に

隣
接

し
て

い
る

進
行
市

街
地
に

つ
い

て
は

、
地

区
計
画

の
導

入
等

に
よ

り
良

好
な

住

宅
地
を

目
指

す
。

 

     

ウ
．
観
光
商
業
地

 

温
泉

を
観

光
資

源
と

す
る

浅
間

温
泉

街
及

び
美

ヶ
原

温
泉

街
の

各
地

区
を

観
光

商
業

地
と

し
て

位

置
付
け
る
。
 

   

c
. 

工
業

地
 

筑
摩
・
石
芝
周
辺
に
形
成
さ
れ
た
一
団
の
工
業
地
、
計
画
的
に
開
発
さ
れ
た
西
南
工
場
団
地
、
大
久

保
工

場
公

園
団

地
、
松

本
臨

空
工

業
団

地
、
新

松
本

臨
空

産
業

団
地

、
新

松
本

工
業

団
地
及

び
倭

工
業

団
地

を
工

業
地

と
し

て
位

置
付

け
る

。
 

ま
た
、
既
存
団
地
周
辺
や
空
港
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
な
ど
の
交
通
利
便
性
の
高
い
交
通
結
節

点
周

辺
に

お
い

て
、
農

業
的

土
地

利
用

と
調

整
を

図
り

な
が

ら
、
新

た
な

産
業

を
誘

致
す

る
地

区
を

検

討
す
る
。

 

 

    

d.
 流

通
業

務
地

 

笹
賀

地
区

の
流

通
業

務
団

地
、
神

林
地

区
の

新
松

本
臨

空
産

業
団

地
を

流
通
・
業

務
地

に
位

置
付

け

る
。

 

ま
た

、
空

港
や

イ
ン

タ
ー

チ
ェ

ン
ジ

周
辺
な

ど
の

交
通

利
便

性
の

高
い

交
通

結
節

点
周

辺
や
既

存
の

団
地
近
隣
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
周
辺
の
土
地
利
用
と
の
調
和
を
図
り
つ
つ
、
そ
の
立
地
条
件

を
活
か
し
た
土
地
利
用
を
検
討
す
る
。

 

 

e
. 

住
宅

地
 

ア
．

既
成

市
街

地
の

住
宅

地
 

既
成

市
街

地
内

の
住

宅
地

に
つ

い
て

は
、

中
心

市
街

地
に

お
い

て
は

土
地

の
高

度
利

用
を

図
り

つ

つ
、
魅
力
あ
る
街
づ
く
り
を
行
う
、
比
較
的
高
密
度
の
住
宅
地
と
し
て
位
置
付
け
る
。
市
街
化
区
域
内

緑
地

は
、
ゆ

と
り

あ
る

居
住

空
間

の
環

境
の

一
部

と
し

て
良

好
な

都
市

環
境

の
形

成
に

資
す

る
も

の
と

し
て
活
用
を
図
る
。

 

 

イ
．

進
行

市
街

地
の

住
宅

地
 

既
成

市
街

地
に

隣
接

し
て

い
る

進
行

市
街

地
に

つ
い

て
は

、
地

区
計

画
の

導
入

等
に

よ
り

良
好

な
住

環
境
を

目
指

す
住

宅
地

と
し

て
位

置
付

け
る
。
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平
成
○
年
○
月
○
日
作
成

 
（
旧
）
第
６
回
区
域
区
分
見
直
し
 
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
 

（
新
）
第
７
回
区
域
区
分
見
直
し
 
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
 

 

11
 

 

ウ
．

新
市

街
地

の
住

宅
地

 

農
業

と
調

和
の

と
れ

た
住
宅

地
 

既
成
市
街
地
に
隣
接
す
る
新
市
街
地
の
住
宅
地
に
つ
い
て
は
、
既
成
市
街
地
を
含
ん
だ
一
体
的
な
ま

ち
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
地
域
の
特
性
を
生
か
し
農
業
と
の
調
整
を
図
り
、
必
要
に
応
じ
て
計
画
的
な

居
住
環

境
の

整
備

・
誘

導
を

図
る

。
 

 

②
 市

街
地

に
お

け
る

建
築

物
の

密
度

の
構

成
に

関
す

る
方

針
 

a.
 商

業
地

に
お

け
る

建
物

の
密

度
の

構
成

に
関

す
る

基
本

方
針

 

高
密

度
利

用
区

域
：

Ｊ
Ｒ
松

本
駅

周
辺
地

区
 

松
本

駅
周

辺
土

地
区

画
整

理
事

業
お

よ
び

中
央

西
土

地
区

画
整

理
事

業
に

よ
り

整
備

し
た

地
区

と

そ
の

周
辺
地

区
に

お
い

て
は

、
街

並
み

や
居

住
環

境
な

ど
に

配
慮

し
な

が
ら

高
密

度
な

土
地

利
用

を
図

る
。

 

 

b.
 工

業
地

に
お

け
る

建
物

の
密

度
の

構
成

に
関

す
る

基
本

方
針

 

低
密

度
利

用
区

域
：

西
南
工

場
団

地
、
大

久
保

工
場
公

園
団

地
、

 

松
本

臨
空

工
業

団
地

、
新
松

本
臨

空
産
業

団
地

、
新
松

本
工

業
団
地

 

西
南

工
場

団
地

、
大

久
保

工
場

公
園

団
地

、
松

本
臨

空
工

業
団

地
、
新

松
本

臨
空

産
業

団
地

、
新

松

本
工

業
団

地
に

お
い

て
は

、
周

辺
の

環
境

、
公

害
防

止
な

ど
に

配
慮

し
な

が
ら

低
密

度
な

土
地

利
用

を

図
る

。
 

 

c
. 

住
宅

地
に

お
け

る
建

物
の

密
度

の
構

成
に

関
す

る
基

本
方

針
 

低
密

度
利

用
区

域
：

蟻
ヶ
崎

地
区

、
松

原
・

寿
台

地
区

等
 

蟻
ヶ

崎
地

区
、

岡
田

地
区

、
横

田
･
惣

社
地

区
、

北
原

町
･
美

芳
町

地
区

、
松

原
･
寿

台
地

区
等

に
お

い
て
は
、
低
層
住
宅
の
良
好
な
住
環
境
の
保
持
に
努
め
な
が
ら
低
密
度
な
土
地
利
用
を
図
る
。

 

 

③
 市

街
地

に
お

け
る

住
宅

建
設

の
方

針
 

公
営
住
宅
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
向
け
住
宅
に
お
い
て
は
、
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
を
図
る
建
替
・
改

修
に
よ
り
、
居
住
水
準
の
向
上
を
図
る
。

 

民
間
住
宅
に
お
い
て
は
、
安
心
安
全
で
良
質
な
住
宅
と
良
好
な
住
宅
環
境
づ
く
り
の
促
進
を
図
り
、
地
域
の

特
性
を
活
か
し
た
住
環
境
整
備
を
推
進
す
る
。

 

 ま
た
、
土
地
区
画
整
理
事
業
の
有
効
活
用
に
よ
る
宅
地
供
給
を
促
進
し
、
公
園
整
備
や
地
区
計
画
制
度
を
活

用
し

た
良

好
な

住
環

境
整

備
を

図
る

。
 

     

ウ
．
新
市
街
地
の
住
宅
地

 

既
成
市
街
地
に
隣
接
す
る
新
市
街
地
の
住
宅
地
に
つ
い
て
は
、
既
成
市
街
地
を
含
ん
だ
一
体
的
な
ま

ち
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
、
必
要
に
応
じ
て
計
画
的
な
居
住
環
境
の
整
備
・
誘
導
を
図
り
、
農
業
と
調

和
の

と
れ

た
住

宅
地

と
し

て
位

置
付

け
る
。

 

  

②
 市

街
地

に
お

け
る

建
築

物
の

密
度

の
構

成
に

関
す

る
方

針
 

a.
 商

業
地

に
お

け
る

建
物

の
密

度
の

構
成

に
関

す
る

基
本

方
針

 

高
密

度
利

用
区

域
：

Ｊ
Ｒ

松
本

駅
周

辺
地

区
 

松
本

駅
周

辺
土

地
区

画
整

理
事

業
お

よ
び

中
央

西
土

地
区

画
整

理
事

業
に

よ
り

整
備

し
た

地
区

と

そ
の

周
辺

に
お

い
て

は
、

街
並

み
や

居
住

環
境

な
ど

に
配

慮
し

な
が

ら
高

密
度

な
土

地
利

用
を

図
る

。
 

  

b.
 工

業
地

に
お

け
る

建
物

の
密

度
の

構
成

に
関

す
る

基
本

方
針

 

低
密

度
利

用
区

域
：
西

南
工

場
団

地
、
大

久
保

工
場
公

園
団

地
、
松

本
臨

空
工
業
団

地
、

新
松

本
臨

空
産

業
団
地

、
新

松
本
工

業
団

地
、
倭

工
業

団
地

 

西
南
工
場
団
地
、
大
久
保
工
場
公
園
団
地
、
松
本
臨
空
工
業
団
地
、
新
松
本
臨
空
産
業
団
地
、
新
松

本
工
業
団
地
、
倭
工
業
団
地
に
お
い
て
は
、
周
辺
の
環
境
、
公
害
防
止
な
ど
に
配
慮
し
な
が
ら
低
密
度

な
土
地

利
用

を
図

る
。

 

 

c
. 

住
宅

地
に

お
け

る
建

物
の

密
度

の
構

成
に

関
す

る
基

本
方

針
 

低
密

度
利

用
区

域
：

蟻
ヶ
崎

、
松

原
・
寿

台
等

 

蟻
ヶ

崎
、
岡

田
、
横

田
･惣

社
、
北

原
町

･美
芳

町
、
松

原
･寿

台
等

に
お

い
て

は
、
低

層
住

宅
の

良
好

な
住

環
境

の
保

持
に

努
め

な
が

ら
低

密
度

な
土

地
利

用
を

図
る

。
 

 

③
 市

街
地

に
お

け
る

住
宅

建
設

の
方

針
 

公
営

住
宅

、
高

齢
者
・
障

が
い

者
向

け
住

宅
に

お
い

て
は

、
既

存
ス
ト

ッ
ク

の
有

効
活

用
を

図
る

建
替
・
改

修
に

よ
り

、
居

住
水

準
の

向
上

を
図

る
。

 

民
間

住
宅

に
お

い
て

は
、
安

心
安

全
で
良

質
な

住
宅

と
良

好
な

住
宅

環
境

づ
く

り
の

促
進

を
図

り
、
地

域
の

特
性

を
活

か
し

た
住

環
境

整
備

を
推

進
す

る
。
家

族
構

成
や

社
会

的
ニ

ー
ズ

の
変

化
等

に
伴

い
増

加
し

て
い

る

空
き
家
等
に
関
し
て
は
、
松
本
市
空
家
等
対
策
計
画
に
基
づ
き
、
利
活
用
を
促
進
す
る
。
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平
成
○
年
○
月
○
日
作
成

 
（
旧
）
第
６
回
区
域
区
分
見
直
し
 
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
 

（
新
）
第
７
回
区
域
区
分
見
直
し
 
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
 

 

1
2

 
 

④
 市

街
地

に
お

い
て

特
に

配
慮

す
べ

き
問

題
等

を
有

す
る

市
街

地
の

土
地

利
用

の
方

針
 

a.
 土

地
の

高
度

利
用

に
関

す
る

方
針

 

中
心

市
街

地
の

活
性

化
 

Ｊ
Ｒ

篠
ノ

井
線

東
側

と
内

環
状

道
路

に
囲

ま
れ

た
地

区
及

び
そ

の
周

辺
の

中
心

商
業

地
に

つ
い

て

は
、
土

地
区

画
整

理
事

業
や

再
開

発
事

業
に

よ
り

一
定

の
都

市
基

盤
整

備
が

達
成

さ
れ

て
い

る
が

、
中

心
市
街
地
活
性
化
法
に
基
づ
き
、
商
業
活
性
化
施
策
と
一
体
的
・
総
合
的
な
市
街
地
環
境
の
整
備
施
策

を
展

開
す

る
必

要
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
今

後
さ

ら
に
土

地
の

高
度

利
用

と
都

市
機

能
の
更

新
を

図
る

。
 

 

b.
 用

途
転

換
、

用
途

純
化

又
は

用
途

の
複

合
化

に
関

す
る

方
針

 

用
途

の
純

化
 

住
工

混
在

の
見

ら
れ

る
北

松
本

駅
周

辺
、
渚

、
双

葉
及

び
野

溝
地

区
等

に
つ

い
て

は
、
各

地
区

の
特

性
に

応
じ

用
途

純
化

を
推

進
す

る
。

 

   

用
途

の
複

合
化

 

Ｊ
Ｒ

篠
ノ

井
線

東
側

と
内

環
状

幹
線

に
囲

ま
れ

た
商

業
・
業

務
地
の

外
延

部
に

つ
い

て
は

、
土

地
利

用
の
複
合
化
を
図
り
都
市
型
の
業
務
・
住
宅
を
形
成
す
る
。

 

ま
た
、
一
般
国
道

1
9
号
沿
道
及
び
松
本
駅
西
側
か
ら
長
野
自
動
車
道
松
本
Ｉ
Ｃ
に
至
る
市
街
地
を

工
業
と
都
市
型
の
住
宅
や
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
施
設
が
複
合
し
た
多
機
能
な
土
地
利
用
に
誘
導
す
る
。

 

 

c
. 

居
住

環
境

の
改

善
又

は
維

持
に

関
す

る
方

針
 

安
全

快
適

な
都

市
づ

く
り

 

松
本

市
防

災
都

市
計

画
を

基
に

、
都

市
の

危
険

性
を

把
握

し
、
よ

り
安

全
快

適
な

都
市

づ
く

り
を

目

指
す
。

 

ま
た

、
市

民
主

体
の

活
動

と
協

働
し

な
が

ら
、

都
市

防
災

総
合

推
進

事
業

に
取

り
組

み
、

避
難

路
、

避
難
地
を
確
保
す
る
地
区
公
共
施
設
等
整
備
事
業
を
推
進
す
る
。
さ
ら
に
、
耐
火
、
準
耐
火
建
築
物
に

助
成
を
行
う
都
市
防
災
不
燃

化
促
進
事
業
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
る
。

 

中
心

市
街

地
の

木
造

建
物

密
集

地
に

つ
い

て
は

、
火

災
時

の
延

焼
防

止
な

ど
を

目
的

と
し

た
防

災
基

盤
の

整
備

と
あ

わ
せ

、
沿

道
の

緑
化

や
建

築
物

の
不

燃
化

を
誘

導
し

、
居

住
環

境
の

改
善

を
図

る
。

 

さ
ら

に
、
震

災
に

よ
る

被
害

を
最

小
限

に
抑

え
る

た
め

、
耐

震
診

断
や

耐
震

改
修

を
促

進
し

耐
震

性

の
向
上
を
図
る
。

 

 

d.
 市

街
化

区
域

内
の

緑
地

又
は

都
市

の
風

致
の

維
持

に
関

す
る

方
針

 

風
景

の
維

持
・

保
全

 

風
致
地
区
や
市
街
地
内
に
点
在
す
る
寺
社
樹
林
地
な
ど
に
つ
い
て
は
、
良
好
な
環
境
の
形
成
を
目
指

し
積
極
的
に
保
全
を
図
る
。

 

ま
た
、
地
域
色
や
郷
土
色
が
感
じ
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、
街
な
み
環
境
整
備
事
業
や
松
本

市
景

観
計

画
に

よ
る

良
好

な
街

な
み

形
成

の
配

慮
や

、
歴

史
や

文
化

を
残

す
風

景
の

維
持
・
保

全
に

努

④
 市

街
地

に
お

い
て

特
に

配
慮

す
べ

き
問

題
等

を
有

す
る

市
街

地
の

土
地

利
用

の
方

針
 

a.
 土

地
の

高
度

利
用

に
関

す
る

方
針

 

中
心

市
街

地
の

活
性

化
 

商
業
・
業
務
地
の
中
心
拠
点
に
つ
い
て
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
や
再
開
発
事
業
に
よ
り
一
定
の
都

市
基

盤
整

備
が

達
成

さ
れ

て
い

る
が

、
商

業
活

性
化

施
策

と
一

体
的
・
総

合
的

な
市

街
地

環
境

の
整

備

施
策

を
展

開
す

る
必

要
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
都

市
の

ス
ポ

ン
ジ

化
を

抑
制

し
、
街

の
顔
に

ふ
さ

わ
し

い

景
観

に
配

慮
し

た
土

地
の

高
度

利
用

と
都

市
機

能
の
維

持
・

誘
導
を

図
る

。
 

 

b.
 用

途
転

換
、

用
途

純
化

又
は

用
途

の
複

合
化

に
関

す
る

方
針

 

用
途

の
純

化
 

住
工

混
在

が
見

ら
れ

、
現

状
の

土
地

利
用

と
用

途
地

域
が

乖
離

す
る

地
区

は
、
用

途
純

化
に

向
け

た

用
途
地
域
の
見
直
し
を
行
う
。

 

ま
た

、
都

市
機

能
の
維

持
・
誘

導
が

適
切

に
行

わ
れ

る
よ

う
、
必

要
に

応
じ

た
用

途
地

域
の

見
直

し

を
行
う
。

 

 

用
途

の
複

合
化

 

商
業
・
業
務
地
の
中
心
拠
点
の
外
延
部
に
つ
い
て
は
、
土
地
利
用
の
複
合
化
を
図
り
都
市
型
の
業
務
・

住
宅
を
形
成
す
る
。

 

ま
た
、
一
般
国
道

1
9
号
沿
道
及
び
松
本
駅
西
側
か

ら
長
野
自
動
車
道
松
本
Ｉ
Ｃ
に
至
る
市
街
地
を

工
業
と
都
市
型
の
住
宅
や
商
業
・
サ
ー

ビ
ス
施
設
が
複
合
し
た
多
機
能
な
土
地
利
用
に
誘
導
す
る
。

 

 

c
. 

居
住

環
境

の
改

善
又

は
維

持
に

関
す

る
方

針
 

安
全

快
適

な
都

市
づ

く
り

 

令
和

元
年

度
に

実
施

し
た

災
害

危
険

度
判

定
の

調
査

結
果

を
基

に
松

本
市

防
災

都
市

づ
く

り
計

画

を
改
定
す
る
と
と
も
に
、
防
災
指
針
や
復
興
事
前
準
備
の
考
え
方
を
検
討
し
、
よ
り
安
全
快
適
な
都
市

づ
く

り
を

目
指
し

た
取

り
組

み
を

推
進

す
る
。

 

ま
た
、
市
民
主
体
の
活
動
と
の
協
働
に
よ
り
避
難
路
や
避
難
地
確
保
に
向
け
た
検
討
や
、
震
災
に
よ

る
被

害
を

最
小

限
に

抑
え

る
た

め
、

耐
震

診
断

や
耐

震
改

修
を

促
進

し
耐

震
性

の
向

上
を

図
る

。
 

中
心
市
街
地
の
木
造
建
物
密
集
地
に
つ
い
て
は
、
火
災
時
の
延
焼
防
止
な
ど
を
目
的
と
し
た
防
災
基

盤
の
整
備
と
あ
わ
せ
、
沿
道
の
緑
化
や
建
築
物
の
不
燃
化
を
誘
導
し
、
居
住
環
境
の
改
善
を
図
る
。

 

   

d.
 市

街
化

区
域

内
の

緑
地

又
は

都
市

の
風

致
の

維
持

に
関

す
る

方
針

 

風
景

の
維

持
・

保
全

 

風
致

地
区

や
市

街
地

内
に

点
在

す
る

寺
社

樹
林

地
な

ど
に

つ
い

て
は

、
良

好
な

環
境

の
形

成
を

目
指

し
積

極
的

に
保

全
を

図
る

。
 

ま
た

、
地

域
色

や
郷

土
色

が
感

じ
ら

れ
る

地
域

づ
く

り
を

目
指

し
、
松

本
市

景
観

計
画

に
よ

る
良

好

な
街

な
み

形
成

の
配

慮
や
眺

望
点

と
し

て
の

位
置

づ
け
、
歴

史
や

文
化

を
残

す
風

景
の

維
持
・
保

全
に

1
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平
成
○
年
○
月
○
日
作
成

 
（
旧
）
第
６
回
区
域
区
分
見
直
し
 
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
 

（
新
）
第
７
回
区
域
区
分
見
直
し
 
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
 

 

1
3

 
 

め
る

。
 

 

⑤
 市

街
化

調
整

区
域

の
土

地
利

用
の

方
針

 

a.
 優

良
な

農
地

と
の

健
全

な
調

和
に

関
す

る
方

針
 

優
良

農
地

の
保

全
 

都
市
部
西
側
の
農
地
と
東
山
部
、
梓
川
お
よ
び
波
田
市
街
地
周
辺
の
地
域
は
、
良
好
な
農
地
と
し
て

利
用
さ
れ
て
お
り
、
優
良
農
地
と
し
て
保
全
す
べ
き
地
区
で
あ
る
。

 

特
に
農
業
の
基
盤
と
な
る
優
良
農
地
の
適
正
な
保
全
と
活
用
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
良
好
な
田
園
景

観
の
保
全
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
、
田
園
景
観
の
保
全
を
図
る
土
地
利
用
は
優
良
農
地
と
し
て
保
全
す

る
。

 
 

b.
 災

害
防

止
の

観
点

か
ら

必
要

な
市

街
化

の
抑

制
に

関
す

る
方

針
 

保
安

林
、

砂
防

指
定

地
等
の

治
山

治
水
対

策
を

講
ず
る

区
域

の
保
全

 

現
在

の
保

安
林

、
砂

防
指

定
地

等
の

治
山

治
水

対
策

を
講

ず
る

区
域

は
保

全
す

べ
き

区
域

と
す

る
。

 

さ
ら

に
、
急

傾
斜

地
の

崩
壊

、
土

石
流

、
地

滑
り

の
土

砂
災

害
の

恐
れ

の
あ

る
区

域
に

お
い

て
、
住

民
の

生
命

及
び

身
体

を
保

護
す

る
た

め
、
「

土
砂

災
害

警
戒

区
域

等
に

お
け

る
土

砂
災

害
防

止
対

策
の

推
進

に
関

す
る

法
律

」
に

基
づ

く
土

砂
災

害
警

戒
区

域
等

の
指

定
を

行
う

と
共

に
、
土

砂
災

害
の

恐
れ

の
あ

る
区

域
に

つ
い

て
の

危
険

周
知

、
警

戒
避

難
体

制
の

整
備

、
一

定
の

開
発

行
為

の
制

限
、
建

築
物

の
構

造
規

制
、

既
存

住
宅

の
移

転
促

進
等

の
ソ

フ
ト

対
策

を
推

進
す

る
。

 
 

c
. 

自
然

環
境

形
成

の
観

点
か

ら
必

要
な

保
全

に
関

す
る

方
針

 

山
地

、
丘

陵
部

、
田

園
、
河

川
の

環
境

・
景

観
保

全
 

北
部
か
ら
東
部
の
山
地
、
丘
陵
部
は
極
力
自
然
環
境
お
よ
び
自
然
景
観
の
保
全
に
努
め
る
。

 

城
山
風
致
地
区
と
浅
間
風
致
地
区
は
樹
林
・
そ
の
他
の
自
然
地
風
致
の
維
持
を
図
る
と
と
も
に
、
良

好
な
自
然
環
境
や
樹
林
地
に
つ
い
て
は
、
今
後
新
た
な
地
域
性
緑
地
の
指
定
に
よ
り
保
全
を
図
る
。

 

ま
た
、
松
本
平
の
田
園
景
観
を
特
徴
付
け
る
、
本
区
域
の
西
部
か
ら
南
部
に
広
が
る
田
園
地
域
を
保

全
す
る
。

 

さ
ら
に
、
豊
か
な
生
物
生
息
環
境
を
有
す
る
河
川
を
保
全
し
、
う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
河
川

空
間
を
形
成
す
る
。

 
 

d.
 秩

序
あ

る
都

市
的

土
地

利
用

の
実

現
に

関
す

る
方

針
 

計
画

的
な

土
地

利
用

の
推
進

 

都
市

整
備

、
自

然
環

境
保

全
に

関
す

る
各

種
法

令
の

適
正

な
運

用
を

図
る

こ
と

に
よ

り
、
秩

序
あ

る

土
地

利
用

を
図

る
。
集

落
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
維

持
・
活

性
化

を
図

る
た

め
、
地

域
の

実
情

に
応

じ
て

、

各
種
開
発
許
可
制
度
の
活
用
を
図
る
。

 

既
存
の
産
業
集
積
地
等
に
つ
い
て
は
、
周
辺
環
境
と
調
和
さ
せ
な
が
ら
適
正
な
土
地
利
用
を
維
持
す

る
。
幹
線
道
路
沿
道
な
ど
今
後
開
発
圧
力
が
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
区
域
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か

じ
め
計
画
的
な
土
地
利
用
を
検
討
す
る
。

 

現
行

の
市

街
化

区
域

に
隣

接
し

た
地

区
で

計
画

的
な

市
街

地
整

備
の

見
通

し
が

あ
る

地
区

に
お

い

て
は
、
整
備
が
確
実
に
な
っ
た
段
階
で
、
保
留
さ
れ
た
人
口
の
範
囲
内
に
お
い
て
関
係
機
関
と
の
調
整

の
上

で
、
市

街
化

区
域

へ
の

編
入
を

行
い

、
計

画
的

な
整

備
を

図
る

。
 

努
め

る
。

 

 

⑤
 市

街
化

調
整

区
域

の
土

地
利

用
の

方
針

 

a.
 優

良
な

農
地

と
の

健
全

な
調

和
に

関
す

る
方

針
 

優
良

農
地

の
保

全
 

都
市
部
西
側
の
農
地
と
東
山
部
、
梓
川
お
よ
び
波
田
市
街
地
周
辺
の
地
域
は
、
良
好
な
農
地
と
し
て

利
用
さ
れ
て
お
り
、
優
良
農
地
と
し
て
保
全
す
べ
き
地
区
で
あ
る
。

 

特
に
農
業
の
基
盤
と
な
る
優
良
農
地
の
適
正
な
保
全
と
活
用
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
良
好
な
田
園
景

観
の
保
全
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
、
田
園
景
観
の
保
全
を
図
る
土
地
利
用
は
優
良
農
地
と
し
て
保
全
す

る
。

 
 

b.
 災

害
防

止
の

観
点

か
ら

必
要

な
市

街
化

の
抑

制
に

関
す

る
方

針
 

保
安

林
、

砂
防

指
定

地
等
の

治
山

治
水

対
策

を
講

ず
る

区
域

の
保
全

 

現
在

の
保

安
林

、
砂

防
指

定
地

等
の

治
山

治
水

対
策

を
講

ず
る

区
域

は
保

全
す

べ
き

区
域

と
す

る
。

 

さ
ら

に
、
急

傾
斜

地
の

崩
壊

、
土

石
流

、
地

滑
り

の
土

砂
災

害
の

恐
れ

の
あ

る
区

域
に

お
い

て
、
住

民
の

生
命

及
び

身
体

を
保

護
す

る
た

め
、
「

土
砂

災
害

警
戒

区
域

等
に

お
け

る
土

砂
災

害
防

止
対

策
の

推
進

に
関

す
る

法
律

」
に

基
づ

く
土

砂
災

害
警

戒
区

域
等

の
指

定
を

行
う

と
共

に
、
土

砂
災

害
の

恐
れ

の
あ

る
区

域
に

つ
い

て
の

危
険

周
知

、
警

戒
避

難
体

制
の

整
備

、
一

定
の

開
発

行
為

の
制

限
、
建

築
物

の
構

造
規

制
、

既
存

住
宅

の
移

転
促

進
等

の
ソ

フ
ト

対
策

を
推

進
す

る
。

 
 

c
. 

自
然

環
境

形
成

の
観

点
か

ら
必

要
な

保
全

に
関

す
る

方
針

 

山
地

、
丘

陵
部

、
田

園
、
河

川
の

環
境
・

景
観

保
全

 

北
部
か
ら
東
部
の
山
地
、
丘
陵
部
は
極
力
自
然
環
境
お
よ
び
自
然
景
観
の
保
全
に
努
め
る
。

 

城
山
風
致
地
区
と
浅
間
風
致
地
区
は
樹
林
・
そ
の
他
の
自
然
地
風
致
の
維
持
を
図
る
と
と
も
に
、
良

好
な
自
然
環
境
や
樹
林
地
に
つ
い
て
は
、
今
後
新
た
な
地
域
性
緑
地
の
指
定
に
よ
り
保
全
を
図
る
。

 

ま
た
、
松
本
平
の
田
園
景
観
を
特
徴
付
け
る
、
本
区
域
の
西
部
か
ら
南
部
に
広
が
る
田
園
地
域
を
保

全
す
る
。

 

さ
ら
に
、
豊
か
な
生
物
生
息
環
境
を
有
す
る
河
川
を
保
全
し
、
う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
河
川

空
間
を
形
成
す
る
。

 
 

d.
 秩

序
あ

る
都

市
的

土
地

利
用

の
実

現
に

関
す

る
方

針
 

計
画

的
な

土
地

利
用

の
推

進
 

都
市

整
備

、
自

然
環

境
保

全
に

関
す

る
各

種
法

令
の

適
正

な
運

用
を

図
る

こ
と

に
よ

り
、
秩

序
あ

る

土
地

利
用

を
図

る
。
集

落
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
維

持
・
活

性
化

を
図

る
た

め
、
地

域
の

実
情

に
応

じ
た

地
区
計
画
の
決
定
や
、
各
種
開
発
許
可
制
度
の
活
用
を
図
る
。

 

既
存

の
産

業
集

積
地

等
に

つ
い

て
は

、
周

辺
環

境
と

調
和

さ
せ

な
が

ら
適

正
な

土
地

利
用

を
維

持
す

る
。
幹

線
道

路
沿

道
な

ど
今

後
開

発
圧

力
が

高
ま

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
区

域
に

つ
い

て
は

、
あ

ら
か

じ
め

計
画

的
な

土
地

利
用

を
検

討
す

る
。

 

現
行

の
市

街
化

区
域

に
隣

接
し

た
地

区
で

計
画

的
な

市
街

地
整

備
の

見
通

し
が

あ
る

地
区

に
お

い

て
は

、
関

係
機

関
と

の
調

整
の

上
で

、
各

種
制

度
の

検
討
を

行
い

、
計

画
的

な
整

備
を

図
る

。
 

ま
た
、
隣
接
す
る
塩
尻
都
市
計
画
区
域
と
は
、
現
況
及
び
今
後
の
見
通
し
を
踏
ま
え
、
広
域
的
課
題
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平
成
○
年
○
月
○
日
作
成

 
（
旧
）
第
６
回
区
域
区
分
見
直
し
 
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
 

（
新
）
第
７
回
区
域
区
分
見
直
し
 
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
 

 

1
4

 
 

 
 

 市
街

化
調

整
区

域
の

建
築

物
の

形
態

制
限

に
つ

い
て

は
、
地

域
の

土
地

利
用

の
状

況
や

ま
ち

づ
く

り

の
方

針
、
景

観
計

画
の

方
針

な
ど

を
踏

ま
え

、
良

好
な

生
活

環
境

の
確

保
を

図
る

た
め

の
住

宅
地

に
準

じ
た

制
限

値
と

す
る

。
 

 

(
2
)
 都

市
施

設
の

整
備

に
関

す
る

主
要

な
都

市
計

画
の

決
定

の
方

針
 

①
 交

通
施

設
の

都
市

計
画

の
決

定
の

方
針

 

a.
 基

本
方

針
 

ア
．

交
通

体
系

の
整

備
の

方
針

 

計
画

的
か

つ
効

率
的

な
交
通

体
系

の
整

備
 

本
区
域
の
交
通
特
性
と
し
て
、
自
動
車
保
有
率
の
高
さ
と
都
市
計
画
道
路
・
一
般
国
道
等
の
幹
線
道

路
密
度
、
４
車
線
道
路
密
度
の
小
さ
さ
が
あ
げ
ら
れ
る
。
主
に
一
般
国
道
1
9号

な
ど
に
お
け
る
日
常
的

に
道
路
渋
滞
、
利
用
が
低
迷
し
て
い
る
公
共
交
通
の
存
続
と
活
用
、
マ
イ
カ
ー
依
存
か
ら
他
の
交
通
手

段
へ
の
転
換
な
ど
が
課
題
で
あ
る
。
 

こ
の
こ
と
が
本
区
域
内
の
社
会
・
経
済
活
動
に
及
ぼ
す
影
響
は
大
き
く
、
超
少
子
高
齢
型
人
口
減
少

社
会
の
進
行
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
・
整
備
の
た
め
の
公
共
投
資
が
縮
小
と
な
る
な
か
、
よ
り
効
率

的
な

交
通

体
系

の
見

直
し

及
び

整
備

が
必

要
で

あ
る

。
 

道
路

整
備

と
並

行
し

て
、
鉄

道
・
バ

ス
な

ど
の

公
共

交
通

と
自

動
車

の
双

方
と

も
適

正
利

用
が

で
き

る
よ

う
に

公
共

交
通

利
用

環
境

の
整

備
も

合
わ

せ
て

行
う

必
要

が
あ

る
。
 

ま
た
、
渋
滞
解
消
や
公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
に
よ
り
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
抑
制
し
て
地

球
温
暖
化
防
止
を
図
り
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
都
市
づ
く
り
を
進
め
る
。
 

信
州
ま
つ
も
と
空
港
に
つ
い
て
は
、
平
成
６
年
の
ジ
ェ
ッ
ト
化
開
港
以
降
、
利
用
者
が
平
成
８
年
の

約
2
6万

人
を

ピ
ー

ク
に

年
々

減
少

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
県

内
唯

一
の

空
の

玄
関

口
と

し
て

有
効

活
用

さ
れ

る
よ

う
、

利
便

性
の

向
上

や
地

域
振

興
な

ど
の

活
性

化
を

進
め

る
。

 

今
後

は
こ

れ
ら

の
都

市
交

通
問

題
に

対
処

し
、
地

方
中

核
都

市
と

し
て

の
機

能
を

十
分

発
揮

す
る

と

と
も

に
、
集

約
型

ま
ち

づ
く

り
の

た
め

の
交

通
環

境
整

備
、
公

共
交

通
の

サ
ー

ビ
ス

水
準

の
向

上
、
道

路
交

通
の

円
滑

化
・
機

能
の

向
上

、
モ

ビ
リ

テ
ィ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

、
人

を
優

先
し

た
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
に

よ
る

歩
き

や
す

い
ま

ち
づ

く
り

、
都

市
防

災
等

に
取

り
組

む
た

め
総

合
都

市
交

通
計

画
の

方

針
を

基
に

、
計

画
的

か
つ

効
率

的
な

交
通

体
系

の
整

備
を

図
る

も
の

と
す

る
。

 

 ◆
 

鉄
道

・
バ

ス
・

タ
ク

シ
ー

等
交

通
手

段
と

の
総

合
的

な
交

通
体

系
の

確
立

を
図

る
。
 

◆
 

く
ら

し
の

み
ち

ゾ
ー

ン
等

に
よ

り
歩

行
者

動
線

を
整

備
し

、
交

通
の

円
滑

化
と

買
物

客
や

観
光
客
の
利
便
性
の
確
保
に
努
め
る
。
ま
た
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
を
推
進
す
る
。
 

◆
 

マ
イ

カ
ー

か
ら

公
共

交
通

や
徒

歩
、

自
転

車
へ

の
転

換
を

促
進

す
る

道
路

・
ま

ち
づ

く
り

を
図

る
。
 

◆
 
効

果
的
・
効

率
的

な
み

ち
づ

く
り

、
既

存
ス

ト
ッ

ク
を

有
効

活
用

し
た

整
備

を
推

進
す

る
。
 

◆
 
幹

線
道

路
及

び
合

併
地

域
や
観

光
地

域
を

連
絡

す
る

道
路

整
備

を
促

進
す

る
。
 

◆
 
放
射
環
状
型
の
道
路
網
整
備
を
図
る
。
 

◆
 
地

域
の

防
災

性
の

向
上

を
考

慮
し

た
道

路
の

整
備

を
促

進
す

る
。

 

◆
 
信

州
ま

つ
も

と
空

港
の

有
効

活
用

を
図

る
。

 

の
調

整
や

土
地

利
用

が
図

ら
れ

る
よ

う
適

切
な

検
討

を
行

う
。

 

市
街
化
調
整
区
域
の
建
築
物
の
形
態
制
限
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
土
地
利
用
の
状
況
や
ま
ち
づ
く
り

の
方
針
、
景
観
計
画
の
方
針
な
ど
を
踏
ま
え
、
良
好
な
生
活
環
境
の
確
保
を
図
る
た
め
の
住
宅
地
に
準

じ
た
制
限
値
と
す
る
。

 

 

(
2
)
 都

市
施
設

の
整
備

に
関

す
る
主

要
な

都
市
計

画
の

決
定
の

方
針

 

①
 交

通
施

設
の

都
市

計
画

の
決

定
の

方
針

 

a.
 基

本
方

針
 

ア
．
交
通
体
系
の
整
備
の
方
針

 

計
画

的
か

つ
効

率
的

な
交

通
体

系
の

整
備

 

本
区

域
の

交
通

特
性

と
し

て
、
自

動
車

保
有

率
の

高
さ

と
都

市
計

画
道

路
・
一

般
国

道
等

の
幹

線
道

路
密

度
、
４

車
線

道
路

密
度

の
小

さ
さ

が
あ

げ
ら

れ
る

。
主

に
一

般
国

道
1
9号

な
ど

に
お

け
る

日
常

的

に
道

路
渋

滞
、
利

用
が

低
迷

し
て

い
る

公
共

交
通

の
存

続
と

活
用

、
マ

イ
カ

ー
依

存
か

ら
他

の
交

通
手

段
へ

の
転

換
な

ど
が

課
題

で
あ

る
。
 

こ
の

こ
と

が
本

区
域

内
の

社
会
・
経

済
活

動
に

及
ぼ

す
影

響
は

大
き

く
、
超

少
子

高
齢

型
人

口
減

少

社
会

の
進

行
、
交

通
イ

ン
フ

ラ
の

維
持
・
整

備
の

た
め

の
公

共
投

資
が

縮
小
と

な
る

な
か

、
よ

り
効
果

的
な
交
通
体
系
の
見
直
し
及
び
整
備
が
必
要
で
あ
る
。
 

道
路
整
備
と
並
行
し
て
、
鉄
道
・
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
と
自
動
車
の
双
方
と
も
適
正
利
用
が
で
き

る
よ
う
な
公
共
交
通
利
用
環
境
の
整
備
と
自
転
車
利
用
環
境
の
改
善
も
合
わ
せ
て
行
う
必
要
が
あ
る
。
 

ま
た

、
渋

滞
解

消
や

公
共

交
通

機
関

の
利

用
促

進
に

よ
り
、
温
室

効
果

ガ
ス

の
排

出
を

抑
制
し
て

地

球
温
暖

化
防

止
を

図
り

、
環

境
負

荷
の

少
な

い
都

市
づ

く
り

を
進

め
る

。
 

信
州

ま
つ

も
と

空
港

に
つ

い
て

は
、
県
内

唯
一

の
空

の
玄
関

口
と

し
て

有
効

活
用

さ
れ

る
よ

う
、
利

便
性
の

向
上

や
地

域
振

興
な

ど
の

活
性

化
を

進
め

る
。
 

今
後

は
こ

れ
ら

の
都

市
交

通
問

題
に

対
処

し
、
地
方

中
核

都
市

と
し

て
の

機
能

を
十

分
発

揮
す
る

と

と
も
に

、
集
約

型
ま

ち
づ

く
り

の
た

め
の
交

通
環

境
整

備
、
公

共
交

通
の

サ
ー
ビ

ス
水

準
の

向
上

、
道

路
交
通

の
円

滑
化
・
機
能

の
向

上
、
モ
ビ

リ
テ

ィ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
、
人
を

優
先

し
た

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ

ザ
イ
ン

に
よ

る
歩

き
や

す
い

ま
ち

づ
く

り
、
都
市

防
災

等
に

取
り

組
む

た
め

総
合

都
市

交
通
計

画
の
方

針
を
基

に
、

計
画

的
か

つ
効

率
的

な
交

通
体

系
の

整
備

を
図

る
も

の
と

す
る

。
 

  ◆
 
鉄

道
・

バ
ス

・
タ

ク
シ

ー
等

交
通

手
段
と

の
総

合
的

な
交

通
体

系
の

確
立

を
図

る
。
 

◆
 
ス

ト
リ

ー
ト

デ
ザ

イ
ン

等
の

取
り

組
み
に

よ
り

、
居

心
地

が
良

く
歩

き
た
く

な
る

ま
ち

な
か

を
つ

く
る

。
ま

た
、

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

化
を

推
進

す
る

。
 

◆
 
マ
イ
カ
ー
か
ら
公
共
交
通
や
徒
歩
、
自
転
車
へ
の
転
換
を
促
進
す
る
道
路
・
ま
ち
づ
く
り
を

図
る
。
 

◆
 
効
果
的
・
効
率
的
な
み
ち
づ
く
り
、
既
存
ス
ト
ッ
ク
を
有
効
活
用
し
た
整
備
を
推
進
す
る
。
 

◆
 
幹
線
道
路
及
び
生
活
拠
点
地
域
や
観
光
地
域
を
連
絡
す
る
道
路
整
備
を
促
進
す
る
。
 

◆
 
環
状
放
射
型
の
道
路
網
整
備
を
図
る
。
 

◆
 
地

域
の

防
災

性
の

向
上

を
考

慮
し

た
道

路
の

整
備

を
促

進
す

る
。

 

◆
 
信

州
ま

つ
も

と
空

港
の

有
効

活
用

を
図

る
。
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平
成
○
年
○
月
○
日
作
成

 
（
旧
）
第
６
回
区
域
区
分
見
直
し
 
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
 

（
新
）
第
７
回
区
域
区
分
見
直
し
 
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
 

 

1
5

 
 

イ
．

整
備

水
準

の
目

標
 

都
市

計
画

道
路

の
整

備
、
公

共
交

通
機
関

利
用

者
の
増

加
 

道
路
に
つ
い
て
は
、
現
在
都
市
計
画
決
定
延
長
約
1
16
.8
k
mの

う
ち
4
3.
7
km
（
約
1
.0
9k
m
/用

途
地
域

面
積
k㎡

）
が

整
備

さ
れ

て
い

る
。
（
平

成
2
5年

3月
末

現
在

）
 

今
後

も
引

き
続

き
整

備
計
画

に
基

づ
き
整

備
を

促
進
す

る
も

の
と
し

、
お

お
む
ね

5
0k
m(
約

1
.3
km
/ 

k㎡
)程

度
に

な
る

こ
と

を
目

標
と

し
て

整
備

を
図

る
。
 

ま
た
、
鉄
道
駅
に
お
い
て
交
通
結
節
点
と
し
て
の
機
能
の
向
上
を
図
り
、
公
共
交
通
機
関
利
用
者
の

増
加

を
図

る
。
 

 

b.
 主

要
な

施
設

の
配

置
の

方
針

 

ア
．
道

 
路

 

広
域

幹
線

道
路

の
整

備
 

東
西

方
向

の
広

域
幹

線
道

路
と

し
て

中
部

縦
貫

自
動

車
道

を
配

置
す

る
。

 

 周
辺

都
市

圏
と

の
連

携
を
強

化
す

る
道
路

網
の

整
備

 

松
本
都
市
圏
と
長
野
都
市
圏
、
上
田
都
市
圏
、
佐
久
都
市
圏
、
諏
訪
都
市
圏
、
木
曽
都
市
圏
等
他
圏

域
と

の
連

絡
強

化
を

図
る

。
 

 

本
区

域
内

を
一

体
化

す
る
道

路
網

の
整
備

 

南
北
軸
・
東
西
軸
・
環
状
軸
の
強
化
を
図
る
。

 

   

イ
．
鉄
 
道

 

鉄
道

の
持

続
可

能
な

運
用

 

Ｊ
Ｒ

篠
ノ

井
線

、
大

糸
線

、
ア

ル
ピ

コ
交

通
上

高
地

線
の

鉄
道

は
、
他

の
公

共
交

通
と

連
携

し
な

が

ら
サ

ー
ビ

ス
水

準
の

維
持
・
向

上
に

努
め

、
マ

イ
カ

ー
か

ら
の

利
用

転
換

を
促

進
し

な
が

ら
、
持

続
可

能
な

運
用

を
図

る
。

 

 

ウ
．

駐
輪

場
 

駐
輪

場
の

整
備

 

鉄
道
駅
周
辺
の
駐
輪
場
の
整
備
を
促
進
す
る
。

 

 

エ
．
自
由
通
路
・
駅
前
広
場

 

自
由

通
路
・
駅

前
広

場
の
整

備
及

び
広

場
と

一
体

的
な

バ
ス
・
タ

ク
シ

ー
乗

り
場

等

の
整

備
 

Ｊ
Ｒ

主
要

駅
に

お
い

て
交

通
結

節
機

能
の

向
上

を
図

る
た

め
、
自

由
通

路
を

整
備

し
駅

の
一

体
化

を

図
る

。
さ

ら
に

、
鉄

道
と

バ
ス
・
タ

ク
シ

ー
・
自

家
用

車
・
自

転
車

等
の

乗
換

利
便

性
の

向
上

を
図
る

イ
．

整
備

水
準

の
目

標
 

都
市

計
画

道
路

の
整

備
、
公

共
交

通
機
関

利
用

者
の
増

加
 

道
路
に
つ
い
て
は
、
現
在
都
市
計
画
決
定
延
長
約
1
15
.
5k
mの

う
ち
49
.1
km
（
約
1
.2
2k
m/
用
途
地

域

面
積
k㎡

）
が

整
備

さ
れ

て
い

る
。
（
令

和
2年

4月
1日

現
在

）
 

今
後

も
引

き
続

き
整

備
計

画
に

基
づ

き
整

備
を

促
進

す
る

も
の

と
し

、
お

お
む

ね
53

km
(
約

1
.3
1k
m/
k㎡

)に
な
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
整
備
を
図
る
。
 

ま
た

、
鉄

道
駅

に
お

い
て
交

通
結

節
点

と
し

て
の

機
能

の
向

上
を

図
る

と
と

も
に

、
バ

ス
利

用
環

境

を
向
上
さ
せ
、
公
共
交
通
機
関
利
用
者
の
増
加
を
図
る
。
 

 

b.
 主

要
な

施
設

の
配

置
の

方
針

 

ア
．
道

路
 

広
域

幹
線

道
路

の
整

備
 

東
西
方
向
の
広
域
幹
線
道
路
と
し
て
中
部
縦
貫
自
動
車
道
を
配
置
す
る
。

 

 周
辺

都
市

圏
と

の
連

携
を
強

化
す

る
道
路

網
の

整
備

 

松
本

都
市

圏
と

長
野
都

市
圏
、
上

田
都

市
圏

、
佐

久
都

市
圏

、
大

町
都

市
圏

等
他

圏
域

と
の

連
絡

強

化
を

図
る

。
 

 

本
区

域
内

を
一

体
化

す
る
道

路
網

の
整
備

 

南
北
軸
・
東
西
軸
・
環
状
軸
の
強
化
を
図
る
。
松
本
波
田
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
新
設
に
伴
い
、

松
本

環
状

高
家

線
の

バ
イ

パ
ス

整
備

な
ど

、
接

続
道

路
を

含
む

周
辺

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
配

置
に

つ

い
て
見
直
し
を
行
う
。

 

 

イ
．

鉄
道

 

鉄
道

の
持

続
可

能
な

運
用

 

Ｊ
Ｒ
篠
ノ
井
線
、
大
糸
線
、
ア
ル
ピ
コ
交
通
上
高
地
線
の
鉄
道
は
、
他
の
公
共
交
通
と
連
携
し
な
が

ら
一
体
的
な
公
共
交
通
機
関
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
維
持
・
向
上
に
努
め
、
マ
イ
カ
ー
か
ら
の
利
用

転
換

を
促

進
し

な
が

ら
、

持
続

可
能

な
運

用
を

図
る

。
 

 

ウ
．

駐
輪

場
 

駐
輪

場
の

整
備

 

鉄
道
駅
周
辺
の
駐
輪
場
の
整
備
を
促
進
す
る
と
と
も
に
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
等
の
普
及
を
促
進
す
る
。

 

 

エ
．
自

由
通
路
・
駅
前
広
場

 

自
由

通
路
・
駅

前
広

場
の
整

備
及

び
広
場

と
一

体
的
な

バ
ス
・
タ

ク
シ

ー
乗

り
場

等

の
整

備
 

Ｊ
Ｒ

主
要

駅
に

お
い

て
交

通
結

節
機

能
の

向
上

を
図

る
た

め
、
自

由
通

路
を

整
備

し
駅

の
一

体
化

を

図
る

。
さ

ら
に

、
鉄

道
と

バ
ス
・
タ

ク
シ

ー
・
自

家
用

車
・
自

転
車

等
の

乗
換

利
便

性
の

向
上

を
図

る

1
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平
成
○
年
○
月
○
日
作
成

 
（
旧
）
第
６
回
区
域
区
分
見
直
し
 
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
 

（
新
）
第
７
回
区
域
区
分
見
直
し
 
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
 

 

1
6

 
 

た
め

、
駅

前
広

場
の

整
備

と
一

体
的

に
バ

ス
・

タ
ク

シ
ー

乗
り

場
等

を
整

備
す

る
。

 

  

オ
．

交
通

管
理

 

交
通

需
要

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
・

モ
ビ

リ
テ
ィ

マ
ネ

ジ
メ
ン

ト
の

推
進

 

現
状
の
道
路
網
で
の
交
通
混
雑
の
緩
和
方
策
と
し
て
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
事
業
（
交
通
需
要
マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

）
を

充
実
さ

せ
る

と
と

も
に

、
健

康
寿

命
の

延
伸

、
環

境
負

荷
の

軽
減

に
対

応
す

る
た

め
に

、

自
ら
の
意
思
で
マ
イ
カ
ー
利
用
か
ら
転
換
し
、
徒
歩

、
自
転
車
、
バ
ス
や
鉄
道
な
ど
の
公
共
交
通
機
関

を
利
用
す
る
こ
と
へ
の
意
識
転
換
（
モ
ビ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
を
図
る
。

 

  

c
. 

主
要

な
施

設
の

整
備

目
標

 

ア
．
道
 
路

 

お
お
む
ね
1
0年

以
内
に
整
備
す
る
こ
と
を
予
定
す
る
主
な
施
設
等
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

主
要

な
施

設
 

名
 
 
 
称
 

 

道
 
 
路

 

都
市

計
画

道
路

1・
4・

1
松

本
波

田
線
 

都
市

計
画

道
路

3・
4・

11
宮

渕
新

橋
上

金
井

線
 

都
市
計
画
道
路

3・
2・

12
内
環
状
北
線
 

都
市

計
画

道
路

3・
4・

22
小

池
平

田
線
 

都
市
計
画
道
路

3・
2・

29
長
野
飯
田
線
 

都
市

計
画

道
路

3・
4・

34
中

条
白

板
線
 

都
市
計
画
道
路

3・
2・

43
内
環
状
南
線
 

都
市

計
画

道
路

3・
5・

25
南

松
本

石
芝

線
 

都
市
計
画
道
路

3・
4・

4
6 
出
川
双
葉
線
 

都
市
計
画
道
路

3・
4・

47
芳
野
双
葉
線
 

都
市

計
画

道
路

3・
4・

50
三

溝
新

田
線
 

都
市
計
画
道
路

3・
4・

51
下
島
車
坂
線
 

            

た
め

、
交

通
タ

ー
ミ

ナ
ル

と
し

て
駅

前
広

場
の

整
備

と
一

体
的

に
バ

ス
・
タ

ク
シ

ー
乗

り
場

等
を

整
備

す
る
。

 

 

オ
．
交
通
管
理

 

交
通

需
要

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
・

モ
ビ

リ
テ
ィ

マ
ネ

ジ
メ
ン

ト
の

推
進

 

交
通

混
雑

の
緩

和
方

策
と

し
て

パ
ー

ク
ア

ン
ド

ラ
イ

ド
事

業
（

交
通

需
要

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

）
を

充
実

す
る

と
と

も
に

、
商

業
・
業

務
地

の
中

心
拠

点
周

辺
に

お
い

て
フ

リ
ン

ジ
駐

車
場

の
配

置
を

検
討

す
る

。
 

ま
た
、
健
康
寿
命
の
延
伸
、
環
境
負
荷
の
軽
減
に
対
応
す
る
た
め
に
、
自
ら
の
意
思
で
マ
イ
カ
ー
利

用
か

ら
転

換
し

、
徒

歩
、
自

転
車

、
バ

ス
や

鉄
道

な
ど

の
公

共
交

通
機

関
を

利
用

す
る

こ
と

へ
の

意
識

転
換

（
モ

ビ
リ

テ
ィ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

）
を

図
る

。
 

 

c
. 

主
要

な
施

設
の

整
備

目
標

 

ア
．

道
路

 

お
お

む
ね
1
0年

以
内

に
整

備
す

る
こ

と
を

予
定

す
る

主
な

施
設

等
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。
 

種
 
別

 
路

線
名

称
 

道
 
 
路

 

都
市
計
画
道
路

1・
4・

1
松
本
波
田
線
 

都
市
計
画
道
路

3・
5・

6
出
川
浅
間
線
 

都
市

計
画

道
路

3・
4・

11
宮

渕
新

橋
上

金
井

線
 

都
市

計
画

道
路

3・
2・

12
内

環
状

北
線
 

都
市

計
画

道
路

3・
3・

15
松

本
駅

北
小

松
線
 

都
市
計
画
道
路

3・
4・

22
小
池
平
田
線
 

都
市
計
画
道
路

3・
2・

29
長
野
飯
田
線
 

都
市
計
画
道
路

3・
4・

34
中
条
白
板
線
 

都
市
計
画
道
路

3・
2・

43
内
環
状
南
線
 

都
市
計
画
道
路

3・
5・

25
南
松
本
駅
石
芝
線
 

都
市
計
画
道
路

3・
4・

4
6 
出
川
双
葉
線
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平
成
○
年
○
月
○
日
作
成

 
（
旧
）
第
６
回
区
域
区
分
見
直
し
 
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
 

（
新
）
第
７
回
区
域
区
分
見
直
し
 
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
 

 

1
7

 
 

②
 下

水
道

及
び

河
川

の
都

市
計

画
の

整
備

の
方

針
 

a.
 基

本
方

針
 

ア
．

下
水

道
及

び
河

川
の

整
備

の
方

針
 

【
下

水
道

】
 

公
共

水
域

の
水

質
保

全
と
生

活
環

境
の
整

備
、

雨
水
浸

水
の

防
止

 

公
共
水
域
の
水
質
保
全
と
生
活
環
境
の
整
備
を
図
り
、
あ
わ
せ
て
雨
水
浸
水
に
よ
る
都
市
災
害

を
防
止
す
る
た
め
に
下
水
道
の
整
備
を
図
る
。
ま
た
、
合
流
式
下
水
道
の
分
流
式
へ
の
改
善
を
図

る
。

 

 

【
河
 
川
】

 

河
川

の
安

全
確

保
・

景
観
形

成
と

流
域
対

策
の

推
進

 

梓
川

や
奈

良
井

川
を

は
じ

め
と

す
る

河
川

の
改

修
事

業
を

促
進

し
、
市

街
地

の
安

全
及

び
親

水

機
能

確
保

と
良

好
な

景
観

形
成

の
た

め
整

備
を

図
る

。
 

特
に

近
年

の
都

市
化

の
進

展
に

よ
る

流
域

の
持

つ
保

水
遊

水
機

能
の

減
少

等
を

考
慮

し
て

、
河

川
整

備
と

流
域

対
策

を
図

る
。

 

   

イ
．

整
備

水
準

の
目

標
 

【
下

水
道

】
 

事
業

認
可

区
域

の
適

正
な
維

持
管

理
 

下
水
道
整
備
全
体
計
画
区
域

6
,7

9
6
h

a
の
う
ち
、
公
共
下
水
道
事
業
計
画
認
可
区
域

5
,0

6
1
h

a・

特
定

環
境

保
全

公
共

下
水

道
事

業
認

可
区

域
1
,2

9
6
h

a
に

つ
い

て
、
計

画
区

域
内

の
整

備
は

概
ね

完
了
し
て
い
る
。
今
後
は
、
水
質
が
適
正
に
保
た
れ
る
よ
う
に
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
る
。

 

ま
た
、
雨
水
渠
に
つ
い
て
は
整
備
区
域
内
の
緊
急
を
要
す
る
地
域
か
ら
着
手
し
、
約

6
8
4
h

a
を

目
標

に
整

備
を

図
る

。
 

 

【
河
 
川

】
 

親
水

護
岸

や
自

然
の

生
態

系
保

護
、
治

水
の

安
全

性
を

高
め

る
た

め
の

河
川

整
備

及
び

流
域

対

策
を

推
進

す
る

。
 

         

②
 下

水
道

及
び

河
川

の
都

市
計

画
の

整
備

の
方

針
 

a.
 基

本
方

針
 

ア
．

下
水

道
及

び
河

川
の

整
備

の
方

針
 

【
下

水
道

】
 

公
共

水
域

の
水

質
保

全
と
生

活
環

境
の
整

備
、

雨
水
浸

水
の

防
止

 

公
共

水
域

の
水

質
保

全
と

生
活

環
境

の
整

備
を

図
り

、
あ

わ
せ

て
雨

水
浸

水
に

よ
る

都
市

災
害

を
防

止
す

る
た

め
に

下
水

道
の

整
備

を
図

る
。

ま
た

、
合

流
式

下
水

道
の

分
流

式
へ

の
改

善
を

図

る
。

 

 

【
河

川
】

 

河
川

の
安

全
確

保
・

景
観
形

成
と

流
域
対

策
の

推
進

 

梓
川

や
奈

良
井

川
を

は
じ

め
と

す
る

河
川

の
改

修
事

業
を

促
進

し
、

市
街

地
の

安
全

及
び

親
水

機
能
確
保
と
良
好
な
景
観
形
成
の
た
め
整
備
を
図
る
。

 

特
に

近
年

の
都

市
化

の
進

展
に

よ
る

流
域

の
持

つ
保

水
遊

水
機

能
の

減
少

等
を

考
慮

し
て

、
河

川
整
備
と
流
域
対
策
を
図
る
。

 

ま
た

、
中

心
市

街
地

に
位

置
す

る
河

川
で

は
、

河
川

空
間

と
ま

ち
空

間
が

融
合

し
た

良
好

な
空

間
の

形
成
を

図
る

。
 

 

イ
．
整
備
水
準
の
目
標

 

【
下
水
道
】

 

事
業

認
可

区
域

の
適

正
な

維
持

管
理

 

下
水

道
整

備
全

体
計

画
区

域
6
,7

4
8
h

a
の

う
ち

、
公

共
下

水
道

事
業

計
画

認
可

区
域

5
,0

0
4
h

a・

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
認
可
区
域

1
,3

0
8
h

a
に
つ
い
て
、
計
画
区
域
内
の
整
備
は
概
ね

完
了

し
て

い
る

。
今

後
は

、
水

質
が

適
正

に
保

た
れ

る
よ

う
に

適
正

な
維

持
管

理
に

努
め

る
。

 

ま
た

、
雨

水
渠

に
つ

い
て

は
整

備
区

域
内

の
緊

急
を

要
す

る
地

域
か

ら
着

手
し

、
約

8
7
2
.7

h
a

を
目
標
に
整
備
を
図
る
。

 

 

【
河
川
】

 

親
水

護
岸

や
自

然
の

生
態

系
保

護
、

治
水

の
安

全
性

を
高

め
る

た
め

の
河

川
整

備
及

び
流

域
対

策
を
推
進
す
る
。
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平
成
○
年
○
月
○
日
作
成

 
（
旧
）
第
６
回
区
域
区
分
見
直
し
 
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
 

（
新
）
第
７
回
区
域
区
分
見
直
し
 
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
 

 

1
8

 
 

b.
 主

要
な

施
設

の
配

置
の

方
針

 

【
下

水
道

】
 

■
公

共
下

水
道

区
域

 

宮
渕

・
両

島
処

理
区

の
汚
水

・
雨

水
管
渠

、
処

理
場
の

整
備

 

宮
渕

・
両
島
処
理

区
の
汚
水
及

び
雨
水
管
渠

、
処
理
場
の

整
備
、
合
流

式
下
水
道
の

改
善

を
図
る
。

 

 

■
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
区
域

 

適
正

な
維

持
管

理
 

施
設

の
適

正
な

維
持

管
理

に
努

め
る

。
 

 

■
犀

川
安

曇
野

流
域

下
水

道
区

域
 

適
正

な
維

持
管

理
 

施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
る
。

 

 

【
河
 
川
】

 梓
川

や
奈

良
井

川
等

の
整
備

 

梓
川

や
奈

良
井

川
を

は
じ

め
と

す
る

河
川

の
整

備
を

図
る

。
 

 

c
. 

主
要

な
施

設
の

整
備

目
標

 

お
お

む
ね
1
0年

以
内

に
整

備
す

る
こ

と
を

予
定

す
る

主
な

施
設

は
次

の
と

お
り

で
あ

る
。
 

都
市
施
設

 
名

 
 
 
称

 

下
水

道
 

松
本

市
公

共
下

水
道

 

宮
渕

処
理

区
、

両
島

処
理

区
 

松
本

市
特

定
環

境
保

全
公

共
下

水
道

 

西
南

処
理

区
、

島
立

処
理

区
、

中
山

処
理

区
、

 

内
田

処
理

区
、

山
辺

処
理

区
、

稲
倉

処
理

区
、

 

四
賀

処
理

区
、

上
高

地
処

理
区

 

犀
川

安
曇

野
流

域
関

連
松

本
市

特
定

環
境

保
全

公
共

下
水

道
 

犀
川

安
曇

野
流

域
下

水
道

 

河
 
川

 
梓
川
、
奈
良
井
川
、
田
川
、
女
鳥
羽
川
、
薄
川

 

       

b.
 主

要
な

施
設

の
配

置
の

方
針

 

【
下

水
道

】
 

■
公

共
下

水
道

区
域

 

宮
渕

・
両

島
・

波
田

処
理
区

の
汚

水
・
雨

水
管

渠
、
処

理
場

の
整
備

 

宮
渕
・
両
島
・
波
田
処
理
区
の
汚
水
及
び
雨
水
管
渠
、
処
理
場
の
整
備
、
合
流
式
下
水
道
の

改
善

を
図

る
。

 

 

■
特

定
環

境
保

全
公

共
下

水
道

区
域

 

適
正

な
維

持
管

理
 

施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
る
。

 

 

■
犀
川
安
曇
野
流
域
下
水
道
区
域

 

適
正

な
維

持
管

理
 

施
設

の
適

正
な

維
持

管
理

に
努

め
る

。
 

 

【
河

川
】

 

梓
川

や
奈

良
井

川
等

の
整
備

 

梓
川
や
奈
良
井
川
を
は
じ
め
と
す
る
河
川
の
整
備
を
図
る
。

 

 

c
. 

主
要

な
施

設
の

整
備

目
標

 

お
お
む
ね
1
0年

以
内
に
整
備
す
る
こ
と
を
予
定
す
る
主
な
施
設
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 

種
 
別

 
名
称

 

下
水

道
 

松
本

市
公

共
下

水
道

 

宮
渕

処
理

区
、

両
島

処
理

区
、

波
田

処
理

区
 

松
本
市
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道

 

西
南
処
理
区
、
島
立
処
理
区
、
中
山
処
理
区
、

 

内
田
処
理
区
、
山
辺
処
理
区
、
稲
倉
処
理
区
、

 

四
賀
処
理
区
、
上
高
地
処
理
区

 

犀
川
安
曇
野
流
域
関
連
松
本
市
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道

 

犀
川
安
曇
野
流
域
下
水
道

 

河
 
川

 
梓

川
、
奈

良
井

川
、

田
川

、
女

鳥
羽

川
、

薄
川
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平
成
○
年
○
月
○
日
作
成

 
（
旧
）
第
６
回
区
域
区
分
見
直
し
 
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
 

（
新
）
第
７
回
区
域
区
分
見
直
し
 
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
 

 

1
9

 
 

③
 そ

の
他

の
都

市
施

設
の

都
市

計
画

の
決

定
の

方
針

 

a.
 基

本
方

針
 

人
口

動
向

に
応

じ
た

ご
み
処

理
施

設
、
卸

売
市

場
等
の

整
備

 

健
康
で
文
化
的
な
都
市
生
活
及
び
機
能
的
な
都
市
活
動
の
向
上
を
図
る
た
め
、
人
口
の
動
向
に
対
応

し
な
が
ら
、
ご
み
処
理
施
設
、
卸
売
市
場
等
の
施
設
の
整
備
を
図
る
。

 

 

b.
 主

要
な

施
設

の
配

置
の

方
針

 

ア
．
ご
み
処
理
施
設

 

ご
み

焼
却

施
設

及
び

最
終
処

分
場

の
効
率

的
な

運
用

 

ご
み

焼
却

施
設
及

び
最

終
処

分
場
は

、
今

後
も

効
率

的
な

運
用

を
図

る
。

 

 

イ
．

卸
売

市
場

 

松
本

市
公

設
地

方
卸

売
市
場

の
随

時
見

直
し

 

松
本
流
通
業
務
団
地
内
の
松
本
市
公
設
地
方
卸
売
市
場
は
、
今
後
の
交
通
網
の
整
備
に
伴
う
流
通
シ

ス
テ
ム
の
多
様
化
に
対
応
し
、
随
時
施
設
の
見
直
し
を
行
う
。

 

                        

③
 そ

の
他

の
都

市
施

設
の

都
市

計
画

の
決

定
の

方
針

 

a.
 基

本
方

針
 

人
口

動
向

に
応

じ
た

ご
み
処

理
施

設
、
卸

売
市

場
等
の

整
備

 

健
康

で
文

化
的

な
都

市
生

活
及

び
機

能
的

な
都

市
活

動
の

向
上

を
図

る
た

め
、
人

口
の

動
向

に
対

応

し
な

が
ら

、
ご

み
処

理
施

設
、

卸
売

市
場

等
の

施
設

の
整

備
を

図
る

。
 

 

b.
 主

要
な

施
設

の
配

置
の

方
針

 

ア
．

ご
み

処
理

施
設

 

ご
み

焼
却

施
設

及
び

最
終
処

分
場

の
効

率
的

な
運

用
 

ご
み
焼
却
施
設
及
び
最
終
処
分
場
は
、
今
後
も
効
率
的
な
運
用
を
図
る
。

 

 

イ
．
卸
売
市
場

 

松
本

市
公

設
地

方
卸

売
市
場

の
随

時
見
直

し
 

松
本

流
通

業
務

団
地

内
の

松
本

市
公

設
地

方
卸

売
市

場
は

、
今

後
の

交
通

網
の

整
備

に
伴

う
流

通
シ

ス
テ

ム
の

多
様

化
に

対
応

し
、

随
時

施
設

の
見

直
し

を
行

う
。
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平
成
○
年
○
月
○
日
作
成

 
（
旧
）
第
６
回
区
域
区
分
見
直
し
 
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
 

（
新
）
第
７
回
区
域
区
分
見
直
し
 
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
 

 

2
0

 
 

(
3
)
 市

街
地

開
発

事
業

に
関

す
る

主
要

な
都

市
計

画
の

決
定

の
方

針
 

①
 主

要
な

市
街

地
開

発
事

業
の

決
定

の
方

針
 

a.
 基

本
方

針
 

良
好

な
都

市
環

境
を

備
え

た
市

街
地

の
形

成
を

着
実

に
進

め
て

い
く

た
め

、
行

政
と

住
民

が
一

体
と

な
っ

て
地

域
の

特
性

を
活

か
し

た
市

街
地

整
備

を
面

的
に

行
う

。
 

ア
．

中
心

市
街

地
 

中
心

市
街

地
は

、
近

年
の

超
少

子
高

齢
型

人
口

減
少

社
会

の
進

行
、
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

の
変

化
等

に
よ

り
空

洞
化

が
生

じ
、
活

性
化
の

必
要

性
が

増
し

て
い

る
。
こ

の
た

め
、
市

街
地

基
盤

整
備

と
商

業
の
一
体
的
・
総
合
的
な
施
策
を
行
う
と
と
も
に
、
歩
い
て
暮
ら
せ
る
都
心
居
住
を
推
進
し
、
中
心

市
街
地
の
活
性
化
を
図
る
。

 

な
お
、
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
行
政
と
住
民
な
ど
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
歴
史
と
文
化

を
活

か
し

た
ま

ち
づ

く
り

を
め

ざ
し

、
街

並
み

環
境

整
備

事
業

等
に

よ
る

良
好

な
街

並
み

形
成

を

図
る

。
 

 

イ
．

市
街

化
進

行
地

域
 

基
盤

施
設

が
不

十
分

な
ま

ま
で

無
秩

序
な

市
街

化
が

進
行

し
て

い
る

地
域

は
、

地
区

の
実

情
に

応
じ

て
、
土

地
区

画
整

理
事

業
や
地

区
計

画
等

を
活

用
し

て
基

盤
施

設
の

整
備

を
行

い
、
土

地
利

用

の
増
進
と
生
活
環
境
の
改
善
を
図
る
。

 
 

ウ
．
新
市
街
地

 

土
地

区
画

整
理

事
業

等
の

実
施

に
よ

り
新

た
に

形
成

さ
れ

た
新

市
街

地
に

お
い

て
は

、
整

備
済

み
の

良
好

な
都

市
基

盤
を

活
か

し
な

が
ら

地
区

計
画

等
を

活
用

す
る

こ
と

に
よ

り
、

さ
ら

に
魅

力

的
な
市
街
地
の
形
成
を
図
る
。

 
 

エ
．
市
街
化
区
域
内
の
低
・
未
利
用
地

 

現
在
の
市
街
化
区
域
内
の
農
地
等
の
低
・
未
利
用
地
に
つ
い
て
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
等
に
よ

り
合

理
的

な
土

地
利

用
を

図
る

べ
く

誘
導

す
る
。
ま

た
、
整

備
が

完
了

し
た

地
区

内
に

お
い

て
は

早

期
建
築
が
さ
れ
る
よ
う
宅
地
利
用
の
促
進
を
図
る
。

 
 

b.
 市

街
地

整
備

の
方

針
 

重
点
的
に
整
備
を
図
る
べ
き
区
域
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

 

地
区

名
 

整
備

の
方

針
 

松
本
城
周
辺
地
区

 
内

環
状

北
線
、

南
西

外
堀
を

整
備

し
、
国

宝
松

本
城
と

城
下

町
の
歴

史
を

活

か
し

た
、

水
と

緑
と

に
ぎ

わ
い

の
あ

る
ま

ち
づ

く
り

を
図

る
。

 
 

②
 市

街
地

整
備

の
目

標
 

お
お
む
ね

1
0
年
以
内
に
実
施
を
予
定
し
て
い
る
主
な
面
的
開
発
事
業
又
は
新
た
に
市
街
化
区
域
を
予
定
し

て
い
る
区
域
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

 

a.
 土

地
区

画
整

理
事

業
 

地
区

名
 

面
積
（

h
a
）

 

村
井

町
南
地

区
 

約
4
.9
 

 

(
3
)市

街
地

開
発

事
業

に
関

す
る

主
要

な
都

市
計

画
の

決
定

の
方

針
 

①
 主

要
な

市
街

地
開

発
事

業
の

決
定

の
方

針
 

a.
 基

本
方

針
 

良
好

な
都

市
環

境
を

備
え

た
市

街
地

の
形
成

を
着

実
に

進
め

て
い

く
た

め
、
行

政
と

住
民

が
一

体
と

な

っ
て
地

域
の

特
性

を
活

か
し

た
市

街
地

整
備
を

面
的

に
行

う
。

 

ア
．
中

心
市

街
地

 

中
心

市
街

地
は

、
近

年
の

超
少
子

高
齢

型
人

口
減

少
社

会
の
進

行
、
ラ
イ
フ

ス
タ

イ
ル

の
変

化
等

に
よ
り

急
速

に
空

洞
化

が
進

行
し

て
お

り
そ
の

対
策
の
必

要
性

が
増

し
て

い
る

。
こ
の

た
め

、
市
街

地
基

盤
整

備
と

商
業

の
一

体
的
・
総

合
的
な

施
策

を
行

う
と

と
も

に
、
歩

い
て

暮
ら

せ
る

都
心

居
住

を
推

進
し

、
中

心
市

街
地

の
活

性
化

を
図

る
。

 

な
お

、
整

備
に
あ

た
っ

て
は

、
行

政
と

住
民

な
ど

と
の

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

に
よ

る
歴

史
と

文
化

を
活

か
し

た
ま

ち
づ

く
り

を
め

ざ
し

、
良

好
な

街
並

み
形

成
を

図
る

。
 

 

イ
．

市
街

化
進

行
地

域
 

基
盤

施
設

が
不

十
分

な
ま

ま
で

無
秩

序
な

市
街

化
が

進
行

し
て

い
る

地
域

は
、
地

区
の

実
情

に
応

じ
て

、
地

区
計
画

等
を

活
用

し
て

基
盤

施
設

の
整

備
を

行
い

、
土

地
利
用

の
増

進
と

生
活

環
境

の
改

善
を

図
る

。
 

 

ウ
．

新
市

街
地

 

土
地

区
画

整
理

事
業

等
の

実
施

に
よ

り
新
た

に
形

成
さ

れ
た

新
市

街
地

に
お

い
て

は
、
整

備
済

み

の
良

好
な

都
市

基
盤

を
活

か
し

な
が

ら
地

区
計

画
等

を
活

用
す

る
こ

と
に

よ
り

、
さ

ら
に

魅
力

的
な

市
街

地
の

形
成

を
図

る
。

 
 

エ
．

市
街

化
区

域
内

の
低

・
未

利
用

地
 

現
在

の
市

街
化

区
域

内
の

農
地
は

、
都

市
に

あ
る

べ
き

も
の

と
し

て
保

全
を

図
る

。
一

方
、
市

街

化
区
域
内
に
小
さ
く
散
在
す
る
空
き
地
等
の
低
・
未
利
用
地
に
つ
い
て
は
、
民
間
の
土
地
利
用
を
促

し
人

々
が

集
い

活
動

を
広

げ
る

新
た

な
公

共
空

間
等

を
創

出
し

、
活

用
を

図
る
。
ま

た
、
整

備
が

完

了
し
た
地
区
内
に
お
い
て
は
早
期
建
築
が
さ
れ
る
よ
う
宅
地
利
用
の
促
進
を
図
る
。

 
 

b.
 市

街
地

整
備

の
方

針
 

重
点
的
に
整
備
を
図
る
べ
き
区
域
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

 

地
区
名

 
整
備
の
方
針

 

松
本

城
周

辺
地

区
 

内
環

状
北

線
、

松
本

城
南

・
西
外

堀
を

整
備

し
、

国
宝

松
本

城
と

城
下

町
の

歴
史
を
活
か
し
た
、
水
と
緑
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
図
る
。

 
 

②
 市

街
地

整
備

の
目

標
 

お
お

む
ね

1
0
年

以
内

に
実

施
を

予
定

し
て

い
る

主
な

面
的

開
発

事
業
又

は
新

た
に

市
街

化
区

域
を

予
定

し

て
い

る
区

域
は

、
以

下
の

と
お

り
で

あ
る

。
 

a.
 土

地
区

画
整

理
事

業
等

 地
区

名
 

面
積

（
h

a
）

 

村
井
東
田
上
村
井
地
区

 
約
6
.8
 

 

1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 

9
 

1
0
 

1
1
 

1
2
 

1
3
 

1
4
 

1
5
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平
成
○
年
○
月
○
日
作
成

 
（
旧
）
第
６
回
区
域
区
分
見
直
し
 
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
 

（
新
）
第
７
回
区
域
区
分
見
直
し
 
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
 

 

2
1

 
 

 
 

(
4
)
 自

然
的

環
境

の
整

備
又

は
保

全
に

関
す

る
都

市
計

画
の

決
定

の
方

針
 

①
 基

本
方

針
 

本
区

域
は

長
野

県
の

中
央

部
に

位
置

し
、
中

央
ア

ル
プ

ス
山

系
か

ら
連

な
る

山
地

や
丘

陵
地

と
こ

れ
に

続

く
土

地
及

び
北

ア
ル

プ
ス

山
系

か
ら

続
く

平
坦

な
土

地
で

構
成

さ
れ

て
い

る
。
区

域
内

に
は

、
梓

川
や

奈
良

井
川

を
は

じ
め

、
田

川
・
女

鳥
羽

川
・
薄

川
・
鎖

川
等

多
く

の
河

川
が

流
れ

て
お

り
、
奈

良
井

川
以

東
で

は
、

松
本

城
を

中
心

と
し

て
市

街
地

が
発

達
し

て
い

る
一

方
、

奈
良

井
川

以
西

で
は

松
本

市
道

8
7
3
0
号

（
旧

一

般
国

道
1
4
7
号

）
と

一
般

国
道

1
5
8
号

の
沿

線
な

ど
で

市
街

地
が

形
成

さ
れ

て
い

る
が

、
安

曇
野

へ
と

続

く
県

内
で

も
有

数
の

穀
倉

地
帯

が
広

が
っ

て
い

る
。

 

ま
た

、
国

宝
松

本
城
・
弘
法

山
古

墳
・
旧

制
松

本
高

等
学

校
校

舎
・
旧

開
智

学
校
等

、
歴

史
的

意
義

の
高

い
文
化
財
を
有
し
て
い
る
。

 

さ
ら
に
、
本
区
域
は
従
来
よ
り
県
内
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
て
お
り
、
長
野
自
動
車
道
や
信
州
ま
つ
も

と
空
港
等
の
高
速
交
通
網
の
整
備
に
よ
り
、
地
方
中
核
都
市
と
し
て
の
役
割
は
一
層
強
く
な
っ
て
い
る
。

 

こ
の

よ
う

な
都

市
化

の
進

展
や

近
年

の
生

活
環

境
・
防

災
に

関
す

る
市

民
意

識
の

高
ま

り
と

と
も

に
、
緑

の
保

全
、
う

る
お

い
や

安
ら

ぎ
の

あ
る

環
境

づ
く

り
、
災

害
時

の
安

全
性

の
確

保
、
魅

力
あ

る
街

な
み

景
観

の
形

成
等

、
多

様
な

役
割

を
担

う
緑

の
創

出
・

育
成

に
対

す
る

取
り

組
み

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。
 

こ
の

た
め

、
本

区
域

が
目

指
す

将
来

都
市

像
「

ゆ
と

り
と

活
気

に
あ

ふ
れ

る
、
自

然
共

生
都

市
」
実

現
の

一
環

と
し

て
、
次

の
よ

う
な

方
針

の
も

と
に

自
然

的
環

境
の

保
全

や
公

園
緑

地
等

の
公

共
空

地
の

整
備

及
び

緑
化

を
推

進
す

る
。

 

  

◆
 
自

然
景

観
の

骨
格

を
な

す
環

境
の

保
全
 

◆
 
歴

史
・

文
化

的
風

土
を

醸
成

す
る

緑
地

の
保

全
及

び
育

成
 

◆
 
身

近
な

緑
地

の
保

全
・

育
成
 

 

a.
 緑

地
の

確
保

目
標

水
準

 

平
成
2
7年

に
お
け
る
緑
地
確
保
目
標
量
 

都
市

計
画

区
域

に
対

す
る

割
合
 

約
1
9,

90
0h

a 
約

7
5％

 

※
松
本
地
域
を
対
象
と
し
た
目
標
値

 

 

b.
 都

市
公

園
等

の
施

設
と

し
て

整
備

す
る

緑
地

の
目

標
水

準
 

   

年
 
 
次

 
平
成
2
7年

 

都
市

計
画

区
域

人
口

１
人

当
た

り
の

目
標

水
準
 

4
0㎡

／
人
 

    

(
4
)
 自

然
的
環

境
の
整

備
又

は
保
全

に
関

す
る
都

市
計

画
の
決

定
の

方
針

 

①
 基

本
方

針
 

本
区
域
は
長
野
県
の
中
央
部
に
位
置
し
、
中
央
ア
ル
プ
ス
山
系
か
ら
連
な
る
山
地
や
丘
陵
地
と
こ
れ
に
続
く

土
地
及
び
北
ア
ル
プ
ス
山
系
か
ら
続
く
平
坦
な
土
地
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
区
域
内
に
は
、
梓
川
や
奈
良
井
川

を
は
じ
め
、
田
川
・
女
鳥
羽
川
・
薄
川
・
鎖
川
等
多
く
の
河
川
が
流
れ
て
お
り
、
奈
良
井
川
以
東
で
は
、
松

本

城
を
中
心
と
し
て
市
街
地
が
発
達
し
て
い
る
一
方
、
奈
良
井
川
以
西
で
は
松
本
市
道

8
7
3
0
号
（
旧
一
般
国
道

1
4
7
号
）
と
一
般
国
道

1
5
8
号
の
沿
線
な
ど
で
市
街
地
が
形
成
さ
れ
て
い
る
が
、
安
曇
野
へ
と
続
く
県
内
で
も

有
数
の
穀
倉
地
帯
が
広
が
っ
て
い
る
。

 

ま
た
、
国
宝
松
本
城
・
国
宝
旧
開
智
学
校
校
舎
・
史
跡
弘
法
山
古
墳
・
重
要
文
化
財
旧
松
本
高
等
学
校
等
、

歴
史

的
意

義
の

高
い

文
化

財
を

有
し

て
い

る
。

 

さ
ら

に
、
本

区
域

は
従

来
よ

り
県

内
交

通
の

要
衝

と
し

て
栄

え
て

お
り

、
長

野
自

動
車

道
や

信
州

ま
つ

も
と

空
港

等
の

高
速

交
通

網
の

整
備

に
よ

り
、

地
方

中
核

都
市

と
し

て
の

役
割

は
一

層
高

ま
っ

て
い

る
。

 

こ
の
よ
う
な
都
市
化
の
進
展
や
近
年
の
生
活
環
境
・
防
災
に
関
す
る
市
民
意
識
の
高
ま
り
と
と
も
に
、
緑
の

保
全
、
う
る
お
い
や
安
ら
ぎ
の
あ
る
環
境
づ
く
り
、
災
害
時
の
安
全
性
の
確
保
、
魅
力
あ
る
街
な
み
景
観
の
形

成
等
、
多
様
な
役
割
を
担
う
緑
の
創
出
・
育
成
に
対
す
る
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

 

こ
の
た
め
、
本
区
域
が
目
指
す
将
来
都
市
像
「
ゆ
と
り
と
活
気
に
あ
ふ
れ
る
、
自
然
共
生
都
市
」
実
現
の
一

環
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
方
針
の
も
と
に
自
然
的
環
境
の
保
全
や
公
園
緑
地
等
の
公
共
空
地
の
整
備
及
び
緑
化

を
推
進
す
る
。

 

  

◆
 
自
然
景
観
の
骨
格
を
な
す
環
境
の
保
全
 

◆
 
歴
史
・
文
化
的
風
土
を
醸
成
す
る
緑
地
の
保
全
及
び
育
成
 

◆
 
身
近
な
緑
地
の
保
全
・
育
成
 

 

a.
 緑

地
の

確
保

目
標

水
準

 

平
成
2
7年

に
お
け
る
緑
地
確
保
目
標
量
 

都
市
計
画
区
域
に
対
す
る
割
合
 

約
1
9,
90
0h
a 

約
7
5％

 

※
松

本
地
域

を
対

象
と

し
た

目
標

値
 

 

b.
 都

市
公

園
等

の
施

設
と

し
て

整
備

す
る

緑
地

の
目

標
水

準
 

「
量

」
か

ら
「

質
」
へ

と
発

想
を

転
換

し
、
緑

の
「

量
」
の

み
に

重
点

を
置

く
の

で
は

な
く

、
心

地
良

さ
や
美
し
さ
と
い
っ
た
「
質
」
の
向
上
を
重
視
す
る
。

 

（
参

考
）

 

年
次
 

令
和
1
7年

 

都
市

計
画

区
域

人
口

１
人

当
た

り
の

目
標

水
準
 

4
0㎡

／
人
 

    

1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 

9
 

1
0
 

1
1
 

1
2
 

1
3
 

1
4
 

1
5
 

1
6
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7
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8
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9
 

2
0
 

2
1
 

 2
2
 

2
3
 

2
4
 

2
5
 

2
6
 

2
7
 

2
8
 

2
9
 

3
0
 

3
1
 

3
2
 

3
3
 

3
4
 

3
5
 

3
6
 

3
7
 

3
8
 

3
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平
成
○
年
○
月
○
日
作
成

 
（
旧
）
第
６
回
区
域
区
分
見
直
し
 
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
 

（
新
）
第
７
回
区
域
区
分
見
直
し
 
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
 

 

2
2

 
 

②
主

要
な

緑
地

の
配

置
の

方
針

 

本
区

域
に

お
け

る
都

市
環

境
及

び
生

物
生

息
・
生

育
環

境
の

保
全

、
災

害
時

の
安

全
性

及
び

市
民

の
や

す

ら
ぎ

空
間

の
確

保
、
魅

力
あ

る
街

な
み

景
観

の
形

成
を

進
め

る
た

め
、
緑

地
を

機
能

別
に

環
境

保
全

、
レ

ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

、
防

災
、
景

観
の

４
つ

の
系

統
に

分
類

し
、
そ

れ
ぞ

れ
の

視
点

か
ら

の
配

置
方

針
を

次
の

よ

う
に

定
め

る
。

 

a.
 環

境
保

全
系

統
の

配
置

方
針

 

ア
．

良
好

な
自

然
環

境
や

多
様

な
生

物
の

生
息

・
生

育
環

境
を

有
す

る
緑

地
の

保
全

 

既
存

の
国

定
公

園
や

郷
土

環
境

保
全

地
域

な
ど

、
良

好
な

植
物

群
落

や
水

辺
等

を
有

す
る

緑
地

や
ほ

乳
類

、
鳥

類
、

昆
虫

類
等

の
多

様
な

動
物

の
生

息
環

境
と

な
っ

て
い

る
緑

地
を

保
全

す
る

。
 

 

イ
．

都
市

や
地

域
の

歴
史

・
文

化
的

な
風

土
を

醸
成

す
る

緑
地

の
保

全
・

育
成

 

文
化

財
、
旧

跡
、
社

寺
な

ど
と

融
合

し
、
都

市
や

地
域

の
歴

史
・
文

化
的

な
風

土
を

醸
成

す
る

緑

地
を

保
全

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
育

成
を

図
る

。
 

 

ウ
．

都
市

環
境

や
身

近
な

生
活

環
境

の
形

成
に

資
す

る
緑

地
の

整
備

・
保

全
 

既
存

の
都

市
公

園
や

風
致

地
区

及
び

河
川

な
ど

市
街

地
内

や
そ

の
近

郊
に

あ
り

、
都

市
気

象
の

緩
和

や
快

適
な

生
活

環
境

の
保

全
・
創

出
に

資
す

る
緑

地
を

保
全

す
る

と
と

も
に

、
新

た
な

都
市

公

園
や

都
市

緑
地

等
の

整
備

を
図

る
。

 

 

エ
．
緩
衝
緑
地
の
配
置

 

大
規

模
な

産
業

地
に

つ
い

て
は

、
災

害
時

又
は

操
業

時
の

周
辺

環
境

に
対

す
る

影
響

を
緩

和
す

る
た
め
、
敷
地
内
の
周
辺
部
に
緩
衝
緑
地
を
適
宜
配
置
す
る
。

 

 

オ
．
水
源
林
、
美
し
い
森
林
風
景
と
し
て
の
森
林
環
境
の
保
全
（
西
部
森
林
地
域
）

 

波
田

・
梓

川
地

区
の

西
側

に
位

置
す

る
森

林
地

域
の

多
く

は
都

市
計

画
区

域
の

外
側

に
位

置
し

て
い
る
が
、
現
在
比
較
的
良
好
な
環
境
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
状
に
お
け
る
法
規
制
の
状
況
を
将
来

と
も
維
持
し
て
い
く
。

 

 

b.
 レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
系

統
の

配
置

方
針

 

ア
．
身
近
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
需
要
に
応
え
る
住
区
基
幹
公
園
の
適
切
な
配
置

 

身
近
な
、
生
活
圏
レ
ベ
ル
に
お
け
る
市
民
の
休
息
や
運
動
の
場
を
確
保
す
る
た
め
、
市
街
地
内
に

お
け
る
誘
致
距
離
が
、
街
区
公
園
は
概
ね

2
50
ｍ

、
近
隣
公
園
は
概
ね

5
0
0
ｍ
及
び
地
区
公
園
は
概

ね
１
k
m
と
な
る
よ
う
に
、
配
置
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。
 

 

イ
．
都
市
や
広
域
レ
ベ
ル
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
需
要
に
応
え
る
都
市
公
園
の
配
置

 

住
民
の
健
康
の
維
持
・
増
進
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
等
に
寄
与
す
る
た
め
、
総
合
公
園
（
ア

ル
プ
ス
公
園
、
松
本
城
公
園
）
の
整
備
拡
充
、
及
び
松
本
平
広
域
公
園
の
活
用
を
図
る
。

 

   

②
 主

要
な

緑
地

の
配

置
の

方
針

 

本
区

域
に

お
け

る
都

市
環

境
及

び
生

物
生

息
・

生
育

環
境

の
保

全
、

災
害

時
の

安
全

性
及

び
市

民
の

や
す

ら
ぎ

空
間

の
確

保
、

魅
力

あ
る

街
な

み
景

観
の

形
成

を
進

め
る

た
め

、
緑

地
を

機
能

別
に

環
境

保
全

、
レ

ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン
、

防
災

、
景

観
の

４
つ

の
系

統
に

分
類

し
、

そ
れ

ぞ
れ

の
視

点
か

ら
の

配
置

方
針

を
次

の
よ

う
に

定
め

る
。

 

a.
 環

境
保

全
系

統
の

配
置

方
針

 

ア
．

良
好

な
自

然
環

境
や

多
様

な
生

物
の

生
息

・
生

育
環

境
を

有
す

る
緑

地
の

保
全

 

既
存

の
国

定
公

園
や

郷
土

環
境

保
全

地
域

な
ど

、
良

好
な

植
物

群
落

や
水

辺
等

を
有

す
る

緑
地

や

ほ
乳

類
、

鳥
類

、
昆

虫
類

等
の

多
様

な
動

物
の

生
息

環
境

と
な

っ
て

い
る

緑
地

を
保

全
す

る
。

 

 

イ
．

都
市

や
地

域
の

歴
史

・
文

化
的

な
風

土
を

醸
成

す
る

緑
地

の
保

全
・

育
成

 

文
化

財
、
旧

跡
、
社

寺
な

ど
と

融
合

し
、
都

市
や

地
域

の
歴

史
・
文

化
的

な
風

土
を

醸
成

す
る

緑

地
を

保
全

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
育

成
を

図
る

。
 

 

ウ
．

都
市

環
境

や
身

近
な

生
活

環
境

の
形

成
に

資
す

る
緑

地
の

整
備

・
保

全
 

既
存

の
都

市
公

園
や

風
致

地
区

及
び

河
川

な
ど

市
街

地
内

や
そ

の
近

郊
に

あ
り

、
都

市
気

象
の

緩

和
や

快
適

な
生

活
環

境
の

保
全
・
創

出
に
資

す
る

緑
地

を
保

全
す

る
と

と
も

に
、
新
た

な
都

市
公

園

や
都

市
緑

地
等

の
整

備
を
検

討
す
る

。
 

 

エ
．
緩
衝
緑
地
の
配
置

 

大
規
模
な
産
業
地
に
つ
い
て
は
、
災
害
時
又
は
操
業
時
の
周
辺
環
境
に
対
す
る
影
響
を
緩
和
す
る

た
め
、
敷
地
内
の
周
辺
部
に
緩
衝
緑
地
を
適
宜
配
置
す
る
。

 

 

オ
．
水
源
林
、
美
し
い
森
林
風
景
と
し
て
の
森
林
環
境
の
保
全
（
西
部
森
林
地
域
）

 

波
田
・
梓
川
地
区
の
西
側
に
位
置
す
る
森
林
地
域
の
多
く
は
都
市
計
画
区
域
の
外
側
に
位
置
し
て

い
る
が
、
現
在
比
較
的
良
好
な
環
境
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
状
に
お
け
る
法
規
制
の
状
況
を
将
来
と

も
維
持
し
て
い
く
。

 

 

b.
 レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
系

統
の

配
置

方
針

 

ア
．
身
近
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
需
要
に
応
え
る
住
区
基
幹
公
園
の
適
切
な
配
置

 

身
近
な
、
生
活
圏
レ
ベ
ル
に
お
け
る
市
民
の
休
息
や
運
動
の
場
を
確
保
す
る
た
め
、
市
街
地
内
に

お
け
る
誘
致
距
離
が
、
街
区
公
園
は
概
ね

2
50
ｍ
、
近
隣
公
園
は
概
ね

5
0
0
ｍ
及
び
地
区
公
園
は
概

ね
１
k
m
と
な
る
よ
う
に
、
配
置
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。
 

 

イ
．
都
市
や
広
域
レ
ベ
ル
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
需
要
に
応
え
る
都
市
公
園
の
配
置

 

住
民
の
健
康
の
維
持
・
増
進
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
等
に
寄
与
す
る
た
め
、
総
合
公
園
（
ア

ル
プ
ス
公
園
、
松
本
城
公
園
）
の
改
修
や
そ
の
周
辺
の
整
備
拡
充
を
図
る
。
ま
た
、
松
本
平
広
域
公

園
に

つ
い

て
は

、
活

用
と

拡
充

の
必

要
性

を
検

討
す

る
。
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平
成
○
年
○
月
○
日
作
成

 
（
旧
）
第
６
回
区
域
区
分
見
直
し
 
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
 

（
新
）
第
７
回
区
域
区
分
見
直
し
 
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
 

 

2
3

 
 

ウ
．

多
様

な
余

暇
活

動
需

要
に

応
え

る
公

園
緑

地
の

配
置

 

既
存

の
中

山
墓

園
や

河
川

緑
地

（
都

市
緑

地
）

の
活

用
を

図
る

。
 

 

エ
．

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
形

成
す

る
緑

地
軸

の
配

置
 

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

拠
点

と
な

る
公

園
緑

地
の

有
効

活
用

を
図

る
た

め
、

こ
れ

ら
を

相
互

に
結

ぶ
道

路
及

び
河

川
等

を
緑

地
軸

と
し

て
配

置
し

、
そ

の
積

極
的

な
緑

化
を

図
る

。
 

 

c
. 

防
災

系
統

の
配

置
方

針
 

ア
．

自
然

災
害

の
防

止
効

果
の

あ
る

丘
陵

緑
地

の
保

全
 

風
・

水
害

や
土

砂
流

出
及

び
斜

面
崩

壊
等

に
対

す
る

災
害

防
止

効
果

の
あ

る
保

安
林

や
砂

防
指

定
地

等
の

法
指

定
地

を
維

持
す

る
と

と
も

に
、
市

街
地

や
集

落
地

に
隣

接
す

る
浅

間
地

区
、
山

辺
地

区
等

の
丘

陵
緑

地
の

保
全

を
図

る
。

 

 

イ
．

市
街

地
火

災
の

延
焼

遮
断

効
果

の
あ

る
緑

地
の

整
備

・
保

全
 

市
街

地
に

お
け

る
火

災
の

延
焼

遮
断

機
能

を
有

す
る

幹
線

道
路

や
河

川
を

延
焼

遮
断

帯
と

し
て

位
置

付
け

、
延

焼
遮

断
効

果
の

あ
る

緑
地
（

並
木

）
の

整
備
・
保

全
を

図
る

と
と

も
に

、
必

要
に

応

じ
て

防
災

道
路

を
配

置
す

る
。

 

 

ウ
．

避
難

地
・

避
難

路
と

な
る

公
園

緑
地

の
配

置
 

地
震

や
火

災
時

の
避

難
地

を
確

保
す

る
た

め
、

地
域

防
災

計
画

に
よ

る
避

難
地

と
の

機
能

分
担

を
図

り
な

が
ら

公
園

緑
地

を
配

置
す

る
と

と
も

に
、

市
街

地
に

お
け

る
広

域
避

難
地

と
し

て
の

松

本
城

公
園

の
拡

充
整

備
を

図
る

。
ま

た
、
こ

れ
ら

を
結

ぶ
避

難
路

、
輸

送
路

と
し

て
道

路
を

必
要

に

応
じ

て
配

置
し

、
緑

化
を

図
る

こ
と

に
よ

り
そ

の
機

能
の

充
実

を
図

る
。

 

 

d.
 景

観
系

統
の

配
置

方
針

 

ア
．

自
然

的
景

観
を

特
徴

づ
け

て
い

る
緑

地
や

水
辺

の
保

全
と

育
成

 

市
街

地
か

ら
の

視
対

象
と

な
る

城
山

、
浅

間
、
岡

田
、
美
ヶ

原
温

泉
周

辺
及

び
廣

澤
寺

周
辺

地
区

等
の

里
山

景
観

を
形

成
す

る
緑

地
を

保
全

す
る

。
ま

た
、
本

区
域

を
流

下
す

る
河

川
は

骨
格

的
な

水

辺
の

景
観

軸
と

し
て

眺
望

景
観

の
保

全
に

努
め

る
も

の
と

す
る

。
 

さ
ら

に
、

松
本

平
の

広
大

な
田

園
地

域
は

、
本

区
域

の
田

園
景

観
を

形
成

す
る

緑
地

と
し

て
保

全
・

活
用

す
る

。
 

 

イ
．

歴
史

・
文

化
的

風
土

を
醸

成
す

る
緑

地
の

保
全

 

国
宝

松
本

城
の

あ
る

松
本

城
公

園
、

城
山

公
園

及
び

あ
が

た
の

森
公

園
等

の
緑

地
や

市
街

地
内

に
存

在
す

る
神

田
、
筑

摩
、
並

柳
及

び
井

川
城

等
の

独
立

樹
林

群
、
さ

ら
に

は
屋

敷
林

や
社

寺
境

内

地
内

の
緑
（

鎮
守

の
森

）
を

保
全

し
、
緑

豊
か

な
景

観
と

融
合

し
た

歴
史
・
文

化
的

な
風

土
を

醸
成

す
る

。
 

   

ウ
．

多
様

な
余

暇
活

動
需

要
に

応
え

る
公

園
緑

地
の

配
置

 

既
存

の
中

山
墓

園
や

河
川

緑
地

（
都

市
緑

地
）

の
活

用
を

図
る

。
 

 

エ
．

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
形

成
す

る
緑

地
軸

の
配

置
 

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

拠
点

と
な

る
公

園
緑

地
の

有
効

活
用

を
図

る
た

め
、
こ

れ
ら

を
相

互
に

結
ぶ

道
路

及
び

河
川

等
を

緑
地

軸
と

し
て

配
置

し
、

そ
の

積
極

的
な

緑
化

を
図

る
。

 

 

c
. 

防
災

系
統

の
配

置
方

針
 

ア
．

自
然

災
害

の
防

止
効

果
の

あ
る

丘
陵

緑
地

の
保

全
 

風
・
水

害
や

土
砂

流
出

及
び

斜
面

崩
壊

等
に

対
す

る
災

害
防

止
効

果
の

あ
る

保
安

林
や

砂
防

指
定

地
等

の
法

指
定

地
を

維
持

す
る

と
と

も
に

、
市

街
地

や
集

落
地

に
隣

接
す

る
浅

間
地

区
、
山

辺
地
区

等
の

丘
陵

緑
地

の
保

全
を

図
る

。
 

 

イ
．

市
街

地
火

災
の

延
焼

遮
断

効
果

の
あ

る
緑

地
の

整
備

・
保

全
 

市
街

地
に

お
け

る
火

災
の

延
焼

遮
断

機
能

を
有

す
る

幹
線

道
路

や
河

川
を

延
焼

遮
断

帯
と

し
て

位
置

付
け

、
延

焼
遮

断
効

果
の

あ
る

緑
地
（

並
木

）
の

整
備
・
保

全
を

図
る

と
と

も
に

、
必

要
に

応

じ
て

防
災

道
路

を
配

置
す

る
。

 

 

ウ
．

避
難

地
・

避
難

路
と

な
る

公
園

緑
地

の
配

置
 

地
震

や
火

災
時

の
避

難
地

を
確

保
す

る
た

め
、
地

域
防

災
計

画
に

よ
る

避
難

地
と

の
機

能
分

担
を

図
り

な
が

ら
公

園
緑

地
を

配
置

す
る

と
と

も
に

、
市

街
地

に
お

け
る

広
域

避
難

地
と

し
て

の
松

本
城

公
園

の
拡

充
整

備
を

図
る

。
ま

た
、
こ

れ
ら

を
結

ぶ
避

難
路

、
輸

送
路

と
し

て
道

路
を

必
要

に
応

じ

て
配

置
し

、
緑

化
を

図
る

こ
と

に
よ

り
そ

の
機

能
の

充
実

を
図

る
。

 

 

d.
 景

観
系

統
の

配
置

方
針

 

ア
．

自
然

的
景

観
を

特
徴

づ
け

て
い

る
緑

地
や

水
辺

の
保

全
と

育
成

 

市
街

地
か

ら
の

視
対

象
と

な
る

城
山

、
浅

間
、
岡

田
、
美

ヶ
原

温
泉

周
辺

及
び

廣
澤

寺
周

辺
地

区

等
の

里
山

景
観

を
形

成
す

る
緑

地
を

保
全

す
る

。
ま

た
、
本

区
域

を
流
下

す
る

河
川

は
骨

格
的

な
水

辺
の

景
観

軸
と

し
て

眺
望

景
観

の
保

全
に

努
め

る
も

の
と

す
る

。
 

さ
ら

に
、
松

本
平

の
広

大
な

田
園

地
域

は
、
本

区
域

の
田

園
景

観
を

形
成

す
る

緑
地

と
し

て
保

全
・

活
用

す
る

。
 

 

イ
．

歴
史

・
文

化
的

風
土

を
醸

成
す

る
緑

地
の

保
全

 

国
宝

松
本

城
の

あ
る

松
本

城
公

園
、
城

山
公

園
及

び
あ

が
た

の
森

公
園

等
の

緑
地

や
市

街
地

内
に

存
在

す
る

神
田

、
筑

摩
、
並

柳
及

び
井

川
城

等
の

独
立

樹
林

群
、
さ

ら
に

は
屋

敷
林

や
社

寺
境

内
地

内
の

緑
（

鎮
守

の
森

）
を

保
全

し
、
緑

豊
か

な
景

観
と

融
合

し
た

歴
史
・
文

化
的

な
風

土
を

醸
成

す

る
。
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平
成
○
年
○
月
○
日
作
成

 
（
旧
）
第
６
回
区
域
区
分
見
直
し
 
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
 

（
新
）
第
７
回
区
域
区
分
見
直
し
 
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
 

 

2
4

 
 

ウ
．

身
近

な
街

並
み

景
観

を
形

成
す

る
緑

地
の

整
備

・
育

成
 

松
本

市
で

発
祥

し
た
「

花
い

っ
ぱ

い
運

動
」
等

の
緑

化
施

策
を

活
用

し
、
道

路
の

沿
道

や
歩

道
、

学
校

、
官

公
庁

及
び

文
化

施
設

等
の

公
共

施
設

、
並

び
に

工
場

等
の

大
規

模
事

業
所

敷
地

や
民

有
地

内
の

緑
化

を
進

め
、

身
近

な
街

並
み

に
お

け
る

緑
地

景
観

の
整

備
・

育
成

を
図

る
。

 

 

エ
．

防
災

機
能

、
都

市
環

境
の

保
全

な
ど

の
視

点
か

ら
見

た
緑

地
の

整
備

・
保

全
 

波
田

地
区

の
大

き
な

特
徴

の
ひ

と
つ

で
あ

る
梓

川
沿

い
の

段
丘

林
を

は
じ

め
、

屋
敷

林
や

境
内

林
な

ど
は

、
郷

土
の

優
れ

た
景

観
を

形
成

す
る

機
能

だ
け

で
な

く
、
防

災
と

し
て

の
機

能
、
都

市
と

し
て

の
環

境
の

保
全

や
自

然
生

態
系

の
保

全
機

能
な

ど
、
多

様
な

機
能

を
持

っ
て

い
る

た
め

、
こ

れ

ら
の

機
能

の
確

実
な

保
全

と
、
さ

ら
に

は
今

後
の

都
市

整
備

に
伴

う
新

た
な

緑
地

空
間

の
創

出
、
機

能
強

化
、

緑
地

空
間

の
特

性
に

応
じ

た
整

備
を

進
め

る
。

 

 

③
 実

現
の

た
め

の
具

体
の

都
市

計
画

制
度

の
方

針
 

a.
 公

園
緑

地
等

の
整

備
方

針
 

都
市

公
園

等
の

施
設

と
し

て
整

備
す

べ
き

緑
地

に
つ

い
て

は
、
都

市
計

画
区

域
人

口
一

人
当

り
約

4
0
㎡

以
上

と
な

る
よ

う
以

下
の

よ
う

に
整

備
を

進
め

る
。
 

公
園
緑
地

 

等
の

種
別

 
配
置
方
針

 
整

備
目

標
 

(㎡
/人

) 

住 区 基 幹 公 園 

街
  
区

 

公
  
園

 

市
街

地
内

に
お

い
て

、
誘

致
距

離
が

概
ね
25
0m
と

な
る

こ
と

を
目

標
と

し
、

9
4ヵ

所
、

約
19
ha
の

確
保

を
図

る
。
 

4
0.
0 

近
  
隣

 

公
  
園

 

市
街

地
内

に
お

い
て

、
誘

致
距

離
が

概
ね

50
0m
と
な
る
こ
と
を
目
標
と
し
、

1
9ヵ

所
、

約
35

ha
の

確
保

を
図

る
。

 

地
  
区

 

公
  
園

 

市
街

地
内

に
お

い
て

、
誘

致
距

離
を

概
ね

１
㎞

と
し

て
配

置
済

み
で

あ
り

、

既
存
の

城
山
公
園

(6
.1
ha
)、

あ
が

た
の
森
公
園

(6
.1
ha
)
及

び
芳

川
公

園

(
3.
9h
a)
及
び
梓
川
ふ
る
さ
と
公
園
(
18
.8
h
a)
の
活
用
を
図
る
。
 

都
市
基

幹
公
園

 

総
  
合

 

公
  
園

 

既
存

の
ア

ル
プ

ス
公

園
(
72
.
7h
a)
、

松
本

城
公

園
(
10
.5
h
a)
の

活
用

を
 

図
る

。
 

特
殊

 

公
園

 

歴
  
史

 

公
  
園

 
弘
法
山
古
墳
公
園
(
6.
8h
a)
の
活
用
を
図
る
。
 

墓
  
園

 
既

存
の

中
山

墓
園
(
47
.0
ha
)の

活
用

を
図

る
。
 

広
域
公
園

 
既
存
の
松
本
平
広
域
公
園
(1
52
.3
ha
)の

活
用
を
図
る
。
 

都
市

緑
地

 
既

存
の

奈
良

井
川

緑
地
(
3.
6
ha
)、

牛
伏

川
緑

地
(
0.
4h
a
)等

の
活

用
を
 

図
る

。
 

公
共
施
設

 

緑
 
 
地

 

公
共
施
設
緑
地
と
し
て
、
既
存
の
河
川
緑
地
、
児
童
遊
園
、
農
村
広
場

、

農
村

公
園

、
運

動
場

・
グ
ラ

ウ
ン

ド
、
教

育
文

化
施
設

、
市

民
農
園

、

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

施
設
及

び
開

発
行
為

に
よ

る
緑
地

を
位

置
付
け

、

さ
ら

に
今

後
の

河
川

や
公
共

公
益

施
設
及

び
住

宅
地
等

の
整

備
に
合

わ

せ
た
緑
地
の
拡
充
や
市
民
農
園
の
開
設
に
よ
る
拡
充
を
図
る
。
 

        

ウ
．
身

近
な

街
並

み
景

観
を

形
成

す
る

緑
地

の
整

備
・
育

成
 

松
本

市
で

発
祥

し
た

「
花

い
っ

ぱ
い

運
動
」

等
の

緑
化

施
策

を
活

用
し

、
道

路
の

沿
道

や
歩

道
、

学
校
、
官
公

庁
及
び

文
化

施
設

等
の

公
共

施
設

、
並
び

に
工

場
等

の
大

規
模
事

業
所

敷
地

や
民

有
地

内
の
緑

化
を

進
め

、
身

近
な

街
並

み
に

お
け
る

緑
地

景
観

の
整

備
・

育
成

を
図

る
。

 

 

エ
．
防

災
機

能
、

都
市

環
境

の
保

全
な

ど
の

視
点

か
ら
見

た
緑

地
の

整
備

・
保

全
 

波
田

地
区

の
大

き
な

特
徴

の
ひ

と
つ

で
あ
る

梓
川

沿
い

の
段

丘
林

を
は

じ
め

、
屋
敷

林
や

境
内

林

な
ど
は

、
郷
土

の
優

れ
た
景

観
を

形
成

す
る

機
能

だ
け

で
な

く
、
防

災
と

し
て

の
機

能
、
都
市

と
し

て
の
環

境
の

保
全

や
自

然
生

態
系

の
保
全

機
能

な
ど

、
多
様

な
機

能
を

持
っ

て
い

る
た

め
、
こ
れ
ら

の
機
能

の
確

実
な

保
全

と
、
さ

ら
に

は
今

後
の

都
市

整
備
に

伴
う

新
た

な
緑

地
空

間
の

創
出

、
機
能

強
化
、

緑
地

空
間

の
特

性
に

応
じ

た
整
備

を
進

め
る

。
 

 

③
 実

現
の

た
め

の
具

体
の

都
市

計
画

制
度

の
方

針
 

a.
 公

園
緑

地
等

の
整

備
方

針
 

都
市

公
園

等
の

施
設

と
し

て
整

備
す

べ
き

緑
地

に
つ

い
て

は
、
都

市
計

画
区

域
人

口
一

人
当

り
約

4
0
㎡

以
上

と
な

る
よ

う
以

下
の

よ
う

に
整

備
を

進
め

る
。
 

公
園
緑
地

 

等
の
種
別

 
配
置

方
針

 
整

備
目

標
 

(㎡
/人

) 

住 区 基 幹 公 園 

街
 
区

 

公
 
園

 

市
街

地
内

に
お

い
て

、
誘

致
距

離
が

概
ね

25
0m
と
な
る
こ
と
を
目
標
と
し
、

9
4ヵ

所
、

約
19
ha
の

確
保

を
図

る
。
 

4
0.

0 

近
 
隣

 

公
 
園

 

市
街
地
内
に
お
い
て
、
誘
致
距
離
が
概
ね
50
0m
と

な
る

こ
と

を
目

標
と

し
、

1
9ヵ

所
、
約
35
ha
の
確
保
を
図
る
。
 

地
 
区

 

公
 
園

 

市
街
地
内
に
お
い
て
、
誘
致
距
離
を
概
ね
１
㎞
と
し
て
配
置
済
み
で
あ
り
、

既
存

の
城

山
公

園
(6
.1
ha
)、

あ
が

た
の

森
公

園
(6
.1
ha
)及

び
芳
川
公
園

(
3.
9h
a)
及

び
梓

川
ふ

る
さ

と
公

園
(
18
.8
h
a)
の

活
用

を
図

る
。
 

都
市

基

幹
公

園
 

総
 
合

 

公
 
園

 

既
存
の
ア
ル
プ
ス
公
園
(
72
.
7h
a)
、
松
本
城
公
園
(
10
.5
h
a)
の
活
用
を
 

図
る
。
 

特
殊

 

公
園

 

歴
 
史

 

公
 
園

 
弘

法
山
古

墳
公

園
(
6.
8h
a)
の

活
用

を
図

る
。
 

墓
 
園

 
既
存
の
中
山
墓
園
(
47
.0
ha
)の

活
用
を
図
る
。
 

広
域

公
園

 
既

存
の

松
本

平
広

域
公

園
(1
52
.3
ha
)の

活
用

を
図

る
。
 

都
市

緑
地

 
既

存
の

奈
良

井
川

緑
地
(
3.
6
ha

)、
牛

伏
川

緑
地

(
0.

4h
a
)等

の
活

用
を
 

図
る

。
 

公
共
施
設

 

緑
地

 

公
共
施
設
緑
地
と
し
て
、
既
存
の
河
川
緑
地
、
児
童
遊
園
、
農
村
広
場

、

農
村

公
園

、
運

動
場

・
グ
ラ

ウ
ン

ド
、
教

育
文

化
施
設

、
市

民
農
園

、

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

施
設
及

び
開

発
行
為

に
よ

る
緑
地

を
位

置
付
け

、

さ
ら

に
今

後
の

河
川

や
公
共

公
益

施
設
及

び
住

宅
地
等

の
整

備
に
合

わ

せ
た
緑
地
の
拡
充
や
市
民
農
園
の
開
設
に
よ
る
拡
充
を
図
る
。
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平
成
○
年
○
月
○
日
作
成

 
（
旧
）
第
６
回
区
域
区
分
見
直
し
 
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
 

（
新
）
第
７
回
区
域
区
分
見
直
し
 
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
 

 

2
5

 
 

 

b.
 緑

地
保

全
地

区
等

の
指

定
方

針
 

良
好

な
自

然
環

境
の

保
全

等
を

図
る

た
め

、
風

致
地

区
等

の
指

定
を

以
下

の
よ

う
に

進
め

る
も

の

と
す

る
。
 

地
区
の
種
別

 
指

定
方

針
 

指
定
目
標

 

風
致

地
区

 
既

存
の

城
山

風
致

地
区

、
浅

間
風

致
地

区
、
松

本
城

址
風

致
地

区
の

保
全

を
図

る
。
 

約
3
44
ha
 

緑
地
保
全
地
区

 

市
街

地
内

に
お

け
る

筑
摩

神
社

の
樹

林
地

を
は

じ
め

と
す

る
主

要
な

社

寺
林
や
多
様
な
生
物
生
息
・
生
育
環
境
を
保
持
す
る
緑
地
や
水
辺
地
を
対

象
に
、
2
6カ

所
を
指
定
す
る
。
 

約
3
0h
a 

  

④
 主

要
な

緑
地

の
確

保
目

標
 

a.
 お

お
む

ね
1
0

年
以

内
に

整
備

予
定

の
主

要
な

公
園

等
の

公
共

空
地

 

・
ア

ル
プ

ス
公

園
の

改
修

、
松

本
城

公
園

の
整

備
 

・
開

発
行

為
緑

地
の

整
備

 

都
市
公
園

等
の

施
設
と

し
て

整
備
す

べ
き

緑
地
は

、
ア

ル
プ
ス

公
園

、
松

本
城
公

園
等
の

改
修
・

整
備
促
進

に
加

え
、
開

発
行

為
緑
地

の
整

備
を
推

進
す

る
。
 

 

b.
 主

要
な

緑
地

保
全

地
区

な
ど

 

都
市
の
緑

の
保

全
を
図

る
た

め
、
特

別
緑

地
保
全

地
区

な
ど
の

指
定

に
つ
い

て
研

究
を
進

め
る
。
 

                    

 

b.
 緑

地
保

全
地

区
等

の
指

定
方

針
 

良
好
な
自

然
環

境
の
保

全
等

を
図
る

た
め

、
風

致
地
区

等
の
指

定
を

以
下
の

よ
う

に
進
め

る
も
の

と
す
る
。
 

地
区

の
種

別
 

指
定

方
針

 
指

定
目

標
 

風
致
地
区

 
既
存
の
城
山
風
致
地
区
、
浅
間
風
致
地
区
、
松
本
城
址
風
致
地
区
の
保
全

を
図
る
。
 

約
3
44
ha
 

緑
地

保
全

地
区

 

市
街

地
内

に
お

け
る

筑
摩

神
社

の
樹

林
地

を
は

じ
め

と
す

る
主

要
な

社

寺
林

や
多

様
な

生
物

生
息
・
生

育
環

境
を

保
持

す
る

緑
地

や
水

辺
地

を
対

象
に

、
2
6カ

所
を

指
定

す
る

。
 

約
3
0h
a 

  

④
 主

要
な

緑
地

の
確

保
目

標
 

a.
 お

お
む

ね
1
0

年
以

内
に

整
備

予
定

の
主

要
な

公
園

等
の

公
共

空
地

 

・
ア

ル
プ

ス
公

園
の

改
修
、

松
本

城
公

園
の

整
備

 

・
開

発
行

為
緑

地
の

整
備

 

都
市

公
園

等
の

施
設

と
し

て
整

備
す

べ
き

緑
地

は
、

ア
ル

プ
ス

公
園

、
松

本
城

公
園
等

の
改

修
・

整
備

促
進

に
加

え
、

開
発

行
為

緑
地

の
整

備
を

推
進

す
る

。
 

 

b.
 主

要
な

緑
地

保
全

地
区

な
ど

 

都
市

の
緑

の
保

全
を

図
る

た
め

、
特

別
緑

地
保

全
地

区
な

ど
の

指
定

に
つ

い
て

研
究

を
進

め
る

。
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平
成
○
年
○
月
○
日
作
成

 
（
旧
）
第
６
回
区
域
区
分
見
直
し
 
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
 

（
新
）
第
７
回
区
域
区
分
見
直
し
 
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
 

 

2
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平
成
○
年
○
月
○
日
作
成

 
（
旧
）
第
６
回
区
域
区
分
見
直
し
 
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
 

（
新
）
第
７
回
区
域
区
分
見
直
し
 
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
 

 

2
7
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平
成
○
年
○
月
○
日
作
成

 
（
旧
）
第
６
回
区
域
区
分
見
直
し
 
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
 

（
新
）
第
７
回
区
域
区
分
見
直
し
 
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
 

 

2
8

 
 

                     

松
本

都
市

計
画
 

都
市

計
画

区
域

の
整

備
、

開
発

及
び

保
全

の
方

針
 

 

平
成

2
6
年

11
月

発
行
 

 

○
長
野
県
 
松
本
建
設
事
務
所
計
画
調
査
課
 

〒
3
9
0
-0

8
5

2
 
長
野
県
松
本
市
島
立

1
0
2
0
番
地
 

T
E

L
 

0
2
6
3
-4

0
-1

9
6
4

 

F
A

X
 

0
2
6
3
-4

7
-8

0
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